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　第一話　ランブリング・サマー







　【主な登場人物】


　　・鵜う飼かい了りよう介すけ…出席番号２番。うんちくバカ。

　　・溝みぞ渕ぶち猛たけし……出席番号30番。格かく闘とうバカ。

　　・城き戸ど来らい人と…出席番号７番。バカ。

　　・殿との村むら清さや花か…出席番号14番。勇者。

　　・仲なか内うち香か苗なえ…出席番号15番。遊び人。

　　・波は多た野の樹いつき…出席番号25番。賢けん者じや。

　　・須す々ず木き瑞みず穂ほ…出席番号10番。マスコットガール。






　　　　一




　教きよう壇だん側がわのドアが開き、身長二メートルを超こえる巨きよ漢かんが入ってくると、それまで騒さわがしかった教室が一気に静まった。

「今日が何の日か……分かっているな？」

　教壇に着くなり、二年Ｂ組の担たん任にん教きよう師し──南雲なぐも慶けい一いち郎ろうは口を開いた。

　冗じよう談だんめかした謎なぞかけではない。

　慶一郎は身長二〇四センチ、体重は一二〇キロ近い。筋きん骨こつ逞たくましく見るからに戦闘用の肉体の持ち主だが、普ふ段だんは物静かな男である。生徒に対して高こう圧あつ的なところもなければ、馴なれ合うような雰ふん囲い気きもない。教師としての態たい度どはごく真ま面じ目めで冗談も言わない男だが、それで生徒の方も退たい屈くつしてしまうということもなかった。なぜなら、教壇に立っているというだけで十分に面おも白しろすぎる存そん在ざいだからである。

　慶一郎は顔を動かさずに教室内を一望すると、一人の生徒を指名した。

「──鵜飼。答えろ」

「はい！」

　出席番号二番の鵜飼了介が椅い子すから立ち上がって直立不動の姿し勢せいになった。

　ヒョロッとした身体からだつきで撫なで肩がたの上に、短たん髪ぱつのせいかやけに丸みが強調された頭が乗っているため、全体的にマッチ棒ぼうを思わせる風ふう貌ぼうである。広い額ひたいと黒いセルフレームの眼鏡めがねが学者風の知的な雰囲気を醸かもし出している。

「今日は何の日だ？」

「一九六九年、アポロ11号が月面に着陸した日であります！」

　鵜飼が即そく答とうすると、他の生徒たちの間から軽いどよめきが起きた。しかしそれは慶一郎の求めていた答えではなかった。

「他ほかには？」

「一九七一年、日本マクドナルドの一号店が銀ぎん座ざに開店した日です」

「……その他には？」

「七六年にバイキング一号が火星のクリュセ平原に──」

「それ以外に何かないのか？」

　鵜飼は答えに詰つまった。数秒考えてから答える。

「一九七三年ですね！」

「何があった？」

「ブルース・リーが亡なくなった日です」

「……それも違ちがう」

「ええ～!?」

　鵜飼は困こん惑わくして頭を抱かかえる。しかしすぐに顔を上げてポンと手を打った。

「間違ってました。ブルース・リーの命日は明日でした」

「そういうことじゃない。過か去この出来事じゃなくて今日、この日のことだ」

　慶一郎の言葉に、鵜飼は顔を上げて怪け訝げんな顔つきで答えた。

「もしかして……一学期の最終日ですか？」

「そうだ」

「成せい績せき表ひようを配る日？」

「その通り」

　慶一郎は書類入れから成績表の束を取り出して教きよう卓たくに置いた。

　気き張ばって答えたわりに肩すかしをくって落らく胆たんしている鵜飼に着席するように手て振ぶりで促うながしてから、教室の生徒全員に向かって言う。

「これを配れば晴れて夏休みというわけだが……その前に言っておくことがある」

　およそ説教らしいことを口にしない慶一郎がいったい何を言い出すのかと、生徒たちは注目した。

「今日、こうして無事に一学期の終しゆう了りようを迎むかえられたということは喜ばしいことだ。だが、二学期もここにいる全員が顔を揃そろえられるという保ほ証しようはどこにもない。病気や事じ故こ、犯はん罪ざい、無差別テロ……いつ何が起きても不思議じゃない時代だ。危き険けんな場所に近ちか寄よらなければいいという考え方は通用しない。呼よばなくても危険の方から寄ってくるご時世だ。万ばん全ぜんに万全を期していたとしても一いつ瞬しゆんの油ゆ断だんが命取りになることもある──」

　夏休みを目前に控ひかえて浮うき立つ気分に冷水を浴びせるような不ふ吉きつな物言いである。だが慶一郎の口調に脅おどかそうとする響ひびきはない。ただ事実を淡たん々たんと語っているだけだ。

「──そこでだ。独どく力りよくによる回かい避ひが不ふ可か能のうなトラブルに巻まき込こまれた時のために、緊きん急きゆうの連れん絡らく先さきを教えておく。携けい帯たい電話を持っている者は番号を登録しておけ」

　そう言って黒板に携帯電話の番号を書く。教壇の目の前の席に座すわっている生徒が手を挙げた。『厚こう顔がんの美少年』こと神かみ矢や大だい作さくである。

「それ、僕ぼくの携帯の番号だと思うんですけど……」

「それは分かっている。お前が中ちゆう継けいして情じよう報ほうを整理した上で連絡を回してくれ」

「じゃあその分の料金は別に請せい求きゆう書しよを出しますけど、いいですよね？」

「まあ……そうだな。校長に言えば大だい丈じよう夫ぶだろう」

「了りよう解かいです。でも普通に警けい察さつに通報した方がいい時もあると思いますけど」

「判はん断だんは任まかせる」

　キョトンとしている生徒たちをよそに、中学生くらいにしか見えない小こ柄がらな少年とマッチョな大男の間で奇き妙みような交こう渉しようが成立したようだった。

「では成績表を配る。名前を呼ばれた者から取りに来い。綾あや瀬せ──」

　出席番号順に呼ばれた生徒が教壇に成績表を取りに行く。

「草くさ[image: ]なぎ──」

　その名が呼ばれると、多くの生徒たちの視し線せんが自然に窓まど側ぎわの列の最さい後こう尾びの席に集まった。呼ばれた生徒の席が空いていることに生徒たちが気付いた時──それは起こった。

　ブオッ！

　生徒たちから見て教壇の左方向にある窓のカーテンが突とつ風ぷうを受けたように膨ふくらんだ。

　カーテンの陰かげから黒い人ひと影かげが飛び出し、教壇に立つ慶一郎に襲おそいかかる。十分な高度と飛ひ距きよ離りのある跳とび蹴げりであった。

　慶一郎の巨体が教卓の下に消えた。自分から倒たおれ込むように身を沈しずめ、床ゆかに片かた手てをついて真上に丸太のような右足を突つき上げる。

　身を沈めることで跳び蹴りを躱かわすと同時に、突き上げた右足が襲しゆう撃げき者しやの背せ中なかを蹴った。

　ドガシャアンッ！

　サッカーのオーバーヘッドキックの要よう領りようで蹴り飛ばされた襲撃者の身体からだは、教室のドアをぶち破やぶって廊ろう下かまですっ飛んでいった。

　蹴りを放った体たい勢せいから起き上がり小こ法ぼ師しのようにヒョイと体勢を戻もどした慶一郎は、廊下で大の字に伸のびている生徒──草[image: ]静しず馬まに成績表を手しゆ裏り剣けんのごとく投げてよこした。

「次、須々木──」

　何事もなかったように仕事を続ける慶一郎の姿すがたに、生徒たちの間に無言の衝しよう撃げきが走る。

（今の出来事をスルー？　しかも一言のツッコミすらなく!?）

　クラスの生徒全員の脳のう裏りに同じ思いが駆かけめぐった。

　窓から教壇までは三～四メートルの距離がある。助走なしの跳ちよう躍やくで奇き襲しゆうを仕し掛かけた静馬の身体能のう力りよくも驚きよう異い的だが、それを簡かん単たんに処しよ理りしたうえ、不意打ちという一いつ般ぱん的に見れば卑ひ劣れつな行こう為いに対しても苦言を呈ていすることもなく放っておく慶一郎の神しん経けいは尋じん常じようではなかった。この程てい度どのことは驚おどろくに値あたいしないということなのか。

　物音に驚いた他のクラスの教きよう諭ゆや生徒たちが廊下に顔を出す。静馬は保ほ健けん委員に担たん架かで運ばれていった。

　一同が度ど肝ぎもを抜ぬかれている間も仕事は滞とどこおりなく進み、ほどなくして成績表と夏期休きゆう暇かに関する連れん絡らく事じ項こう等を記したプリントを配り終えた。

「さっきも言ったが、今の時代はどこに危険が潜ひそんでいるか分からん。長い休みだ……羽は目めを外すのもいいが、くれぐれも油断はするなよ」

　油断しない男が言うと説得力のありすぎる言葉である。慶一郎が話を締しめようとした矢先、大作が再ふたたび手を挙げた。

「南雲先生が高二の頃ころはどんな夏休みを過すごしたんですか？」

　誰だれもが興きよう味みを抱いだく絶ぜつ妙みような質しつ問もんだった。慶一郎は窓の外に顔を向け、遠くを見る目になった。

「十七の夏か……あの頃は拳こぶしが乾かわく暇ひまもなかったが──」

　その呟つぶやきで教室の体感温度が二度ほど下がった。何を思い出しているのかは不明だが、少なくとも聞いて笑えるエピソードではなさそうである。

「すまんな。悪いが話して聞かせるほど面おも白しろい話はない。七年も海外にいたからな……時じ効こうになっていない件けんもあるやもしれん」

「いったい何をやらかしたんですか!?」

「昔のことだ。気にするな」

「気になりますよ！」

「だったら校長にでも訊きけ。年とし寄よりは昔話が好きだろう」

「あの人の話は無む駄だに長いんですよねえ」

　文もん句くを言いつつも大作は引き下がる。慶一郎は出しゆつ席せき簿ぼで教卓をトンと叩たたくと、

「以上だ。夏休みを無事に過ごせたら二学期にまた会おう。とは言え、補ほ習しゆうの奴やつは来週も顔を合わせることになるわけだが──」

『うえ～～～っ！』

　半数以上の生徒がブーイングの声を上げた。




　　　　二




「──不完全燃ねん焼しようである！」

　ボクシング用トランクス一丁の姿で腕うで立たて伏ふせをしていた男子がいきなり叫さけんだ。

「何だ？　ヤブから棒ぼうに」

　日陰で豆まめ知ち識しきの本を読んでいる鵜飼了介は顔を上げずに訊いた。

「十分汗あせだくのくせして不完全燃焼とはこれいかに？」

「何もしないまま一学期が終わってしまう！」

「つーか、正せい確かくにはもう終わったんだが……」

「ガッデム！」

　トランクス男──溝渕猛は天を仰あおいで頭を抱かかえた。

　二人がいるのは校こう舎しやとサークル棟とうに挟はさまれた路ろ地じ裏うらのような場所である。一時期は部室を失ったマイナー格かく闘とうサークルの吹ふき溜だまりになっていたが、今や野の良ら猫ねこの他に訪おとずれる者もない閑かん散さんとした一角になっている。

「そういや二年生になったら草[image: ]に〈Ｋファイト〉を挑いどむって言ってなかったか？」

　Ｋファイトとは──数多あまたの格闘系けいサークルが乱らん立りつする校内の秩ちつ序じよを正すという名目のもと、校内での私し闘とうを許きよ可かするばかりか、その対決を全校生徒が観戦できるイベントにしてしまうという前代未み聞もんの制せい度どである。

　事の発ほつ端たんは昨年の学園祭までさかのぼる。

　格闘系サークルの頂ちよう点てんを決定するべく開かい催さいされた校内異い種しゆ格闘技大会に乱入し、圧あつ倒とう的な強さを見せつけて優勝をかっさらった草[image: ]静馬──関西からやって来たこの自じ称しようケンカ伝でん道どう師しは、学園祭の後に大だい門もん高校に転入してくるとすぐさまＫファイト制度を提てい唱しよう、全校生徒（教師をも）を闘たたかいの渦うずに巻まき込んだ。

　学園に吹き荒あれるＫファイトという名の嵐あらし──部室争そう奪だつ戦せんは格闘系サークルのみならず文化系サークルまで巻き込み拡かく大だい、一時校内は無法地帯と化した。混こん沌とんの申し子であるところの草[image: ]静馬は君くん臨りんすれども統とう治ちせずという態たい度どを崩くずさず、サークル同士の抗こう争そうにはまるで関知しない。真に恐おそるべきはＫファイト実行委員会を率ひきいているのが他ほかならぬ大門高校校長・藤とう堂どう鷹たか王おその人であり、校長自身がその状じよう況きようを歓かん迎げいしていたことだ。

　その争乱を鎮しずめるべくＫファイトに参戦したのが剣けん道どう部ぶ一年生の御み剣つるぎ涼りよう子こである。

　懇こん意いにしていた文化系サークルが部室争奪戦のあおりをくって侵略を受けた事じ件けんをきっかけに、御剣涼子はＫファイトのルールを逆さか手てに取り、他のサークルが売られたケンカをみずから買ってでるケンカ代行業──文字通りの『用心棒』となった。用心棒稼か業ぎようにかこつけて無法な輩やからを成敗する涼子の活かつ躍やくは一般生徒たちの喝かつ采さいを浴び、静馬とは対たい極きよくにあるヒーローとして一躍全校に名を馳はせることとなった。







[image: ]







　格闘系サークル間の優ゆう劣れつが明らかになり、雨後のタケノコのごとく乱立していたグループの再さい編へんが進むうち、Ｋファイトの対戦は次し第だいにサークル同士の争いから個こ人じん戦せんへとシフトしていった。

　その流れを決定づけたのが初の対外試合となった御剣涼子対霧きり林ばやしあずみ戦である。

　お嬢じよう様さま学校として有名な白はく鳳ほう女学院きっての才女であり霧林流薙刀なぎなた術じゆつの後こう継けい者しやでもあった霧林あずみと涼子の対戦は、全校生徒に鮮せん烈れつな印象を与あたえた。

　互たがいを一いち撃げきで倒たおしうる技わざを持った者同士の決闘──それは正しく武ぶ芸げい者しや同士の果たし合いであり、過か去このＫファイトとは一線を画するハイレベルな闘いは、それまでＫファイト自体を嫌けん悪おしていた生徒たちをも魅み了りようした。Ｋファイトを醜みにくい諍いさかいの場にするのも、聖せいなる決闘場にするのも、所しよ詮せんはそこに参加する者次第だということを証しよう明めいしてみせたのだ。

　その一戦の後にＫファイトのルールが改正された。対戦の代行が禁きん止しされ、また挑ちよう戦せんを受けた側に対戦競技種目の選せん択たく権けんが与えられたことでＫファイトを口実にした部室争奪戦は事実上終しゆう焉えんを迎むかえた。そうしてＫファイトは個人と個人が互いの名めい誉よを賭かけて技量を競きそい合う場となっていくのだが、その間に溝渕猛が何をしていたかというと──ただの観客としてＫファイトを外から眺ながめているだけだった。

「よもや二年で同じクラスになるとはな。草[image: ]に挑戦するのはもう少し鍛きたえてまともに勝負できるようになってからと思っていたら──」

「御剣涼子に先を越こされた」

　溝渕が静馬への対戦申し込みを躊ちゆう躇ちよしたのは、進級に伴ともなうクラス替がえで同じ二年Ｂ組になったことだけが理由ではなかった。むしろそんなことは些さ末まつなことにすぎない。なにしろＢ組には御剣涼子も編へん入にゆうされていたのだ。しかも何の因いん果がか静馬と隣となり同どう士しの席になるという運命のイタズラのオマケつきである。

　二人の間にある摩ま擦さつ軋あつ轢れきは誰の目にも明らかで、いきおいクラスの生徒たちの関心はいつ、どのような形で二人の直ちよく接せつ対決があるのかという点に集中した。そんな最中にさしたる因いん縁ねんもない身で草[image: ]に挑戦するほど溝渕も空気の読めない人間ではないし、草[image: ]静馬と御剣涼子の対決については人一倍注目していた。

　静馬と涼子がＫファイトで激げき突とつしたのはゴールデンウイーク直前の四月下げ旬じゆんのことである。しかしながらそこに至いたる顚てん末まつは少々複ふく雑ざつで不ふ透とう明めいな部分が多い。生徒会執しつ行こう部ぶがＫファイトの廃はい止しを訴うつたえ、その解かい決けつ策さくとしてＫファイト反対派と肯こう定てい派はそれぞれの代表者による団体戦を企き画かくした。涼子は反対派代表チームの大たい将しようとして参戦し、肯定派チーム大将の静馬に最終決戦を挑んだ。武ぶ器き使し用よう可かの自由格闘による対戦の結果は涼子の勝利に終わったが、この対戦そのものを不服としたのか涼子は態度を翻ひるがえしてＫファイトの存そん続ぞくを宣せん言げんし、生徒会の目もく論ろ見みを潰つぶしている。

　Ｋファイトの弊へい害がいは認みとめつつも、Ｋファイトそれ自体は決して否ひ定ていされるべきものではない──涼子がそう考えていたかどうかは不明だが、静馬が王おう座ざから転落したことでＫファイトが大門高校の生徒全員のものになったと見るべきだろう。

　無敗を誇ほこっていた静馬の初めての黒星──溝渕にとってそれは絶ぜつ好こうの機会だった。

「そうだ！　ゴールデンウイーク明けに草[image: ]が戻もどってきたら様子を見て挑戦しようと待ち構かまえていたら──」

「今度は南雲先生か」

「強さのインフレが起きて番長より強い教きよう師しが現あらわれた！」

「よくよく聞くと当たり前の現象だから不思議だよな」

　南雲慶一郎は藤堂校長がわざわざ海外から呼よび寄よせた教師である。大門高校のＯＢであり、かつては伝説の番長だったとも噂うわさされているが真しん偽ぎのほどは定かではない。

　本来の予定では新学年から二年Ｂ組の担たん任にんを務つとめるはずが帰国が遅おくれ、就しゆう任にんしたのはゴールデンウイーク明けになった。静馬に対する最終兵器として呼ばれておきながら涼子に先を越された形である。しかしいかにも強そうな外見は静馬の戦意を煽あおるには十分で、就任からさして間を置かず二人はＫファイトで激げき突とつすることになった。

　結果は慶一郎の圧あつ勝しようである。静馬も善ぜん戦せんはしたものの圧あつ倒とう的なパワーの前に敗れ去った。

　静馬がどれほど強かろうとあくまで『高校生としては』という注ちゆう釈しやく付つきであって、世界レベルで見れば所詮井いの中の蛙かわずにすぎなかった──二人の闘いを観戦した生徒たちは一度はそう納なつ得とくしたのだが、やがてその認にん識しきに疑ぎ問もん符ふがつきはじめる。

　身長二メートルの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男という見るからに強そうな外見で実じつ際さいにも強いのだが、慶一郎の強さはそれだけで説明できないレベルにあった。身体能力が常じよう識しきの範はん疇ちゆうをはるかに超こえているのだ。静馬が怪かい物ぶつなら慶一郎は人間サイズの怪獣である。

　しかも静馬を矯きよう正せいするために呼ばれたはずの慶一郎自身の行状に不ふ審しんな点があまりに多すぎた。静馬を鍛きたえることにちっとも熱心ではないばかりか、時々授じゆ業ぎようを放ほうり出して行方ゆくえ不明になったり、海外から刺し客かくが次々と送り込まれてきたりする。実は他に本業があって、高校の教きよう壇だんに立っているのはカムフラージュではないかとの説まで囁ささやかれていた。

　そうなると微び妙みようになってくるのは静馬の評ひよう価かである。慶一郎に挑いどんで瞬しゆん殺さつされなかったばかりか、今なおやる気満々で雪せつ辱じよくの機会を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。今日返り討うちにあった程てい度どのダメージならすぐにでも回かい復ふくして懲こりずに挑ちよう戦せんし続けるに違ちがいない。精せい神しん的てきにも肉体的にもほとんど不死身に近い。さすがは野人というべきか。

「いろいろ来たよな……香港ホンコンの美び人じん妻づまとか金きん髪ぱつメリケン忍にん者じやとか」

「出る幕まくがなかった」

「てーか、草[image: ]は南雲先生をやっつけることに夢む中ちゆうだからな。他のことは眼がん中ちゆうにないっていった方が正しい」

「あの蹴けりは素す晴ばらしかった……」

　溝渕はその場で跳び上がり、右みぎ膝ひざを突つき上げた。なかなかの跳ちよう躍やく力りよくである。

　身長一六八センチ、体重六〇キロ──贅ぜい肉にくのほとんどない筋きん肉にく質しつの身体からだは素人しろうと目めには瘦やせて見えるが強力な瞬しゆん発ぱつ力りよくを秘ひめていた。南海の漁りよう師し風と呼ばれる静馬ほどではないが肌はだは浅黒く、象使いの少年のごとく純じゆん朴ぼくそのものの風ふう貌ぼうの持ち主である。この顔でムエタイをやると実にサマになる。

「それでどうする？　今日中にやれば何とか一学期中ってことになるかもしれん」

　鵜飼の問いに溝渕は首を横に振ふった。

「今のままでは奴やつには勝てん！」

「じゃあ山やま籠ごもりでもするか」

「いや……実は考えていることがある」

「なっ!?」

　鵜飼は初めて本から顔を上げ、まじまじと溝渕を見た。

「考え？　お前が？　どんな？」

「うむ……噂で聞いたんだが、池いけ袋ぶくろで夜な夜なアマチュア格かく闘とう家かによるストリートファイトが行われているそうだ。〈バイパーズ〉とか呼ばれているらしい。試ためしにそこに参加してみようかと思うんだが──」

「普ふ通つうは順番が逆ぎやくじゃないのか？　校内に敵てきがいなくなったから外で暴あばれるってんなら話は分かるが、校内の奴に勝つために外で武む者しや修しゆ行ぎようなんて聞いたことないが」

「やはり無む謀ぼうだろうか」

「うん？　いや、それは──」

　鵜飼は一度否ひ定ていしかけて思いとどまった。

「そうだな……考えてみれば、非ひ常じよう識しきな人間を相手にしようってのに常識的な手しゆ段だんで勝てるわけがない！」

　急に興こう奮ふんし始めた鵜飼は溝渕の肩かたを摑つかんでまくしたてた。

「ナイスアイデアだ！　よし、そのレイ……ストリートファイトに参加するための準じゆん備びは僕ぼくに任まかせてもらおう。さいわい今日は週末！　さっそく池袋へ行こうじゃないか！　善は急げと言うからな！」

　そういうことになった。




　　　　☆




「──な～んか不完全燃ねん焼しようなのよね～」

　紙コップに残った氷をストローの先でつっつきながら、仲内香苗はため息混まじりにつぶやいた。

「明日から楽しい夏休みだってのに、何を黄昏たそがれることがあんのよ？」

　テーブルの向かい側に座すわっている殿村清花が訊たずねる。

　親しい友人とは思えないほど対照的な二人だった。

　香苗は薄うすく化け粧しようして、脱だつ色しよくした髪かみを短いポニーテールに結ゆっている。もともと目鼻立ちがはっきりしているためケバいメイクをするまでもなく派は手でな容よう貌ぼうである。

　清花は顎あごまでの長さできっちり切り揃そろえたショートボブ。前髪をカチューシャで留とめて綺き麗れいに額ひたいを出している。スクエア型の眼鏡めがねが清せい潔けつかつシャープな印象を強めていた。制せい服ふくものりが利きいていてカッチリとしている。品行方正を絵に描かいたような雰ふん囲い気きがあった。

　午後のモスバーガーには清花たちの他ほかにも制服姿すがたの女子高生の客が散見できた。やはり終業式の後、帰き宅たくせずに寄より道しているのだろう。

「理由？　むしろ夏休みだからよ。こんなに夏休みに入るのが残念な気分になるのって、人生で初めての経けい験けんだわ」

「残念？　何が？」

「野郎どもの熱いバトルが生で見られなくなると思うと──」

「つまりＫファイトが見られなくなるからつまんないってわけ？　ったく、見物してるだけの人間は気楽なもんね！　風紀委員の気持ちにもなってもらいたいわ。こっちはや～っと平和が訪おとずれてやれやれって気分よ」

「前から不思議に思ってたんだけどさ……風紀委員って、やることあんの？」

　素そ朴ぼくかつ根本的に失礼な疑ぎ問もんをぶつけられて、清花は渋しぶい顔になった。

「確たしかにＫファイトが始まって以来、風紀のふの字もありゃしないって状じよう況きようですけどね。それでも仕事が減へったわけじゃないのよ。さすがにＫファイトを盾たてに無む茶ちやなことやるバカは最近じゃ出てこなくなったけど」

「無理もないっちゃないけどね、あの肉に勝てる奴やつがいないんじゃ」

「あんたねえ……担たん任にん教きよう師しを『肉』呼よばわりするんじゃないわよ」

「人聞きの悪いこと言わないで。褒ほめてんのよ？」

　香苗の反はん論ろんに清花は軽く絶ぜつ句くした。

「とても褒めてるようには思えないけど……だったらいいじゃない。一学期の最後にスゴいものを見られて」

「……見み逃のがしたのよ」

「はい？」

「たまたまよそ見してて見逃しちゃったのよ！　気が付いた時には後の祭り」

「それはそれは……ご愁しゆう傷しよう様さま」

　清花は意地悪く微笑ほほえんだ。

「あのミラクルを見逃すとはねえ。さすがの神矢君もあのタイミングじゃカメラを回す余よ裕ゆうもなかったでしょうね。二度と見られないレアな映えい像ぞうだったのに、それを──」

「だから悔くやしいったらありゃしないのよ！　草[image: ]も不意打ちなんてしないでちゃんと予告しといてくれれば……最近のあいつ、サービス精せい神しんに欠けてない？」

「予告したら奇き襲しゆうになんないでしょ？」

　その時、あらぬ方向からくぐもった笑い声が聞こえてきた。

「クックック……『肉』……」

　その声の主は、香苗の隣となりで文庫本を読んでいた波多野樹だった。

　ウルフスタイルのショートヘアに、やけに血色が悪くて青白い肌はだ。暇ひまさえあればいつでもどこでも、一八〇センチ近い長身を猫ねこ背ぜ気味に丸めて本を読みはじめる変わり者である。現げんに夏休みの過すごし方を相談しようと集まっているのに、ハンバーガーが冷めるのもそっちのけで読書に没ぼつ頭とうしていたのだ。

「フッ、ウフフフフ……」

　樹は愛用の革かわのブックカバーをかけた文庫本に顔を伏ふせて、小こ刻きざみに肩かたを震ふるわせて笑っていた。香苗の言った『肉』がかなりのタイムラグを置いてハマったらしい。押おし殺した笑い声が不気味だが、一いち応おうは二人の会話を聞いていた証しよう拠こだといえる。

「……香苗、あんたのお仲間よ。樹もたぶん見てないわ。本に夢む中ちゆうで」

「でもこいつは後こう悔かいなんてしてないでしょ？　対戦を生で見るより後で記事になってから読む方が楽しいってんだから」

　香苗は肩をすくめて首を振ふる。

「はあ～……どっかで血ち湧わき肉躍るイベントやってないかしら」

「キタ──────ッ！」

　いきなり素すっ頓とん狂きような声が上がり、二人は思わず仰のけ反ぞった。

「こ、声が高い、声が！」

　清花は隣に座すわっている小こ柄がらなクラスメートの頭をペシッとひっぱたいた。キャンディの包みのように左右に突つき出した栗くり色いろの髪かみの束が揺ゆれる。

「ガキみたいな声出さないの！　他のお客の迷めい惑わくになるでしょーが」

「それどころじゃ～ないのよ！」

　キャンディ頭の少女──須々木瑞穂は読んでいた情じよう報ほう誌しをテーブルの上に広げた。

「ついにこの日が来たのよ！」

「だから何が？」

「占うらないよ！」

　瑞穂が開いて見せたのは『今日の星占い』のページだった。

「的てき中ちゆう率りつ一〇〇パーセント！　奇き跡せきの占せん星せい術じゆつ師しビター・マーシュ先生があたしのために占ってくれたのよ～!!」

「ビターだかベターだか知らないけど、一〇〇パーセントってのはありえないっしょ？」

　香苗が常じよう識しき的見けん解かいを述のべると、瑞穂は不ふ敵てきな笑みを浮うかべて自分の星せい座ざである魚座の欄らんを指先で叩たたいた。清花が覗のぞき込こんでその部分を読み上げる。
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「え～っと……『三月十三日生まれで身長一四七センチ、口元右側に食いしん坊ぼうのホクロ有り、栗くり色いろキャンディヘアで運動神しん経けいゼロのあなたの今日の運うん勢せいは──』って何!?」

　三人の視し線せんが瑞穂に集まる。瑞穂のプロフィールは占いの指定に完かん璧ぺきに合がつ致ちしていた。

「なんちゅーピンポイントな……てゆーか、この条じよう件けんに合う人間がこの世に何人いるってのよ？」

「それで一〇〇パーセント──？　でも、まさかそんな……」

「だーかーらー、それを確たしかめるチャンスがついに巡めぐってきたわけよ！」

　瑞穂は誇ほこらしげに胸むねを張はる。清花は占いの続きを読んだ。

「今日の運勢は──『ラッキースポットは池袋。午後六時頃ごろ、懐なつメロに導みちびかれて血湧き肉躍るイベントに遭そう遇ぐう。ピンチになっても慌あわてず騒さわがず助けを待てば吉きち』……どういうこと？」

「ラッキースポットに行くと何な故ぜだかピンチになるらしいわね。でもイベントってどんなのかしら？　気になるわね。時間まで指定してあるし……」

「こりゃもう行くしかないっしょ！」

　瑞穂は自分のことだけに完全に乗り気である。清花は疑ぎ惑わくに満ちた顔で占いのページを見直したが、やがてリーダーらしく決けつ断だんを下した。

「六時に池袋か……じゃあいったん家に帰って五時に駅前に集合ってことでどう？」

「異い議ぎな～し！」

　そういうことになった。




　　　　三




　池袋西口公園──午後五時十五分。

「──おまっとさん」

　噴ふん水すい前に腰こし掛かけていた溝渕はその声に顔を上げた。バスから降おりた鵜飼が歩いてくる。待ちくたびれた顔の溝渕は鵜飼に文もん句くを言った。

「公園でやっているという話だが……どこにも見当たらないぞ？」

「何が？」

「ストリートファイトだ」

「時間がまだ早いんだろ。本番の時間帯はだいたい夜七時以い降こうらしいし」

　そういうものかと納なつ得とくした溝渕は、鵜飼の他ほかにもう一人いることに気付いた。空そら豆まめに似にた愛あい嬌きようのある顔と坊ぼう主ず頭あたまには見覚えがある。同じクラスの城戸来人だった。

「よっす！」

　溝渕と目が合うと城戸はニカッと歯を見せて笑った。ついつられて笑ってしまいそうになるほど屈くつ託たくのない笑えみだ。

「どうして城戸が来てる？」

「バイパーズの対戦には作法があるんだ」

「作法……!?」

　ストリートファイトにはミスマッチな単語に、溝渕は首をひねる。

「チームのテーマ曲を鳴らして縄張りテリトリーを主しゆ張ちようし、対戦相手がやってくるのを待つ。対戦して勝った方がその陣地を奪うばって、また自分のチームの曲を鳴らす──てな感じらしい。一いち応おう参戦するからには鳴り物が必要だろ？　そこで城戸に相そう談だんして……」

「だからどうして城戸なんだ？」

「これじゃ～～ッ！」

　城戸がボディビルダーのような妙みようなポーズを取りながら背せ中なかを向けた。二泊はく三日程てい度どの旅行にも使えそうな大型のバックパックを背負っている。

「このバックパックにはアンプとスピーカーが内ない蔵ぞうされていて、背負ったまま手元でコントロールできるようになっている。市し販はんのバッグにも同じようなのがあるが、これは城戸の自作でかなりの大音量が出る。こいつだけ借りようと思ったら本人が付いてきた」

「当たり前だ！　俺おれが作ったんだぞ？　俺が使わないでどーする!?　それに自分たちだけで楽しもうなんてのはズルいぞ。俺も混まぜろ！」

「……だそうだ」

「そうか」

　とくに拒きよ否ひする理由も見当たらないので城戸の参加に不満はなかったが、溝渕の頭にはいくつかの疑ぎ問もんが浮うかんでいた。

「スピーカーがあってもテーマ曲なんて用意してないぞ？」

「その点抜ぬかりはない。適てき当とうに見み繕つくろってきた」

　鵜飼は二〇枚ほどのＣＤを収おさめたソフトケースを取り出すと、バックパックの上部のポケットを開き、中のＣＤプレイヤーにそのうちの一枚まいを収めた。城戸がショルダーの部分に付いているスイッチをオンにする。

『キィィィィィィ────ン！』

　とたんに耳みみ障ざわりなハウリングの音が大音量で鳴り響ひびき、間近にいた三人は耳を押さえて苦く悶もんした。城戸が慌あわてて電でん源げんを切る。

「ヤッベ！　マイクがオンになってたわ。しかもボリューム全開だし」

「なんでマイクが……」

「もともと路上ライブ用に作ったんだから付いてて当たり前だろ」

「カラオケなのか」

「うんにゃ。漫まん才ざい用よう」

「…………」

　どちらにしても設せつ計けいミスじゃないのかと思ったが、溝渕が口を挟はさむ問題ではなかった。

　入力を切り替かえ、ボリュームを調整してから再さい度どＣＤをかける。流れてきたのは溝渕がおぼろげにしか覚えていないくらい古いＴＶアニメの主題歌だった。一分ほど聞いたところで溝渕は違い和わ感に気付いた。

「確たしかこの歌は野球もののはずだが……？」

「とりあえず『梶かじ原わら一いつ騎き原作もの』から始めるのが基き本ほんかと思ってね。大だい丈じよう夫ぶ、『キックの鬼おに』も入ってる」

「それ、いつ頃やってた番組だ？」

「一九七〇年から翌よく七一年」

　生まれるかなり前の番組である。

「もう少しその……新しめなのはないのか？」

「いろいろ取り揃そろえてるから心配するな。適当にかけるから、気に入った曲があれば言ってくれ。サンシャインの公園に着くまでに決めればいい」

「サンシャインは駅の反対側だが」

「そこが主戦場だそうだ。さあ行こう」

　鵜飼と城戸は意気揚よう々ようと歩き出す。

　わけもなく不ふ吉きつな予感を覚えながら、溝渕はその後に続いた。




　　　　☆




　午後五時四十分──

「考えてみりゃあさ、ひとくちに池袋っても広いよね～」

「今さら気が付いても遅おそい」

　香苗のボヤキに、清花はすかさず冷静なツッコミを入れた。

　週末に加えて学生たちが夏休みに突とつ入にゆうしたこの日、サンシャイン60ストリートの雑ざつ踏とうは普ふ段だんの三割わり増ましだった。キャンディヘアを揺ゆらしながらクレープ片かた手てにスキップするように歩く瑞穂を先頭に、香苗と清花、そして樹が続く。

　怪あやしげな占うらないに従したがって池袋にやってきた四人だったが、あてもなく池袋の街を歩き回るうちに、最終的にＧＯサインを出した清花自身が早くも後こう悔かいし始めていた。

　的てき中ちゆう率りつ一〇〇パーセントと噂うわさされる占いの真しん偽ぎを確たしかめるという目的で来たはずだが、よくよく考えてみると逆ぎやくに踊おどらされているように感じられて不気味に思える。好こう奇き心しんを利用されてまんまと誘おびき出されたような嫌いやな感覚があった。風紀委員の勘かん──ではなく、担たん任にん教きよう師しの『油ゆ断だんは禁きん物もつ』という警けい告こくが心の隅すみに引っかかっている。

「あと二十分あるけど、どこへ行く？　例の占いには細かい場所の指定はなかったけど」

「サンシャインシティ！」

　瑞穂は声こわ高だかに答えると、口のまわりについたチョコクリームをペロリと舐なめた。

　距きよ離りと方向を考えると順当な案といえた。四人はストリートを道なりに進むと東とう急きゆうハンズの横からエスカレーターで地下に降おり、動く歩道に乗ってサンシャインシティのスペイン階かい段だんの下に出た。

「……聞こえる」

　不意に樹が立ち止まった。

「どうかした？」

　清花の問いには答えず、樹は開いた文庫本を耳に添そえた。彼方かなたに視し線せんを向けて遠くの音に耳をそばだてる。

「あっちだ」

　言うなり樹は地上へ続くエスカレーターへ足を向けた。三人も慌あわてて後に続く。

　地上へ出た樹はサンシャインシティの前を素す通どおりして、隣りん接せつしている東ひがし池いけ袋ぶくろ中央公園に向かった。巨きよ大だいな門柱のように並ならびそびえ立つ落らく羽う松しようの木の間を進むと、樹の聴ちよう覚かくが捉とらえた音が清花たちの耳にも聞こえてきた。

　洋楽である。ほとんど洋楽を聴きかない清花ですら、特とく徴ちよう的なイントロやリズムには聞き覚えがあった。

「この曲……聞いたことあるわね。何だっけ？　すごく有名な曲のはずだけど」

「そりゃあ有名よ。大ヒットした映画の主題歌だもの」

　香苗が興こう奮ふんの笑えみを浮うかべながら言った。

「──『ロッキー３』のテーマよ！」

　視界が開け、公園全体とその奥おくに設せつ置ちされた階かい段だん状じようの噴ふん水すいジャグジーが見えた。

　公園には十数人の人間がいたが、目を引いたのは噴水の手前で向き合っている二人の男だった。片かた方ほうはスケートボーダー風の若わかい男、もう一人は清花たちと同年代らしいボクサートランクス一丁の少年であった。

　ボーダーの方が頭を下げ、上体を左右に振ふりながら素早く間合いを詰つめる。ボクシングでいうダッキングというテクニックだ。

　ガツッ！

　鈍にぶい音とともに、周囲からオオッと歓かん声せいが上がった。

　少年が突つき刺ささるような膝ひざ蹴げりをボーダーの顔面にぶち当て、吹ふっ飛とばしたのだ。

「テンカオ……」

　樹がつぶやいた。

　それがムエタイの膝蹴りのことだと清花が知ったのは後日のことである。
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　鵜飼、城戸とともにサンシャインシティに隣接した東池袋中央公園にやってきた溝渕は、バイパーズらしき一いち団だんを見つけると迷まようことなく歩み寄よった。

　溝渕が実じつ際さいにバイパーズを見るのは初めてだった。その一団は全員が黄色と緑のツートンカラーのパーカーを着ていて、大型のラジカセでヒップホップ系けいの曲を流して縄張りテリトリーを主しゆ張ちようしている。鵜飼の言ったバイパーズの作法に則のつとっているし、溝渕が抱いだいていたイメージにもおおよそ当てはまる。チームの何人かがスケボーに興じているのは対戦相手が来るまでの暇ひまつぶしに違ちがいない。

「バイパーズの方ですか？」

　誰だれがリーダーか分からないのでたむろしている連中に声をかける。男たちは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたが、溝渕が「対戦を申し込こみたいのですが」と言うと口笛を吹ふいて囃はやし立てた。

「挑ちよう戦せん者しやあらわる──ってとこか」

　リーダーらしい大おお柄がらな男が前に出てきた。二は〇た歳ち前後とおぼしき若い男だが濃こい顎あご髭ひげを生やし、唇くちびると耳にはピアス、加えてチンピラ臭くさい金きん縁ぶちのサングラスをかけている。両手の親指を除のぞくすべての指にシルバーリングをはめていて、まるでメリケンサックのようだ。

「一いち応おう確たしかめとくが、スケボーの勝負じゃねえよな？」

「一対一のファイトをお願いしたい」

　溝渕は両の拳こぶしを持ち上げて顔の前で構かまえた。リーダーはそれを見て鼻で嗤わらうと、顎をしゃくって仲間に言った。

「誰か相手してやれ」

　その言葉を待っていたように一人が溝渕の前に躍おどり出た。一団の中では最年少らしいが、それでも溝渕よりは年上だろう。身長は溝渕とほぼ同じで一七〇センチ前後ある。

「マサル、少しは遊んでやれよ。せっかくのお客さんだ。一発で終わらせちゃつまらねえ」

　リーダーからマサルと呼よばれた男は両手に革かわのドライバーグローブをはめ、上体を前ぜん傾けいしたやや半身の構えからワンツーパンチを繰くり出した。一見してボクシングの経けい験けん者しやだと分かる。

　溝渕はシャツとトレパンを脱ぬぎ、赤いボクサー用トランクス一丁の姿すがたになった。拳を保ほ護ごしつつ指先が自由なタイプのグローブをはめる。打だ撃げきだけでなく摑つかみ技わざも出せる総そう合ごう格かく闘とう技ぎ用ようのものだ。靴くつも脱ぎ、足首を保護するサポーターをはく。

　鵜飼があまりにも早すぎる展てん開かいに慌あわてた様子で声をかけてくる。

「おい、もう始めるのか？　心の準じゆん備びはできてんのか？」

「とっくに」

　溝渕は落ち着いていた。準備ができていないのはむしろ鵜飼の方である。

「よし、行け溝渕！　骨ほねは拾ってやっから」

　城戸は気楽に言うと、バックパックスピーカーのボリュームを上げた。ここに来るまでに選んでおいたテーマ曲『アイ・オブ・ザ・タイガー』が相手チームの曲を圧あつ倒とうする大音量で公園内に響ひびく。

　溝渕は合がつ掌しようして一礼すると、両の拳を目の高さまで持ち上げ、右手をやや前に出して構えた。脇わきは開きすぎず締しめすぎずリラックスした状じよう態たいに保たもつ。上体は前傾させずに背せ筋すじを伸のばしている。足は肩かた幅はばくらいに開き、利きき足である左足を一歩後ろに引く。右足はまっすぐ前方を向き、左足はほぼ九〇度の角度で外側を向いている。半身ではなく身体からだ全体はほぼ正面を向いていた。

　敵てきチームの面々は溝渕の構えを見てバカにしたような声をもらした。格闘技といえばボクシングが基き本ほんという人間から見れば、ムエタイの構えは奇き妙みようなものに映うつる。中ちゆう途と半はん端ぱなガッツポーズといった風にしか見えないのだ。

　溝渕は顎を引いて肩を上げ、急所である顎をガードする姿し勢せいをとった。前後に体重を移い動どうさせてリズムをとる。相対しているマサルは溝渕の構えが伊だ達てや酔すい狂きようではなく実戦的なものだと察したようだった。

「シュッ！」

　踏ふみ込んできたマサルが牽けん制せいのジャブ数発からストレートを打ってきた。溝渕は左足を引いて上体をそらせるスウェーでその攻こう撃げきを躱かわす。反撃を警けい戒かいしたマサルはバックステップで大きく間合いを取った。

（近距離での駆かけ引きには慣なれていないのか？）

　溝渕はそう感じたが、これがストリートファイトだと思い出して考えを改めた。ボクシングにおけるガードはお互たがいにボクシング用のグローブを着けていることが前ぜん提ていになる。マサルはほとんど素す拳けんに近く、溝渕の着けているグローブもボクシングのそれに比くらべればずっと小さい。腕うでの間をすり抜ぬけてしまいガードできない公算が大きい。

　顔面への攻撃を一発でも食らえばそれでほぼ勝負がついてしまう。防ぼう御ぎよがおろそかになれば一いつ瞬しゆんで地じ獄ごく行きだ。

　マサルが再度踏み込んできた。前屈みの構えからさらに頭を下げ、上体を左右に振ふって相手のパンチを避よけながら接せつ近きんしてくる。しかしマサルは対戦相手を間ま違ちがえていた。ダッキングで躱せる攻撃は基本的にパンチだけなのだ。

　溝渕は顎をガードしつつ、腰こしを前に押おし出しながら左ひだり膝ひざを突つき上げた。

　ガツッ！

　カウンターで顔面に膝ひざ蹴げりをもらったマサルは派は手でに吹っ飛ばされた。

（──浅い！）

　膝に固い感かん触しよくがあった。顎か鼻先を捉とらえるつもりで放った膝蹴りは相手の姿勢が低すぎたため額ひたいに当たっていた。ダメージは与あたえたものの十分ではなく、マサルはふらつきながらもすぐに起きあがってきた。

　今度は溝渕の方から仕し掛かける番だった。素す早ばやいステップで間合いを詰つめると、右のジャブから左ストレート、そしてフックで攻せめたてる。すべてのパンチの狙ねらいは相手の顎である。しかしマサルもボクシング経験者らしくパンチによる攻撃は巧たくみに避けられ、有ゆう効こう打だにならない。

　膝蹴りのダメージから立ち直ったマサルは連続して左右のパンチを繰り出してきた。溝渕はそれと交差するように左右のスウェーで躱す。連続攻撃で息切れしたマサルがバックステップして間合いを外そうとしたその瞬しゆん間かん、溝渕は前足に体重を乗せ、上体をひねる勢いきおいを利用して鞭むちを振るように左足を放った。

　スパァン！

　ハイキックがマサルの首を捉えた。インパクトの瞬間に足を伸ばして深く押し込む。そうすることで体重が乗り、重く強い蹴りとなる。

　マサルの全身から一瞬で力が抜け、糸の切れた操あやつり人形のように崩くずれ落ちた。

「ひゃっほ──っ！　や～～ったねッ!!」

　背はい後ごで場違いな黄色い声が上がる。振り向いた溝渕は、ギャラリーの中に見覚えのあるクラスメートの女子四人を発見し、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。




　いきなりやってきた清花たち四人の姿に驚おどろいたのは鵜飼と城戸も同様だった。ポカンと口を開けただけの鵜飼と、軽く跳とび上がって全身で大おお袈げ裟さに驚きを表ひよう現げんした城戸とではリアクションに大きな差はあったものの。

「これはどういうこと？　鵜飼君」

「……そっちこそ、どっから湧わいて出たんだ？」

　清花に詰きつ問もんするような口調で訊きかれ、鵜飼はムッとした顔で言い返した。

「人をボウフラ扱あつかいしないでくれる？　たまたま近くを通りかかっただけよ。それより彼、確たしか溝渕君よね？　こんなところでＫファイト？」

「Ｋファイトじゃない。ここじゃ〈バイパーズ・レイヴ〉という。今日が初うい陣じんなんだ。俺おれらはその手伝い」

　二人のやりとりをよそに、瑞穂と香苗は鮮せん烈れつなＫＯシーンを目まの当たりにして大喜びしていた。先ほどの黄色い歓かん声せいは瑞穂のものである。

　その様子を気にくわない顔でにらんだ鵜飼は、城戸の肩かたをつかんで耳打ちした。

「おい城戸、こいつらに何か言ってやれよ」

「……俺が？」

　意図のよくつかめない鵜飼の指し示じに、城戸は困こん惑わくしながらも清花たち四人を観察する。同じクラスだけに顔見知りではあるがさして交流があるわけでもない女子グループである。しかし何か言えというからには鵜飼が求めているのは愛あい嬌きようを振りまくのとは逆ぎやくのことに違いない──城戸はそう判はん断だんして口を開いた。

「んんん～……よーし！　お前ら、ひとこと物申させろ!!」

　日本語の文法的にもおかしな要求である。香苗はジロリと城戸をにらんだ。

「何か文もん句くでも？」

「その……グループだったらスタイルを統とう一いつしろ！」

　城戸の口から飛び出したのはさらにワケの分からないクレームだった。

「なんだ？　その──まるで脈みやく絡らくのない混こん成せい一いつ個こ分隊は!?」

　城戸はまず瑞穂を指さした。やたらフリルやリボンがいっばいついたロリータテイスト満点のジャンパースカートという出いで立ちである。しかもショッキングピンクとしか表ひよう現げんしようのない色だ。

「お前はお菓か子しの国から来たアイドル気取りか!?　目がチカチカするわ！」

　次に清花の服を指さす。袖そで無なしのセーラーブラウスにキュロットスカート、色は白と青のツートンで水すい兵へい帽ぼうもかぶっている。

「マシュマロマンかよ！」

　次は香苗。黒いチューブトップのブラの上に白いカッターシャツをルーズに羽は織おって胸むねの下で結んでいる。下はカットジーンズにミュール履きと、夏らしく露ろ出しゆつ度ど高めの開放的なファッションだ。

「………………へそっ！」

　ツッコミではなく単に見たものを報ほう告こくしただけである。気き恥はずかしさを感じたか香苗は反はん射しや的にお腹なかを隠かくした。

　最後の標的の樹は、自分から城戸の目の前に出てモデル立ちでポーズを取った。樹を指さしたまま城戸は躊ちゆう躇ちよして言葉に詰つまる。波多野樹が自分よりノッポだと気付いて驚いたのが理由ではない。女子四人組の統一感のなさの最たるものが樹のセンスだった。

　樹は頭の先から足元まで完かん璧ぺきなサファリ・ルックで決めていた。

　トーピーと呼よばれるヘルメット型の防ぼう暑しよ帽ぼう。白いスカーフ。サファリ・ジャケット。ゆったりした膝上丈のサファリ・ショーツにワークブーツ。カーキ色のシャツにはゼブラや象などのアフリカの動物がシルエットでプリントされている。

　サファリ風にコーディネートしている──のではない。このままアフリカ旅行に行ってもおかしくない本気のサファリ・スタイルである。本ほん格かく派はだけに池袋という繁はん華か街がいにおける浮うき具合も相当なものだった。

　言葉の選せん択たくに迷まよった城戸は、やがて絞しぼり出すように言った。

「どこへ探たん検けんに行くつもりだよ!?」

「都会という名のコンクリート・ジャングル」

　樹は薄うす笑わらいを浮かべつつさらりと答える。

「くっ……誰が上う手まいこと言えと」

　あらかじめ予期されていた敗北である。城戸は他の三人から冷ややかな視し線せんを浴びせられていることに気付くと、両手で顔を覆おおってその場にしゃがみ込んだ。恥ずかしさに居いたたまれなくなったらしい。鵜飼は四人組から城戸をかばった。

「そんな目で見ないでやってください！　今はこれが精せい一いつ杯ぱいだけど本当はやればできる子なんです！」

「あんたはお母さんか」

　香苗のツッコミの方がよほど冴さえていた。

　バカな友人たちが間ま抜ぬけなコントを繰くり広げている間に、溝渕の対戦は次のステージに進んでいた。

「勝ち逃にげってのナシだよな？」

　敵てきチームのリーダーがみずから前に出てきた。マサルを一いち撃げきで仕し留とめたハイキックの切れ味を見て、他のメンバーでは勝てないと判はん断だんしたらしい。

「キックボクシングか。俺はマサルとは違ちがってパンチだけにこだわったりはしねえ……」

　リーダーの男はパーカーを脱ぬぎ、サングラスを取った。眼がん光こう鋭するどく凶きよう暴ぼうな面つら構がまえの持ち主である。身長は一九〇センチ近くあり、胸むな板いたは分ぶ厚あつく、体重でも溝渕より二〇キロ以上は重そうに見える。対する溝渕の身長は一七〇センチ足らず。素人しろうと目めにも勝負にならないと分かる圧あつ倒とう的な体たい格かく差さだった。

「手合わせ願います」

　溝渕は合がつ掌しようして一礼すると、マサルの時と同じように構えた。まったく萎い縮しゆくしている様子は見られない。

　リーダーが猛もう然ぜんと突とつ進しんしてきた。太く長い腕うでを振ふり回してハンマーフックを放つ。溝渕はスウェーバックで連続フックを躱かわす。リーダーはフックに続けてローキックを放った。

　ガッ！

　溝渕は左足を持ち上げて脛すねでローキックをガードした。重い攻こう撃げきだが打点をずらしているため溝渕の身体からだのバランスは崩くずれない。リーダーは両腕を伸のばして摑つかみにかかった。溝渕は身体を沈しずめて腕を躱すと、潜もぐり込こんでみぞおちに右みぎ肘ひじを叩たたき込んだ。

「ぬぐっ!?」

　相手が怯ひるんだところへ逆ぎやくに摑みかかり、両手で首を押さえる。首くび相撲ずもうの体たい勢せいになって巨きよ体たいを逆に押さえ込み、胸板に連続で膝ひざ蹴げりを食らわせる。

「んがああああっ！」

　リーダーは力ちから任まかせに首相撲を振りほどくと、後こう退たいして間合いを取ろうとする。溝渕はその暇ひまを与あたえずに踏ふみ込んだ。膝蹴りを警けい戒かいしたリーダーはガードしながら前蹴りを出すが、溝渕はその振り上げられた腿ももを踏み台にして、相手の身体を駆け上る。

　ゴッ！

　固い物が激げき突とつする鈍にぶい音とともに悲鳴のような歓かん声せいが上がった。

　一いつ瞬しゆんにして相手の肩かたの上まで登った溝渕が、背はい後ごに回り込みながら、脳のう天てんに右肘を垂すい直ちよくに打ち下ろしたのだ。

「〈雷らい神じんの斧おの〉──!?」

　樹が低くつぶやく。

　リーダーはがくりと膝を折り、石いし畳だたみの上にひざまずいた。それを見たチームのメンバーたちはとたんに浮うき足立つ。しかしリーダーはまだＫＯされてはいなかった。激げき痛つうが走る脳天を手で押さえながら、怒いかりに満ちた目を溝渕に向ける。溝渕は油ゆ断だんなく構えをとり、リーダーから視し線せんを外さずにいた。

「クソッ……おい、てめえら！　こいつらを生かして帰すな!!」

　二十名近いメンバーが一いつ斉せいに動き、七人を取り囲む。戦せん闘とう能のう力りよくのない溝渕以外の六人はあっさりと捕とらえられた。

「こっ、こら！　気安く触さわるんじゃないわよ！」

　背後から腕を取られた清花は抵てい抗こうしたが、鼻先にナイフを突つきつけられては大人しくするしかなかった。男二人はロクな抵抗もせずに取り押さえられている。

　溝渕は構えを解とかずにリーダーに問う。

「どういうつもりだ？　これは正当な対戦のはずだ。それとも、これがバイパーズの流りゆう儀ぎなのか？」

「やかましい！　バイパーズなんて知ったこっちゃねえ！　ケンカを売ってきたのはてめえの方だろうが！」

「買ったのはそっちだ」

「ガタガタうるせえ！　仲間が大事なら余よ計けいな真ま似ねすんじゃねえぞ」

　四人のメンバーが溝渕の両手両足を摑んで押さえた。リーダーがズボンのポケットからバタフライナイフを取り出して構える。

「動くなよ……チクッとしてやっからよ」

　リーダーは口元を歪ゆがめてそう言ったが、逆ぎやく上じようぶりからしてチクッと刺さすだけでは済すまなそうな雰ふん囲い気きである。溝渕は反撃の機を窺うかがいながら身体の力を抜ぬいて呼こ吸きゆうを整えた。

　余よ裕ゆうたっぷりに近ちか寄よってきたリーダーがナイフを突き出そうとしたその時──異い変へんが起きた。

　ドゴン！

　重量感のある音が響ひびいた。

　何が起きたのか、その場にいる人間は誰だれも理り解かいできなかった。リーダーと溝渕の間に、何の前まえ触ぶれもなく、いきなり丸太が出しゆつ現げんしたのである。リーダーが突いたナイフは直径が二〇センチほどもあるその丸太に刺さって止まっていた。

「な……何だこりゃ!?」

　丸太は空から振ってきて、石いし畳だたみの上に垂直に立った状じよう態たいで静止していた。丸太の長さを確かく認にんしようと頭上を仰あおいだリーダーは、そこにさらなる奇妙なものを発見した。

　丸太は五メートル近い長さがあった。垂直に立つその丸太の上に、腕組みをした人間が立っている。

　筋きん骨こつ逞たくましい大男だった。袖そでを外したフライトジャケットにダークグリーンのアーミーパンツ、足元は底の分厚い軍用ブーツで固めてある。

　しかし服ふく装そう自体は問題ではなかった。問題は男の顔である。男の顔の上半分は夜店で売られているようなセルロイド製せいの『お面めん』で隠されていた。それも誰もが知っている国民的マンガのキャラクターのお面である。

　ＤＢ男は組んでいた腕うでを解ほどくと、右手を軽く挙げた。

「──オッス！　オラ、ゴ○ウ!!」

　野太い声でそう挨あい拶さつすると、ＤＢ男は丸太の上から地上に降おり立った。二メートルを超える巨きよ体たいながら足音一つ立てない。

「おめーら、タイマン勝負に負けたからって汚きたねえ真ま似ねやっちゃダメだぞ！」

「……どちら様ですか？」

　リーダーが思わず敬けい語ごになった。それほど異い常じような存そん在ざいであった。

「聞いてなかったのか？　名乗っただろ？」

「いや……でも、無理ありすぎだろ！　こんなデカいゴ○ウがいるか!?」

「細けえことを気にする奴やつだな。そんなことより、もっと心配することがあんだろ？」

「心配……って、何がだ？」

「今からおめーらを如意棒で懲こらしめてやるんだからな！」

　言うなり、ＤＢ男は直径二〇センチ、長さ約五メートル、推すい定てい重量一〇〇キロ以上の丸太を片かた手てで摑つかんで肩かたに担かついだ。本人は如によ意い棒ぼうと言い切っているが見れば見るほどただの丸太ん棒である。振ふり向きざまに丸太をヒョイと突き出すと、その先せん端たんが、捕つかまっている瑞穂の頭の上を凄すごい勢いきおいで通つう過かした。

　メギッ！

「ぱぢゃあっ！」

　不ふ吉きつな打だ撃げき音おん＆地球の生物が発したとは思えない悲鳴とともに、瑞穂を背はい後ごから捕とらえていた男が吹ふっ飛とんでいった。

　ＤＢ男はそのまま如意棒を水平に振るう。

　ブゥン！

　風切り音が鳴った。

　ドゴボギメギバキグシャァ！

　丸太が半回転する間に香苗と清花、鵜飼と城戸、溝渕をそれぞれ拘こう束そくしていた連中が次々と弾はじき飛ばされる。

　如意棒の先端が樹の目の前でピタリと止まった。樹が素す早ばやく身を沈しずめる。樹の背後にいた男は自分の運命を悟さとったが──

　ドガスッ！

「みぎゃあっ！」

　最初の犠ぎ牲せい者しやと同じ運命を辿たどった。

　自由の身になった鵜飼は、この日最高の頭の冴さえを見せた。手持ちのＣＤの中から一発で目的の一枚まいを選び出し、城戸のバックパックのプレイヤーにかけたのである。

　ＤＢ男にぴったりの曲が流れ、公園内はさらに得体の知れない雰ふん囲い気きに包まれる。リーダーをはじめとする敵てきチーム全員がパニックに陥おちいっていた。

「て、てめえ……そんなドデカい武ぶ器きを振り回しやがって、あ、危あぶねえだろうが！」

「そうか？　じゃあ、おめーらに貸かしてやるよ」

　ＤＢ男は『如意棒』を放ほうり投げた。横向きの丸太を受け止めたリーダー他数名が将しよう棋ぎ倒だおしになる。

「素す手でならいーんだよな？」

　ＤＢ男は両手を正面に突つき出した後、身体からだを半身に屈かがめながら、球を摑むような形にして両手を腰こしに引きつけた。

「か～～○～～は～～○～～……」

　リーダーがまさか、という顔になった。

「波ァァァァ──ッ！」

　轟ごう！

　ＤＢ男が気合いとともに両手を突き出すと、リーダーとともに一〇名ほどのメンバーが、まるで見えない大型トラックにはねられたように吹っ飛んだ。空高く飛ばされた後、ボトボトと噴ふん水すいに落ちてくる。噴水ジャグジーの水の色がみるみる変わっていった。
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「うっ、うわあぁぁぁっ！」

『か○は○波』の一撃をかろうじて逃のがれた数名が脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。

「これはク○リンの分！」

　片かた手てで放った不ふ可か視しの気き功こう波が残ざん党とうを吹き飛ばし、公園内の樹じゆ木もくに叩たたき付ける。ＤＢ男は両手を叩はたくと、腰を抜ぬかしている七人に向き直った。

「おめーら、気をつけて帰るんだぞ。ほんじゃな！」

　そう言うとＤＢ男は如意棒を拾い上げ、槍やり投なげの要よう領りようで空に向かって放り投げた。投とう擲てきの直後に自分も跳ちよう躍やくし、投げた丸太に乗って飛び去った──ように見えた。

「なんか……見ちゃいけないものを見てしまったような……」

　清花たちが茫ぼう然ぜん自失の状じよう態たいから回かい復ふくするまでには数分を要した。とりあえず時計を確かく認にんする。逆ぎやく算さんしてみるとＤＢ男の出しゆつ現げんがちょうど午後六時頃だったらしい。

「……とりあえず分かったことが二つあるわ」

「なあに？」

　香苗の問いに、清花は力なく笑った。

「占うらないが当たったってことと……うちの担たん任にんが有言実行タイプだったってことよ」

「──違ちがう！」

　腰を抜かしていた鵜飼が立ち上がった。

「あれじゃゴ○ウじゃなくて世界最高の殺し屋の方じゃないか！」

　問題はそこじゃない、と誰もが思ったがどこからもツッコミはなかった。










　第二話　モテモテ注ちゆう意い報ほう！







　【主な登場人物】


　　・城き戸ど来らい人と……死ぬほどモテたい男

　　・鵜う飼かい了りよう介すけ……無む駄だに硬こう派はな男

　　・溝みぞ渕ぶち猛たけし………女のことなど知らない男

　　・殿との村むら清さや花か……無駄に耳みみ年どし増まな女

　　・仲なか内うち香か苗なえ……普ふ通つうにモテる女

　　・波は多た野の樹いつき……趣しゆ味みの偏かたよった女

　　・須す々ず木き瑞みず穂ほ…珍ちん獣じゆう扱あつかいの女






　　　　一




　祝日と日曜日を挟はさんでの夏休み三日目──

　大門高校二年Ｂ組の教室には大おお勢ぜいの生徒が詰つめかけていた。

　好きこのんで集まったわけではない。英語の補ほ習しゆうを受けるためである。謎なぞの失しつ踪そう癖ぐせをもつ問題教きよう師し・南雲なぐも慶けい一いち郎ろうの度たび重かさなるエスケープにより授じゆ業ぎようの進行が大おお幅はばに遅おくれ、多数の赤点生徒を出す結果となったのだ。

　各クラスから集まった赤点生徒だけで教室が満員になるという前代未み聞もんの事じ態たいにも、当の慶一郎は動じた様子もなくいつものように授業をはじめた。

　夏休みの登校、午前中の補習授業という本来なら集中力の出ない条じよう件けんが揃そろっていたが、生徒たちのテンションは意外にも高かった。慶一郎の授業が上う手まいからではなく、あらかじめ慶一郎がこの補習授業の途と中ちゆうで『エスケープする／しない』をネタに賭かけが行われていたという事じ情じようによる。

　授業も半ばが過すぎ、賭けの緊きん張ちよう感も緩ゆるんできた頃ころ、淡たん々たんと授業を進めていた慶一郎が言った。

「分からないところはあるか？　質しつ問もんがあれば受け付けるが」

「──はい！」

　即そく座ざに手を挙げたのは鵜飼了介だった。他ほかに挙手する者もいないので指名を待たずに立ち上がり、真ま面じ目めくさった顔で質問する。

「常じよう套とう句くというか、いわゆる『決まり文もん句く』的なものって英語にもありますよね？　たとえば……敵てきにとどめを刺さす時なんか英語で何て言うんですか？」

　一応英語に関連してはいるが授業にはほぼ無関係な質問である。しかし海外生活の長い慶一郎ならスラングにも詳くわしいはずで、補習の合間の息いき抜ぬきの話題としては適てき当とうだと大部分の生徒は思った。慶一郎がその問いを無む視しして授業を続けたとしてもそれほど惜おしくもない──その程てい度どのネタ振ふりだった。

「敵にとどめを刺すときか……とくに何も言わないな」

　慶一郎の回答は、生徒たちが想定していたどのパターンにも当てはまらなかった。

「どうしてですか？」

「目の前に倒たおすべき敵がいるのに、吞のん気きにおしゃべりするなんてことは状じよう況きよう的にありえないからな」

「ええっ？　あの……でもほら、完全に敵を圧あつ倒とうして『もはや勝ったも同然』っていう状態とかなら、何か気の利きいた台詞せりふのひとつくらい言うだけの余よ裕ゆうはあるじゃないですか」

「勝ったも同然、か……闘たたかってる最中にそんなことを考えるのは素人アマチユアだけだ」

　慶一郎の語気が微び妙みように鋭するどくなる。生徒たちの何人かは、思わぬ方向に風向きが変わったのを敏びん感かんに察した。

「すでに勝負はついたと考え、余裕ぶっておしゃべりする……そんな時、そいつは完全に油ゆ断だんしている状態だな。俺おれが敵なら、その絶ぜつ好こうの反はん撃げきチャンスを見み逃のがしたりはしない。たとえ九分ぶ九厘りんまで追い込こまれていたとしてもだ。逆ぎやくに自分に余裕があると感じる時は敵の罠わなを警けい戒かいした方がいい──つまりそういうことだ」

　そう断だん言げんすると、慶一郎は生徒たちに背せを向けて黒板の文字を消しはじめる。質しつ問もん受付タイムが終わったと感じた鵜飼が腰こしをおろしかけた時、慶一郎の黒板消しを持つ手が止まった。

「そういえば……ひとつ例外があったな。倒すべき敵を目の前にして、しかしあえて口を開くべき時もある」

「それはどういった場合ですか？」

「仇あだを討うつ時だ」

　慶一郎は黒板に『revenge』と『avenge』の二つの単語を書いた。

「どちらも『仕返しをする』の意味だがrevengeは被ひ害がい者しや自身がやり返す場合、avengeは被害者に代わって仕返しをする場合に使う。revengeの場合は自分で仕返すわけだから説明の必要はないが、avengeの場合は余裕があれば説明した方が望ましいな」

　その言葉に、無言のどよめきが教室に走った。

（仇討ち──？　この時代に!?）

　生徒たちの心の中に抑おさえようのない好こう奇き心しんがムクムクと湧わき上がった。些さ細さいな質問をきっかけに、謎なぞに包まれている慶一郎の過か去この一いつ端たんが垣かい間ま見みえたからだ。

　中腰のまま固まっている鵜飼に無言のプレッシャーが集中した。

（──行け、鵜飼！　行け!!）

　言い出しっぺの責せき務むを全まつとうせよという当然の要よう請せいである。ここで寸すん止どめされては気になって補習どころではない。

　慶一郎が黒板の文字を消し終わる前に、鵜飼は再ふたたび質問した。

「その……南雲先生は実じつ際さいに仇を討ったことがあるんですか？」

「三回くらいかな」

「それは別べつ件けんで？」

「別件じゃなければ三回とは数えないだろ」

　慶一郎の話は常じよう識しき的な部分とそうでない部分が無む造ぞう作さに混まざり合って渾こん然ぜん一体となっている。それを切り分けるのは質問者の腕うでにかかっていた。

「それで具体的にはどんな風に……？」

「聞いて面おも白しろい話じゃないぞ」

「そこをぜひ、お願いします！」

「ふむ……」

　慶一郎はあまり気乗りしない様子だったが、チョークを持つと黒板に曲がりくねった線を描えがき始めた。どこかの国の海岸線らしい。半島から少し奥おく地ちに入ったあたりに×印を書き込んだところで、急に思い直したのかせっかく描いた地図を消した。

「南アジアのある国での話だ。俺は訳わけあって国こつ境きよう近くの村に厄やつ介かいになった。四世帯合わせて三十人足らずの小さな集落で、おもに農業と機はた織おりで生計を立て、ごくつましい生活を営いとなむ気のいい人々だった。

　その頃ころトラブル続きで体調を崩くずしていた俺は、身体からだの回かい復ふくを待ちながら村の仕事を手伝って日々を過すごした。そこが仏教徒の村だったのも居い心ごこ地ちのいい理由だったが、伝でん統とう的な武ぶ術じゆつを伝えている村でもあったから、俺が武術をやっていると知るとすぐに打ち解とけて親切にしてくれた。

　四週間目、俺は世話になってる家族の主人と二人で五十キロ離はなれた街へ買い出しに出で掛かけた。村に一台きりのトラクターに乗って泊とまりがけでな。ところが三日後の昼に戻もどってみると──家は焼け、村人は殺されていた。全ぜん滅めつだった」

　淡たん々たんとした語り口からいきなり急転直下したストーリーに、生徒たちは息を吞のんだ。

「かろうじて息のあった者に事じ情じようをきくと、反はん政せい府ふゲリラの襲しゆう撃げきを受けたらしい。当時その国ではクーデターの首しゆ謀ぼう者しやだった王族の一人が、配下の武ぶ装そう勢せい力りよくとともに国外逃とう亡ぼうするという事じ件けんがあって、犯はん人にんはその一味だと分かった。それを話し終わると最後の一人も亡なくなり、俺と主人は墓はか穴あなを掘ほって村人たちの遺体を埋葬した。作業は翌よく朝あさまでかかった。

　全員の埋葬を終えると、主人は俺に水を汲くんできてくれと頼たのんだ。正直、俺は行きたくなかった……なぜかって、墓穴が一つ余分に掘られてたからな。水汲みは往おう復ふくで十五分くらいかかる。どうにも断ことわり切れずに『俺が戻もどるまで待ってろ』と念を押おしてから水を汲みに行ったんだが──」

　慶一郎はいったん言葉を切った。

「銃じゆう声せいが聞こえたのは水汲みから戻る途中だった。急いで戻ったが主人はすでに死んでいた。納な屋やかどこかに隠かくしていた猟りよう銃じゆうを持ち出して、銃口を口にくわえて引き金を引いたんだ。墓穴を背せにして撃うったらしくて、遺い体たいは墓穴にぴったり収おさまってたよ。本当はすぐにでも死にたかったんだろうが、墓掘りを俺一人に押しつけるのも申し訳ないと思ったんだろうな……最さい期ごまで律りち儀ぎな男だった」

　教室はしんと静まり返った。蟬せみの声だけが遠くから届とどいてくる。

「主人を埋まい葬そうした後、俺はその村からさらに山ひとつ奥おくに住んでいる一人の男に会いに行った。一人で山にこもって石せき仏ぶつを彫ほっている修しゆ行ぎよう僧そうで、初老の偏へん屈くつそうな男だ。月に一度の割わり合あいで村まで降おりてきて、経きようをあげたり、村人に武術を教えたりする代わりに、布ふ施せとして米や生活用品を受け取り山に戻るという生活を十年以上続けているらしい。俺がその男に会ったのは一度だけだが、一目見て相当な経けい験けんを積んだ兵へい士しだと分かった。

　俺は村が全ぜん滅めつしたことを話して、男に協力するよう頼たのんだ。もちろんカタをつけるためだ。はじめは男も渋しぶっていたが、村に戻って惨さん状じようを見せるとようやく覚悟を決めてくれた。男は元グルカ兵の精せい鋭えいで、あらゆる武ぶ器きに精せい通つうし、密みつ林りん戦せんや山さん岳がく戦せんの天才でもあった。俺はその男と山にこもり一ヶ月にわたって訓練を積んだ。敵てきはただのテロリストではなく小しよう規き模ぼとはいえ軍隊だ。男は実戦の勘かんを取り戻す必要があったし、その頃ころの俺は銃の撃ち方さえよく知らないアマチュアだった。銃やナイフの扱あつかい方に始まり、およそ戦せん闘とうに関するイロハをすべてその男から叩たたき込まれた。その男は──本名は名乗らずただ『軍ぐん曹そう』とだけ呼よんでいたが──俺にとって二人目の師し匠しようになった。一ヶ月後、俺と軍曹は山を下りて街に向かった。必要なものは三つ。武器、敵の情じよう報ほう、それに仲間だ──」

　話がいよいよ佳か境きようにさしかかったところで、生徒たちを驚きよう愕がくさせる出来事が起きた。

　授業の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴ったのである。

「時間か。じゃあここまでで……」

「待たんか────いッ!!」

　教きよう壇だんに近い窓まどの方から声がした。カーテンをまくって現あらわれたのは草くさ[image: ]なぎ静しず馬まである。

「話はまだ半分やぞ！　そんなとこで止められたら気になって今こん晩ばん寝ねられへんやろが！」

「結果から言えば仇を討ったってだけの話なんだが……」

「気になる脇わき役やくが出てきとるやろ！　しかも展てん開かいから言うて、その軍曹の昔の部下とか出てきそうやんか」

「よく分かるな。同じ部隊にいた軍曹の元部下も加えて、最終的には七人のチームで敵地に乗り込むことに──」

「アホ、先の展開をバラすな！　ダイジェスト版ばんで聞いても面おも白しろないやろ!!　一人ずつ仲間が増ふえていくところがキモやないか」

　静馬の訴うつたえに教室中から賛さん同どうの拍はく手しゆと声せい援えんが上がった。

「ところで草[image: ]……なんでまた昨日と同じ場所に隠れてたんだ？」

「フフン、よもや同じとこから二回も奇き襲しゆうするとは夢ゆめにも思わんやろ」

「一度失敗した奇襲をもう一度やるというのは確たしかにセオリーにはないが……」

　常じよう人じんには思いつきようのない珍ちん策さくである。あるいは昨日のカウンター攻こう撃げきで記き憶おくがスッ飛んでいるのか。

「まあ何でもいいが、とりあえず席に戻れ。それと全員、教科書と辞書をしまえ。これから小テストを行う」
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　慶一郎は取り出したテスト用紙をそれぞれの列の先頭の席に配った。

「十問中六問正せい解かいすれば晴れて自由の身だ。設せつ問もんは簡かん単たんなものを選んでおいたから、真ま面じ目めにやれば何てことはない。せっかくの夏休みだ。一日だって無む駄だにしたくないだろ？」

「正解が五問以下の場合は？」すかさず鵜飼が質しつ問もんした。

「明日も追加で補ほ習しゆうってことになるな」

　なぜかブーイングは起きず、生徒たちは皆みな一いち様ように複ふく雑ざつな表ひよう情じようになった。

　小テストの結果──なぜか合ごう格かくラインに達した者は一人も出なかった。




　　　　二




「──で、明日も補習ってか？　物好きだな！」

　校こう舎しやとサークル棟とうに挟はさまれた路ろ地じ裏うらに、城戸来人の尻しり上あがりの声が響ひびいた。

「補習でないと続きが聞けそうにないからな」

　そう答えるのは鵜飼了介である。路地裏にはもう一人、ボクサーパンツ一丁の溝渕猛がいたが、二人の話には参加せず校舎の壁へき面めんの出でっ張ぱりを利用して懸けん垂すいをやっている。

「先生の話の舞ぶ台たいはたぶんネパールあたりだな。香港ホンコンで暗あん殺さつ拳けんの一族から逃にげたすぐ後か……いや、その前にタイで麻ま薬やく組そ織しきの罠わなにはまって刑けい務む所しよから脱だつ獄ごくしたその後かな」

「何だその波は瀾らん万ばん丈じようっぷりは!?　間ま違ちがっても教きよう師しのプロフィールじゃねえよ。でもなんでネパールって分かるんだ？」

「グルカ兵の名前が出てたからな」

「ぐるかへいって？」

「こういう形のナイフを使うらしい」

　鵜飼は近くにあった棒ぼうを拾って、地面の上にブーメランのように湾わん曲きよくした刃はを持つナイフを描えがいた。

「ククリ、もしくはグルカナイフともいう。ネパールのグルカ族が使う独どく特とくのナイフだ」

「で、グルカ兵って？」

「ネパールのグルカ族出身者で構こう成せいされた戦せん闘とう部ぶ隊たい」

「ほほう、それでそれで？」

「…………」

「終わりかよ！」

　城戸はオーバーアクションで落らく胆たんを表ひよう現げんする。

「相変わらず浅いのな。お前の豆まめ知ち識しきは！」

「豆知識ってのはピンポイントだからな」

「その中ちゆう途と半はん端ぱな知識のおかげでこの間は大変だったんだろ！　結局あのバイパーズは何だったんだ？」

「ああ、あれね……後で神かみ矢やに訊きいてわかったんだが、この間のパーカー軍ぐん団だんはバイパーズじゃなかったらしい」

　溝渕が懸垂をやめて地面に降おり立った。全身から汗あせが滴したたっている。

「それはどういうことだ？」

「簡かん単たんに言えばバイパーズの真ま似ねをしてモテようって魂こん胆たんのニセモノだってよ。近々バイパーズの大会があるらしくて、本物の連中は特訓でもしてるのか出で払はらってるらしい。その隙すきにああいうのがはびこってるんだと」

「なるほど。道理で弱いわけだ」

「いやいやいやいや……ちょっと待てよ」

　城戸が溝渕の台詞せりふに異い議ぎを唱えた。

「俺の見てた限かぎりじゃ相手が弱いんじゃなくてお前が強いんじゃないの？」

「いや、俺は強くはない」

「十分強いだろ!?　二メートル近くある奴やつを簡単にやっつけちゃったじゃん」

「相手がボクシングしかやったことのない素人しろうとだったからだ。あれが柔じゆう道どうやレスリングの経けい験けん者しやだったら俺の方が不利だ。俺にはまともな組み技わざがないからな。たまたま組み合わせが有利だった……それだけだ。まだまだ草[image: ]には勝てん！」

　そう言い放つと、溝渕は何かに取り付かれたように猛もう然ぜんとスクワットをはじめる。

「筋きんトレばっかやってても勝てないんじゃねえの？　てか溝渕お前、ムエタイ同好会に入ってなかったっけ？」

「ああ、それなら流りゆう派はが違うんで袂たもとを分かったそうだ」

　溝渕に代わって鵜飼が答える。

「ムエタイに流派なんてあるんだ？」

「流派っつーか溝渕のはグローブをはめてやる競きよう技ぎになる以前の古式ムエタイだから、肘ひじ打うちを禁きん止しされると本来の動きじゃなくなるんだよ。肘打ちなしのキックボクシングをやりたい他の連中とは合わなかったってわけ」

「古式ムエタイねえ……詳くわしくいうとどんなの？」

「…………」

「……何もないのかよ!!」

「日本じゃムエタイ関連の本がほとんど出てないんだよ。まして古式なんて日本でやってる奴なんていないんじゃないか？」

「何でまたそんなマニアックなのを……」

　城戸はスクワットに続いて腕うで立たて伏ふせを始めた溝渕を呆あきれ顔で眺ながめたが、愚ぐ直ちよくなまでのひたむきさの前には言うべき言葉が見つからなかった。

「まあいいや。それより旅行の計画をしようぜ。やっぱ海だろ？」

「俺は山に行きたい！」

　腕立て伏せを止めて溝渕が意見する。

「お前のは旅行じゃなくて修しゆ行ぎようだろ？　なんでお前の山やま籠ごもりにつきあわなきゃなんねーんだよ!?　やっぱ夏っつったらまず海だよ！　山は後回しでいい」

「海か……」

　日ひ陰かげに座すわり込んでいる鵜飼は遠い目で空を見上げた。

「どっちにしても面めん倒どうくさいけど、行くなら海かな……あんまり泳げないけど」

「消しよう極きよく的だな～。二度と戻もどらない高二の夏だよ？　楽しもうって気合いがぜんぜん感じられないのはどーゆーこと？」

「行ってもいいけど、海に行って具体的に何をやるんだ？」

「何って、全力で楽しく過すごすに決まってんだろ。できればオネーちゃんと」

「女の子を誘さそっていくのか？　誰だれか当てでも？」

「当てはない。無む論ろん現地調達」

「ナンパか……」

　鵜飼はため息混まじりにつぶやいた。城戸のナンパは成功したためしがない。

「はい、そこで暗くならない！　考えてみろ、真夏の海だぞ!?　女だってナンパされにきてるんだ。いわば入れ食い状じよう態たい！　チャレンジしない手はない！」

「そんなにモテたいのか？」

「モテたいね！　死んでもモテたいね！」

　城戸は一点の曇くもりもなく目を輝かがやかせて断だん言げんした。対する鵜飼の目はどんよりしている。

「何でそんなにモテたいかね？」

「モテたいという気持ちに理由なんかいらん！　あえて言うなら夏の日差しがそうさせるのだ！」

「お前のその情じよう熱ねつだけは理り解かいしがたいなあ」

「理解しがたいのはお前の方だよ！」

　城戸は鵜飼の両りよう肩かたをつかみ、前後に揺ゆさぶった。

「了介！　お前は俺なんかよりずーっとモテる素そ質しつを持ってるのに、どうして積極的にモテようとしない!?」

「別に……モテようと思ったことがないから」

「ウソをつけ！　モテたいと思わない男がいるわけがない！　そう思うだろ、溝渕。お前だってモテたいよな？」

「女か……」

　同意を求められた溝渕は腹ふつ筋きん運動をしながら答えた。

「何を考えてるか分からん生き物だからな……正直、手に余あまる」

「うわ、二対一？　まさか俺のが少しよう数すう派は!?　そんなバカな！」

　本気でショックを受けている城戸に、鵜飼はなだめるように言った。

「安心しろ城戸。お前がどうしてもモテたいって言うんなら付き合ってやらんでもない。海でも山でもな」

　友ゆう情じようには篤あついがナンパに関してはやる気ゼロの言葉に、城戸は嬉うれしいような嬉しくないような、何ともいえない顔になった。




　　　　☆




「あんた赤点でもないのに補ほ習しゆうに出たの？　物好きというか何というか……」
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　殿村清花は呆れて肩をすくめた。

「そこはそれ、女の勘かんってやつよ。まあ暇ひまだったから寄よってみただけなんだけど、人数多かったからすんなり紛まぎれ込めたし」

　そう自じ慢まんげに答えるのは仲内香苗である。

　駅前の喫きつ茶さ店てん『ＪＯＪＯ』のテーブルにはいつもの四人が顔を揃そろえていた。午後のお茶の時間にはまだ早いが、クーラー目当ての学生客が多い。

「その金髪あたまじゃ紛れ込んでもバレバレだったとは思うけどね……にしても、生徒相手にそんな血なまぐさい話する？」

「ひょうたんから駒こまってやつ？　鵜飼ってやつの質しつ問もんからイモヅル式に出てきたわけよ」

「どっちかって言えばそういうの、ヤブヘビなんじゃ……」

「話し方とか脚きやく色しよくしてる感じゼロなんだけど、そこがまた真実味があってさ～。お世話になってた村人が自分で自分に始末つけちゃったくだりなんかゾクゾクしたわね」

「そ、そう……よかったわね」

　嬉き々きとして話す香苗に、清花は苦笑いで相あい鎚づちを打った。血ち湧わき肉にく躍おどるバイオレンスが大好き（もちろん見る方）という香苗の趣しゆ味みにはついて行けないところがある。

「りょう──鵜飼君も赤点だったんだ。英語の成績そんなに悪かったっけ？」

「半分はうちのクラスの生徒だったわよ。我われらが涼りよう子こ様もいたし。『闘たたかってる最中に余よ計けいなことをしゃべるのは素人アマチユア』ってところでスゴい勢いきおいで頷うなずいてたけど」

「さすがというか何というか……あれ？　そう言う先生ほんにんがこの間は闘ってる最中にペラペラしゃべってなかったっけ？」

　清花が言っているのは一昨日おとといの池袋での事じ件けんである。マンガのキャラクターのお面をかぶった大男が丸太を振ふり回してバイパーズモドキを血祭りにあげたのだが、そのお面男は決して寡か黙もくな方ではなかった。むしろしゃべりまくっていたように思える。

「あれはほら、コスプレの一種だから」

「コスプレ……」

「それにしゃべらないのはとどめを刺さすときだけだし」

「死者を出されちゃたまんないわよ」

「あ～明日の後編が待ちきれないわ～……てかハリウッドで映えい画が化かしないかしら。撮さつ影えいするなら海外ロケは必ひつ須すよね。そもそもあの話のロケ地ってどこなんだろ？　地図は描かいてすぐ消しちゃったし」

「たぶん……ネパール王国かその近く」

　文庫本を読みふけっていた波多野樹が口を開いた。

「直ちよく接せつ聞いてないのによく分かるわね」

「軍ぐん曹そうが元グルカ兵だから……」

「そのグルカ兵って？」

「一八一四年から一六年にかけてネパールとイギリスの間で起きたグルカ戦争に敗戦してから、ネパールはイギリスに兵力を提てい供きようすることを義ぎ務むづけられ、グルカ族で編へん制せいされた部隊を作った──それがグルカ兵の起き源げん。一八五七年のセポイの乱らんではイギリスに加か勢せいして活かつ躍やく、やがて非ひアングロサクソンの外人部隊として初めてイギリス正せい規き軍ぐんと同等の地位を得、その存そん在ざい感を確かつ固こたるものにしたことで小国ネパールの独どく立りつを支ささえた──」

　まるで文面に書いてあるものを読み上げるような滑なめらかな解かい説せつに、三人は小さく拍はく手しゆをおくった。拍手がおさまったところで清花が切り出した。

「ネパールの歴史の話はひとまず置いとくとして……今日は旅行の計画を練らないといけないのよ。夏休みに入る前に決めておきたかったんだけど、何だかまとまらなかったし。まずは海に行きたい人──」

　香苗と瑞穂が手を挙げる。

「山に行きたい人──」

　清花と樹の手が挙がった。

「相変わらず二対二ね。クジでも引いて決める？」

「それなんだけど、行き先よりも先に検けん討とうしなきゃいけない件けんがあんじゃない？」

「何が？」

「決まってんでしょ？　男よ、オ・ト・コ」

　香苗はさも当然のごとく言い切った。

「海なら現げん地ち調達って手もあるけど、山に行くなら最初から誘さそっていかないとね。どう、当てはあるの？」

「当ては──ないけど」

「じゃあ海で決まりってことでＯＫ？」

「……しょうがないわね」

　清花はしぶしぶながらも了りよう承しようした。四人の中で男を引ひっ張ぱってこれる人材が香苗一人という現げん状じよう、ここは受け入れるしかなさそうだった。

　外から窓まどガラスを叩たたく音がした。見ると、茶ちや髪ぱつのサーファー風の男がこちらを覗のぞきこんでいる。年とし格かつ好こうからして大学生だろうか。

「ちょ～っと待ってて」

　香苗は店の外に出て行くと、茶髪男となにやら話しはじめた。声は聞こえないが、男がしつこく誘うのを香苗がけんもほろろに突つき放している──そんな様子である。

　業ごうを煮にやした男が香苗の腕うでをつかんで、路上に止めてある車に連れ込もうとする。清花たちは思わず腰こしを浮うかせたが、香苗は男に肘ひじ鉄てつをくらわせて逃のがれた。香苗がなにやら激はげしく（おそらく罵ば詈り雑ぞう言ごんを）まくし立てると、男は露ろ骨こつに舌した打うちして車に戻もどっていく。

「ったく、面めん倒どうくさいったらないわね～」

　店内に戻ってきた香苗はサバサバした口調で言った。

「一回遊んでやっただけで彼氏気取りなんだから。ああいう勘かん違ちがい野や郎ろうはさっさと切るに限かぎるわ」

「カナちゃん、それってプレイボーイの台詞せりふみたい」

　瑞穂が興きよう味み津しん々しんという顔で身を乗り出す。

「いまの男の人、けっこうイケメンだったのに。冷たくしないで誘ってあげたら？」

「ダメダメ、顔はそこそこ良くても中身が腐くさって糸引いてるから。一いつ緒しよにいても五分で飽あきるし。ヤルことしか考えてない男ってホント退たい屈くつ」

「遊びにしても相手は選んだ方がいいわよ。あんた、ただでさえ軽く見られるんだから」

　さっきの茶髪男の態たい度どが気になり、清花は真ま面じ目めに忠ちゆう告こくした。香苗の引ひっ掛かけてくる男はほとんどの場合、清花のストライクゾーンからは外れている。

「現地調達するくらいなら知ってる男の子を誘った方が賢けん明めいかもね」

「ほら～、清花はそうやってすぐ守りに入る。その一イチか八バチかのリスキーな感じがいいんじゃない。夏なんだから冒ぼう険けんしないと」

「あんたはだいたいいつでも冒険してるじゃない」

「は～いはい、二人ともつまんないことで揉もめないの！」

　瑞穂にたしなめられて二人は黙だまり込んだ。瑞穂はここぞとばかりに雑ざつ誌しをテーブルに広げた。

「迷まよったら占うらないに頼たよる！　これ乙女おとめの常じよう識しきね」

「またそれ？」

　眉まゆをひそめる清花の前で、瑞穂はパステルカラーに彩いろどられた占い雑誌のページをめくる。

「ここぞって時にはやっぱりビター・マーシュ先生よね～」

「それってものすご～いピンポイントの占いじゃなかったっけ？　瑞穂のは前回ので終わったでしょ？」

「的てき中ちゆう率りつ一〇〇パーセントの先生をナメちゃいけないわよ」

　瑞穂は『今日の星占い』コーナーの牡お牛うし座ざの欄らんを指さした。香苗がその内ない容ようを声に出して読む。

「ん～っと……『五月十六日生まれで身長一七二センチ、やや小太りでジャガイモによく似にた面おも白しろフェイスのあなた。今週のラッキーアイテムはあなた自身！　バカンスに出で掛かければ興こう奮ふんのイベント目め白じろ押おし！　ただし危き険けんと隣となり合わせなので無理は禁きん物もつ。友人を楽しませることを第一に心がければ吉きち』──って、どういうこと？」

「要するにそいつをゲットすれば万ばん事じＯＫなのよ！」

　得意げに言い切る瑞穂に、清花と香苗は失望のため息をついた。

「この条じよう件けんに合う男をどうやって見つけるわけ？　現げん実じつ的に考えても無理でしょ？」

「探さがしてる間に夏休みが終わっちゃうわね」

「瑞穂……そこ、もう一度読んでみて」

　樹の反はん応のうは二人とは違ちがっていた。

「五月十六日生まれで身長一七二センチ、やや小太りでジャガイモによく似た面白フェイス……」

　瑞穂が読み上げると、樹は窓の外を指さした。

　喫きつ茶さ店てんの前を見覚えのある男子が通りすぎていくところだった。




　　　　三




「やっほー！　き～ど～君！」

　駅前の通りを歩いていた城戸来人は、黄色い声とともにいきなり肩かたを叩たたかれた。香苗に右みぎ腕うでを、瑞穂に左腕を取られて慌あわてふためく。

「え？　え？　な、何？　何なの!?」

　死ぬほどモテたい男としては単たん純じゆんに嬉うれしい状じよう況きようだったが、さすがに喜びよりも不安が先にきた。しかし香苗はお構かまいなしに身体からだをすり寄よせて猫ねこなで声を出す。

「ちょっと訊ききたいんだけどさ～城戸君の誕たん生じよう日びって、いつ～？」

「俺の？　俺のはだいぶ前に終わったんだけど……」

「だから何月何日かって訊いてんのよ～！」

　瑞穂が城戸の脇わき腹ばらを指先でつっつく。

「えと、五月の十六日ですけど……」

「よっしゃあ！」

　香苗と瑞穂は歓かん声せいをあげてハイタッチする。

「速すみやかにキープ！」

　香苗の指し示じで、樹が背はい後ごから城戸の後頭部をがっちりとつかんだ。

「だから何なのこれ？　俺、何かした？」

　三人がかりで捕ほ獲かくされた城戸は、されるがままに回れ右をして喫茶店に連れ込まれた。

　清花たち四人と同じテーブルに座すわらされた城戸は、緊きん張ちようと期待がないまぜになった顔で周囲をキョロキョロ見回した。しかし女子と同席している嬉しさの方が不安を上回り、無む意い識しきのうちに笑え顔がおになっている。

　四人は額ひたいをつき合わせて小声で相そう談だんした。

「とりあえず捕つかまえてはみたけど、どうする？」

「見れば見るほど芸げい人にん面ヅラよね～」

「桂かつら枝し雀じやくと南みなみ伸しん坊ぼうを合成した感じ……」

「そういうことは思うだけにしときなさい」

　同じ感想を抱いだきながらも、清花は役やく割わりとして瑞穂と樹をたしなめる。相談の結果、最初に捕まえた香苗が交こう渉しよう役やくになった。

「ねえ城戸君？」

「は、はい！」

「夏のバカンスといえば海と山、どっち？」

「どっちかと言われれば、やっぱり海かな。でも別に山がＮＧってわけじゃなくて、ついてこいって言われれば海でも山でも行くけど……って、これ何の質しつ問もん？」

　再ふたたび四人は顔を寄せ合う。

「ホントにこいつ誘さそっていいの？　人じん畜ちく無む害がいそうではあるけど」

「芸人志し望ぼうにしてはさっきからひと言も面白いこと言ってない……」

「それはこの際さい関係なくない？」

「面白いのは顔だけでじゅーぶんなの！　ラッキーアイテムなのよ！　一〇〇パーセントの占いなんだから」

　結局その他に説得力のある意見も出ず、瑞穂の主しゆ張ちようが認みとめられた。香苗が咳せき払ばらいをひとつして、城戸に申し渡わたす。

「とゆーわけで城戸君、あたしらの夏のバカンスに同行するように。いいわね？」

「マジで？　てか前後の状じよう況きようがさっぱり分かんないんだけど……」

「なに？　嫌いやなの？」

「いやいやいや滅めつ相そうもない！　喜んでお付き合いさせていただきます！　あれ、まさか俺おれ一人だけ……じゃないよね？　他には誰だれが来んの？」

「今のところは城戸君だけ」

「そうなんだ。じゃあ男の友達も誘っていい？　あ、でもあいつら……」

　城戸の脳のう裏りにモテる気のまったくない友人二人の顔が浮うかぶ。しかし口ではどう言ったところで本心からモテたくない男などいるはずがないという信念に従したがうことにした。

「なんとか説得してみるから、連れてきていいかな？」

「その辺はご自由に。足りなきゃ現げん地ち調達するし。日につ程ていは追って相談ってことで」

「よし決まり！　そんじゃあ、さっそく連中を誘ってみっから」

　喜び勇んで喫きつ茶さ店てんを出た城戸は、店先で数人の女子のグループに呼よび止められた。

「城戸君だよね？」

「え？　うん、そうだけど……」

　グループのうちの何人かの顔に見覚えがあった。隣となりの二年Ｃ組の女子である。

「城戸君の誕生日って、いつだっけ？」

「五月十六日だけど……」

「きゃ～、やっぱり!?」

　女子たちは急にはしゃぎだすと、全員で寄ってたかって城戸を捕まえた。

「ゲットしたわよ～」

「ほら城戸君、遊びに行こ！　すぐ行こ！」

「え!?　いや、でも、あの、その──」

　城戸が拉ら致ちされようとしたその時、別の力が城戸の身体からだを逆ぎやく方ほう向こうに引ひっ張ぱった。喫茶店内から外の様子に気付いて出てきた香苗たちだった。

「こっちが先約なのよ！　横取りしないでくれる!?」

「そっちこそズルいわよ！」

　城戸の右手をＣ組、左手をＢ組がつかんで女同士で綱つな引ひき状じよう態たいになった。文字通りの引っ張りだこである。

（お……俺の身にいったい何が？　モテてるのか？　これがモテてる状態なのか!?）

　不ふ条じよう理りな争いに巻まき込こまれながらも城戸の頰ほおはだらしなくゆるんでいた。

　綱引きはＢ組の勝利だった。Ｃ組の女子が汗あせで手を滑すべらせ、すっぽ抜ぬけた拍ひよう子しに転んだのだ。

「今よ、走れ！」

　香苗たち四人は城戸を引き連れて逃とう走そうした。商店街を駆かけ抜け、駅の反対側の通りを渡わたる。赤あか塚つか公園の近くまできたところでようやく足を止めた。

「フッ、ここまでくれば勝ったも同然……」

「よね！」

　上じよう機き嫌げんでガッチリ握あく手しゆする香苗と瑞穂を見て、清花は冷静に突つっ込んだ。

「あのさ……今の時点で、ここまで必死になって城戸君を確かく保ほする必要ってあるの？」

「分かってないわね、清花」

「…………？」

「せっかくの獲え物ものを横取りされちゃ悔くやしいじゃない？」

　要はただの負けず嫌ぎらいである。しかも一度火がつくと止まらないタイプの女なのだ。炎えん天てん下かでの全力疾しつ走そうの疲つかれもあって、清花は軽い立ちくらみを覚えた。

「あのねえ……そもそも占うらないなんかで右う往おう左さ往おうするのもどうかと思うけど──」

「一〇〇パーセントなのよ!?」

「それは分かってるわよ。けどひとつ忘わすれてない？　あの占いには不ふ吉きつな一文が……」

　キキッ！

　車の急ブレーキの音が響ひびいた。

　シルバーのワゴン車が路ろ肩かたに停車し、助手席の窓まどから先ほどの茶ちや髪ぱつ男おとこが顔を出した。

「やあ香苗ちゃん！　車替かえてきたからさ～、やっぱドライブしようよ」

「お呼よびじゃあないのよ。こっちは取り込み中なんだから」

　苛いら立だちを隠かくさず声を尖とがらせる香苗。しかし茶髪男の方は懲りる様子もなくニヤケ顔でからんでくる。

「そうツンケンしないでさあ。そんなつぶれたアンマンみたいなのより、俺たちと遊ぼうぜ？　香苗ちゃんのこと話したら、俺の友達も会いたいって言うもんだから……」

　ワゴン車のサイドのドアが開いて、真っ黒に日焼けした男たちが四人、ぞろぞろと出てきた。いかにも体育会系けいという筋きん肉にく質しつの身体つきで、部活のトレーニングウェアらしい揃そろいのＴシャツにスパッツという格かつ好こうである。身体は鍛きたえられているのに爽さわやかな印象がないのは、性しよう根ねのいやらしさがにじみ出ている面つら構がまえのせいだ。

「な～んかホモくさい連中が出てきたわね。ここはひとまず──」

「逃にげの一手ね」

　回れ右をして公園内に逃げ込む四人。城戸もわけもわからず一いつ緒しよについていく。

　広い公園を斜ななめに突っ切るコースを選んで逃とう走そうするが、ほどなくして後ろから悲鳴が聞こえてきた。

「ぎゃ～～ッ！　たぁ～すけ～て～～ッ!!」

　四人が足を止めて振ふり返ると、逃げ遅おくれた瑞穂がスパッツ軍ぐん団だんに捕つかまっていた。スパッツ軍団は騎き馬ば戦せんの要よう領りようで輿こしを作り、瑞穂を乗せて運び去っていく。

「だからあの子はも～～ッ！」

　見み捨すてるわけにもいかず引き返す清花たち三人。城戸も一人で帰るわけにもいかずＵターンして後を追う。ワゴン車のところまで戻もどってくる頃ころには四人とも息が上がっていた。

「うわ～ん、筋肉だらけでキモ～い！」

　ムキムキ御み輿こしに乗せられたままの瑞穂は半泣きになっていた。

「その子は関係ないでしょ？　さっさと下ろしなさいよ！」

「いいけど、その代わりドライブに付き合ってよ」

　当然の抗こう議ぎをする香苗に、茶髪男は理り不ふ尽じんな要求を突きつけてくる。

「……分かったわよ。付き合えばいいんでしょ」

　香苗は清花たちを残して一人で前に出る。

　ワゴン車に近付いていくと、不意に横手から人ひと影かげが飛び出してきた。

　猿さるのような素す早ばやさで筋肉御輿を駆かけ上がり、先頭の男の脳のう天てんに肘ひじ打うちを叩たたき込む。御輿が崩くずれて宙ちゆうに投げ出された瑞穂の身体をキャッチしつつ着地、そのまま清花たちのところまで運んで下ろした。

「──溝渕!?」

　突とつ如じよ乱らん入にゆうしてきた助すけっ人との正体はトレーニングウェアに身を包んだ溝渕猛だった。溝渕はジャージを脱ぬいで上半身裸はだかになり、スパッツ軍団と対たい峙じした。香苗はすでに溝渕の背はい後ごまでさがっている。

　脳天に肘を食らったスパッツ男の一人が溝渕にジリジリと近付き、身体を沈しずめてタックルを仕し掛かけてくる。溝渕はカウンターで膝ひざを合わせようとしたが、男の方が素早かった。柔じゆう道どうでいう双もろ手て刈がりの状じよう態たいからいったん持ち上げられ、地面に叩き付けられる。溝渕は受身を取るもののしたたかにダメージを受けた。

　そのまま組み敷しこうとする男の頭に肘を打ち込む。体たい勢せいが悪く密みつ着ちやくしすぎていて効こう果か的な攻こう撃げきにならない。引きはがそうにも腕わん力りよくとスタミナが桁けた違ちがいだった。相手は明らかにレスリングの実力者である。

「早はええ！　早えよ溝渕ィ～ッ！」

　颯さつ爽そうと登場したわりにはあっさり無力化された助っ人の姿すがたに、城戸は大いに嘆なげいた。

　スパッツ軍団の三人が近ちか寄よってくる。清花たちが溝渕を見捨てて逃げるべきかどうか迷まよっていると、鳥にしては大きすぎる影かげが頭上を通つう過かした。

　ドガシャァン！

　空から降ふってきた何かがワゴン車の屋根をへこませて着地した。

　それは身長二メートルを超こえる筋きん骨こつ逞たくましい大男だった。袖そでを外したフライトジャケットにダークグリーンのアーミーパンツ、足元を固めるのは底の分ぶ厚あつい軍用ブーツ──そこまでは一昨日おとといと同じである。

　違ちがうのは顔を隠かくしているお面だった。白いヘルメットを被かぶり口元をマスクで隠した青年ヒーローで、額ひたいには三日月を思わせる湾わん曲きよくしたＶ字型の鍬くわ形がたが付いている。姿形は人間だが中身は戦せん闘とう機械というヒーローであるが、中身のことを考えるとお面があってもなくても実じつ情じようは変わらないといえる。

「な……なんだ、てめーは!?」

　おそらく目まの当たりにした百人が百人とも口にするであろう問いを発した茶ちや髪ぱつ男おとこは、屋根から降おりたった新しん造ぞう男おとこの電光のごとき裏うら拳けんを食らってＫＯされた。

　溝渕を解かい放ほうして四人揃ったスパッツ軍団が四方から一いつ斉せいにタックルを仕掛ける。四人合わせた体重では明らかに軍団が勝まさっているが、新造男は倒たおれない。

　新造男はなおも圧あつ力りよくをかけてくるスパッツ男の身体を力ちから任まかせに持ち上げた。それをドアが開きっぱなしになっているワゴン車の中に放ほうり込む。八〇キロは優ゆうにある男の身体が地面と水平にすっ飛んでいく様はまるっきりマンガかコントである。ちぎっては投げ、ちぎっては投げを繰くり返し、四人全員をワゴン車に投げ込むと、新造男はドアを閉しめた。

　そこから凄すさまじい光景が繰り広げられた。

「──鉄の車を叩いて砕くだく！」

　新造男が素す手での拳こぶしでワゴン車を殴なぐりつけたのである。しかし砕けたのは拳ではなく車体の方だった。

　ボガドゴドガガガガガガガガガォン！

　猛もう烈れつな勢いきおいで拳を叩き込むと、ワゴン車はまるで粘ねん土ど細工のようにひしゃげ、みるみるつぶれていく。

　十数秒後──茶髪男とスパッツ軍ぐん団だんを中に閉とじこめたまま、ワゴン車は表面に無数の拳の跡あとを刻きざまれた不気味な鉄の塊かたまりに変へん貌ぼうを遂とげていた。中から男たちのすすり泣く声がもれ聞こえてくる。

（あそこから助け出すにはレスキュー隊が必要になるな……）

　悠ゆう然ぜんと歩いて立ち去っていく新造男の背せ中なかを見送りながら、その場に居い合あわせた全員がそう思った。

「よう、大だい丈じよう夫ぶか？　城戸」

　腰こしを抜ぬかしてへたりこんでいる城戸に声をかけたのは鵜飼了介だった。言葉とは裏うら腹はらにあまり心配している顔ではない。

「鵜飼……お前、どこにいたんだ？」

「実を言うと、喫きつ茶さ店てんのあたりからずっと離はなれて観察してたんだ」

「見てたんなら助けにこいよ！」

「助っ人なら来ただろ。とんでもないのが……まあ、それはそれとして、だ」

　鵜飼はなだめるように城戸の肩かたを叩たたいた。

「いい加か減げんに目を覚ませ。お前はモテてるんじゃない。女共にもてあそばれてるだけなんだ」

「そうなのか？　確たしかに突とつ然ぜんチヤホヤされだしたから、おかしいなとは思ったんだが……もしかして俺は何かの罠わなにはめられてたのか？」

「その通りだ。冷静になって考えてみろ、お前みたいなのが急にモテたりするか？」

「それもそうだな……」

　とても失礼なことを言い切られているのだが、城戸はノリツッコミで切り返すことすら忘わすれていた。

「ちょっと待った！」

　異い議ぎは別の方向からきた。待ったをかけたのは香苗である。

「言っとくけど、城戸君を旅行に誘さそったのは本気だからね。罠とか冗じよう談だんじゃなくて」

「ホントに!?」

　城戸は笑え顔がおを取り戻もどしかけたが、鵜飼はそこに割わって入った。

「うかつに心を許ゆるすんじゃない。こいつらがお前を誘うのには何か魂こん胆たんがあるはずだ……とくにあの女のことは信用するな！」

　そう言って鵜飼が指さした人物──それは殿村清花だった。香苗、瑞穂、樹、そして清花本人が意表をつかれた顔になった。

「待ってよ了介君、どうして私が……」

「どうして？　そんなことは自分の胸むねに訊きいてみればいいだろ!?　この……エロテロリストが！」

　謎なぞの言葉を吐はき捨すてると、鵜飼は城戸を連れて立ち去った。溝渕もジャージを拾って二人に続いた。

「エロテロ……？　なに、それ？」

　香苗のつぶやきに答える者はいなかった。

　清花は呆ぼう然ぜんと立ちつくしている──
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　【主な登場人物】
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　夏休み四日目──

　二年Ｂ組の教室には、用意された席の数を上回る人数の生徒が集まっていた。明らかに補ほ習しゆうを命じられていない生徒が混まじっている。

「……神かみ矢や、どうしてお前がここにいる？」

「わざわざ訊くまでもないでしょう？　南雲なぐも先生の隠かくされた過か去このエピソードが語られると聞いてきたに決まってるじゃないですか」

　慶けい一いち郎ろうの問いに、教きよう壇だんの真正面の席に座すわっている神矢大だい作さくがさも当然のように答えた。

　教壇には小型マイクがセットされていて、そのコードは大作の机つくえの上のテレコにつながっていた。正面と左右に計三台設せつ置ちされたビデオカメラもすでに回っている。記録する気満々だ。

　しかし問題のある部外者は大作だけではない。

　慶一郎は教壇の右──窓まど側がわにある副ふく担たん任にん用ようの席に目を向けた。普ふ段だんはほとんど使われることのないその席に、見覚えのありすぎる怪あやしいサングラスの中年男が腰こし掛かけている。

「校長……どうしてそこに？」

「せっかくだから生で聴きかせてもらおうと思ってね」

「補習をですか？」

「野や暮ぼなことを言うな。君の戦せん歴れきについては私も興きよう味みがある」

　あくまで居い座すわるつもりらしい。この男に何を訴うつたえても無む駄だなので、慶一郎は構かまわずに今度は窓側の列の一番後ろの席に目を移うつした。

「昨日から言おうと思ってたんだが……草くさ[image: ]なぎ、なんでお前がいる？」

「ああん？」

　不良の特等席でふんぞり返っている静しず馬まが虎とら柄がらの扇子せんすをバタバタ扇あおぎながら答える。

「オレがどこで何をしようが、そんなもんオレの勝手やろが」

「しかし……お前が英語の補習を受ける必要はなかったはずだが？」

『ええ～～～～～～～っ!?』

　悲鳴まじりのどよめきが教室中に巻まき起こった。

「ま、まさかあの草[image: ]が!?」

「ウソでしょ？　ケンカ三ざん昧まいでまともに授じゆ業ぎように出てないのに！」

「お……終わりだ！　この世の終わりが来る!!」

　ショックのあまり勝手なことを口走る生徒たち。隣となりの席の御み剣つるぎ涼りよう子こは侮ぶ蔑べつの視し線せんを静馬に向けた。

「見下げ果てたわ……あんたがカンニングとはね」

「するか！　実力や、実力！」

「だったら補習なんかに出てんじゃないわよ。この教室に入ることを許ゆるされたのは選ばれし生徒だけなんだから」

「トップエリートみたいに言うな！　赤点のくせに！　オレよりアホのくせに!!」

「どうせ四択たく問題がたまたま偶ぐう然ぜん合ってただけでしょ!?　たかが一教科だけ赤点じゃなかったってだけで、文部省公こう認にんのバカが威い張ばるんじゃないわよ！」

「この天才少年をつかまえてなんちゅう言い草や！」

「天才じゃなくて天然でしょ!?　この間までバナナくわえてウホウホ言ってたくせに」

「バナナ食う時にウホウホ言うんは礼れい儀ぎ作法みたいなもんやろが！」

「人類の礼儀作法にそんなのはないのよ！」

　口くち喧げん嘩かが得体の知れない方向に発はつ展てんしはじめるのを察して、慶一郎は水を差した。

「バナナの食い方はともかく、部外者には出て行ってもらいたいんだがな」

「ケチくさいこと言うな！　昨日の続きを聞かんことには気になって昼ひる寝ねもできんやろが」

　口ぶりからするとどうやら夜はグッスリ眠ねむれるらしい。

　赤点でもないのに補習に参加している是ぜ非ひはともかく、他の生徒たちも意見は同じだった。もちろん校長もである。

「粗あら筋すじだけの方が面おも白しろいって話もあるんだがな……まあいい。どうしても聞きたいというのなら、昨日の話の続きをしてもいい」

　慶一郎の言葉に生徒たちが歓かん声せいを上げるが、しかしそれはすぐに収おさまった。慶一郎がテスト用紙の束を取り出したからだ。

「それじゃあまず小テストをやる。話はその後だ」

「ええ～～～っ!?」

「昨日のより簡単な──だいたい中二レベルの問題にしてある。合格ラインは八〇点だ。補習が必要ないならできて当然だろ？」

「それくらい楽勝ですよ。ちゃっちゃと終わらせましょう」

　大作は気楽に言ったが、教室にはそこはかとない不ふ穏おんな空気が満ちていた。

　慶一郎はそれぞれの列の先頭の席に人数分のテスト用紙を配り、さらに校長にも一枚まい差し出した。

「私にも受けろというのかね？」

「部外者のくせに居座るつもりなら受けてもらいます」

「ふむ……」

　藤とう堂どうはテストの設問に目を落とした。




●問１／以下の単語を英語で表記せよ


　①日曜日（　　　）②月曜日（　　　）

　③火曜日（　　　）④水曜日（　　　）

　⑤木曜日（　　　）⑥金曜日（　　　）

　⑦土曜日（　　　）






　藤堂は用紙を机の上に叩たたき付けた。

「南雲君……君は私をバカにしているのかね!?　それとも我わが校の生徒にはこの程てい度どの問題で十分だと？」

「簡かん単たんすぎましたかね」

「当然だ！」

「じゃあ満点で合ごう格かくということにしましょう」

　大作以外の生徒たちからブーイングが起きた。慶一郎にではなく、余よ計けいなことを言って無む駄だにハードルを上げた校長に対する抗こう議ぎである。

　ガタン！

　静馬が椅い子すを鳴らして立ち上がる。生徒たちの視し線せんが一点に集中した。

「よっしゃ、落ち着けおんどれら！　なんぼアホでも高校生やったらこれくらい間ま違ちがわへん。気いつけなアカンのは──この絶ぜつ好こうのフリに対してついついボケたなる気持ちをグッとこらえることや。ええか!?」

「そう言うあんたが一番不安なのよ！」

　涼子のツッコミは全員の気持ちを代だい弁べんしていた。




　　　　二




　イージーミスを連発した藤堂が生徒全員から責せめられている頃ころ、駅前の喫きつ茶さ店てん『ＪＯＪＯ』では、補習を免まぬがれた生徒五人が一つのテーブルを囲んでいた。

　殿村清花、仲なか内うち香か苗なえ、波は多た野の樹いつき、須す々ず木き瑞みず穂ほの女子四人組──そして、見るからにウキウキとして落ち着きのない風ふ情ぜいの城戸来人である。

「ね？　ね？　何で俺おれ、呼よばれたの？」

　城戸はテーブルに身を乗り出して四人の顔をキョロキョロ見回しながら訊たずねる。

　隅すみっこの席とはいえ女子四人と同席している嬉うれしさでテンションの上がっている城戸とは対照的に、四人組の空気は微び妙みように重かった。中でも清花は、夏休みが始まったばかりだというのにこの世の終わりが来たかのように虚うつろな表ひよう情じようでうなだれている。

　清花の向かいに座すわっている香苗が口を開いた。

「え～それでは只ただ今いまより緊きん急きゆう査さ問もん会かいを始めたいと思いますが──その前にミッチー、そいつに例の占うらないを見せてやって」

「がってん！」

　瑞穂は頭のてっぺんから出ているような甲かん高だかい声で答えると、鞄かばんから一枚の紙を取り出し、城戸の目の前に突つき出した。

　それは雑ざつ誌しの星占いのページを切り取った物だった。瑞穂は牡お牛うし座ざの欄らんを指さす。




　五月十六日生まれで身長一七二センチ、やや小太りでジャガイモによく似にた面おも白しろフェイスのあなた。今週のラッキーアイテムはあなた自身！　バカンスに出で掛かければ興こう奮ふんのイベント目め白じろ押おし！　ただし危き険けんと隣となり合わせなので無理は禁きん物もつ。友人を楽しませることを第一に心がければ吉きち。




　城戸は占いの内ない容ようを何度も読み直し、両手で自分の顔の形を確かく認にんした。

「俺、五月十六日生まれで身長一七二センチで、小太りで面白フェイスなのは認みとめるけど……この占いと何か関係あんの？」

「大ありよ！」

　瑞穂がそう言うと、樹がスケッチブックの上にマーカーペンを走らせ、城戸に見せた。パイプ状じように細長く伸のびた口と長い体毛が特とく徴ちよう的な四つ足の動物が描えがかれている。

「それは……『オオアリクイ』？」

「オオアリクイは──とても寒がりな動物です」

「へえ～……で、それが？」

「…………」

　城戸の答えが不満だったのか、樹はスケッチブックをめくって二つめの絵を描いた。黄色のマーカーで描かれたのはシャチホコである。

　城戸は数秒考えて、眉み間けんにシワを寄よせながら答える。

「──尾お張わり名な古ご屋やは城しろでもつ？」

　それを聞くなり、樹は赤ペンを取り出してスケッチブックの端はしに点数を書き込こんだ。

『37点』

「点数低っ！　てか何なのこれ？　俺のツッコミに対する採さい点てん!?　これって何かのオーディションなの？　だいたい尾張名古屋って何だよ？　『大あり』と『尾張』ってダジャレじゃん？　しかもすんごいベタなの」

　城戸が疑ぎ問もんをぶつけると、樹は点数を書き直した。

『45点』

「うわ、点数上がったよ！　どっから来たのその八点？」

「そっちじゃなくて占いの方が問題なの！　ビター・マーシュ先生の占いは一〇〇％当たるんだから」

「ひゃくぱーせんと～!?」

　断だん言げんする瑞穂に、城戸は苦笑いで不信感をあらわにした。

「条じよう件けんがものすごーく狭せまいけど、ホントに当たるんだって！」

「ええ～マジで～？」

　城戸はもう一度占いの内容を確認した。確たしかにこの条件に合がつ致ちする人間といえば全国でも数十人程てい度どだろう。

「ん？　ちょっと待てよ。俺がラッキーアイテムってことは……昨日俺が引ひっ張ぱりだこだったのって、この占いのせい!?」

「気付くの遅おそ～い！」

「そっか～、な～んだ、別にモテてたわけじゃないんだ──」

　カラクリが解とけて、城戸はガックリと肩かたを落としかけたが、すぐに思い直した。

「でもここに呼ばれたってことは、俺もバカンスに連れてってもらえるってことだよね？　だったら理由なんて何でもいいや！　ありがとう、ビター・マーシュ先生!!」

　占いのページを頭上に捧ささげ持ち感かん謝しやの気持ちを表ひよう現げんする城戸を見て、香苗と樹と瑞穂は額ひたいを付き合わせて小声で話した。

『場合によっちゃ怒おこるんじゃないかと思ったけど……』

『自分が男として扱あつかわれていないという事実はどうでもいいらしい』

『よかったね～。単たん純じゆんで』

　おミソ扱いされているとも知らずに浮うかれる城戸に、三人は憐あわれみの視し線せんを送る。

「で、どこ行くの？　海？　それとも山？　俺はどっちでもいいけどね～」

「それを相そう談だんする前に、ハッキリさせとかないといけないことがあんのよ。むしろそのためもあって城戸君を呼よんだんだから」

　そう言うと、香苗はサッと右手を挙げた。

「それではこれより──《第一回・殿村清花エロテロリスト疑ぎ惑わく徹てつ底てい糾きゆう明めい査さ問もん会かい》を始めたいと思いまーす」

　その宣せん言げんを聞いた清花の肩がビクッと震ふるえた。城戸が怪け訝げんな顔で訊たずねる。

「エロテロって……そういや昨日、鵜飼がそんなこと言ってたような──」

　正確には清花に向けて了介の口から罵ば詈り雑ぞう言ごんとして浴びせかけられた言葉である。

「それについて事実関係を明らかにしようってのがこの会議の趣しゆ旨しなわけよ。ほら、証しよう拠こを提てい出しゆつして！」

　香苗に命じられ、清花が一枚まいの写真を取り出して机つくえに置いた。香苗がテーブルの上を滑すべらせてその写真を城戸の手元に送ってよこす。

　それはどこかの家の庭で撮とられたスナップ写真で、二人の人物が写っていた。小学校高学年くらいのジャージを着た少年と、近所にある四よツ葉ば中の制せい服ふく姿すがたの少女である。

　少年の方は怒ったようなキリッとした眉まゆに特徴のあるなかなかの美少年で、アイドルを意い識しきしてか髪かみを伸のばしている。少女の方は少年より頭一つぶん大おお柄がらで、全体的に肉付きがいい。こちらはお下げだ。

　写真には少女が少年の背せ中なかから抱だきつくようにして写っていた。仲のいい姉し弟ていに見える。

「女の子の方さー、制服の上にカーディガン着てるからちょっと見わかんないけど、けっこうお肉ついてない？　個こ人じん的てきにはこれくらいぽっちゃりしてる方が可愛かわいいと思うんだよね～。ところでこの子、誰だれ？」

　香苗が清花を指さした。

「ああ、殿村さんの妹さん？」

「本人よ。三年半くらい前の」

「マジで!?」

　城戸は写真と本人を何度も見み比くらべた。現げん在ざいの清花はぽっちゃりどころかむしろスリムな方である。

「面おも影かげないな～……じゃ、この男の子は？　弟？」

　清花がそっぽを向きながら答えた。

「……了介君よ」

「うそ──────ん!!」

　城戸は写真の少年の髪を指で隠かくしたり想そう像ぞう上じようで眼鏡めがねを重ねたりしてみたが、現在のオタクっぽい鵜飼了介と同一人物とは信じられなかった。しかし写真の隅すみにある日付は確たしかに三年前の春に撮られたものだと示しめしている。

「この写真は……つまりどーゆーこと？　二人は実は生き別れの姉弟とか!?」

「あんた姉弟にこだわるわね……じゃなくて、二人はいわゆる幼おさな馴な染じみってやつよ」

「鵜飼と殿村が？　俺、そんなの聞いてないよ？　学校でも話してるところなんて一度も見たことないしさあ」

　城戸は写真の中の二人を見ながら、昨日の了介の『エロテロリスト』発言を思い返した。

「……要するにアレ？　この写真撮った頃ころは仲良かったけど、今はケンカしてるとか？」

「やーっと話が見えてきたようね。その辺の事じ情じようを今から明らかにしようってわけ」

　香苗がテーブルを指先で叩たたいた。清花は上うわ目め遣づかいに反はん抗こう的な目を香苗に向ける。

「なんでわざわざ城戸君の前で話さないといけないのよ？」

「鵜飼君の親友だからよ。何よりこの件けんには男子の側からの協力が絶ぜつ対たい必要なわけ。でなきゃあんたは一生エロテロリスト呼よばわりよ！」

「ううっ……」

　清花の顔色が青くなったり赤くなったりした。激はげしい葛かつ藤とうに苦しんでいるのだろう。しかしやがて観念したらしく、清花は肩かたを落として盛せい大だいなため息を吐ついた。

「小学校に上がる時に引ひっ越こししてお隣となりさんになってからだから……了介君とはかれこれ十年の付き合いになるわ」

　城戸から取り返した写真を眺ながめながら、清花は話し始めた。

「了介君って子こ供どもの頃から女の子みたいに可愛かったけど、中学に上がって運動部に入ってからなんて、こう……可愛さと男っぽさが絶ぜつ妙みようなバランスで同どう居きよしてる感じ？　それが何て言うかもうたまんないわけよ」

　樹がスケッチブックにペンを走らせ、城戸にだけ見える角度で差し出した。

『ショタコンメガネ風紀委員』

　インパクト抜ばつ群ぐんの単語の組み合わせに城戸は噴ふき出しかけた。しかし今は清花の話を聞く方が優ゆう先せんなのでこらえ、やんわりとスケッチブックを押し返す。

「前フリはいいから本題に入ってよ。いつエロテロったわけ？」

「そんな言葉はない！」

「あんたが作ったようなもんよ。それで？」

　香苗に容よう赦しやなく急せかされ、清花は渋しぶ々しぶ話を進めた。

「あれは三年前……中二の夏よ。部の合宿から帰ってきて、久ひさしぶりに了介君の顔を見ようと思って、屋根伝いに二階の窓まどから忍しのび込んだら──」

「ちょっと待ってよ、二階って!?」

「私の部屋と了介君の部屋はちょうど向かい合ってるから、屋根の間に板を一枚まい渡わたせば簡かん単たんに行き来できるのよ。お互たがいの家が建て売り住じゆう宅たくで、左右対たい称しようのデザインになってるからなんだけど」

「なにそのラブコメにありがちな設せつ定ていは？　お前らはあ○ち充みつるのマンガか!?」

　城戸がツッコミを入れると、樹がすかさずスケッチブックに点数を書き込んだ。

『12点』

「おまっ、それ辛からくねえ!?　今のはそこそこ平均点アベレージ出してるんじゃ──」

「…………」

　樹は城戸の抗こう議ぎを完全にスルーしてスケッチブックを引っ込める。

「シカトかよ！」

「そこ、黙だまって」

　香苗に冷ややかな目でにらまれ、城戸は大おお袈げ裟さに肩をすくめて身を縮ちぢこまらせた。どうぞと手ぶりでうながすと、清花は話を続けた。

「その頃の了介君の部屋にはクーラーがなかったから窓が開けっ放しになってたの。電気が消えてたからてっきり一階にいるんだと思って、待ち伏せしてびっくりさせてやろうと入ってみたら──ベッドで寝ねてたのよ。その……パンツ一枚の格かつ好こうで」

「ほう～～～～っ」

　女子三人が目を輝かがやかせて身を乗り出す。

「それで？　それで？」

「私としたことがしばしボーゼンとしちゃったのよね。了介君の……あまりに無む防ぼう備びなあられもない姿すがたを目の前にしちゃって。背せ中なかとか二の腕うでとかにけっこう筋きん肉にくもついてて、あの線の細かった了介君がこんなに立りつ派ぱに──なんて感かん慨がいにふけっちゃったりして」

「それから？　それから？」

「了介君が寝返りを打って、こっちの方に身体からだを向けたのよ。そしたら……見えちゃいけないものが目に入ってきて──」

　樹がスケッチブックに書いた文字を清花に見せる。

『プラグ？』

　清花は小首を傾かしげたが、すぐに樹の意図を理り解かいした。

「その、了介君のプラグが……って何言わせるのよ！」

「いいから先を続けなさいよ」

「だから、その、まあ……好こう奇き心しんに負けたというか若わか気げの至いたりというか──」

「我が慢まんできずに寝込みを襲おそったと？」

「襲うとかそういうのじゃなくて、もうちょっとソフトな……」

「でも、自分からやったんでしょ？」

　香苗のストレートな問いに、清花は耳まで真っ赤にしながらコクリと頷うなずく。

「目を覚ました了介君に抵てい抗こうされたんだけど、その頃は私の方が体たい格かくで勝まさってたし、柔じゆう道どうやってたから袈け裟さ固めで押おさえ込こんで……」

「襲ってんじゃん！　完かんっ璧ぺきに」

「そうなるのかしらね」

「他ひ人と事ごとみたいに……」

　恥はずかしさの臨りん界かい点てんを突とつ破ぱしたのか、清花は急速に冷静さを取り戻もどした。悪い開き直りである。

「それからなんだかんだあって……結局、血が出ちゃったのよ」

「そりゃあ多少の血は出るわよ」

「それが……けっこういっぱい出ちゃって。シーツが真っ赤に染そまるくらい……」

「大量流血？　じゃあ相当痛いたかったでしょ？」

「ううん？　私は別に何とも」

「なんで!?」

「だって、出血したのは了介君の方だもの」

　一拍ぱくの空白の後、悲鳴が上がった。

「痛い痛い痛い痛い痛い痛ぁ──っ!!」

　声の主は城戸だった。青ざめた顔で何な故ぜか股こ間かんを押さえている。

「とっ、殿村……お前は何ちゅう恐おそろしいことを……」

　城戸は怒いかりと恐きよう怖ふがないまぜになった表ひよう情じようで清花を非ひ難なんした。この場で了介の受けた痛みを想そう像ぞう上じようとはいえ感覚的に共有できるのは同どう性せいの城戸だけだった。

「そりゃあエロテロリスト呼よばわりされるさ！　いーや、むしろ生ぬるいね！　そんなのただの犯はん罪ざいだろ!?　不法侵しん入にゆうと暴ぼう行こう傷しよう害がいの現げん行こう犯はんでポリスメンにおロープ頂ちよう戴だいの場面ですよ？　甘あま酸ずっぱい青春の一ページとかそんな美しい言葉で片かた付づけられると思うなよ！」

　興こう奮ふんする城戸をなだめようとしてか、樹がスケッチブックを見せた。

『血みどろいんらんショタコンメガネ風紀委員（元プラグ職しよく人にん）必ひつ殺さつ技わざ＝うっかり割かつ礼れい』

　さっき披ひ露ろうしたネタの前後に新たに書き加えたものである。しかし城戸はニコリともせず首を水平に振ふった。

「……笑えない。ゼンッゼン笑えない。人類のおよそ半分が確かく実じつに引いちゃうね」

「何書いてんのよ？」

　香苗が樹の手からスケッチブックを取り上げる。書かれた衝しよう撃げき的珍ちん文ぶんを見た香苗と瑞穂は腹はらを抱かかえて笑い出し、清花はショックで頭を抱えた。

　一人義ぎ憤ふんに燃もえている城戸は、苦々しい顔で清花をにらんだ。

「そうか……なるほどな。これで謎なぞが解とけた！　鵜飼の女おんな嫌ぎらいの原げん因いんは殿村、お前だ!!　殿村から受けたトラウマで、女に対する恐怖心が植え付けられたんだ」

「そんな……二年生で同じクラスになって、たまに話しかけたら普ふ通つうに受け答えしてくれるから、もう許ゆるしてくれたのかなって思ってたのに……」

「許してないね！　鵜飼にとって殿村は永えい遠えんにエロテロリストだからな。普通に話すだけでも本人的にはスゲー無理してんじゃねえの？」

「はうう～～～～っ！」

　清花は嘆なげきの声とともにテーブルに突つっ伏ぷした。しかし城戸の目に同情の色はない。

「どうしてくれる!?　鵜飼は俺おれなんかと違ちがってモテる素そ質しつを十二分に持って生まれてきた選ばれた人間なんだぞ？　おまえがそれを女嫌いの中ちゆう途と半はん端ぱなオタクにしてしまったんだ！　鵜飼はな……鵜飼はな、世が世なら俺を合コンに連れていってくれるはずの男なんだぞ!!　それを、それを……」

　城戸はそう言って拳こぶしで涙なみだを拭ぬぐうフリをする。

　香苗と樹と瑞穂は再ふたたび額ひたいを突き合わせた。

『同じ嘆くにしてもレベルと方向性が違いすぎるような……』

『鵜飼了介の人望がこれほどとは……意外！』

『好かれるのも善よし悪あしよね～』

　やれやれと肩かたをすくめてから、香苗は城戸に言った。

「城戸君も真相を知ったことだし、協力してくれるわよね？」

「協力？」

「名付けて《鵜飼了介更こう生せい作戦》！　要は鵜飼君と清花を仲直りさせれば、女嫌いも治るってことでしょ？　清花の汚お名めいも返上できて一石二鳥というわけよ」

　清花がガバリと顔を上げた。涙で眼鏡めがねのレンズが曇くもっている。清花は香苗の手をつかむと、すがるようにして訴うつたえた。

「そんなことができるの!?　こんな私でも今さら許してもらえるというの？」

「何言ってんの、そのためのラッキーアイテムでしょうが！」

「ラッキー……アイテム？」

　清花と城戸の目が合った。今のところ二人の顔には互たがいへの不信感しかない。

　しかし占うらないを信じる派はの──加えてこの件けんとは無関係な三人の意見はまとまっていた。

「この作戦……必ず勝つ！」

「いざ行かん、バカンスへ！」

「お──っ!!」
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　城戸と別れた清花たちが水着を買いに出で掛かけた頃ころ、大門高校二年Ｂ組の教室は静かな興奮に包まれていた。

　慶一郎にとって初の本ほん格かく的な戦せん闘とうのエピソードが山場を迎むかえたからである。

　時はおよそ六年前、場所は南アジアの某ぼう国こく。

　クーデターを画かく策さくしていた武ぶ装そう勢せい力りよくの襲しゆう撃げきを受け全ぜん滅めつした村人たちの仇かたきを取るため、元グルカ兵の『軍ぐん曹そう』に師し事じした慶一郎は、山中での一ヶ月間にわたる戦闘訓練を終えて下山した──ここまでが前回までの粗あら筋すじである。

　軍曹の元部下を含ふくむ五人の腕うで利ききを仲間に加え、裏うらルートを通じて武ぶ器きを入手した慶一郎たちは、クーデター軍に占せん拠きよされた村から逃にげてきたという少女から敵てきの情じよう報ほうを得た。

　慶一郎は話の流れからして重要な箇か所しよでも平気で省しよう略りやくしようとするため、静馬や大作、藤堂校長からのクレームが入り、そのたびに話を戻もどしては語り直すという二度手間を繰くり返した。

「新たに加わった五人の仲間についていちいち紹しよう介かいしなきゃならんのか？　装そう備びも同じだから戦闘能のう力りよくに大差はなかったんだが……」

「性せい格かくの違いとかそれぞれの特とく技ぎとか、プロフィールはいろいろあるやろが！　〈七人の侍さむらい〉を観みてへんのか!?」

「言われてみれば狙そ撃げきの名手だったり投げナイフの達人だったりしたが……」

「ほらみい、ちゃ～んとあるやんけ！　そういう細かいところを拾ひろていかんかい！」

「しかし一いつ緒しよにいた時間はほとんど作戦中だったからな。どんな性格だったか分かるほど深く付き合ったわけじゃない。あと結局のところ三人死んで一人裏切るし」

「先の展てん開かいをバラすな言うてるやろが!!　謝あやまれ！　世界のクロサワに謝れ！」

　語かたり部べとしては〇点だったが、それでも慶一郎の話は生徒たちを引き込んだ。多少のネタバレなどものともしないほどに壮そう絶ぜつ極きわまる内ない容ようだったからだ。

「敵武装勢力のアジトを目指して道なきジャングルを進んでいた俺たちの部隊は、厄やつ介かいな事じ態たいに出くわした。敵の一部隊らしい武装集しゆう団だんに襲おそわれている小さな集落を見つけてしまったからだ。俺たちは少人数のゲリラだ。その存そん在ざいを知られることなく敵の本ほん拠きよ地ちの奥おく深ふかくまで侵しん入にゆうし、強襲をかけてリーダーを倒たおす以外に勝利はない。当然こちらの存在を察知されることは絶ぜつ対たいに避さけなければならない……だが今ならまだ目の前で殺されようとしている人たちを助けることができる。チーム内で意見が割われた。俺と軍曹は仇あだ討うちが目的だが、他の連中は武装勢力のリーダーにかけられた賞金が目当てだったからな。避けるべき戦闘だった。軍曹はその集落を見み捨すてて先に進むことを決けつ断だんした──」

　教室の空気が重くなった。よもやそのままで済ますまいという不安と期待が同じくらいに膨ふくらんでいる。

「一度はその場を離はなれたものの、チームの殿しんがりをつとめていた俺は、一人でその集落に引き返した。赤ん坊の泣く声が聞こえたんでな──本当に聞こえたのか、そんな気がしただけだったのかは今となっては分からないが、とにかく反はん射しや的に俺の足は回れ右をしていた」

　教室のあちこちからホウッとため息まじりの感かん歎たんの声がもれる。

「敵は二十人ほどだったが、さすがに一人で相手にできる数じゃなかった。こちらは的がデカいうえに、銃じゆうの撃うち方も覚えたてのヒヨッ子だ。狙ねらって撃ってるつもりでもこれがなかなか当たらない。三メートルの距きよ離りからフルオート射しや撃げきして敵にカスリもしなかった時には正直、肝きもが冷えたよ。敵に囲まれそうになったところで、戻ってきた仲間からの援えん護ごがあってどうにか九死に一生を得た。だが敵の生き残りを逃がしてしまい、俺たちのチームの存在が敵に知られることになった。村人も大半が殺されて、俺の行動はたいした役に立たなかったどころかチームを苦く境きように陥おとしいれただけだった……自分には兵士としての適てき性せいがないらしいと自覚したのはこの時だ。それと軍隊では、一人で二十人の武装した敵に勝つ方法は教えていないことも分かった。想定外の状じよう況きようだからな。一人で多人数を相手にする戦法は、その一いつ件けん以い降こう、俺の研究テーマになった──」

　慶一郎は黒板にチョークで末広がりな三角形を描えがいた。

「この三角形を多人数で構成された組そ織しきとする。頂ちよう点てんはボスで、その下は幹かん部ぶ、底辺がいわゆる下したっ端ぱだ。一人のボスに対し幹部が四人、幹部それぞれに六人の下っ端がつくとして、総そう勢ぜい何人になる？　神矢」

「二十九人です」

　大作は即そく答とうした。

「正せい解かいだ。ではこの二十九人で構こう成せいされた集団に対し──草[image: ]、お前ならどう闘たたかう？」

「ハッ！　そんなもん決まっとるやんけ」

　静馬はつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「ボスと一いつ騎き討うちや。それが一番世話ないわ。まあ四天王クラスで面おも白しろそうなヤツがおったらちょっとは遊んだってもええけどな」

「お前ならそう言うだろうと思った。だが俺の答えは違ちがう」

「どないすんねん？」

「組織の最も脆もろい部分を徹てつ底てい的に叩たたく。つまりここだ」

　慶一郎は赤いチョークで三角形の底辺をなぞった。

「ボス一人に幹部四人、下っ端は二十四人……組織を構成している要よう素そで最も割わり合あいの大きいのは下っ端だ。こいつらは幹部に従したがって集団で行動すれば脅きよう威いとなるが、一人一人は弱い。つまり一対一の状況を作れば必ず勝てる程てい度どの相手だ。こいつらを片かたっ端ぱしから確かく実じつに潰つぶしていく。単たん純じゆんに一対一を二十四回やれば片付く計算だ」

　生徒たちの頭の上に〈？ハテナ〉マークが浮うかんだ。この大男は何かとんでもないことを言い始めたのではないかという予感だ。

　生徒の一人が挙手した。鵜飼了介である。

「相手の組織の規き模ぼが大きい場合にはどうしますか？　百人とか千人とかだったら……？」

「基き本ほん的てきな方ほう針しんは変わらん。一対一の回数を増ふやすだけだ。千人規模なら逆ぎやくに二～三百人も倒たおせば、呼よばなくても幹部やボスの方から出向いてくる」

「二～三百って……そういうのを普ふ通つうは『キリがない』って言いませんか？」

「キリがない？　そんなものは言葉のマジックにすぎん。キリは必ずある。闘い続ける限かぎりはな。それに俺は──そういう手間を惜おしまないタイプだ」

　キリを見たことのある人間だけが言える台詞せりふであった。

（こんな非ひ常じよう識しきな人を敵てきに回す組織は大変だな）

　自分が凡ぼん人じんだと自覚している生徒たちは、慶一郎の超ちよう人じん理り論ろんをまともに受け取らず完全に他ひ人と事ごととして処しよ理りした。感かん激げきして何度も頷うなずいている涼子と、苦々しい顔で唇くちびるを尖とがらせている静馬を除のぞいて。

　慶一郎は黒板の図を消すと、話を戻もどした。

「……とまあ、その後なんだかんだあって仇あだを討うったわけだが」

「クライマックスを盛せい大だいに端はし折よるな～～～っ！」

　静馬の怒ど号ごうと生徒全員＆校長からのブーイングが巻まき起こった。
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　その週の金曜日──

　清花たち四人は湘しよう南なん方面へ向かう電車の車内にいた。

　ボックス席の窓まど側がわの席に座すわった清花は、東京駅で買った駅えき弁べんには手を付けず、窓の外を流れていく風景をぼんやりと眺ながめていた。

　空はあくまで青く、入道雲はくっきりと白い。海水浴には絶ぜつ好こうの日和ひよりである。

　駅弁をさっさと平らげた他の三人はそれぞれのやり方で暇ひまを潰していた。

　樹は靴を脱ぎ、細長い足を折りたたむようにして膝ひざを抱かかえるいつものスタイルで文庫本を読み耽ふけっている。

　香苗は旅行ガイドを広げ、宿しゆく泊はく先さきの旅館の周囲のプレイスポットのチェックに余よ念ねんがない。瑞穂は毎号買っているティーン向け情じよう報ほう誌しの増ぞう刊かん号ごうを隅すみから隅まで熟じゆく読どく中ちゆうだ。

　旅行は二泊はく三日の予定である。水着と浴衣ゆかたを持参すること──清花が聞かされているのはそれだけだった。

　旅行の計画を立てたり宿泊先を手配したりするのは本来であれば清花の役回りだが、今回は《鵜飼了介更こう生せい作戦》の名のもとに香苗がすべてを取り仕切っている。具体的にどういう作戦を立てているのか、清花自身は一いつ切さい知らされていない。

　作戦内ない容ようを知らないなら知らないなりに不安だが、気楽でもあった。少なくとも了介との仲が今よりも悪化することはあるまいという悟さとった感覚もある。

　そう思ってなるべく平静を保たもとうと努力していたが、電車に揺ゆられているうちに居いても立ってもいられないような浮うわついた気分が胸むね一いつ杯ぱいに湧わいてきていた。清花はそれを悟られないようにポーカーフェイスを決め込こんでいたが、足は無む意い識しきに貧びん乏ぼうゆすりをしている。

「──サッちゃん、サッちゃん！」

　瑞穂が急に清花の二の腕うでをわしづかみにした。

「痛いたいわよ。いったい何？」

「サッちゃんの星せい座ざって、何座だっけ？」

「牡おひつ羊じ座ざよ」

「そっか……残念。魚座ならな～」

　またいつものように大おお騒さわぎするかと思うと、瑞穂は当てが外れたようにため息をついた。

「何が残念なの？」

「魚座だったらサッちゃんにぴったりの占うらないが出てたんだけどな～」

「どういうこと？　見せてみなさいよ」

　清花は瑞穂の雑ざつ誌しを取り上げて占いのページを見た。やはりというべきか性しよう懲こりもなく瑞穂が読んでいたのは『ビター・マーシュ先生の今日の占い』だった。

　魚座の欄らんにはこう書かれていた。




　メガネとオデコがチャームポイントのあなた。過か去こに流血沙ざ汰たを起こして疎そ遠えんになっていた異い性せいとよりを戻もどすチャンス到とう来らい！　ただし自分の欲よく望ぼうに素す直なおになりすぎると再ふたたび悲ひ劇げきが？　旅先での水すい難なんにくれぐれもご用心。




　思い当たる節のありすぎる占いである。

（でもこれは別の星座だし……）

　牡羊座の占いにはそれらしいコメントは出ていない。さらに他の星座を調べているうち、清花は奇き妙みようなことに気付いた。

　星座の数が十二星座よりも一つ多い。蛇へび遣つかい座を加えた十三星座の占いであった。

（ま……まさか!?）

　清花は十三星座用の誕たん生じよう日びで自分の星座を調べてみた。十二星座では牡羊座だった星座が、十三星座だと魚座になっている。一つ分ずれているのだ。

「どう？　その占い」

「……か、関係ないわよ。私は牡羊座だし。占いなんてそもそも信じてないんだから」

　清花は雑ざつな手つきで雑誌を瑞穂に返すと、再び窓際に頰ほお杖づえをついて外に目をやった。

　しかしその目にはもはや外の風景は見えていなかった。意い志しとは裏うら腹はらに高鳴る胸の動どう悸きを悟られまいと必死だった。
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「しかし……なんでまたよりによって海まで徒歩で三十分もかかる宿屋なんだ？　しかもこのアナクロ感！　お前の趣しゆ味みとも思えないが……」

　宿泊先の建物を前にして、鵜飼は城戸に文もん句くをたれた。

　午後一時過すぎ──鵜飼了介、城戸来人、溝みぞ渕ぶち猛たけしの三人は、人気のある海水浴場からは少しばかり離はなれた場所にある旅館に到とう着ちやくした。

　あたりは鬱うつ蒼そうと茂しげる木々に囲まれ、ひやりとした空気が満ちている。旅館と呼よぶにはやや小こ振ぶりな二階建ての黒っぽい日本家屋は、木々の間に隠かくれるようにひっそりと建っている。

「なかなかの風ふ情ぜいだ。気に入った。いい宿だ」

「本気で言ってんのか、溝渕？」

「いや、さすがムエタイファイターは見る目がある。動体視し力りよくだけじゃないね」

　チェックインした三人は女将おかみに案内されて三階に上がった。外観上では二階建てだが内部は三階建ての構こう造ぞうになっている。柱や梁はりは太く黒々としていて歴史と伝でん統とうを感じさせる。手入れが行き届とどいていてカビ臭くささは皆かい無むだった。

　三階の和室に通された頃ころには、鵜飼の機き嫌げんもすっかり直っていた。荷物を置くなり、申し合わせたように三人揃そろって畳たたみの上に大の字に寝ね転ころがる。

「畳があるとゴロ寝してしまうのはなぜだろう？　イグサの匂においかな」

「日本人だからじゃないの？」

「それ以外の理由は思いつかんな」

「うむ…………」

「…………」

　会話はすぐに途と絶だえ、木々をなびかせる風の音や鳥の声が開け放した窓まどの外から聞こえてくる。

「──寝てる場合か！」

　心ここ地ちよさについうたた寝をしかけ、城戸は慌あわてて飛び起きた。

「着いて三分で寝てどうする!?　二泊三日の一日目を棒ぼうにふる気か！」

　城戸はお昼寝モードに入っている二人の頰ほおをぺちぺちと叩たたいて起こした。

「俺おれは晩ばん飯めしの時間とかいろいろ聞いてくるから、海へ行く準じゆん備びしとけよ」

　城戸が部屋を出ていってすぐに、溝渕もトイレに向かった。

　一人部屋に残された鵜飼は、荷物を開けて海水パンツやタオル、水中メガネ等の海水浴アイテムを取り出した。襖ふすまの向こうから何人かの若わかい女の声が聞こえてくる。

　意外と若者にも人気のある宿なのかと思いながら服を脱ぬぎ、海パンを穿はこうとしたその時──いきなり、隣となりの間に通じる襖が勢いきおいよく開いた。




『キャァァァァ────────ッ!!』




　絹きぬを裂さくような女の──否いな、少年の悲鳴が旅館内に響ひびき渡わたった。

　一階の玄げん関かんにいた城戸は悲鳴に続いて階かい段だんを何かが転げ落ちるような音を耳にした。

　雪崩なだれのごとき勢いで階段を駆かけ下りてきた肌はだ色いろの人ひと影かげが、そのまま玄関から外へ飛び出していく。それに続いて階段を下りてきたのは、殿村清花とその仲間たちだった。

「了介君!?　そんな……なにも全力で逃にげることないじゃない！」

　清花が鵜飼を追って外へ出て行く。城戸はそれについていこうとする香苗を呼よび止めた。

「何がどうなってる？」

「それがね～奥おくで部屋がつながってること、清花に言うの忘わすれててさ。開けたらいきなり着き替がえ中の鵜飼とバッタリごた～いめ～ん、みたいな？」

　香苗は完全に面おも白しろがっている。

「じゃあ今のマッハで通り過すぎたのは鵜飼か？　本気出すと速はええな～……じゃ、なくて！」

　城戸は腕うで時ど計けいの文も字じ盤ばんを指先で叩たたいた。

「お前らなんでこの時間にチェックインしてんの!?　俺らがこの時間に入るから、最低でも一時間は前後にずらせって言ったろ？」

「そうだっけ？　悪い、勘かん違ちがい」

　香苗は手を合わせて謝あやまるが顔は笑ったままだ。想定外の事じ態たいにもはや笑うしかないといった具合である。




　自分はどうして走っているのか──？

　鵜飼了介にそんなことを考えている余よ裕ゆうはなかった。得体の知れない衝しよう動どうにかられてただ全力で駆けているだけだ。

　下り坂が終わり、視し界かいが開けて前方に堤てい防ぼうが見えてきたところで鵜飼は速度を緩ゆるめた。足を止めてようやく、自分が尻しりを半分出したままで走っていたことに気付き、大慌てで海パンを引ひっ張ぱり上げる。身に着けているものといえば眼鏡めがねと海パンだけだった。アスファルトの上の細かい砂じや利りを踏ふんだ足の裏うらがヒリヒリと痛いたい。こんな裸はだか同然の状じよう態たいではどこにも行けなかった。

「…………戻もどるか」

　異い常じような興こう奮ふん状態は急速に醒さめた。

　もと来た道を引き返そうと回れ右した鵜飼の視界に、セーラーカラーの白いワンピースが飛び込んできた。カチューシャで前まえ髪がみを留とめて出している綺き麗れいなオデコと、スクエアフレームの眼鏡が特とく徴ちようの少女──殿村清花である。

　鵜飼は清花のいかにも清せい廉れん潔けつ白ぱくそうな外見が偽いつわりの姿すがただということを身に染しみて知っていた。忘れたつもりでも肉体が覚えている。過か去この忌いまわしい記き憶おくが鵜飼を裸足はだしで全力疾しつ走そうさせたのだ。

　清花は走って追いかけてきたらしく、息を切らせていた。

「了介君……何もそんなに必死に逃げなくたって……」

「それ以上近ちか寄よるな！　さてはこの旅行自体、お前の差し金だな？　城戸を抱だき込んでまで俺を罠わなにはめるとは……いったい何をたくらんでる!?」

「何もたくらんでなんかいないわよ！　ちゃんと話すから……」

「うるさい、聞く耳持たん！」

　支し離り滅めつ裂れつなことを言いながら、鵜飼は再ふたたび背せを向けて逃とう走そうを図はかる。

　ドンッ。

　前方をよく見ていなかったため通行人をよけそこねて肩かたが触ふれた。軽くかすっただけで互たがいにダメージはないと判はん断だんし、そのまま通り過ぎようとすると、奇き妙みような声が上がった。

「痛いデェェェェェェェ────ッ!!」

　あまりに大おお袈げ裟さな声に驚おどろいて鵜飼は足を止めた。

　振ふり向くと、派は手でなアロハシャツを羽は織おったチンピラ風の男が二人いた。

　一人は脂あぶらぎった赤黒い肌色をしたサングラスに禿はげ頭あたまの中年男で、五十歳さい近くに見える。もう一人はゴム手て袋ぶくろを被かぶったようにノッペリとしたスキンヘッドの男で、こちらは二十代の後半くらいか。筋きん肉にく質しつだが著いちじるしく頭の悪そうな人相をしている。

　悲鳴を上げているのはゴム男の方だった。左ひだり腕うでを押おさえてうずくまり、ただでさえひどい面相をさらに歪ゆがめて喚わめいている。

「アニギィィィッ！　アニギィィィッ！　腕が痛デェよォォォォッ！　俺オデの腕ェ折れちまっダヨォォォッ!!」

「なんだとォォッ!?　このガキが、ワシの舎しや弟ていに何してくれとんじゃワレェェッ！」

　鵜飼は一いつ瞬しゆん固まった。恫どう喝かつの声の大きさにビビったわけではない。

　あまりにも臭くさすぎる芝しば居いに呆あきれ果てたのだ。Ｚ級ドラマでも滅めつ多たにお目にかかれない究極の三さん文もん芝居である。

　因いん縁ねんをつけて治ち療りよう費ひを巻まき上げるにしても、今の鵜飼は海パン一丁である。ビーチサンダルすら履はいていない。文字通り小こ銭ぜに一枚まい持っていないのだ。

（……アホくせえ）

　鵜飼は鼻で笑うと、二人を無む視しして走り出した。理由も行き先もよくわからないが、とにかく清花から逃にげることが最さい優ゆう先せん事じ項こうだった。

「待たんかいこんガキャァァァッ！」

　赤ハゲ男の呼よび止めには耳を貸かさなかったが、その次に聞こえてきた声に足が止まる。

「キャァァァァ──ッ！　助けて了介君──ッ!!」

　怪け訝げんな顔で振ふり向くと、清花が赤ハゲ男に捕つかまっていた。背はい後ごから羽は交がい締じめにされている。

「逃げんじゃねえぞガキ！　可愛かわいい彼女がどうなってもいいのかァァッ？」

「……可愛くもねえし彼女でもねえよ」

　仕方なく引き返して三文芝居に付き合うことにする。

「何でわざわざそんなのに捕まってんだよ？　バカじゃねえのか!?　よけて通りゃ済すむ話だろ！」

「そんなこと言わないで助けてよ～！」

「……あっ、さてはそいつらもお前の差し金か!?　下手な芝居はやめろ！　いったいどこまで男心をもてあそべば気が済むんだ？」

　鵜飼自身は冷静なつもりだが実じつ際さいにはパニック状態なので、わけのわからない方向に想そう像ぞう力りよくが暴ぼう走そうしていた。

「んも～、だから違ちがうってのにぃ～！」

「何だァ？　彼氏とはケンカ中かよ。だったらオジさんといいことしようぜェェ」

　赤ハゲ男がナマコみたいな舌したを伸のばして清花の首くび筋すじをベロリと舐なめた。

「イヤぁぁぁぁっ！　気持ち悪い～～っ!!」

　嫌けん悪お感のあまり身み悶もだえする清花の姿すがたを見た瞬間、鵜飼了介の脳のう内ないで何かのスイッチが入った。

「てめえ……汚きたねえ手で清花に触さわんじゃねえ！」

「了介君!?」

　清花の声こわ色いろは喜びと戸と惑まどいが半々だった。普ふ段だんのキャラクターにないキレ方をしているからだ。むしろあの不幸な事じ件けんが原げん因いんで屈くつ折せつする以前の性せい格かくに近い。

「返して欲ほしけりゃ舎弟の治療代を出すんだな」

「腕が折れたって？　へ～、よく見りゃさっきから痛いたがってねえようだが？」

　鵜飼に指し摘てきされて、ボーッと成り行きを見守っていたゴム男は慌あわてて痛がり出す。

「最ハ初ナからお呼よびじゃねえんだよ。とっとと失うせな、このドサンピンどもが！」

　貧ひん弱じやくな身体からだに海パン一丁のくせに異い様ような迫はく力りよくを出して一歩も退ひかない鵜飼に気け圧おされたゴム男は、赤ハゲ男の方を横目で見て指し示じを仰あおいだ。

「しょうがねえ……やっちまえ！」

　赤ハゲ男が命じると、ゴム男は芝居をやめて鵜飼につかみかかろうとした。

　しかし鵜飼は微び動どうだにしない。動く必要がなかった。ゴム男は背後から伸びてきた何者かの手で後頭部を摑つかまれ、動きを止められていた。

「ほう……腕が折れたって？　そいつは心配だな。俺が診みてやろう」

　野太い男の声がした。どこから現あらわれたのか、身長二メートルの大男が、背後からゴム男のスキンヘッドを右手で摑んでがっちり固定している。

　白黒ツートンの髪かみ、別々の人間の皮ひ膚ふをパッチワークのようにツギハギした顔の──お面を被かぶった男である。子こ供ども用ようのお面なので鼻から上しか隠かくれていない。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの巨きよ体たいに黒いマントを羽は織おっている。

「なっ……何者だ、てめえは？」

「通りすがりの天才外げ科か医いだ。無む免めん許きよのな」

　ＢＪ男はそう言うと、左手でゴム男の左手首を摑んだ。

「お前さん、左ひだり腕うでが折れてるんだったな。どれ……」

　ゴム男の左腕の肘ひじから先が背せ中なか側がわにねじ曲げられていく。ゴム男は顔を真っ赤にして歯を食いしばっている。腕の筋肉がパンパンに膨ふくらんでいるところを見ると全力で抵てい抗こうしているつもりらしいが、まるで功を奏そうしていない。

　メギョ！

　異い音おんとともに、ゴム男の左腕が関節以外の箇か所しよから直角に折れ曲がった。

「ふむ。確たしかに折れてるな」

　ゴム男は全身の毛け穴あなから脂あぶら汗あせを噴ふき出し、金魚のように口をパクパクさせている。

「しかし子供にぶつかられただけで骨折とは、ずいぶんと脆もろい骨ほねだな。右腕の方も……鎖骨が粉々になってるんじゃないか？」

　後頭部を摑んでいた右手を放し、ゴム男の右みぎ肩かたに手刀として叩たたき込こむ。

　バガッ！

　手刀がゴム男の鎖さ骨こつと肩けん胛こう骨こつを砕くだいた。ゴム男は声もなく悶もん絶ぜつする。

「やっぱり。俺の診しん断だん通りだ」

　ＢＪ男が赤ハゲ男の方を向いた。

「お前さんも顔色がすぐれないな。内ない臓ぞうが悪いんじゃないのか？」

「おっ、俺はどっこも悪かねえよ！」

「そうかな？　見たところ……折れた肋骨が肺に突き刺さってるようだが？」

「──いっ!?」

　赤ハゲ男が怯ひるんだ瞬しゆん間かんを逃のがさず、清花は肘鉄を食らわせて羽は交がい締じめから逃れる。

　直後、丸太のような回し蹴げりが赤ハゲ男の身体を真っ二つにへし折った。

「やれやれ、二人とも重じゆう傷しようだな。俺の手オ術ペを受ければ助かるかもしれんが……治ち療りよう代だいは一人につき五百万はいただく」

　血ち反へ吐どを吐はきながらピクピクと全身を痙けい攣れんさせている二人の患かん者じやを引きずり、ＢＪ男は去っていった。その背中を呆ぼう然ぜんと見送りながら鵜飼がつぶやく。

「あの先生……何でこんなとこにまで現れるんだ？　誰だれも呼んでないのに」

「でも助かったからいいじゃない」

　清花が自分の腕に抱だきついているのに気付き、鵜飼は慌あわてて振り払はらった。

「馴なれ馴なれしく寄よってくんな！　お前を助ける気なんて、これっぽっちもなかったんだからな！」

　鵜飼は口では勇ましいことを言いつつ再ふたたび逃げ出した。

「あ～らら、こりゃ前ぜん途と多た難なんだわ」

　遅おくれて駆かけつけてその様子を目にした香苗が、無む責せき任にんにコメントした。










　第四話　愚おろか者の海







　【主な登場人物】


　　・鵜う飼かい了りよう介すけ……急きゆう性せいツッコミ症しよう候こう群ぐん

　　・殿との村むら清さや花か……ケダモノメガネ風紀委員

　　・仲なか内うち香か苗なえ……隠かくれトラブルメーカー

　　・ダミアン……敵てきか味方か謎なぞの新キャラ

　　・その他………人じん畜ちく無害の人材






　　　　一




　真夏の陽ひ射ざしが降ふり注ぐ砂すな浜はまにはビーチパラソルの花が咲さき乱みだれていた。

　穴あな場ばと呼よばれている海水浴場の客は大半が家族連れで、あちこちから子こ供どもたちのはしゃぐ声が聞こえてくる。

「夏、か……」

　レンタルのビーチパラソルを肩かたに担かついだ城き戸ど来らい人とは、陽炎かげろうの立つ砂浜を目を細めて眺ながめながらしばし感かん慨がいにふけった。

　半はん袖そでの跡あとの残る白い肩がジリジリと焼けてくる。額ひたいの上に乗っけていたサングラスを下ろすと、城戸は熱い砂を蹴け飛とばすようにして歩き出した。

　その足がふと止まる。

　城戸の首は左に九〇度曲がっていた。

　その視し線せんは、今しもビーチパラソルを立てようとしているパーカーにカットジーンズ姿すがたの少女に釘くぎ付づけになっている。しかし注目しているのは張はりのいいヒップではなく、脱だつ色しよくした髪かみを短いポニーに結ゆっている少女の横顔だった。

「──おろ？　仲内じゃねえの!?」

「ええっ？」

　驚おどろいて振り向く少女。見覚えのある顔だった。クラスメートの仲内香苗である。

「城戸君？　なんであんたが？」

「そっちこそ、こんなとこで何やってんの？　何ったって海に来てやるこた決まってるけどさ──ああ、男連れ？」

　城戸がそう訊きくが早いか、香苗の連れの少女たちがやってきた。やたら身長差の激はげしいトリオは全員がやはり同じクラスの女子である。

「見ての通り、こっちは女ばっかり四人組」

「そいつは奇き遇ぐうだな～！　俺おれの方は男ばっかで来てんだよ。ね、せっかくだからさ、一いつ緒しよに遊ばねえ？」

「オッケー！　いいわよ」

「やーりぃ！」

「……………」

「……………」

　突とつ然ぜんストップモーションがかかったように城戸と香苗の動きが止まった。二人の顔から噓うそくさい笑えみが消え、素すに戻もどった顔を揃そろって右方向に向ける。

「──とまあ、こんな具合に偶然の出会いを装よそおいつつ合流するという完かん璧ぺきなプランだったわけなんだけど……」

「今どき三流マンガだってやんねえだろが！　そんな都合のいい偶然はよ!!」

　べらんめえ口調でツッコミを入れたのは鵜飼了介である。城戸は頰ほおを引きつらせて苦く笑しようしつつ、サングラスを持ち上げて両目をこする仕草をした。

「あれ？　俺の知ってる鵜飼の顔と違ちがう!?　鵜飼ってそんなにアゴ出てたっけ？」

　鵜飼の顔が歪ゆがんで見えるのは目の錯さつ覚かくではなく、憤ふん怒ぬの歯ぎしりのためだった。

「お前ら……そこへ座すわれ！」

　有う無むを言わさぬ迫はく力りよくに圧あつ倒とうされ、城戸と香苗は焼けた砂の上に並ならんで正せい座ざした。

　香苗が納なつ得とくいかない顔で城戸に耳打ちする。

（こいつ、なんで急にキレキャラになってるわけ？）

（……少なくとも俺のせいじゃねえ）

　おおよそは香苗のミスによるものだが、城戸にそれを指し摘てきする勇気はなかった。

「で？　首しゆ謀ぼう者しやはどっちだ？」

　仁に王おう立だちで二人を見み据すえながら鵜飼が問う。今回の海水浴ツアーを企き画かくした張ちよう本ほん人にんは誰なのかと問い質ただしているのである。

　今回のツアーは女子四人組の他の三人──仲内香苗、須す々ず木き瑞みず穂ほ、波は多た野の樹いつきによって企画された。

　家がお隣となり同どう士しで幼おさな馴な染じみというラブコメマンガを彷ほう彿ふつとさせるスウィートな間あいだ柄がらにありながら三年前の不幸な事じ故こが原げん因いんで絶ぜつ交こう状じよう態たいにある二人──鵜飼了介と殿村清花の関係を修しゆう復ふくするというのがその目的である。城戸は事じ情じようを説明されたうえで鵜飼を海に連れてくる役を引き受けたのだ。

　城戸と香苗がどう弁べん解かいしたものかと迷まよっているうちに、当の鵜飼は話を先に進めた。

「黒くろ幕まくはどうせそこの女に決まってるけどな！」

　そう言って指さした先にいるのは、長身の樹の背はい後ごに隠かくれている清花だった。

「いやいやいやいやいやいや……待て、それは違う！　早はや合が点てんするな！　彼女は関係ないんだ。これホント！」

　城戸は慌あわてて清花を弁べん護ごした。事実、清花自身は今回の旅行の企画に参加していない。鵜飼との仲直りのためのお膳ぜん立だてをしているのは知っていたが、具体的な計画の中身までは関知していないのだ。

　しかし、過か去この事じ件けんのトラウマが原因で何もかも清花が裏うらで手を回していると思い込んでいる鵜飼に聞く耳はなかった。

「無理にかばったりすんな。なあ城戸、お前はこの女どもにだまされてるんだ。いい加か減げんに目を覚ませ」

　鵜飼は城戸の肩かたに手を置いて諭さとすように言う。どこか憐あわれむような鵜飼の口調に、城戸は承しよう諾だくしかねて首をひねる。

「俺は一いち応おう、事情を全部知った上で協力してるんだが──」

「ふうん……だが現げん実じつはどうかな？」

「現実？」

「さっきの小こ芝しば居いをリプレイしてもらおうじゃねえか。噓くせえ三さん文もん芝居じゃなくてリヤルな方のバージョンでよ！」

　鵜飼に促うながされ、城戸と香苗は立ち上がって元の位置に戻った。

　たたんだビーチパラソルを肩かたに担かついだ城戸が、再ふたたび香苗の背はい後ごを通りかかる。

「おろ？　仲内じゃねえの!?」

「…………」

　香苗は城戸の呼よびかけを無む視ししてビーチパラソルの角度を調整している。

「え～っと……仲内さん、だよね？」

　聞こえなかったのかと思い、城戸は声を張はって言い直してみたが、香苗は無む反はん応のうだった。そうこうしている間に再び女子三人がやってくる。

「なに？　そっちは女子ばっかり四人で来てんの？　いや奇遇だね～俺の方も男ばっかでさあ～ちょうどいいから一緒に遊ばねえ？」

　あくまで当初の打ち合わせ通りの芝居を続けようと努力する城戸。香苗はようやく振ふり向くと、冷めきった視線を城戸に向けた。

「あのさあ、マジ無理だから」

「…………え？」

「同じクラスだからって調子こいて気安く声かけないでくれる？　ぶっちゃけ、あんたウザいんだけど」

「えええええ～～～～～ッ!?」

　城戸はドテーッと派は手でにコケると、オカマっぽく口元に手を当てて震ふるえ上がった。香苗の豹ひよう変へんぶりが信じられないとプルプルと首を振る。

「ちょっと香苗！」

　清花が香苗の腕うでを摑つかんで引き寄よせ、耳打ちした。

「あんた自分が何をやってるのか分かってる？」

「だってほら、リアルなバージョンでやれって言うから」

「だからってこっちの味方を凹へこませてどうしようってのよ！」

「──あ」

「あ、じゃない！」

　香苗はやっと自分の失しつ策さくに気付いたが、すでに遅おそかった。鵜飼が慰なぐさめるように城戸の肩を抱だきながら語りかける。

「見ろ、あれが現実だ！　奴やつらにとってお前は──都合良く利用するだけしておいて、必要なくなればさっさと道みち端ばたに捨すてられるコンビニのビニール傘がさみたいなもんだ」

「で……でもさ、ビニール傘だって雨が降ふっている間は使ってもらえるよね？」

「バカ、気を確たしかに持て！　それじゃモテてることにはならないんだぞ！」

　鵜飼が頰ほおに往おう復ふくビンタをかましたが、ショックが大きすぎたのか城戸の視線は宙ちゆうをさまよっている。

「おい溝みぞ渕ぶち、お前も何とか言ってやれ！」

　苛いら立だつ鵜飼は、それまで完全に蚊か帳やの外にいた七人目──海パン一丁で奇き妙みようなダンスを踊おどっている少年に声をかけた。

　溝渕猛たけしはムエタイの型を中ちゆう断だんすると、合がつ掌しようし、大きく息を吐はいてから鵜飼と城戸の方に身体からだごと向き直った。炎えん天てん下かで身体を動かしていたため筋きん肉にく質しつの身体には汗あせの粒つぶが浮うかんでいる。

「何とかって、何をだ？」

「聞いてなかったのか!?」

「そこの女四人とここで合流するように城戸が仕組んだことについてか？」

「そうだ！　何か言うことがあるだろ？」

「ふむ……」

　溝渕は鷹たかのように真まっ直すぐで鋭するどい視線を女子四人組に向けた。視線に気け圧おされた香苗が無む意い識しきに半歩さがると、背はい後ごにいた清花と瑞穂が押おされて玉たま突つきを起こし、一番後ろにいる樹に抱きとめられた。

　溝渕は四人から城戸に視線を移うつすと、への字に結んだ口を開いた。

「まあ……城戸にしてはよく頑がん張ばった方じゃないか？」

「なああああっ!?」

　溝渕の口から飛び出した予想外の言葉に、鵜飼はアングリと口を開けた。

「どうしてそうなる!?」

「考えてもみろ。そこの四人と合流するという計画がなかったら、城戸はどうしていたと思う？」

　熱くなっている鵜飼のテンションにまったく無関心な冷静さで溝渕が言う。

「どうせまた成せい功こう率りつゼロのナンパを性しよう懲こりもなく繰くり返すのがオチだ。そうやって時間を無む駄だにするくらいなら、城戸の計画に乗ってやった方が手間が省けていい」

　いかにも普ふ段だんの鵜飼が言いそうな合理的見けん解かいである。

「そうじゃなくて、その……怒おこらないのか!?」

「怒る？　怒る理由はこれといってないな。それとも何か問題が？」

「問題……」

　溝渕の同意を期待していた鵜飼は困こん惑わくした。女子四人も風向きが変わったことに気付いて二人の様子を観察する。

　溝渕は鵜飼と清花の過か去こについては何も知らない。だが鵜飼自身の口からそれを説明して溝渕を味方につけるというわけにはいかなかった。思い出すことさえ苦く痛つうな、忌いまわしい記き憶おくでありトラウマだからだ。

　溝渕が城戸や香苗たちとグルになっているとは考えにくかった。計けい略りやくを仕し掛かける側に回るタイプではない。

「せっかくのお膳ぜん立だてだ。それに乗ってやるのが友ゆう情じようってもんだろう」

「それは、いや、しかし……」

　鵜飼の逆ぎやくギレパワーは急速にしぼんでいった。清花が黒くろ幕まくだというのは鵜飼の思い込みによる決めつけでしかなく、確かく証しようはないのだ。

「……それもそうか……溝渕、悔くやしいがお前の言うことが正しい」

　苦虫を嚙かみつぶしたような顔で答える鵜飼の背後で、女子四人がこっそりガッツポーズをとった。




　　　　二




「──第一三二七回！　キドッチのドキドキ水着チェ～～～～ック!!」

　着き替がえを終えて再ふたたび集合した女子四人を迎むかえたのは、城戸の元気一いつ杯ぱいの叫さけび声だった。

　恥はずかしげもなく飛び跳はねている城戸を眩まぶしそうに眺めながら、香苗と瑞穂は小声でささやき合った。

「……あいつ、なんで復ふつ活かつしてんの？」

「よかったね～、バカで」

　着替えの間にどうやって城戸の機き嫌げんを取ろうかと相そう談だんしていたが、余よ計けいな気き遣づかいは無用だったらしい。

「よ～し、全員整列──ッ！」

　言われた通りに四人は横一列に並ならんだ。作戦の成せい否ひを握にぎるキーマンの機嫌を下手に損そこねないためには素す直なおに従したがう他ほかない。

「お前ら、相も変わらず見事に趣しゆ味みがバラバラだな！　大変よろしい！」

　城戸は新兵を値ね踏ぶみする軍ぐん曹そうよろしく尊そん大だいな態たい度どで水みず着ぎ姿すがたの四人を見回すと、まず瑞穂に近ちか寄よった。

　瑞穂はいつも通りレトロなキャンディーの包みのように頭の左右で髪かみを結ゆっている。その子こ供どもっぽい髪かみ形がたと、目がチカチカしそうなショッキングピンクに白い水玉模も様ようのワンピースの水着が見事に調和していた。小こ柄がらな瑞穂ならボート代わりになりそうな大きな浮うき輪を抱かかえているが、こちらは黄色地に赤い水玉という毒々しい色いろ遣づかいである。

「１ＵＰワンナツプキノコかよ!?」

　城戸の会心のツッコミだったが、元ネタがゲームのためこのメンバーの中で理り解かいできたのは鵜飼一人だけだった。その鵜飼もハラワタが煮にえくり返っている最中のためニコリともしない。

　スベったのを敏びん感かんに察した城戸は、くじけず別のアプローチを模も索さくした。

「確たしかにすげえ似に合あってる……けど」

「何よ？　文もん句くある～？」

「いや、高校生でその水着が似合っちゃうのは逆ぎやくに問題じゃね？」

　ワンピースは瑞穂の体形に違い和わ感なく似合っていたが、ヒラヒラした短いスカートが付いていたり、襟えりや肩かた周まわりのカットはどう見ても子供用のデザインだった。

「まさかここまで寸ずん胴どうのお子ちゃま体形とは……腰こしのくびれはどこへ置いてきたんだよ？」

「ほっとけ！」

　毒キノコ柄がらの浮き輪で頭を引っぱたかれた城戸は、隣となりの清花に移うつった。

　三年前はぽっちゃり体形だった清花は、現げん在ざいではかなりスリムになったとはいえ四人の中では一番グラマーである。

　清花の水着は大人しい感じの白いワンピースだが、城戸の目は違い和わ感を見み逃のがさなかった。水着としては問題ないはずだが、どこか真夏の海というロケーションに合わないところがある。

　清花の水着はよく見ると腰回りがタイトスカート風のデザインになっていた。それの意味するところを悟さとった城戸は、軽い目まいを覚えた。

「何でよりによってスクール水着だよ!?」

「そりゃあ……学生は学生らしくってことで」

「ウソつけ！　それうちの高校のじゃないし。しかも白いし！」

　城戸の指し摘てきに清花は反はん論ろんできなかった。普ふ段だん着ぎでもどこかしら学校の制せい服ふく風ふうのデザインのものを選んでしまうのは無む意い識しきのこだわりである。気が付くと白い服ばかり買っているのは単たん純じゆんに好きな色だからだ。

　自分のツッコミに満足した城戸は意気揚よう々ようと三人目の香苗に挑いどんだ。

　香苗は腰こしに手を当て、城戸を挑ちよう発はつするように胸むねを張はった。水着は黒のビキニで、パンツは両サイドを紐ひもで結ぶセクシーなタイプである。明るいブロンドに染そめた髪かみとよく合っている。

「ほら、早いとこ何とか言ってみなさいよ」

「むむむ……」

　香苗に顔を覗のぞき込まれた城戸は怖おじ気けづいたように怯ひるむフリをしたが、すぐに不ふ敵てきに笑い返した。

「仲内！　お前は確かに足も長なげえしフルタイムヘソ出し上等のちょいとした小こ悪あく魔まガールだが……そのビキニは思い切りが足りなかったな！」

「どういう意味!?」

「そのヒモパン──『横の結び目がほどけちゃったらどうなるの？』ってドキドキ感を演えん出しゆつしてるつもりか？」

「……だから？」

「ふふ～ん、世間の目は欺あざむけても俺おれには通用しないね！　なぜか？　それはね……そのヒモパンの結び目が本物じゃなくてただの飾りだからさ!!」

　城戸がビシッと人差し指を突つきつけ断だん言げんすると、図星をさされた香苗は急に恥はずかしくなったように身を縮ちぢこまらせた。

　遂ついに最後の相手、四人目の樹の前にやってきた城戸は勢いきおいに乗って突つっ込もうとした。

「お前はどこの……!?」

　威い勢せいよく叩たたき付けるはずの台詞せりふが途と中ちゆうで止まる。

『お前はどこの脱だつ獄ごく囚しゆうだよ!?』

　それが城戸の用意していたツッコミだった。樹の着ているものが青と白のストライプだったからである。

　しかしあらためて目の前に立って見てみると、樹の趣しゆ味みは予想を超こえていた。

　身長一七八センチ、スリムとかスレンダーと言うより『細長い』と表ひよう現げんした方がぴったりくる身体からだを包んでいるのは、水着は水着でもビキニやワンピースではない。半はん袖そでに膝ひざ上うえ丈たけのボディスーツのようなデザインで、同じ柄の水すい泳えい帽ぼうまで被かぶっている。露ろ出しゆつ度どの低さに城戸は第一印象で水着ではなくＴシャツとバミューダパンツの組み合わせだと錯さつ覚かくしていた。

　囚人服というたとえも間ま違ちがってはいないが、城戸はとっさにそれがツッコミとしては正せい解かいではないと気付いて止めたのだ。

（戦前の水着!?　だったら『いつの時代だよ！』かな？　それとも『レトロにもほどがあんだろうが！』の方か？　いや、そのレベルの普ふ通つうのツッコミじゃこの女は納なつ得とくしやがらねえ！）

　ツッコミどころ満まん載さいなだけに城戸は大いなるプレッシャーを感じた。樹は城戸の笑いのセンスに対して厳きびしく判はん定ていするところがある。下手なツッコミはできなかった。

　ギリギリまで考え抜ぬいた結果、城戸の口から飛び出したのは──

「色違いの楳うめ図ずかずおかよ!?　キックボタンで選ぶとその色になんの？」

　女子たちはキョトンとしている。完全に外したのを知って城戸の顔から血の気が引いた。

　城戸は二重の間違いを犯おかした。

　マンガ家の楳図かずおがテレビ等に出しゆつ演えんする時に必ずと言っていいほど赤と白のストライプのシャツを着ていること、対戦格かく闘とうゲームで操そう作さするキャラクターを決める際さいに押すボタンによってカラーパターンが変わるというシステム、その両方について知っていないと笑えないというマニアックでハードルの高いツッコミだからである。前半だけならまだしも、女子にゲームネタが通用しないと分かっていながら後半を足してしまったのは明らかな蛇だ足そくだった。

「…………」

　樹は口角をわずかに吊つり上げると、後ろ手に持っていたスケッチブックをめくって城戸に見せた。

『23点』

「えええええ～～～～っ!?」

　膝から崩くずれ落ちる城戸。

「ちょ、あの……まさかそれ、総そう合ごう得点じゃないよね？　最後の正せい解かいは？　正解ツッコミは何だよ!?　ねえ！」

　城戸の必死な呼よびかけを完全に無む視しして、四人はさっさと背せを向けた。




　　　　三




「──ねえウッキー、ウッキーってば！」

　背中を指先で突っつかれて、鵜飼は初めて自分が呼ばれていることに気付いた。体たい育いく座ずわりしながら読んでいた『世界の奇き談だん』の文庫本を閉とじると、背後を振ふり向く。

　呼びかけていたのは香苗だった。黒いビキニの谷間が至し近きん距きよ離りに迫せまってきたので鵜飼はギョッとして身を引いた。

「ちょっと訊きいときたいことがあんだけどさー」

「……その前にウッキーって誰だれだよ？」

「鵜飼君だからウッキーに決まってんじゃない」

「お猿さるキャラじゃねえし、あとそんなニックネームで呼ばれたこと過か去こに一度もねえし、ついでに言うとニックネームで呼ばれるほど親しくもねえし！」

「やーねー、嚙かみつくのは清花だけにしてよ」

　香苗に悪びれる様子は微み塵じんもない。しかしその何気ないひと言で鵜飼の脈みやく拍はくは一いつ瞬しゆん乱みだれた。

（この女……どこまで知っていてこのツアーを仕組んだ!?）

　すでに何もかも知られているとはつゆ知らず、鵜飼は疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを香苗に向ける。

　腹はら立だちの納おさまらない鵜飼は一人で荷物番を引き受け、ようやく落ち着こうとしていたところだった。他の女子と一いつ緒しよに泳ぎに行ったはずの香苗が何の用事で引き返してきたのか──すべてに対して疑ぎ心しん暗あん鬼きになっている鵜飼が勘かんぐりたくなるのも当然だった。

「何の用だよ？」

「清花のことはとりあえず置いといて……鵜飼君、あんた補ほ習しゆうに出てたわよね？　赤点でもないのに」

「それが？」

「二日目も出席した？　あたしも行きたかったんだけど作戦会議があって出られなかったのよね……んで、南雲なぐも先生のネパールの話の続きがどうなったのか気になってしょーがないわけよ」
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「神かみ矢やが記録してたから、休み明けには新聞か小しよう冊さつ子しになってまとめて読めるんじゃないか？」

「そんな先まで待ってらんないわよ！　あたしは一いつ刻こくも早く知りたいの。ねえ～、ケチケチしないで教えてったら～」

　香苗は猫ねこ撫なで声で訴うつたえながら身体からだをすり寄よせてくる。

「引っ付くな！　近い！」

　鵜飼は文庫本の表紙を香苗の顔面に押おしつけ、強ごう引いんに身体を突き放した。

「どうしても聞きたいってんなら話してやってもいいけど、編へん集しゆうされてちゃんとした文章になってから読んだ方がいいと思うぞ。あの先生は話の組み立て方に根本的な問題があるんだ」

「いいから、早く聞かせてよ」

「……しょうがねえな」

　香苗を追い払はらうのを諦あきらめた鵜飼は、ため息をひとつ吐つくと語り始めた。




「──話の途と中ちゆうだが、訂てい正せいがある」

　いよいよ敵てきの本ほん拠きよ地ちに乗り込もうという段だんになって、慶けい一いち郎ろうは言いにくそうに切り出した。慶一郎の語る話を仔し細さい残らずノートにつけている大だい作さくがすかさず抗こう議ぎする。

「先生、余よ計けいな注ちゆう釈しやくを付けたり脱だつ線せんするのはもう勘かん弁べんしてもらえませんか？」

「大事なことだ。これまで話してきた内ない容ようの中に一部誤あやまりがあった」

「どの辺ですか？」

「戦死したスナイパーの男だが……よくよく考えてみたら死んでいなかった」

『なにぃぃぃぃ────ッ!!』

　教室中からねじれた悲鳴が上がった。

「よく考えたらって……死んだと思ってたらその後復ふつ活かつ、とかじゃなくて？」

「うむ。記き憶おく違ちがいだった。途中から別の話とごっちゃになってな」

『ならねーよ！　ごっちゃになんか!!』

　満員の生徒全員による総そうツッコミが入る。

「『ランボー』の１と２のストーリーがてれこになったりするか!?」

「それを言うなら『コマンドー』と『プレデター』じゃね？」

「いや待て『沈ちん黙もく』シリーズなら十分ありうるぞ！」

「てかそれ主しゆ演えんが一緒なだけでシリーズじゃねえし！」

「どっちにしたって混まざんねえよ！　小学生の遠足の思い出じゃあるまいし、なんでおぼろげな記憶になってんだよ!?」

「いろいろあったからな」

　慶一郎の簡かん潔けつかつ適てき当とうすぎる言い訳わけに、生徒たちは言いようのない戦せん慄りつを覚えた。

（地じ獄ごくの行軍の記憶がごっちゃになる人生って……!?）

　別の意味で悲鳴を上げたのは、Ｋファイト実行委員会文ぶん芸げい担たん当とう班はんだった。

「すまん神矢、ちょっと来てくれ！　問題が発生した」

　呼よばれて大作が教室の隅すみに行くと、速記していた生徒たちが額ひたいを突つき合わせて机つくえに並ならべたレポート用紙の順番を入れ替かえている。

「スナイパーが死んでないとなると、第三章から後の展てん開かいが全部おかしくなるんだ。ことによるとそれ以前のエピソードの順番も違っている可か能のう性せいが出てくる」

「それで並べ替えを？」

「ああ。だがまず無理だな。ピースの足らないパズルをやってるようなもんだ」

　相談を終えて戻もどってきた大作が慶一郎に進言した。

「足りないところのエピソードは後で僕ぼくらがインタビューして補おぎないますから、途中をすっ飛ばして最終的にどうなったかだけ教えてもらえませんか？」

「それなんだが……」

「この上まだ何か訂正するところがあるんですか!?」

「もともと『敵にとどめを刺さす時に言う台詞せりふは何か』という質しつ問もんから始まった話だと思うが……」

「そうですよ。例外的に仇あだ討うちをする時だけは何か話すんでしたよね？　まさか仇討ちしてないとか!?」

「仇討ちは果たしたが、肝かん心じんのとどめを刺していなかったのを思い出してな」

「どういうことです？」

　再ふたたび教室に不ふ穏おんな空気が流れる。

「政せい府ふ軍ぐんが敵てき陣じんの正面から仕し掛かけるのにタイミングを合わせて裏うら側がわから奇き襲しゆうする作戦だったんだが、政府軍の陽動が始まってすぐに、敵の親玉がわずかな手勢だけを連れて俺たちのいる方に逃にげ出してきてな。予想に反してあっさり捕つかまえられた。それも無む傷きずでな」

「無傷？　そんな不完全燃ねん焼しような終わり方ですか？」

「首しゆ謀ぼう者しやの生死は問わないという話だったんでな、そいつの処しよ分ぶんは俺の好きにしていいことになった。クーデターを企くわだてたにしては小心者でな。泣きながら命いのち乞ごいするもんだから、命だけは助けてやることにした」

「武ぶ士しの情なさけってやつですか？」

「いや、地獄ってやつが本当にあるのかどうか確かく信しんが持てなかったんでな。そいつの両手両足と×××をマシンガンで粉々にぶっ飛ばした後、ナイフでえぐり出した××を口に詰つめ込こんで凧たこ糸いとで縫ぬい合わせてやった。ショック死しないように麻ま薬やくを打ってからな。そして傷口はバーナーで焼いて塞ふさいでやった。政府軍に引き渡わたす時に『天てん寿じゆを全まつとうさせてやってくれ』と頼たのんでおいたから、運が良ければまだ生きてるかもしれんな。いや、運が悪ければ、かな……」

　教室は静まり返っていた。予想を超えたバイオレンスな決着に絶ぜつ句くするしなかったからだ。

　慶一郎は教きよう卓たくの上に置いてある書類をまとめながら淡たん々たんと言った。

「仇討ちってのは自分の中で始末をつけるだけで、後には何も残らないから空むなしいもんだ。死んだ人間が生き返るわけじゃなし。やはり仇討ちなんかしないで済すむように普ふ段だんから気をつけることが大切だと俺は学んだ……というわけで、悪あく党とうは見つけ次し第だい始末することにしている」

「それは個こ人じん的な怨うらみがなくてもですか？」

「怨みができてからでは手て遅おくれだろ？」

「悪人かそうでないかをどうやって見分けるんですか!?」

「顔を見ればだいたいのことは分かる。不ふ審しんな動きをしていたり、武ぶ器きを隠かくし持っていれば一発だ。この間もセールスマンの格かつ好こうをした空き巣す狙ねらいがうろついてるのを見かけたんで蹴け飛とばしておいた」

　生徒たちの脳のう裏りに、血ち反へ吐どを吐はきながら遥はるか彼方かなたにすっ飛んでいくセールスマンの姿すがたが浮うかんで消えた。

　慶一郎は教室を見み渡わたすと、補ほ習しゆうをまとめるように言った。

「お前たちの中にも将しよう来らい、心ならずも悪の片かた棒ぼうを担かつぐ者もいるだろう。そうなった場合、くれぐれも俺と出会わないように注意するように」

「ちょっ……ちょっと待ってください！」

　立ち上がって発言したのは鵜飼である。

「出会うなってことは、出会った時が最さい期ごってことですか？」

「そうなるな」

「元教え子でも!?」

「だったらなおさら見み過すごせないだろう」

「普通は更こう生せいの機会を与あたえるとかしませんか？」

「最悪なことをやらかす人間ってのは自分に非ひがあるとは考えないものだ。物理的に悪事が働けない身体からだにするのが一番確かく実じつだ」

「じゃあ何か特典みたいなものは!?」

「特典……というと、苦しまないように一いち撃げきで葬ほうむるとか？」

「いや、できれば葬らない方向で……」

「そっちの方が余よ生せいが辛つらくなるぞ？　家族にも重荷になるし、医者の手を煩わずらわせるのも申し訳わけない」

「一生寝ねたきり確かく定ていですか!?」

　基き本ほん的てきに即そく死しか再さい起き不ふ能のうの二者択たく一いつしかないらしい。

「まあまあ、生徒諸しよ君くんを脅おどかすのもそれくらいにしておきたまえ」

　空気が殺さつ伐ばつとしてきたのを察して、副ふく担たん任にんの席で慶一郎の話を聞いていた藤とう堂どう校長が口を挟はさんだ。

「心配せずとも、本気の君を敵てきに回したいなどと思うような愚おろかな生徒はいないだろう」

　教きよう壇だんから最も遠い席で勢いきおいよく手が挙がった。

「待たんかい、ここにいてるぞ！　オレの存そん在ざいを忘わすれんな！」

　静しず馬まが校長の台詞せりふを半分しか理り解かいしていないのは明らかだった。慶一郎はやれやれという顔で答える。

「草くさ[image: ]なぎ……お前の場合、悪に走ったとしてもせいぜい女子の着き替がえを覗のぞくとか、畑からスイカを盗ぬすんで食うとか、それぐらいのもんだろ？」

「小学生のイタズラか!?　もっとスゴいことやっとるっちゅうねん。金欠の時はカツアゲとかするし」

「ほう……そのカツアゲのターゲットは？」

「道歩いてるチンピラとかパンチのヤーさんとか」

「そういうのから金を巻まき上げるのは犯はん罪ざいとは言わない」

　生徒たちの視し線せんが慶一郎と静馬の間を行ったり来たりしたが、やがて藤堂校長に集まった。

（教育の現げん場ばがこんなことでいいの？）

　無言の問いかけがなされるが、当の校長はこの状じよう況きようを楽しむように頰ほお杖づえをついてニヤニヤほくそ笑えんでいる。

「南雲君に葬られるような悪党は我わが校にはいないということだな」

「そうは思いますが、校長も例外というわけではないので──」

　慶一郎の言葉に、藤堂の笑みが凍こおり付いた。

「それはどういう意味かね？」

「たとえばの話ですよ。他意はありません」

「君は……時と場合によってはこの私をも始末するというのかね!?」

「校長という立場を利用して裏うらで悪事を働いているようなことがあれば──という仮か定ていでの話です」

「私に関して黒い噂うわさでもあるというのかね!?」

　急に興こう奮ふんしはじめた藤堂の態たい度どは実に怪あやしかった。ただでさえ裏で何か企くわだてていそうな胡う散さん臭くささ満点の校長なのだ。

「私は君に対しては惜おしみない援えん助じよをしてきたつもりだ。それなのに情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちもなく一撃で葬り去るつもりなのかね？」

「だからあくまで可か能のう性せいの話をしているだけですよ。もちろん万が一、そういう事じ態たいになったなら、その時は俺おれも心で泣いていると思いますよ」

「じゃあ顔では笑っているということか!?」

「そうは言ってませんが」

「いいや、そう聞こえたぞ！　君はアレか？　私ほどの恩おん人じんを薄うす笑わらいを浮うかべながら始末するつもりなのかね？」

「誤ご解かいですよ」

「何だねその言い草は？　君がそこまで恩知らずな男とは知らなかった！　いいかね、謝あやまるなら今のうちだぞ!?」

「とくに謝る必要はないと思いますが……ウソは言ってませんし」

「じゃあやはり私を始末する気なのだな!?」

「ですからそれは──」

　堂どう々どう巡めぐりである。無む闇やみに激げつ昂こうする藤堂に対し、慶一郎はあくまで冷静に応おう対たいしていた。有言実行の証あかしとしての冷静さがむしろ恐おそろしい。

（校長を片かた付づけるなら今すぐやってくれないかな──）

　生徒たちは淡あわい期待を抱いだきつつ見守った。




「あひゃひゃひゃひゃ！　いやケッサク……」

　腹はらを抱かかえて笑っている香苗の肩かたを、むんずと摑つかむ手があった。振ふり向いた香苗の頰ほおが引きつる。般はん若にやのごとき形相の清花が背はい後ごに立っていたからだ。

「……ちょっといいかしら、香苗さん？」

　清花は凄すごい力で香苗を鵜飼から引き離はなすと、岩場の方まで連れていって詰きつ問もんした。

「あんた、いったいどういうつもり？」

「どうって、この間の補ほ習しゆうの話を聞いてただけじゃない」

「私と了介君の仲を取り持つ作戦の方はどうなってんのよ!?　まさか忘わすれてるわけじゃないわよね？」

「え～っとね、それは……」

　香苗は後頭部を搔かきながら視し線せんを泳がせる。完全に忘れている顔だ。

「初手からバレてる状じよう態たいでどうする気？　よもや出たとこまかせのノープランじゃないでしょうね？」

「まあまあ、アタシに任まかせときなさいって。どうせ何やったって今より悪くなるこたあないんだから」

　香苗の他ひ人と事ごとならではの気安い口調に、清花は底なしの不安を覚えた。
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「はい……これ」

　樹から手て渡わたされたボトルを見て、城戸は怪け訝げんな顔つきから一転して目を輝かがやかせた。

「こ、これは……日焼け止めローション!!」

　ビーチに寝ねそべる美女の背せ中なかにサンオイルを塗ぬる──モテ男にのみ許ゆるされた心ときめく夢ゆめのシチュエーションである。

「俺にもこんな日がくるなんて……海ってサイコー！」

　大喜びでボトルのフタを開け、右手がベトベトになるほど乳にゆう液えきを搾しぼり出す。

　しかし次の瞬しゆん間かん、城戸の動きがピタリと止まった。重大な見落とし、あるいは勘かん違ちがいに気付いたからである。

　ビーチマットに寝そべる樹の囚しゆう人じん水着は背中が開いていない。それどころか太ももと二の腕うでの半ばまで覆おおっている。香苗の私し服ふくよりも露ろ出しゆつ度どの低い水着だった。

「塗るとこねえよ！」

　大きな麦わら帽ぼう子しをかぶって文庫本を読み始めている樹は、城戸のツッコミに応おうじる代わりに両足をバタバタさせた。どうやら膝ひざから下に塗れということらしい。

「ったく、笑わせどころ満まん載さいだなその水着！　どこで買えるの？」

　俺が着た方がウケるのに──城戸は不満に思いながら樹の細いふくらはぎに日焼け止めローションを塗る。

「ウヒヒヒヒ……」

　くすぐったいのか、それとも本の内ない容ようが面おも白しろいのか樹が妙みような笑い声を上げた。

　城戸は乳液を塗りながら、あることに気付いた。水に濡ぬれた囚人水着は肌はだにぴったりフィットし、ストライプが等高線のような役やく割わりを果たしてボディラインがはっきりと分かる。樹は極きよく端たんに凹おう凸とつの少ない身体つきだが、意外にもヒップラインは魅み力りよく的だった。座すわって読書している時間が長いせいだろうか。

「はううっ!?」

　魔が差したように樹のヒップに心を奪うばわれている最中、城戸は何者かにいきなり腕うでを摑つかまれて間ま抜ぬけな声を上げた。

　城戸の腕を摑んだのは清花だった。清花は空いている右手で城戸の持っているボトルを指さす。

「な……なに？　塗ってほしいの？」

　清花はかぶりを振ふると、鵜飼の方を顎あごでしゃくって示した。

　女子四人組と男子トリオのビーチパラソルは隣となり合って立てられているが、清花が男子の領ゴ地ザに踏ふみ込こむことはできない。鵜飼から断だん固こ拒きよ絶ぜつされているからだ。清花が国こつ境きようを越こえて侵しん犯ぱんした場合、鵜飼はただちに海水浴を放ほう棄きして撤てつ収しゆうするとの宣せん言げんがすでに出されていた。ホットラインも用意されていないため、清花としては男子側の特命全ぜん権けん大使である城戸に仲立ちを頼たのむしかなかった。

　清花の要よう請せいを受けた城戸は、昼寝を決め込んでいる鵜飼ににじり寄よって揺ゆすり起こした。

「……あん？　何だよ？」

　あからさまに不ふ機き嫌げんな鵜飼にボトルを手て渡わたす。その中身を知った鵜飼は自分の肩かたや首くび筋すじに乳液を塗り始めた。

「そうじゃなくて──ほら、あれ」

　城戸の指さす方向に目を向けた鵜飼は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。ビーチマットに寝そべった清花が鵜飼の方を横目でチラチラと窺うかがっている。

「断ことわる！」

「まあそう言わずに塗ってやれば？」

「カラシでよけりゃな」

　鵜飼が立ち上がってどこかへ行こうとした時、買い出しに出ていた香苗と瑞穂が戻もどってきた。なぜか一人の少年を連れている。両手に花というよりは連行中の犯はん人にんに見えるのは、少年が香苗より小こ柄がらだからだ。

　少年は日本人ではなかった。柔やわらかそうなダークブロンドの髪かみに、クリッとしたグリーンの瞳ひとみ、日焼けしているが地の白さが分かる顔や手足の肌はだの色──どこからどう見ても白人である。童顔のうえに人ひと懐なつこそうな笑え顔がおが日本人好みだった。

「紹しよう介かいするわ。こちらアメリカからきたダミアン君」

「ド～モ、ダミアンでス。コンゴトモヨロシク」

　不ふ吉きつな名前のアメリカ人少年は明めい瞭りような日本語で挨あい拶さつすると、ペコリと頭を下げた。

　この少年が何者で、香苗たちがどこから何のつもりで連れてきたのか──そういった基き本ほん的な疑ぎ問もんより先に鵜飼の心を捕らえたのは、ダミアンが身に着けている物だった。

　Ｔシャツに膝ひざ丈たけまでのペインターパンツという服ふく装そうは普ふ通つうだが、ビーチには違い和わ感のあるフレーム付きの大きなサイズのリュックサックを背せ負おっている。鵜飼はリュック本体やベルトに付いている缶かんバッジの一つに目を奪うばわれた。アニメのキャラクターが印刷されているバッジで、おそらくアメリカで発売されているグッズなのだろう。しかしそのキャラクターはアメリカのカートゥーンではなく、日に本ほん製せいのアニメのものだった。

　バッジに印刷されているのはレトロな白いヘルメットをかぶった青年がハンドルを握にぎっている絵。ヒントになりそうなのはヘルメットにペイントされた「Ｍ」の一文字だけだ。

　鵜飼はそのバッジを指さした。

「──マッハＧｏ！　Ｇｏ！　Ｇｏ！」

　突とつ然ぜんの叫さけびに呆あつ気けにとられる香苗たち。ダミアン一人だけが鵜飼の言葉を理り解かいし、ワオ、と感かん激げきの声を上げた。

　次の瞬しゆん間かん、鵜飼とダミアンは申し合わせたように歌い始めた。鵜飼は日本語、ダミアンは英語である。サビのフレーズは鵜飼が『マッハ・ゴー・ゴー』なのに対しダミアンは『ゴー・スピードレーサー』と歌か詞しに違ちがいこそあるが、明らかに同一の曲だった。

　日本語と英語の奇き妙みようなデュエットを終えると、二人は固い握あく手しゆを交かわし、ハリウッド映えい画がでしか見たことのない抱ハ擁グまでして友好を示しめした。

「いきなり打ち解とけやがったわよ!?　どうなってんの？」

　女子四人の視し線せんが城戸に集中するが、訳わけが分からないのは城戸も同様だった。

「よくは知らないけど、確たしか昔のアニメの主題歌なんじゃないか？　俺らが生まれるよりずっと前の作や品つだと思うけど……なんでフルコーラス歌えるんだよ？」

「オタク同士の間に国こつ境きようを越えた友ゆう情じようが芽生えたってわけ？」

　鵜飼とダミアンは他の連中そっちのけで『ガッチャマン』や『鉄てつ腕わんアトム』等、アメリカに輸ゆ出しゆつされて人気を博した日本製アニメの話題で盛もり上がっている。その様子を見て清花は香苗に詰つめ寄よった。

「あんなのどこで拾ってきたのよ!?」

「なんかヒマそうにしてたから声かけてみたんだけど……ほら、女四人に男三人じゃバランスが取れないじゃない？」

「バランス取るどころか了介君を取られちゃったわよ!?」

「ん～、取られたってゆーより、あんたから逃にげる口実に利用してるだけじゃない？」

「なお悪いわ！　どうにかしてよ！」

「んっとにワガママね～」

　香苗は瑞穂と二人で鵜飼からダミアンを引き離はなすと、ダミアンに清花たち一人一人を紹介した。城戸が目を白黒させる。二人が流りゆう暢ちような英語で話しているからだ。

「ええっ!?　お前らなんでペラペラなの？」

「解かい説せつしよう」

　城戸の疑ぎ問もんに答えたのは樹だった。

「我われ々われ四人は一時期〈外国人ナンパ選せん手しゆ権けん〉と称しようして、誰だれが一番上手に外国人と英語でコミュニケーションが取れるかを競きそい合ったことがあるのだ」

「お前ら、そんなハイレベルな遊びを……で、優ゆう勝しようは誰？」

　樹が指さしたのは瑞穂だった。

「発音がネイティブ級」

「マジで!?　日本語が舌したっ足たらずなのに？」

　城戸はにわかには信じられなかったが、瑞穂の英語は問題なく通じているらしく、香苗よりも積極的にダミアンと話している。

「ちょっと待ちなさいよ瑞穂！　誰が色情狂ニンフオマニアですって!?」

　流暢な英語による会話の中に聞き捨ずてならない単語が混まじっているのに気付いた清花がクレームをつけるが、瑞穂と香苗は無む視ししてダミアンとの話を続けた。やがて頷うなずいたダミアンが、二人に何事かを耳打ちする。

「ナイスよダミアン！　それで行きましょ」

　香苗の口から不吉な言葉が飛び出した。




「……というわけで勝負よ、了介君！」

「何が『というわけ』なんだかゼンゼン分からねえよ」

　鵜飼の意見がもっともなのは清花にも分かり切っていた。

　ダミアンを含ふくめた八人はビーチの外れに場所を移うつしていた。着いたとたんにボディボードを持たされ、そこに清花からの挑ちよう戦せん状じようである。何のことやらさっぱり分からなくて当然といえた。

　清花は二〇〇メートルほど沖に見える、海面に少しだけ顔を覗のぞかせている岩を指さした。

「あの岩に先に泳ぎ着いた方が勝ちよ」

「だから何でお前と俺で勝負しなきゃなんないんだよ!?」

　ダミアンのアイデアだとは口が裂さけても言えなかった。

　鵜飼と清花がケンカしているので仲直りするのにいい手はないか──そう問われたダミアンが五秒ほど考えて出した答えは『一いつ緒しよに冒ぼう険けんをする』だった。互たがいに協力せざるを得ない危き機き的状じよう況きように身を置くことで二人の間の絆きずなを取り戻もどそうというアイデアである。

　そのための勝負だった。運動らしい運動をしていない鵜飼に比くらべ、元もと柔じゆう道どう部ぶの清花の方が体力的には有利なはずだ。その利を活いかしてまず清花がリードし、沖おきに出たところで足がつって溺おぼれる演えん技ぎをする。そこを鵜飼に助けてもらうという筋すじ書がきになっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。ダミアンが言うには昔のアニメでそんなエピソードがあったそうだから」

　香苗はそう言ったが、香苗の『大丈夫』が大丈夫だった例ためしがない。ダミアンの言う昔のアニメの話にしても、ハプニングがたまたま上う手まくいった例ではないのか。そもそもフィクションの話を現げん実じつに再さい現げんしようという考え方自体、能のう天てん気きすぎないか。

　冷静に考えれば不安要よう素そしか見当たらない状況だが、他ほかにいいアイデアがあるわけでもなく、清花はこの作戦に一いち縷るの望みをかけていた。

「やってられるか！　どうせ罠わなに決まってる」

　鵜飼がボディボードを放ほうり出して背せを向ける。

「へえ～、逃げるわけ？」

「……なに？」

　清花の言葉に鵜飼の足が止まった。清花の柄がらではないが、ここは鵜飼のプライドを刺し激げきしてその気にさせるしかない。

「女相手に尻尾しつぽを巻まいて逃げるわけね？」

「そっちが一方的に押おしつけてきた勝負だろ？　Ｋファイトなら学校でやれ」

「ははーん、負けるのが怖こわいんでしょ？　とんだチキン野や郎ろうね」

「誰が腰チ抜キけンだと!?」

　引き返してきた鵜飼が清花に詰つめ寄よる。

「受けて立ちゃいいんだろ!?　お前なんかに負けるか！」

　挑発にまんまと乗った鵜飼がボディボードを拾い上げた。二人ともメガネを外し、それぞれ城戸と樹に預あずける。

　レースが始まった。




　　　　五




（まずい……このままじゃまずいわ）

　ビーチからゴールに指定した岩のほぼ中間地点に達する頃ころ、清花は焦あせりを覚えていた。

　このレースはあくまでお膳ぜん立だてにすぎない。当初の計画では十分にリードした後で溺れたフリをして助けてもらう予定が、逆ぎやくに鵜飼にリードを許ゆるしていた。一〇メートル近く引き離はなされている。鵜飼の体力を考えて溺れる心配がないようにボディボードを使ったのだが、逆に清花の泳ぐスピードを落とす結果になっていた。

　溝渕と香苗が乗るゴムボートが追いついてきた。二人はレースを監かん視しする役目だ。

「これ、お願い！」

　清花はボディボードを手放すと、クロールで泳ぎ始めた。あっという間に鵜飼を追い抜ぬき、差を広げていく。

「ああっ、ズルいぞ！」

　鵜飼は慌あわててペースを上げたが、ボードに腹はら這ばいになったままではスピードが思ったように乗らず、追いつくには至いたらない。

（この調子でもう少し引き離してから──）

　清花が作戦成功に近付いたと確かく信しんした次の瞬しゆん間かん、水を搔かく手に異い様ような感かん触しよくがあった。

　不意に水の抵てい抗こうが消失し、手が空から振ぶりする。

「──えっ!?」

　清花の身体からだは水中からいきなり空中に飛び出していた。水面から上に飛んだのではない。

　海中に落とし穴のように大きく口を開けた縦たて穴あなに落ち込こんだのだ。

　それを理り解かいするよりも先に、清花は縦穴の壁かべに手を伸のばして摑つかまろうとした。しかし壁は水面と同様の感触しかなく、指先が水を搔くだけで身体を支ささえられない。

「ひゃあああああ────!!」

　縦穴の壁を滑すべり落ちながら、清花は下を見た。穴の底が見えない。昼の光も届とどかない底なしの淵ふちだった。

　これは渦うずだった。まるで海の底の栓せんが抜ぬけたかのような。

　水深以上に思える高さを落下し、清花の身体は再ふたたび水中に沈しずんだ。水すい圧あつが全身を締しめ付ける。浮ふ力りよくよりも海水の流れの方が強く、さらに深みへと引き込まれていく。

　清花の手首を誰かが摑つかんだ。鵜飼である。清花を助けようと追ってきたのか、それとも同じように渦に吞のまれたのか──それは分からない。だが清花は一瞬、恐きよう怖ふを忘わすれた。

（了介君──!!）

　思わず叫さけぼうとして口を開くと、水すい圧あつで胸むねが圧あつ迫ぱくされて肺はいから空気が一気に吐はき出された。

　清花の意い識しきは急速に闇やみに吞み込まれた。




　次に意識を取り戻もどした時、清花はまず自分が陸にいることを体感した。

　肌はだに陽ひ射ざしの暖あたたかさを感じる。背せ中なかには岩肌の熱くゴツゴツした感かん触しよく。

　目の奥おくに光の刺し激げきを感じ、清花は薄うすくまぶたを開いた。崖がけの下の岩場のような場所に寝ねかされているらしかった。

　太陽を背にして立つ大きな人ひと影かげが視し界かいに入る。筋きん骨こつ逞たくましい大男だ。しかしその顔には奇き妙みような面を被かぶっていた。

　人間の顔を模もしているがロボットのように無む機き質しつな風ふう貌ぼう。頭の両側には逆さか立だつ髪かみなのか耳なのか角つのなのかよく分からない三み日か月づき状じようの尖とがったパーツがある。

（サリーちゃんのパパ……？　じゃなくて……男の子向けのマンガのやつ……超ちよう能のう力りよくの少年に従したがう手下の……海うみ担たん当とうの図ずう体たいのでっかいやつ……？　名前は確たしか海の神様の──）

　朦もう朧ろうとした意識でおぼろげな過か去この記き憶おくをさぐる。素す性じようはともかく海神男に助けられたのは確からしい。

　清花は重大なことを思い出して跳はね起きた。

「了介君……了介君は!?」

　海神男が左手の方を指さす。鵜飼は清花の隣となりに寝かされていた。

　清花が安あん堵どに胸をなで下ろすと、海神男は背を向けて海に入っていった。

「あっ……先生！　どうして私たちが溺おぼれたのが分かったんですか!?　あと、なんで海に帰って行くんですか？」

　引き留とめる間もなく海神男は海中に没ぼつし、完全に姿すがたを消した。ピンチに駆かけつけてくれるのはありがたいが、ありえないタイミングで現あらわれる理由はまったくの謎なぞだった。

　清花は気を失っている鵜飼の身体を揺ゆすった。反はん応のうがない。口元に手を当ててみる。鵜飼は息をしていなかった。

「ええっ？　ウソ!?」

　慌あわてて手首を取り、胸に手を当ててみる。一いち応おう脈はあるが呼こ吸きゆうが止まっている。

「先生、戻ってきて！　まだ助かってない!!」

　清花は海に向かって叫んだが、海神男が引き返してくる気配はなかった。辺りを見回しても人影はない。清花の全身から血の気が引いた。




　　　　☆




　鵜飼は息苦しさを感じて激はげしく咳せき込んだ。口や鼻の中が塩しお辛からい。海水の味だ。

　遠くから誰かが自分の名を呼よんでいるようだった。鵜飼は寝返りを打って身体ごと横向きにした。左の耳に詰つまっていた水が出て、急に声がはっきりする。

「了介君！　了介君!!」

　清花の声が頭に響ひびいた。

「うるせえな……黙だまれよ」

　上体を起こした鵜飼は頭を振ってもう片かた方ほうの耳の水を抜ぬく。深呼吸を繰くり返すうちに、頭に綿わたを詰め込まれたような不ふ快かい感が消えて意識がはっきりしてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どこか痛いたいところない？」

　清花が背中をさすりながら訊きいてくる。鵜飼はようやく何があったのか思い出し、辺りを見回した。

「いきなり変な渦みたいのに吞み込まれて……それからどうなった？　溺れたのか？」

　返事がない。見ると、清花は両手で顔を覆おおって泣きだしていた。

「よかった……了介君、息が止まってたから……私もう必死で……」

　鵜飼は自分がかなり危き険けんな状じよう態たいだったらしいこと、そして清花の人工呼吸で助かったことを理り解かいした。だがそれ以前に、謎の海神男の手で清花ともども救助されたことまでは知るよしもない。

「ごめん……ごめんね……私のせいで……」

「分かった、分かったよ。だからもう泣くな」

　鵜飼はなだめたが、清花が泣きやむにはしばらくかかった。

　すでに太陽は西に傾かたむいていた。

　ようやく落ち着いた清花が、居い住ずまいを正して鵜飼に訊たずねた。

「あのね……了介君。三年前のあのことなんだけど……まだ怒おこってる？」

「────!!」

　驚おどろいた鵜飼は口をへの字に結んでそっぽを向いた。

「今まで謝あやまる機会がなかったけど……私が悪かったわ。ひどいことして、ごめんね」

　清花は深々と頭を下げた。三つ指ついての土ど下げ座ざである。

「別に謝る必要はねーよ。お前に謝られても困こまるし」

　鵜飼は耳まで真っ赤になりながらぶっきらぼうに言った。

「なんか俺おれの方がみっともないっつーか……男として居たたまれねえっつーか、そういうことで避さけてただけで、怒ってるとか、そういうのとかとはちょっと違ちがうっつーか、まあ、そういうことだから……」

　清花は顔を上げて鵜飼を見た。

「じゃあ、もう怒ってないの？」

「最ハ初ナから怒ってたわけじゃねえよ」

「じゃあ、許ゆるしてくれるの？」

「だから許すも許さねーもねえんだよ」

「仲直りしてくれる？」

「う……そりゃあ、まあ……いいけど」

「だったらチューしてよ」

「なんでそうなるんだよ!?」

　急ににじり寄よってきた清花にたじろいで、鵜飼は身体からだを反そらせる。

「許してくれるって証しよう拠こに仲直りのチューくらい、いいでしょ？　ほら」

　顔を寄せてきた清花が目を閉とじ、唇くちびるをつんと突つき出した。

「しょうがねえな……」

　さっきまでの殊しゆ勝しようさが信じられない清花の豹ひよう変へんぶりに戸と惑まどいながらも、鵜飼は恐おそる恐る唇を重ねた。
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　三年ぶりのキスは海の味がした。

　軽い接せつ吻ぷんで終わらせようとした鵜飼の首に、清花が腕うでを回して抱だきついてきた。清花は鵜飼の額ひたいや頰ほおや首くび筋すじにキスの雨を降ふらす。

「了介君……了介君！」

「おい、お前……なんかスゲえ鼻息が荒あらいぞ!?　落ち着け！」

　文もん句くを言う口をキスで塞ふさぐと、清花は鵜飼を押おし倒たおした。得意の袈け裟さ固がためで押さえ込まれ、鵜飼は逃にげることができない。さらに横四方固めから上四方固めに移うつる。

「なっ……ちょ、待て、こら！」

「ええい、おとなしゅうせんか！　ウブなネンネじゃあるまいし!!」

　完全に暴ぼう走そうしている清花は鵜飼の海パンに手をかける。

「だああああぁぁぁッ！」

　瞬間、鵜飼はさっき溺おぼれかけた人間とは思えない力を発はつ揮きした。清花の身体を力ちから任まかせに押しのけて上四方固めの体たい勢せいから逃のがれると、ずり下げられた海パンを引ひっ張ぱり上げ、なぜか胸むねと股こ間かんを隠かくしながら清花に言い放った。

「この……ケダモノ！」

　罵ば声せいを浴びせられた清花は我われに返った。しかし呼よび止める間もなく鵜飼は全力疾しつ走そうで逃げていく。

「──あ～あ、何やってんのよ～!!」

　瑞穂の声が聞こえてきた。頭上を振り仰あおぐと、崖がけの上から瑞穂と樹が顔を出している。

「あ……あんたたち、いつからそこに？」

「ついさっきよ。今の姿すがたはとてもじゃないけど男子にゃ見せらんないわね～。エロテロリストの正体見たりってとこ？」

　呆あきれ顔で言う瑞穂の頭あたま越ごしに、樹がスケッチブックに書いた文字を見せた。




『獣じゆう欲よく剛ごうを制せいす』




　シンプルだけにショッキングな言葉だった。

「うわぁぁぁぁぁ～～～～ん！」

　清花は頭を抱かかえて痛つう恨こんの嘆たん声せいを上げたが、すべては後の祭りだった。




　その日の夜──鵜飼は旅館には戻もどらず、ダミアンのテントで一夜を明かした。










　第五話　ホーンテッド・フェスト







　【主な登場人物】


　　・鵜う飼かい了りよう介すけ……求められる男

　　・殿との村むら清さや花か……求める女

　　・ダミアン……海を渡わたってきたオタク

　　・城き戸ど来らい人と……着物が似に合あいすぎる男

　　・須す々ず木き瑞みず穂ほ…抜ぬけ駆がけする女

　　・波は多た野の樹いつき……無む茶ちや振ぶりする女

　　・その他………うっかり者たち






　　　　一




○これまでのあらすじ

　家がお隣となり同どう士しの幼おさな馴な染じみながら中学時代の忌いまわしい事じ件けんにより仲なか違たがいしたままの殿村清花と鵜飼了介。

　二人の仲を取り持つべく友人たちは二泊はく三日の海への旅行を企き画かくした。男子トリオきってのＭＮＯである城戸を味方に引き入れ了介を騙だまして海まで連れてきたものの、着いた直後に計画がバレてしまい早くも前ぜん途と多た難なんの様相に。

　海で知り合った悪あく魔まの子ダミアンの「仲直りには二人で力を合わせて危き機き的状じよう況きようを乗り越こえること──つまり冒ぼう険けんが一番」というアイデアに乗り、清花は了介に遠泳勝負を挑いどむ。溺おぼれた芝しば居いをして了介に救助されるという目もく論ろ見みだったが、海の真ん中に突とつ如じよ現あらわれた謎なぞの渦うずに巻まき込こまれ二人して遭そう難なんしてしまう。

　海神のお面を被かぶった謎の男に救助されて九死に一生を得る清花たち。しかし海神男は了介の呼こ吸きゆうが止まっていることに気付かず立ち去ってしまう。

　清花の必死の人工呼吸でどうにか蘇そ生せいする了介。いまがチャンスとばかりに中学時代の罪つみを詫わびると、酸さん欠けつで脳のうの働きが弱まっていたためか了介は意外にもあっさりと清花を許ゆるした。

　本来ならこの時点で作戦は成功を収おさめていたはずが、調子に乗った清花は厚あつかましくも了介に『仲直りのチュー』を要求するという愚ぐ挙きよに出た。了介は渋しぶ々しぶ要求に応おうじるが、その迂う闊かつな行こう為いが清花のエロテロリストの本ほん能のうを目覚めさせる結果に。

　獣じゆう欲よくに火がついた清花は了介を押し倒たおすが、了介は最後の力でその魔の手を振ふりほどいて逃にげ出すのだった。「このケダモノ！」と清花に罵ば声せいを浴びせて──




「──肝かん心じんなところで野生に戻ってどうすんのよ？　バカじゃないの、あんた!?」

　香苗に頭から怒ど鳴なられ、正せい座ざした清花は肩かたを縮ちぢこまらせた。

　旅館に戻ってきた女子四人組は緊きん急きゆう査さ問もん会かいを開いていた。槍やり玉だまに挙げられているのは当然ながら殿村清花である。

「当初の予定が狂くるったとはいえ、やっとこ鵜飼君が許すっつってくれたんでしょ!?　どうしてそこで我が慢まんができないわけ？　あんたねえ……一歩間ま違ちがえればセクハラよ？」

「おまっ、ちょ……待った！」

　清花を囲む女子三人の輪の外に控ひかえていた城戸来人が口を挟はさんだ。

「一歩間違えなくても十分セクハラなの！　てか、ムリヤリ押し倒したらそれってもう犯はん罪ざいだから!!」

　城戸は樹が持っているスケッチブックを取り上げ、そこに書かれている『これまでのあらすじ』の文章のところをバンバン叩たたいた。

「この登場人物の男と女を入れ替かえてみ？　完かんっ璧ぺきアウトじゃん!?　なにギリギリセーフの判はん定ていになってんの!?　誰だれかに見られてたら速そつ攻こうポリスメンにおロープ頂ちよう戴だいア～ンド家庭裁さい判ばん所しよでボクと握あく手しゆってなもんだよ？　そのへん分かってる？」

　香苗と瑞穂、樹の三人は早口に訴うつたえる城戸をちらりと見ただけで、すぐに清花の方に目を戻もどした。

「──だからね」

「シカトかよ!!」

　すかさず突つっ込むと、樹が城戸の手からスケッチブックを取り返した。新たなページをめくってマジックを走らせ、城戸に見せる。

『82点』

「おおう!?」

　城戸は目を剝むいてうめいた。これまでの辛から口くち評ひよう価かからは考えられない高得点を叩き出したからだ。しかも特に工く夫ふうした覚えもない普ふ通つうのツッコミなのでなおさらである。

「なんで急に点数が跳はね上がったの!?　タイミング？　勢いきおい？」

「…………」

「コメントは無しなのかよ!?」

「…………」

　樹は『82点』に×を書いてその隣となりに新たな点数を書いた。

『34点』

「審しん査さ員いんに突っ込むのはＮＧなの!?」

　相変わらず採さい点てん基き準じゆんがよく分からない。城戸はスケッチブックのページを戻してさっきの文章を指さした。

「ところで気になってんだけど、この『男子トリオきってのＭＮＯ』のＭＮＯって何の略りやく？」

「──モテＭないＮ男Ｏ」

「…………」

「コメントは？」

　ここで『ちょっと待てよ！　なんだそれ!?』と脊せき髄ずい反はん射しや的に抗こう議ぎのツッコミを入れるのは簡かん単たんだった。しかしその程てい度どのレベルでは高得点は望めない。

（よし、ここは華か麗れいにスルーだ！）

　城戸はノーリアクションで話を進めることに決めた。清花の方を指さし、

「じゃあモテない女は？　省略したらどっちもＭＮＯだろ？」

「女の場合はフラレナオンという専せん門もん用語があるから」

「何かの元げん素そかよ!?」

「ちなみにエジソンが発見しました」

「エジソンて！」

　裏うら声ごえ気ぎ味みに突っ込むと、別の方からリアクションがあった。清花が香苗の膝ひざにすがって泣き出したのだ。香苗が清花の頭を撫なでながら城戸に非ひ難なんの目を向ける。

「あんたがフラレナオンになんて言い出すからでしょ！」

「なんで俺のせいなの!?　だいたいフラれたのは自じ業ごう自得だろ？　風紀委員のくせに理り性せいを無くして欲よく望ぼうのままに暴ぼう走そうしたんだから」

「まだフラれたと決まったわけじゃないわよ！」

「どういう根こん拠きよでそんなことが言えるわけ？」

「男が女を襲おそったら犯はん罪ざいだけど、女が男を襲っても犯罪にならないからよ！」

「うわ、言い切っちゃったよ」

　いかにも香苗らしい激はげしく男女差別的発言だが、ある意味真実をついている。

「犯罪じゃなくてもアウトはアウトだろ？　鵜飼のやつ、今夜はダミアンのとこへ泊とまる気だし……てか今日会ったばかりの外人に取られちゃってるんだけど。しかも連れてきたのお前らだし」

「怒おこって帰らなかっただけマシじゃん」

「どんだけポジティブな解かい釈しやくだよ!?」

　他ひ人と事ごととなると香苗はどこまでも無む責せき任にんになれるらしい。香苗は樹のスケッチブックを取り上げて清花の目の前に突きつけた。

「ほら、中学の頃ころのことはもう許ゆるすって本人が言ったわけだから、その後に押おし倒たおしたことについてだけ謝あやまっちゃえばそれでＯＫなのよ！」

　清花はハッと顔を上げた。

「そういえば……そっか!!」

「そっか、じゃねえよ！」

　城戸のツッコミにも清花はまるで耳を貸かさず、瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて香苗の手を握にぎる。

「ありがとう香苗！　何だか希望が見えてきたわ!!」

　三年前の件けんも許したんだから今日の暴ぼう挙きよについても鵜飼は当然許してくれるはず──そんな都合のいい結けつ論ろんに達したらしい。

（ダメだこいつら……男心の繊せん細さいさをこれっぽっちも理り解かいしてねえ！）

　城戸は無む限げんの心の広さを求められている鵜飼が気の毒になった。もとより城戸の望みは鵜飼の女おんな嫌ぎらいを改かい善ぜんすることで、清花とくっつけることではない。

「で、次の作戦はどうすんの？　まあ、ここまで鵜飼をドン引きさせといて作戦も何もあったもんじゃ──」

「ハイハーイ！」

　瑞穂が両手を挙げてアピールした。

「それについてはこの瑞穂ちゃんにオ・マ・カ・セ！　ぶいっ!!」

　深しん刻こくさのカケラもない黄色い声と意味不明のダブルピースに、城戸は嫌いやな予感を覚えた。




　　　　☆




　ダミアンのテントは海を見下ろす公園の隅すみにあった。

　すでに日は沈しずんでいた。星空の下、鵜飼了介とダミアンは一いつ斗と缶かんの焚たき火を挟はさんで腰こし掛かけ、日米オタク談だん義ぎを白熱させていた。

　ダミアンはアメリカに輸ゆ出しゆつされた日本のアニメや漫まん画がに精せい通つうしていて、さらに原典を楽しむために日本語を学んだのだという。そのきっかけとなったのはアメリカでは『スピードレーサー』のタイトルで知られる『マッハＧＯＧＯＧＯ』で、幼い頃ころから慣なれ親しんでいたこのアニメが実は日に本ほん製せいだと知ってショックを受けたのが始まりだった。

　日本製アニメがアメリカで放ほう映えいされる際さいには吹ふき替かえによって内ない容ようが変わってしまったり、暴ぼう力りよく的と判はん断だんされたシーンが編へん集しゆうでカットされたりする場合がある。日本通の友人にオリジナル版ばんのビデオを見せてもらっているうちに思いが募つのり、ついに海を越こえて日本に乗り込む決意を固めたのだという。

「……てことはさ、俺おれがいきなり『マッハＧＯＧＯＧＯ』の歌を歌いはじめた時、ビンゴ！　って思った？」

「イエス！　イエス！　イエェェェェス!!」

　二人は何度目かのハイタッチを交かわす。

　足元の地面はいつしか二人が木の枝えだで描えがいたアニメのキャラクターで埋め尽つくされていた。鵜飼の描いたものがうろ覚えなのに対し、ダミアンのものは細部まで正せい確かくだった。日本では古い作品でもダミアンの中では現げん役えきだからだろう。

　話を聞くとダミアンは童顔に似に合あわずなかなかの行こう動どう派はだった。滞たい在ざい費ひを浮うかすためテント暮ぐらしで、移い動どうするのもヒッチハイクだという。海が気に入ってこの場所にテントを張はったのも一昨日おとといのことだというから、ちょっとした運命の出会いである。

　ダミアンがふと顔を上げて鵜飼の背はい後ごに視し線せんを送った。

「ハア～～イ！」

　陽気な声に振ふり向くと、懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりとともに須々木瑞穂の屈くつ託たくのなさ過すぎる笑え顔がおが暗がりから現あらわれた。その後ろには溝みぞ渕ぶち猛たけしの姿すがたもある。鵜飼は目を凝らして他の人ひと影かげを捜さがしたが、やってきたのは二人だけだった。奇き妙みような取り合わせといえる。

「何か用なのかよ？」

「まあね。とりあえず鵜飼君には、これ」

　瑞穂が差し出したのは旅館のマークが入ったビニール袋ぶくろだった。受け取って中を覗のぞいてみると弁べん当とう箱ばこが入っている。

「鵜飼君の分の晩ばんご飯。旅館の人に頼たのんで折り詰づめにしてもらったの。暑さで傷いたんじゃうからすぐに食べちゃってよね」

　袋の中から焼き魚のものだろうか、かすかに香こうばしい匂においがした。鵜飼は急に空くう腹ふくを覚えた。ダミアンと話すのに夢む中ちゆうでコーラ一本とビスケット数すう枚まいしか口にしていない。

「溝渕は？」

「ボディガードについてきてもらったの。こんな可か憐れんな美少女が一人で夜道を歩いてたら危あぶないじゃない？」

　身の危き険けんがどうこうというより、瑞穂一人だと中学生と間ま違ちがえられて補ほ導どうされる確かく率りつの方が高そうに思える。

「ま、本命はこっちなんだけどね～」

　瑞穂はダミアンの首に腕うでを回して抱だきついた。英語で何事か話しかけると、ダミアンは少し驚おどろいた様子で答える。瑞穂の英語は流りゆう暢ちようすぎて鵜飼にはほとんど聞き取れなかったが、かろうじて『ジャパニーズ』という単語だけは分かった。

　交こう渉しようが成立したらしく、瑞穂はコクリと頷うなずくと鵜飼に言った。

「ダミアンはＯＫだって」

「何がだよ!?」

　樹がこの場にいたら高く評ひよう価かしそうな間かん髪はつを容いれない鋭するどいツッコミだった。

「明日、近くにある神社でお祭があるんだって。夜店なんかも出るから、ダミアンも一いつ緒しよに行こうって誘さそったの。とーぜん鵜飼君も行くわよね～？」

「あ……あいつの差し金だな？　そうなんだな!?」

　鵜飼の脳のう裏りには黒くろ幕まくの姿すがたがはっきりと描かれていた。これはダミアンをダシにして自分を誘さそい出そうとする罠わななのだと敏びん感かんに察知している。それはもはや敏感を通り越して被ひ害がい妄もう想そうに近い神しん経けい質しつさだった。

「別にぃ～、最初から予定してた通りじゃない。浴衣ゆかた、持ってくるように城戸君から言われてなかった？」

「それは──」

　確たしかに瑞穂の言う通りだった。いつ着るのかは聞かされていなかったが、城戸が何度も念を押すので、自前の浴衣は忘わすれず持ってきている。それでもダミアンを誘うのは自分と清花をくっつけようという陰いん謀ぼうの一部に違ちがいないという確かく信しんは変わらなかった。

（クソッ……卑ひ劣れつな！）

　心の中で舌した打うちしたが、当のダミアンには何の罪つみもなかった。罠だと分かっていても自分は乗らざるを得ないと悟さとり、鵜飼は苦い顔つきになった。

　ＰＡＰＡＰＡＰＡｕｕｕｕ──ッ!!

　不意に、甲かん高だかい耳みみ障ざわりな破は裂れつ音おんが近付いてきた。おそらくは改かい造ぞうして消音器を外した原付バイクの排はい気き音おんだろう。

　表の道路を通つう過かすると思われたその音は、予想に反して公園内に進入してきた。強力なヘッドライトが四人を照らす。

　バイクが真まっ直すぐ突つっ込んでくる。鵜飼は反はん射しや的に立ち上がって身み構がまえた。

　バイクは改造で排気量を上げたスクーターだった。改造スクーターは鵜飼たちの目前でドリフトし、焚たき火を燃もやしている一いつ斗と缶かんを後輪で跳はね飛ばした。火の粉とともに薪まきが飛び散る。

「Ｏｕｃｈ！」

　火の粉を浴びたダミアンが驚おどろきの声を上げた。

　鵜飼は一斗缶から飛び出した薪からテントに火が燃え移うつりそうなのに気付き、慌あわてて足で薪を蹴けってテントから離はなした。

　一度走り去った改造スクーターが引き返してきた。さっきよりもスピードを上げて突っ込んでくる。進路からして今度はテントを倒たおそうとしているのか。どちらにせよイタズラというには悪あく質しつだった。

　そのスクーターの正面に立ちはだかる人ひと影かげがあった。溝渕猛である。

　溝渕に気付いているはずのライダーは、しかしアクセルを緩ゆるめなかった。再ふたたび直前でドリフトして引ひっ掛かけるつもりらしい。

　溝渕は避よけるどころか、スクーターに向かって走った。激げき突とつする寸すん前ぜん、二メートルほど手前で跳ちよう躍やくする。

　ガツッ！

　溝渕の跳び膝ひざ蹴げりが、フルフェイスのヘルメットを被かぶっているライダーの顔面を直ちよく撃げきした。

　スクーターはライダーの身体からだを残して走り抜ぬけ、一〇メートルほど進んだところで転てん倒とうした。溝渕は仰あお向むけに地面に倒たおれたライダーを跨またぐように着地している。見事なバランス感覚といえた。

　上体を起こそうとしたライダーの目の前に溝渕の右みぎ拳こぶしが突きつけられる。ライダーは仰向けのまま後ずさりして溝渕から離れた。上は赤地のアロハシャツ、下はトレパンにビーチサンダルという格かつ好こうからして地元の不良なのかもしれない。

「──失うせろ」

　溝渕がそう言うと、ライダーはスクーターに慌てて駆かけ寄より、再びエンジンをかけて走り去っていった。

「……ったく、物ぶつ騒そうなバカがいるもんだな」

　もう戻もどってこないらしいと確信してから鵜飼は舌した打うちした。ダミアンが溝渕に近寄り、興こう奮ふんした口調でまくし立てる。英語なので溝渕には理り解かいできない。

「ユーはジャパンのカラテマスターなのかって訊きいてるわよ」

　瑞穂が通つう訳やくした。その後、ダミアンは俄が然ぜん溝渕のムエタイに興きよう味みを持ったらしく溝渕にばかり話しかけるので、鵜飼は少し面おも白しろくなかった。




　　　　二




　翌よく日じつ──旅行二日目も晴天に恵めぐまれ、ダミアンを加えた八人は朝から昼ひる過すぎまでたっぷり海水浴と磯いそ遊あそびを満まん喫きつした。

　昨日ほんの一いつ瞬しゆんだけ埋うまった鵜飼と清花の間の溝みぞはさらに広がり、底なしのクレバスと化していたが、他の六人がそれについては完全に無む視しして一いつ切さい触ふれなかったため、とりあえず表面上の平へい穏おんは保たもたれていた。

　一行は昼過ぎにいったん旅館に戻ると、露ろ天てん風ぶ呂ろにゆっくりつかった。風呂上がりによく冷えたスイカを食べて、その後しばしの昼ひる寝ねタイムをとる。夕方から参加する祭に備そなえての骨ほね休やすめだった。

　午後三時。鵜飼がダミアンのテントまで浴衣ゆかたを届とどけるために出で掛かけると、女子四人は襖ふすまを閉とざして作戦会議を始めた。香苗は三人の顔を見回し、おごそかな口調で宣せん言げんする。

「それでは最後の作戦を発表します。名付けて《悩のう殺さつ浴衣美人ドッキリ大作戦》!!」

「……誰だれが考えたの？　その昭しよう和わの臭においがプンプンするタイトル」

　清花に冷静に問われて、香苗は襖の方を指さした。襖の向こうにいるのは城戸と溝渕の二人である。どちらが発案者かは考えるまでもなかった。

「まあ話は単たん純じゆんよ。浴衣は女の魅み力りよくを三倍にするというから、それで清花あんたが鵜飼君をイチコロにすりゃいいって寸すん法ぽうよ」

「イチコロって……それが作戦？」

「アタシらは二人が盛もり上がるようなシチュエーションを作ったげるから、大船に乗った気で任まかせときゃいーのよ」

「シチュエーションというと、例えばどんな？」

「例えば？　そうね……え～っと……」

　とたんに香苗の視線が泳ぎ始める。

「まあお祭だし、行けばなんとかなるわよ！　その辺は力リキんで横おう柄へいに」

「臨りん機き応おう変へん？」

「そうそう、そんな感じ」

（──ダメそうだ）

　これで参さん謀ぼう気取りだから困こまったものである。清花は早くも暗あん澹たんたる気分になったが、香苗は気にする様子もなくパンパンと手を叩たたいた。

「さあ着き替がえるわよ。この勝負……必ず勝つ！」




　溝渕に浴衣を着付けるのを手伝っていた城戸は、帯を締しめてからいったん離はなれて見て、難むずかしい顔で首をかしげた。着付け方は正しいはずなのになぜか不自然に見える。

「どうも似に合あわないなあ。だいたいお前、ウエストが細すぎんだよ。身体からだの厚あつみのバランスがおかしいっつーか、体形が日本人離れしてるっつーか。やっぱ腹はらんところにタオルを挟はさんで──」

　シュパン！

　男子と女子の部屋を仕切っている襖が勢いきおいよく開いたかと思うと、目がチカチカするようなショッキングピンクの塊かたまりが飛び出してくる。

　その正体は浴衣姿の瑞穂だった。ピンク地に可愛かわいいカエルの柄がらの入った浴衣に、黄色い兵へ児こ帯おびを締めている。

　続いて出てきた清花は白地にアサガオ柄の浴衣に紺こん色いろ帯、香苗は黒地に派は手でな花火柄の浴衣にクリーム色の帯と、ある意味イメージ通りのチョイスだった。

　しかし四人目の樹が現あらわれると、城戸の顔は一いつ瞬しゆんにして強こわ張ばった。

　樹が着ているのは白い半はん衿えり付つきの緋ひ色いろの着物で、胸むな元もとを大だい胆たんにくつろげて色気を出していた。長身の樹が引きずるくらい裾すそが長い。

「もう最初に突っ込んどく──それ浴衣じゃなくて長襦袢だから！　お前は花おい魁らんかっつーの!!」

　樹は間ま違ちがったわけではない。この一つのボケのためにわざわざ一着用意してきたのだ。

　しかし突っ込むべき本命は樹ではないことを城戸は見み抜ぬいていた。

（波こ多い野つはオチと見せかけたフェイクだ！）

　城戸は樹の前に出てきた三人に目を向けた。

「よーしお前ら、ちょっとバンザイしてみろ」

「なんで～？」

「いいから！」

　城戸に言われて三人は渋しぶ々しぶ両手を挙げるが、途と中ちゆうで引っかかったように肩かたより上に腕うでが上がらない。

「窮きゆう屈くつだろ？　余よ裕ゆうを持たせてないからだ。それともう一つ……お前ら全員左前だ！」

「左前って？　ちゃんと衿は右の方が前にきてるけど」

　清花が衿の合わせ目に触ふれながら聞き返す。

「それ逆だから。前まえ身み頃ごろの肌はだに触れる方を『前』って言うんだ。左の方が表にくるのが正しい」

「確たしか男と女じゃ逆ぎやくになるんだよね？」

「違ちがぁ～～う！　それは洋服！　和服は男も女も右前なの!!」

　香苗の知ったかぶり発言を城戸は全力で否ひ定ていした。三人は困こん惑わくした顔を見合わせる。

「一目見て分かった。お前ら、浴衣ゆかたの正しい着付け方を知らないだろ!?」

「ダメなの？　この着方」

「全然ダメ。〇点。もう正直ガッカリだよ。とてもじゃないけどそんな着付け方じゃ悩のう殺さつなんて無理無理」

　城戸は瑞穂の背はい後ごに回ると、兵児帯を解とき始めた。

「きゃ～！」

「え～い、うるさい！　手本を見せてやるからじっとしてろ」

　兵児帯を解いてみると案の定、瑞穂は一本の腰こし紐ひもだけで浴衣を着付けていた。男なら腰紐と帯で十分だが、女の場合は着付け方が異ことなり、おはしょり（身み丈たけの余あまりを腰の所でたくし上げること）に腰紐を使い、胸むね紐ひもを締めた上からさらに伊だ達て締じめをする。

　城戸は腰紐を解とくと前身頃を合わせ直し、裾の位置を調整してたくし上げ腰こし骨ぼねの位置に腰紐を巻まいて締めた。この時点で上半身は一見だぶついた感じになるが、衿を整えて胸紐を締め、伊達締めで余よ計けいなおはしょりを押さえると綺き麗れいに着付けが完かん了りようした。

「よし、もっぺんバンザイしてみな」

　瑞穂の両りよう腕うでは今度は何の抵てい抗こうもなくスッと上がった。上体を左右にひねっても引っかかりがない。

「うわ～すっげー楽ち～ん！　キドッチ、なんで浴衣の着付けなんてできんの？」

「うちの妹を実験台にしてみっちり予習したからな」

　最後に兵児帯を締め、リボン結びを作って完成させる。着ているものは同じなのに以前とは雲うん泥でいの差のある涼すずしげな仕上がりを見て、清花と香苗は複ふく雑ざつな表ひよう情じようでうなった。

「さっきと比べて三割わり増まし可愛かわいくなったわ」

「ちょっと回ってみ？」

　二人で瑞穂を挟はさんでぐるぐる回してみる。三六〇度どこから見ても隙すきがない。

「納なつ得とくできないわね。ＭＮＯのくせに浴衣の着付けが完かん璧ぺきなんて」

「振ふり袖そでの着付けも出来るぞ。それに比くらべりゃ浴衣なんて簡かん単たんなもんだ」

「なにぃ!?　あ……あんた、まさか実はいいとこの子？」

「そういうわけじゃないけど……」

「じゃあなんで出来るの？」

　三人から尊そん敬けいの眼まな差ざしを向けられ、城戸は照れ笑いを浮うかべて鼻の頭を搔かいた。

「雑ざつ誌しとかラジオの体たい験けん談だんなんかでよくあるだろ？　晴れ着を着た女の子とデートして、脱ぬがしたはいいんだけど着せ方が分かんなくて大弱りってパターン。将しよう来らい的に万が一、そんなピンチに陥おちいった時に華か麗れいに切り抜ぬけるにはどうするかって考えて、こりゃもう男の方が着付けの方法をマスターするしかないって思ってさ」

「…………」

　香苗たちの顔から表情が消えた。三人は樹のところに小走りに集合すると、額ひたいを付き合わせて小声で意見を述のべ合った。

「……やっぱりバカなのかな？」

「バカなんじゃないの？」

「一いつ瞬しゆんでも尊敬した自分が恥はずかしいわ！」

「努力の方向を間ま違ちがえてるような……」

　自分の株かぶが激はげしく乱らん高こう下げしたことにも気付かず、城戸はニコニコ笑っている。




　　　　☆




　鵜飼がダミアンを連れて戻もどってきた頃ころ、女子の着き替がえは完了していた。

　実のところ浴衣の着付けについては樹が心得ていたため、城戸の手を借りるまでもなかったのである。

　樹が帯の結び方のバリエーションまで完璧にマスターしていたのを知った城戸は「俺おれを試ためすのもたいがいにしろ！」と憤ふん慨がいしたが、その抗こう議ぎが聞き入れられることはなかった。

　瑞穂と香苗、清花の三人は自分たちが和服の基き本ほんすら知らなかったことを棚たなに上げ、鵜飼とダミアンの浴衣の着付けがなっていないと文もん句くをつけた。

「浴衣もちゃんと着れないなんて、これだから男の子はダメなのよ。日本の伝でん統とう文化をないがしろにして」

　などと手前勝手なことを言いつつ、恩おん着きせがましく二人の浴衣を着付け直した。もちろんこっそり樹に意見を伺うかがいながらの作業である。

「くそ～、チヤホヤされやがって……」

　城戸は女子に世話を焼かれる二人に嫉しつ妬としたが、ここで裏うら事じ情じようを暴ばく露ろするほど野や暮ぼではない。清花が鵜飼に対してポイントを稼かせげるように協力するのがそもそもの役目である。着付けをマスターしていなかったとしても、チヤホヤされるどころか放っておかれるのがオチだと分かっていた。

　城戸は部屋の隅すみで独ひとり寂さびしく浴衣に着替えた。小太り体形なので溝渕のように胴どう回まわりにタオルを挟はさんで補ほ正せいする必要はない。

　スリップを着けている清花たちとは違ちがい、城戸は肌はだ襦じゆ袢ばんと裾すそ除よけを用意し下着まで和わ装そうで揃そろえていた。汗あせっかきなので素す肌はだに直ちよく接せつ浴衣を着ると透すけてしまって見み栄ばえが悪いからだ。

　角帯を貝の口の形に締しめて下か腹ふく部ぶ辺りまでぐっと下げると、身が引き締まり、もやもやした気分が不思議と落ち着いた。姿すがた見みで確かく認にんすると我われながら見事に決まっていて気分がいい。着る機会はほとんどないが和服が似に合あう体形だと城戸は内心自画自じ賛さんしていた。

　やっこさんのように袖そでの中に手を入れ、身体からだをクネクネさせてみる。落語家が噺はなしの中で演えんじるオカマのキャラが好きで、着物を着るとつい真ま似ねしてしまうのだ。

　姿見に映うつる自分の背はい後ごに音もなく不気味な人ひと影かげが現あらわれるのを見て、城戸の背せ筋すじに寒気が走った。

　一いつ瞬しゆんオバケかと思ったがそうではなかった。波多野樹である。先ほどの遊女を思わせる緋ひ色いろの長なが襦じゆ袢ばんから、黄色の市松模も様ようにトンボが舞まう涼しげな柄がらの浴衣に着替えている。

「ちょっと……」

「え？　なに？　なに!?」

　樹は城戸の袖を引いて廊下に連れ出した。手て拭ぬぐいに挟はさんだ扇子せんすを城戸に持たせ、耳元でささやく。

「こっちの準じゆん備びができたら出で囃ばや子しを流すから入ってきて」

「どういうことだよ!?」

「日米の友好のためよ……」

　謎なぞの言葉を残して樹は部屋に戻もどり、城戸は独り廊ろう下かに取り残される。何がどうなっているのか考える間もなく、調子のいい三しや味み線せんと太たい鼓この音が聞こえてきた。

　テンテンテンツクツクテントン……

　紛まごう方かたなき落語の出囃子である。寄よ席せに行ったことはないがそれくらいのことは常じよう識しきで分かる。分からないのは自分に求められている役回りだった。樹はいったい自分に何をさせるつもりなのか。

　出囃子は一分と経たたずに終わりそうだった。躊ちゆう躇ちよしている余よ裕ゆうはない。城戸は意を決し、樹に言われた通りに襖ふすまを開けて部屋に入った。

　男子と女子の間を仕切っていた襖が外されて十六畳じようほどの広間になっていた。七人は女子の部屋の方に並ならんで座すわっていて、男子の部屋の真ん中には座ざ布ぶ団とんが一枚まいだけ置かれている。城戸は一目で状じよう況きようを把は握あくした。お笑いを一席やれというのだ。

　芸人を志こころざす身としてここで『できません』と辞じ退たいする選せん択たく肢しはなかった。城戸はすべて予定通りという風を装よそおい、何食わぬ顔で用意された座布団に正せい座ざした。深々と一礼すると、懐ふところから取り出した扇子をパチンと鳴らす。

「ええ～……」

　口を半ば開いたところで城戸の動きが止まった。樹がテレビ番組のＡＤのようにスケッチブックで指し示じを出している。その内ない容ように度ど肝ぎもを抜ぬかれたのだ。

『ハリウッド落語』

　あまりに異い質しつな単語の組み合わせに城戸は目まいすら覚えた。

（ぬわ～んだそりゃぁぁ!?）

　心の中だけで思い切り前のめりに突つっ込こむ。ハリウッド風の落語とはいったい何なのか──？

　そもそも普ふ通つうの落語ですら「寿じゆ限げ無む」の大まかなストーリーを知っているくらいで、ネタの要かなめである長い名前をちゃんと言える自信もない。

　完全な無む茶ちや振ぶりである。落語の体てい裁さいだけとって中身は城戸の好きにさせてくれればいいものを、樹にその気はないらしい。

　居い並ならぶ客の真ん中にはダミアンがいた。

　日米友好のためとは、つまりダミアンを楽しませることが主な目的ということだ。だが日本語の日にち常じよう会話ができるとはいえ、普ふ通つうに落語をやったとしても通じるかどうかは疑うたがわしい。ダミアンに理り解かいできる話をやるとなると──

「ええ～、世の中にはどーにも運の悪い奴やつってのがいるもんでして……」

　発想のヒントを摑つかむと、城戸の口からすらすらと言葉が出てきた。

「その昔、江戸に幕まく蓮れん譲じよう左右衛ざえ門もんなる腕うで利ききの同心がおりました。同心というのはまあ現げん代だいで言うところの刑けい事じや警けい察さつ官かんですな。この譲左右衛門、結けつ婚こんして二人の子こ供どもをもうけていましたが家族は西の都住まい。いわゆる単身赴ふ任にんをしております。年の瀬せも押おし詰つまった十二月二十四日、西洋で言うところのクリスマスイブの夕ゆう刻こく、離はなれて暮くらしていた女によう房ぼうに久ひさしぶりに会おうとやって参りました空の港。そこで譲左右衛門を出で迎むかえましたのは、長駕か籠ご担かつぎの黒人アーガイルこと権ごん助すけ」
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「アーガイルって!?」

　鵜飼が小声で疑ぎ念ねんを口にする。ダミアンを除のぞく他の五人も城戸が何を話そうとしているのか薄うす々うす勘かんづいていた。

「女房が勤つとめている大おお店だなの主人の使いだと申します権助の駕籠に揺ゆられ、譲左右衛門は忘ぼう年ねん会かいの会場に向かいます。着いた先は雲を突つくような豪ごう壮そうな楼ろう閣かく。受付で女房の名前を言って名めい簿ぼを調べてもらいますが該がい当とうする名前がない。試ためしに女房の旧きゆう姓せいを言ってみると登録されているのはそちらの名前だったというから譲左右衛門は面おも白しろくない。店で働くには独どく身しんを装よそおっていた方が都合がいいからと旧姓を名乗っていたわけですな。宴えん会かいに乗り込んだ譲左右衛門は店の主人との挨あい拶さつもそこそこに女房を連れ出し、別室で名前の件けんについて問い質ただします。『お前は俺の女房で二人の子供の母親なんだよ。それなのに独身気取りとはどういう了りよう見けんだい』と詰め寄よる旦だん那なに女房もカチンときて『なによあたしの苦労も知らないで』と言い返します。売り言葉に買い言葉というやつですな。本当は仲直りしようとやってきたはずが、互たがいに譲ゆずらぬ意固地な性せい格かくが災わざわいして大おお喧げん嘩か。怒おこった女房は旦だん那なを部屋に残して宴会に戻もどってしまいます。

　さて一方その頃ころ、宴もたけなわの楼閣に忍しのび寄る怪あやしげな一いち団だんの姿すがたがありました。凄すご腕うでの盗とう賊ぞく来く留る場ば半はん素す郎ろうに率ひきいられた冷れい酷こく非ひ情じようの強ごう盗とう団だんです。受付の守しゆ衛えいをあっさり片かた付づけた盗とう賊ぞくたちは楼閣を封ふう鎖さし、宴会の会場に乗り込むと、浮うかれている使用人たち全員をあれよという間に人ひと質じちにしてしまいます。

　半素郎は捕とらえた主人から楼閣の蔵くらを開くための秘ひ密みつの番号を聞き出そうとします。強盗団の狙いは蔵の中身のお宝たからだったのです。ところがこの主人は頑がんとして口を割わらない。頭にきた半素郎は主人を無む惨ざんにも殺してしまいます。

　別室にいて強盗たちの目から逃のがれていた譲左右衛門は、様子を見に来てその現げん場ばを目もく撃げきします。同心のくせにむざむざ店の主人を見殺しにしてしまったことを悔くやむ譲左右衛門。しかしこちらはたったの一人。多た勢ぜいに無勢じゃ正面からまともにやり合ったところで返り討うちにあうのがオチ。よし、それならば楼閣の外に助けを求めようと考えた。上の階へ上った譲左右衛門は火の見み櫓やぐらの半はん鐘しようを鳴らしたのです──」

　物語がようやく本ほん筋すじに入ったところで鵜飼の手が挙がった。

「その話──確たしかパート３まであるよな!?」

「ああ、海外版ばんの話？」

「原作日本じゃねえし、江戸時代に持ってくるのは無理ありすぎだろ！　そのすぐ後で出てくる黒人の警けい官かんの名前はどうするんだ？」

「法得ノ介」

「ポウエルノスケって!?」

「昔、火付け盗賊と間ま違ちがえて子こ供どもを斬きっちゃったというトラウマが……」

　城戸は自分の口からスラスラと出で任まかせが飛び出す現げん象しようが面おも白しろくなってきていた。しかし根本的な問題として城戸がやっているのは落語ではなく講こう談だんである。

　城戸に退しりぞくつもりがないのを知った鵜飼は諦あきらめたように言った。

「それ、フルにやろうとすると二時間かかるから……せめて短くまとめてくれ」

「ＯＫ」

　鵜飼のリクエスト通り、城戸はストーリーを端はし折よりまくって十分にまとめた。このハリウッド落語ならぬ〈講談・大派亜怒ダイ・ハード〉はなぜかダミアンに絶ぜつ賛さんされた。




　　　　三




　夏祭は旅館から徒歩十五分ほどの、丘おかの上にある神社で行われていた。

　とりたてて有名な神社ではなく、他よ所そからの観光客が大挙してやってくるような規き模ぼの大きな祭でもない。猿さる回まわしなどのちょっとした催もよおし物や露ろ店てんを目当てに主に地元の住民が集まってくる、ごくありふれた素そ朴ぼくな祭である──

「……という話のわりには、ずいぶんと人出が多くない？」

　旅館の女将おかみから仕入れた情じよう報ほうとは若じやつ干かん食い違ちがう盛せい況きようぶりに、清花は小首をかしげた。

　石いし段だんを上りきったところから続く参道の両側には所ところ狭せましと露店が並ならび、浴衣ゆかた姿すがたの客でごったがえしている。どうやら最も混こみ合う時間帯に当たったらしい。

　日本の祭を見るのは初めてというダミアンは大喜びだった。それ以上にはしゃいでいるのは、ここぞとばかりにエスコート役を買って出た三人である。

「祭といえば金魚すくいは外せないわ！」

「金魚なんて東京まで持って帰れるわけないだろ？　ジャパニーズ・ヒーローのお面を買うのが第一歩だ」

「リンゴあめ食べた～い！」

「あんな狂くるった食い物はいらん！」

「じゃあチョコバナナ」

「それ瑞穂が食べたいだけでしょ!?」

　鵜飼と瑞穂、香苗の三人に腕うでを引かれて右う往おう左さ往おうするダミアンを後ろから眺ながめながら、城戸はため息をついた。

「俺ら、何しに来たんだっけ？」

「祭を楽しみに──だと思うが」

　溝渕が答える。

「悩殺大作戦おーあうあいあふへん……」

　おかしな声に振ふり向くと、樹がチョコバナナを口にくわえていた。いつの間に買ったのか油ゆ断だんも隙すきもない。

「《悩のう殺さつ！　浴衣美人ドッキリ大作戦》っていってもなあ……この人込みん中じゃそれどころじゃないぞ？　あいつらはダミアンを悩殺するのに夢む中ちゆうだし」

　本来主役であるはずの清花は、鵜飼たち四人の後ろを歩きながら不満げに唇くちびるを尖とがらせていた。せっかくの浴衣姿なのに、鵜飼はちっとも自分を見ようとはしてくれない。

　ダミアンをダシにして祭に連れ出したはいいが、頼たのみの香苗と瑞穂が一いつ緒しよにはしゃいでいては本末転てん倒とうだった。

　しかし二人を責せめるわけにはいかない。昨日の件けんで自分が我われを忘わすれて余よ計けいなことをしたばっかりに事じ態たいがややこしくなったのだ。自分自身を呪のろうしかなかった。

「──殿村」

　顔を上げた清花は、自分に声をかけてきたのが溝渕だと知って驚おどろいた。クラスメートで鵜飼の友人というだけで、溝渕とはとくに二人きりで話す機会はなかった。女子にまるで興きよう味みのなさそうな溝渕の方から話しかけてくるとは予想外のことだ。

　横に並ならんだ溝渕は、清花の方に直ちよく接せつ目を向けることはせずに、前方の鵜飼たちを見ながら独ひとり言のように言った。

「お前は鵜飼をどうしたい？」

「……ど、どうって？」

「どういう関係が望みだ？　友達か？　それ以上か？」

　ひどくざっくりとした分類だが、硬こう派はな溝渕らしい物言いといえる。しかし溝渕にあらためて問われて、清花は自分と鵜飼了介との関係を考えてみた。

　家が隣となり同どう士しで同い年、中二の事じ件けんがきっかけで疎そ遠えんになるまでは毎日一いつ緒しよに遊んでいた間あいだ柄がらである。もう一度以前の関係に戻もどりたいか──そう自問してみると、出てくる答えは必ずしも単たん純じゆんな『ＹＥＳ』ではないように思えた。

　気まずくなってしまった関係を修しゆう復ふくしたいという気持ちは確たしかにある。しかしただ修復するだけでは友達の一人にしかなれないだろう。現げん在ざいの清花が望むのは友達よりももっと親しん密みつな関係だった。

「やっぱり、友達以上……かな」

「お前は自分のことしか考えていない」

　真しん剣けんを真っ向から振り下ろすような正せい論ろんに、清花は脳のう天てんから真っ二つにされたような衝しよう撃げきを受けた。単刀直入という四字熟じゆく語ごの意味を体感したと悟さとった。

「俺おれは女のことはよく分からんが、男のことならおおよそ想そう像ぞうがつく。男は女が思っているよりずっとデリケートな生き物だ。優やさしく扱あつかえ」

　溝渕は清花の受けた衝撃を意に介かいさない様子で続けた。

「鵜飼はお前を嫌きらってるわけじゃない。だが受け入れる準じゆん備びができていない。ゴリ押ししたところで鵜飼の方はパニックになるだけだ。何もいいことはない」

「じゃ、じゃあ……どうすればいいのよ？」

「近ちか寄よってもいいが、何もしないことだ」

「何もしない……？」
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「犬が人を嚙かむのは人を怖こわがっているからだ。鵜飼も殿村を怖がっている。鵜飼を安心させてやることが第一だ」

　溝渕の話はいたってシンプルだった。自分が了介に怖がられているという考え方は清花の認にん識しきにはなかったポイントである。了介が頭で許ゆるしてくれたとしても生理的な恐きよう怖ふ感を払ふつ拭しよくできなければ敬けい遠えんされ続けるだろう。

　しかし了介を安心させるといっても具体的に何をどうすればいいのか、清花には想像もつかなかった。

「鵜飼がその気になるまで待てるなら、協力してやってもいい」

「え？」

　言うが早いか、溝渕は歩を早めてダミアンのグループに追いつき、香苗に何事か耳打ちした。香苗は清花の方をちらりと見て頷うなずく。

　戻もどってきた溝渕が清花にささやいた。

「人ひと込ごみではぐれたフリをして別れるから、鵜飼と二人きりになれ。一時間後に鳥とり居いのところで合流する。分かってると思うが……」

「何もするな、でしょ？」

　清花がそう言うと、溝渕は仏ぶつ頂ちよう面づらで頷いた。




　鵜飼と清花を二人きりにするというアイデアを溝渕から聞かされた香苗がまず考えたのは、このチャンスを利用してダミアンを独ひとり占じめできないかということだった。しかし策さくを弄ろうすることをよしとしない香苗は、瑞穂に小声で交こう渉しようを持ちかける。

「清花と鵜飼君をくっつけるために、男女ペアになってバラけようってアイデアなんだけど……どっちがダミアンとペアになるか、勝負で決めない？」

「ふふ～ん、いいわよ。種目は？」

「金魚すくい」

「乗った！」

　二人はさっそく近くにある金魚すくいの露ろ店てんに立ち寄よった。

「負っけないわよ～カナちゃん！」

　二の腕うでまで袖そでを捲まくる瑞穂。

「アタシに勝てるなんて思わないことね」

　ポイを受け取る前から狙ねらい目の金魚を見定める香苗。鵜飼から金魚すくいのルールを説明されたダミアンが訊たずねた。

「リョースケ、二人のどっち勝つと思う？」

「実力が同じなら……こっちだな」

　二人が店主からポイを渡わたされるのを見てから、鵜飼は瑞穂の方を指さした。

　結果──香苗のポイは早々に破やぶれ、鵜飼の予想した通り瑞穂が勝利した。しかも二対八と大差をつけて。

　どうして分かったのか不思議そうなダミアンに、鵜飼は小声で説明した。

　お祭で使われるポイには二種類あり、その違ちがいは張はられている和紙の厚あつさにあった。紙が厚いポイは主に女じよ性せいや子こ供ども用ようで、それより薄うすい標ひよう準じゆん的な厚さのポイは男性用である。もちろん厚い方がたくさんすくえるが、客自身がポイを選べるわけではない。店主が客を見て判はん断だんし、どちらを渡すか決めているのだ。

　瑞穂は実じつ際さいの年ねん齢れいよりも幼おさなく見え、香苗は女でも金魚すくいが得意そうに見える。二人の対決が平等になるようにと気を利きかして店主が厚い方のポイを瑞穂に渡すことは十分に予想できた。店の前に並ならんだ瞬しゆん間かんに勝負は決まっていたといえる。

「えっへっへ～、悪いわね。カナちゃん」

　ギリギリと歯がみする香苗の目の前に戦利品の金魚の袋ふくろを掲かかげて見せながら、瑞穂はぺろっと舌したを出した。




　　　　四




　参道を奥おくへと進み拝はい殿でんの近くにくると、人込みの密みつ度どが急に増ました。この混こん雑ざつを利用して四組に分かれる手て筈はずだった。

　八人グループからまず最さい後こう尾びの城戸＆樹が離はなれ、次に溝渕と香苗、そしてダミアンと瑞穂が鵜飼を撒まく──ここが難むずかしいポイントだが、清花が鵜飼をしっかり捕つかまえておけば問題はないはずだった。

　しかし拝殿前の人込みに突とつ入にゆうしたとたん、清花はほんの一メートル先にあった鵜飼の背せ中なかを見失った。

（──えっ？　ウソ!!）

　慌あわてて前に出ようとするが人の流れに遮さえぎられて立ち往おう生じようしてしまう。どうにか人込みをかき分けて抜ぬけ出すと、鵜飼に追いついて浴衣ゆかたの袖そでを摑つかんだ。

「あの……何でしょう？」

　聞き覚えのない声が返ってくる。振ふり向いた顔は鵜飼とは別人だった。浴衣の柄がらと背せ格かつ好こうが似ていたため見み誤あやまったのだ。清花は顔を真っ赤にして謝あやまり、慌てて周囲を見回した。

　人込みで見通しが悪く、比ひ較かく的小柄な鵜飼の姿すがたは見つけられなかった。香苗や瑞穂の姿もない。

　しばらく人の波を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた清花は、鵜飼と二人きりになろうとして自分一人だけがはぐれてしまったことをようやく理り解かいした。




　グループから離れた溝渕と香苗は、少し距きよ離りを置いて鵜飼と清花の二人の様子を見守るつもりだった。

　人込みに紛まぎれて姿の見えなくなった清花を追おうとした溝渕の前に、妙みような男が立ちはだかった。

「よう、俺を覚えてるか？」

「知らないな」

　無む視しして横を通り抜けようとすると、男は前に回って通せんぼする。

「昨日、俺の顔面に蹴けりをくれたろ？　忘わすれたとは言わせねえぞ」

　溝渕は男を見た。ジャガイモに似にた厳いかつい面つらに見覚えはないが、赤地のアロハシャツにトレパン、ビーチサンダル履ばきという格好で気付いた。昨日の暴ぼう走そうスクーターのライダーである。

「ちょっと顔貸かせや。話があるんだ……人ひと気けのないとこでな」

　いつの間にか、溝渕と香苗はアロハ男の取り巻まきらしい数人の男たちに囲まれていた。

「やれやれ……」

　溝渕は男の肩かた越ごしに清花の消えた人込みに視線を送った。

「オラ、どこ見てやがる!?」

　アロハ男が浴衣ゆかたの胸むな倉ぐらを摑もうと右手を伸のばしてくる。溝渕はその手首を左手で摑んで引き寄よせると同時に、右の肘ひじを男の鼻っ柱にフック気味に叩たたき込んだ。

「ぶげっ！」

　鼻の軟なん骨こつがひしゃげ、二本の赤い筋すじが顎あごの先まで流れて落ちる。

「もう一度言う──失せろ」




　　　　☆




　清花は鵜飼や他の友人たちの姿を捜さがして境けい内だいを歩き回った。それほど広大な敷しき地ちでもないのに、人込みのせいか二〇分近く経たっても一人も見つけられずにいた。

　やがて履き慣なれない下げ駄たのため足の痛いたみを感じはじめた清花は本ほん殿でんの方に続く石いし段だんを上り、高い位置から見下ろして捜すことにした。しかしすでに日は沈しずみ、露ろ店てんや神社の灯とう籠ろうの明かりだけでは人込みの中の知り合いの顔を見つけ出すのは困こん難なんになっている。

　石段に腰こし掛かけた清花は、揃そろえた膝ひざの上に頰ほお杖づえをつき、人の波をぼうっと眺ながめながら深々とため息を吐ついた。

（しくじった……）

　せっかくのお膳ぜん立だてを、またもや自分のミスでオジャンにしてしまった。

　こんなことなら余よ計けいなことなんか考えずに普ふ通つうにお祭を楽しんだ方がどれほど良かったか──そう思うと、清花の気分は果てしなく落ち込んでいく。

「どうしたの？　気分でも悪いの？」

　不意に声をかけられて顔を上げると、相手は大学生らしい若わか者ものの三人組だった。そこそこ男前だが軽けい薄はくそうな雰ふん囲い気きで、風紀委員としては敬けい遠えんしたいタイプだ。

「いえ、別に……お構かまいなく」

「でも顔色悪いよ。こんなところで休んでたらお尻しり冷えちゃうだろ？　俺ら車で来てるからさ、よければ家まで送ってあげようか？」

「結けつ構こうです。連れがいますから」

「まあまあ、そう遠えん慮りよすることないじゃん。すぐそこに止めてあるからさあ」

　はっきり断ことわったのに大学生たちは立ち去ろうとしなかった。それどころか清花の腕うでを摑んで立たせようとする。その強ごう引いんさに、清花ははっきり身の危き険けんを感じた。




　ダミアンと瑞穂は参道から少し外れた場所で、傘かさを伏ふせたような奇き妙みような形のテントを見つけた。

　どうやら露店の一つらしく、表に出ている古ぼけた看かん板ばんには《占うらないの館やかた》とある。占い好きの瑞穂はそれを見た直後にダミアンの手を引いてテントに突とつ入にゆうしていた。

　テントの中は三畳じよう足らずと狭せまく、薄うす暗ぐらかった。丸いテーブルが置いてあり、そのテーブルをちょうどこちら側と向こう側に二分ぶん割かつするように天てん井じようから薄うす衣ぎぬが垂たれ下がっている。薄衣の向こうには、殺し屋のような白いスーツに身を包んだ白はく皙せきの美青年が腰掛けていた。

「来やがったな。本日のベストカップルが」

　占い師しらしからぬスーツの男は瑞穂に空いている椅い子すを勧すすめた。ベストカップルと呼よばれた瑞穂は機き嫌げん良よく座すわると、さっそく男に質しつ問もんする。

「ここって、どんな占いをしてくれるの？」

「お客のリクエストは必要ない。俺が勝手に占うから、黙だまって耳を傾かたむけな」

「ええ～っ!?」

　占い師の勝手極きわまる言い草に、瑞穂は頰ほおを膨ふくらませた。構かまわず占い師はパチンと指を弾はじく。

「今現げん在ざいのことを当ててみせよう……君たちは一いつ緒しよに来た友人と別行動をしているな？」

「え？　あ、はい、そうです！」

「その友人たちだが、彼らはもうすぐ──」

「も、もうすぐ？」

「オバケに出で遭あう」




　眩まぶしい光が清花を照らした。懐かい中ちゆう電でん灯とうの光が向けられたのだ。清花の腕うでを摑つかんでいた大学生は手を放した。

「よう、待たせたな」

　小型のマグライトを手に石いし段だんを上ってきたのは鵜飼了介だった。鵜飼はＬＥＤの強力な白色光を大学生たちの顔に向ける。

「俺の連れに何か用か？　用がないんなら消えろ」

　眩しさに顔を歪ゆがめた大学生たちは、いまいましげに舌した打うちすると立ち去った。

「了介君……」

　清花は抱だきつきたいほど感かん激げきしたが、溝渕に釘くぎを刺さされた通りに我が慢まんした。マグライトを懐ふところに仕し舞まった鵜飼は清花のそばに近ちか寄よると、バツが悪そうに頭を搔かいた。

「こんなとこで一人で何やってんだよ？　バカ野や郎ろう」

「捜さがしにきてくれたの？」

「ダミアンと須々木と一緒だったんだけど、一人で捜しに行けとか言うからよ……本当は十分くらい前に見つけてたんだが、なんか罠わなの臭においがしたんで見てたんだ」

「そうなんだ。ありがと」

　幼おさな馴な染じみとしてはその疑ぎ心しん暗あん鬼きぶりは深しん刻こくだが、鵜飼の方が先に清花を見つけていて、じっと見ていてくれたと思うと何な故ぜだか嬉うれしかった。

「ったく……何を落ち込んでるのかは知らないけどよ。清花、お前──」

「……なに？」

　清花は鵜飼の次の言葉を待った。しかしその沈ちん黙もくは、慌あわただしい足音によって破やぶられた。

　石段の下から駆かけ上がってくる人ひと影かげがあった。溝渕と香苗である。二人は清花たちに気付かずに横を通り過すぎ、本ほん殿でんの前で左に曲がった。

「クソッ、待ちやがれ！」

　溝渕たちを追って十人近い男たちの一いち団だんが後に続いた。先頭は目を血走らせたアロハ男である。

　清花と鵜飼は顔を見合わせた。

「今のは……何がどうなってんの？」

「とりあえず追っかけよう」

　二人は謎なぞの一団の後を追った。

　本殿の脇わきを抜ぬけると、眼がん下かに広場を見下ろす通路が続いていた。広場には古い歴史を感じさせる石いし造づくりの舞ぶ台たいがあり、篝かがり火びによりライトアップされた石舞台ではいましも神楽かぐらが始まろうとしているところだった。

　男たちに追われた溝渕と香苗は石舞台へ続く斜しや面めんを滑すべり下りた。神楽の邪じや魔まをすることになるかもしれないが、広場には大おお勢ぜいの見物客も集まっている。これだけの衆しゆう目もくがあればいかに非ひ常じよう識しきな連中とはいえさすがに自じ重ちようするだろうという目算があってのことだ。

　意を決して石舞台に躍おどり出た溝渕たちだったが、アロハ男率ひきいる暴ぼう走そう団だんは何も考えていないのか一緒に上がってきた。

　追いついた鵜飼と清花が見たのは、石舞台の上で男たちに囲まれている溝渕と香苗の姿すがただった。

「こんなところで乱らん闘とうなんかしたら警けい察さつ沙ざ汰たじゃない！」

「いや、この状じよう況きようなら下手な抵てい抗こうさえしなけりゃ……」

　被ひ害がい者しやにはなっても逮たい捕ほされることはない、と続けようとした鵜飼は絶ぜつ句くした。溝渕が浴衣ゆかたの諸もろ肌はだを脱ぬぎ、拳こぶしを構かまえて戦せん闘とう態たい勢せいに入ったからだ。香苗の方は完全に息が上がってへたり込こんでいる。

「あのバカ……!!」

　いくら溝渕でもこの数を一度に相手にするのは無理を通り越こして無む茶ちやだった。清花は鵜飼の肩かたを摑つかんで揺ゆさぶる。

「了介君、助けを呼よんだ方が……」

「いや、待て」

　鵜飼は警けい笛てきのホイッスルを用意しながら、周囲に視し線せんを走らせた。

「このパターンは……アレじゃないか？」

「アレって？」

　ザッ！

　頭上で木の枝えだが揺れたかと思うと、黒い塊かたまりが溝渕の目の前に降ふってきた。

　音もなく着地したそれは、丸めていた背せを伸のばしてゆっくりと立ち上がる。

　それは身長二メートルを超こえる大男だった。鵜飼たちがよく知る風ふう体ていのその男の顔は、またもや奇き妙みようなお面で隠かくされていた。金きん魚ぎよ鉢ばちを伏ふせたような輪りん郭かくに、スマイリーそのものの目と口、頭に一本だけ生えた髪かみの毛──

「なっ……なんだてめえは!?」

　アロハ男の問いに、お面の大男──ならぬＯオー男は野太い声で答えた。

「──バケラッタ」

「ああんっ!?」

　聞き返されたＯ男は改めて言い直す。

「バケ……」

　ぐるりと囲む男たちをなぞるように指さし、

「ラッタ」

　最後に立てた親指を真下に向ける。

　どうやら〝お前らを地じ獄ごくへ送る〟といった意味らしい。

「やっちまえ！」

　数人が一度にＯ男に襲おそいかかった。

「ボム！」

　謎の掛かけ声とともにＯ男が拳を振ふるうと、襲ってきた男たちの服が内側から風船のように膨ふくれあがって破は裂れつした。その爆ばく風ふうによるものか、男たちの身体からだはワイヤーアクションのように不自然な軌き道どうを描えがいて石いし舞ぶ台たいの外へ吹ふっ飛とばされていく。

　Ｏ男の拳は男たちに触ふれてもいなかった。演えん武ぶのように繰くり出すだけで服を破裂させ、丸まる裸はだかにしたうえに吹き飛ばすという怪かい現げん象しようを引き起こしているのだ。最初は不ふ穏おんな空気に包まれていた見物客も、何かのアトラクションかと勘かん違ちがいして歓かん声せいを上げる。

　手下の男たちはことごとく吹き飛ばされ、残ったのはアロハ男一人になった。悪い冗じよう談だんとしか思えない光景を目まの当たりにして、アロハ男はまたも同じ質しつ問もんを口にした。

「だっ……だから何なんだよ!?　てめえはよ～～～～ッ！」

「──貴様に名乗る名ないバケラツタ！」

　発音は変わらないくせにニュアンスだけで意味は伝わってきた。

「ボム!!」

　Ｏ式爆ばく裂れつ拳けんを正面から食らったアロハ男は裸に剝むかれながら観客の頭上を飛び越こえ、本ほん殿でんの屋根に激げき突とつして地面に落下した。

「あ、あの……先生？」

　香苗の呼よびかけにＯ男は振り返ると、

「──いちいち世話を焼かすなバケラツタ」

　そう一言残し、ロケットのように垂すい直ちよくジャンプして夜の闇やみに姿すがたを消した。

　爆裂拳を食らった男たちはピクリとも動かなくなっている。アトラクションではないことがバレて騒さわぎになる前に、溝渕と香苗は石舞台から退たい散さんした。




　鵜飼と清花、溝渕と香苗の四人が集合場所の鳥とり居いにやってくると、そこには別行動をとっていた城戸たちが待ち構かまえていた。

「ねえねえ、つかぬことを訊きくけどさ、あんたたち……もしかしてオバケに会った？」

　いきなり瑞穂の口から飛び出した問いに、四人は疲つかれた顔を見合わせた。

「オバケ……？」

「まあ、あれは確たしかにオバケだったな……額がく面めん通りの意味で」

　清花たちは一様に頰ほおを引きつらせて、乾かわいた笑い声をもらした。










　第六話　白昼のオーバーロード







　【主な登場人物】


　　・鵜う飼かい了りよう介すけ……意外と江戸っ子

　　・殿との村むら清さや花か……良りよう妻さい賢けん母ぼタイプと言い張はる女

　　・城き戸ど来らい人と……尻しりに敷しかれる男

　　・波は多た野の樹いつき……尻に敷く女

　　・仲なか内うち香か苗なえ……軽く見られる女

　　・須す々ず木き瑞みず穂ほ…案外抜ぬけ目のない女

　　・溝みぞ渕ぶち猛たけし………とくに何も気にしない男

　　・ダミアン……とくに何も考えていない男






　　　　一




「──でさあ、その後どうなってんのよ？」

「どうって？」

「お隣となりの彼とさ」

「……ああ、そのこと？」

「他に何があるってのよ。何か進しん展てんあった？」

「とくに接せつ触しよくはないわね」

「接触がない!?」

「そういえばあれ以来、顔も見てないわね」

「いったい何をやらかしてんのよ、あんたは！　そろそろお盆ぼんになろうかってのに、ただボーッと過すごしてただけ？」

「朝は予よ備び校こうの夏期講こう習しゆうに通って、昼は図書館で勉強して、夜は家で夏休みの課題をやってたのよ。あんたらと違ちがって遊び惚ほうけてたわけじゃないわよ」

「うわ～なに？　その、絵に描かいたようなガリ勉人生は!?　高校二年の夏は二度と戻もどらないのよ？　小こ関せき先生も言ってたでしょ？　『実じつ質しつ最後の夏休みなんだから勉強なんてやってる暇ひまがあったら全力で遊んでこい』って」

「無責任教きよう師しの戯ざれ言を真に受けるんじゃないわよ。後で泣きを見るのは自分なんだからね」

「でも一理あるじゃん」

「一理あったところで百害あったら収しゆう支しは結局大赤字でしょうが。だいたいなんで隣のクラスの担たん任にんの方を信用してるのよ？」

「二年Ｂ組うちの担任が規き格かく外がいだからよ」

「でも言ってることはまだマシよ」

「お面つけてところ構かまわず大おお暴あばれする奴やつの言うことが？」

「教え子のピンチに颯さつ爽そうと駆かけつけて助ける……助け方はともかくやってることは教師の鑑かがみじゃない。だいたいいつもあんたが余よ計けいなトラブルを招まねき寄よせるからお面男が降こう臨りんするんでしょ!?」

「アタシが呼よんでるわけじゃないわよ」

「結果的に無事だったからそう言えるのよ。少しは反省して大人しくしたら？　今度ヘマしても助けてもらえるとは限かぎらないんだから」

「夏休みだってのに家に籠こもってろって言うの？」

「羽目を外しすぎるなって言ってるわけよ」

「風紀委員みたいなこと言ってんじゃないわよ！」

「そりゃ言うわよ。風紀委員だもの」

「…………」

「…………」

「…………イヒヒ」

「笑って誤ご魔ま化かそうったって無む駄だよ。あんた、素すで忘わすれてたわね？　夏休みだからって油ゆ断だんしてるとあっという間にボケるわよ？」

「だから今日もこうして勉強会に来てるんじゃない」

「人がやった宿題を丸写しにしてるだけでしょ？」

「失礼ね！　写したことがバレないように、ちゃ～んとところどころ間ま違ちがえるようにはしてるわよ」

「そういうのを『ちゃんと』とは言わないの。いずれ天てん罰ばつが下るわよ。もしくは風紀委員の名に於おいて私が下す！」

「なんで急に堅かた物ぶつになってんのよ!?」

「あんたと違って反省したのよ。私みたいなもともと堅実な人間が、人に乗せられて柄がらにもないことをやるとロクな結果にならないってね」

「それって、もしかしてこの間のことを言ってるわけ？　アタシらが仲を取り持ったのが失敗だったってこと？」

「その通りよ。いい加か減げんなお膳ぜん立だて！　出たとこまかせの計画！　その場しのぎの対たい策さく！　儚はかない望みを捨すてきれずに泥どろ船ぶねに乗っかるのはもうたくさんなのよ!!」

「うぬう……人の親切を全ぜん否ひ定ていしやがったわね？　だったら聞きますけどね、アタシらの手助けなしで何ができたの？　現げんに隣に住んでいながら顔も見れてないじゃない」

「冷れい却きやく期間を置いてるのよ。この間の件けんで関係がこじれまくってるんだから、いったんリセットしてから……」

「それがダメだってのよ！　『鉄は熱いうちに打て』って言うじゃない。こじれたまんまで放置しとくと、その分だけ余よ計けいに顔を合わせづらくなるのよ。アタシに言わせりゃ、それは反省したんじゃなくて怖じ気づいてるだけよ！」

「くっ……」

「臆チ病キ者ンに風紀委員が務つとまると思ってんの!?　さあどうなのよ、さあさあさあ！」

「た……確たしかに、あんたの言うことにも一理あるかもしれないわね」

「ほーら見なさいよ」

「だったら次の作戦を聞かせてもらおうかしら」

「…………へ？」

「そこまで言うからには当然、用意してるんでしょうね？　次はどんな作戦を立ててるわけ？　教えてもらおうじゃない」

「それは……え～っと、その……考え中よ」

「結局ノープランなんでしょ？　そんなこったろうと思ったわよ。どうせアレでしょ？　飽あきたんでしょ？　他ひ人と事ごとだから」

「スルド……いや、そんなことはないわよ？　ほら、やっぱ人に頼たよってばかりだと人間成長しないじゃない？」

「その通りだわ。あんたも人に頼ってないで自分で宿題やったら？」

「それとこれとは」

「同じよ、同じ！」

「でもさあ、宿題なんてやってたら遊ぶヒマがなくなるじゃん」

「宿題を済すませてから遊ぶという発想はないわけね」

「だからさっさと終わらせようとしてるんじゃない！」

「大きな声を出すんじゃないわよ！」

　険けん悪あくかつ不毛なやり取りを横から眺ながめていた瑞穂は、うんざりした顔で訊たずねた。

「なんで二人して機き嫌げんが悪いの？」

『──暑いからよ！』

　香苗と清花の声が図はからずもハモった。

　香苗たち女子四人組がいるのは殿村家の二階にある清花の部屋である。

　夏休みの課題を効こう率りつよく片かた付づけるべく勉強会を開いたまではよかったが、今朝になって突とつ然ぜんクーラーが故こ障しようするというトラブルに見み舞まわれ、午後二時現げん在ざい、部屋は蒸むし風ぶ呂ろ状じよう態たいになっていた。清花の両親はともに冷れい房ぼうが苦手な体たい質しつで、クーラーは清花の部屋にしか設せつ置ちされていない。部屋のインテリアはほとんどが白と青で占しめられているが、その涼すずしげな見た目がまったく役に立たないほどの気温と湿しつ度どになっていた。小型の扇せん風ぷう機きが回っているが生なま温ぬるい風が送られてくるだけだ。

「あれ？　樹は？」

　清花は変化に気付いて訊ねた。正方形のテーブルを囲んでいるのは三人だけで、いつの間にか四人目の姿すがたが消えている。

「……あそこ」

　瑞穂が学がく習しゆう机づくえの方を指さした。机とベッドの間の幅はば三〇センチほどの狭せまい隙すき間まに何かが挟はさまっている。

　清花は眉み間けんにしわを寄よせて目を凝こらした。そこにいるのは細身の長身を折りたたみ傘がさのようにコンパクトに折り曲げた樹だった。屈くつ葬そうのような体たい勢せいで文庫本を読み耽ふけっている。

「……そこ、涼しい？」

　樹はコクリと頷うなずいた。スチール製せいの机の脚あしに密みつ着ちやくしているので冷たくてちょうどいいのだろう。狭せまいところが大好きなのは樹の習しゆう性せいで、今さら驚おどろくようなことではない。

　香苗が床ゆかに大の字に倒たおれ込こんだ。

「限げん界かい、もう限界よ！　涼しいとこ行こ……赤塚の図書館は!?」

「行くなら午前中のうちだったわね。今いま頃ごろ行っても席は空いてないわ」

「じゃあこの際さい贅ぜい沢たくは言わないから学校の図書館で……」

「今日は休館日」

　図書委員の樹の台詞せりふを聞き、香苗は溶とけそうな顔になった。

　ノックの音がした。清花が応おうじてドアを開けると、様子を見に来た母親だった。おやつの白玉あんみつの器が四つ載のったトレーを受け取る。

「電器屋さんはまだ？」

「来ないわよ。まだ呼よんでないから」

　清花は我が耳を疑うたがった。清花にうり二つの母親は涼しい顔で、

「どうせお盆ぼんを過すぎれば涼しくなるんだから」

「今日中に干ひからびちゃうわよ」

「それより清花、ちょっと──」

　何か話があるらしい。清花はあんみつをテーブルに置くと廊ろう下かに出る。

　一分ほどして戻もどってきた清花は軽い興こう奮ふん状じよう態たいにあった。甘かん味みに誘さそわれて隙間から這はい出てきた樹と一いつ緒しよにテーブルにつく。冷たい白玉あんみつを堪たん能のうして癒いやされている香苗たちに、清花は抑おさえた声で切り出した。

「どうやら次の作戦が決まったわよ」

「えええっ!?」

「了介君のご両親が今日から旅行で出で掛かけてるそうなのよ。了介君が一人で留る守す番ばんしてるんだけど、うちで晩ばんご飯を御ご馳ち走そうしようって話になってるわけ」

「長らく絶ぜつ交こうしてたんじゃないの？」

「親同士はすこぶる仲がいいのよ。で、お母さんが言うには了介君をうちに呼ぶか、作ったおかずを持って行くかの二択たくなんだけど……三つ目の選せん択たく肢しとして私が出向いていって作るのはどうかって」

「おお～っ!!　まさに王道！」

　香苗たち三人は色めき立ったが、清花の顔色はいまひとつ冴さえなかった。

「そこで相そう談だんなんだけど……正面から乗り込んでいったとして、了介君が大人しく私の作ったご飯を食べると思う？」

「全然思わない」

「家に上げてもらえず門もん前ぜん払ばらいかも」

「上げてもらえたとしても、料理を作ってる間に逃とう亡ぼうを図るんじゃない？」

　三人の口から出たのは、冷静な分ぶん析せきにより導みちびき出された惨さん憺たんたる予想だった。清花からすれば率そつ直ちよくすぎて頭に来るが、受け入れるしかない事実である。鵜飼家に乗り込む大たい義ぎ名分があっても、了介の側にそれを受け入れるつもりがなければそれまでだ。

「だから考えてほしいのよ。どうやって了介君に料理を食べさせるかを」

「…………」

　三人は互たがいに顔を見合わせたが、誰だれも言葉を発することなく、再ふたたび白玉あんみつを口に運び始める。

「あんたら三人揃そろってノーアイデア!?」

「慌あわてるんじゃないわよ。あんみつを食ってから考えても遅おそくないでしょ」

　香苗の意見はもっともらしかった。清花も自分のあんみつに手を付ける。白玉は母親の手作りで、黒くろ蜜みつと粒つぶ餡あんの甘味との相あい性しようが絶ぜつ妙みようだった。

「今日はやめといた方が……あ、でも逆ぎやくに考えればやっとくべきなのかな……」

　瑞穂が奇き妙みようなことをつぶやき始めた。聞き流すには気になる内ない容ようである。

「ちょっと瑞穂、それはどういう意味？」

「ん～っと、別に深い意味はないんだけど……」

「そうは思えないんだけど。それにあんた、今日はやけに大人しくない？」

「それがね～」

　瑞穂は自分のバッグから一冊さつの雑ざつ誌しを引っぱり出した。それを見て清花は不ふ吉きつな表ひよう情じようになった。ここしばらく見み慣なれたティーン向けの情じよう報ほう誌しだったからだ。

　瑞穂が開いたのは案の定、謎なぞの占せん星せい術じゆつ師しビター・マーシュの星ほし占うらないのページだった。

「で、今度は誰にどんな占いがヒットしたわけ？」

「誰にってわけじゃなくて……どうも最終回らしいのよね～」

「それで落ち込んでたの？　占いコーナーなんてどうせすぐ始まるのに」

「そうじゃないのよ。内容が変なの！　コトによるとこの世の終わりなんじゃないかって噂うわさで持ちきりなんだから」

「どういうこと？　ちょっと貸かしてみなさいよ」

　清花は瑞穂の手から雑誌を取り上げ、問題の占いコーナーを見た。いつもはパステルカラーを基き調ちようにしたカラフルな色いろ遣づかいだが、今回は毒々しい血のような赤一色という異い様ような誌面になっている。そして十三ある星せい座ざの占いの内容はすべて同一だった。

『太陽が盗ぬすまれ、空が真しん紅くに染まる時、何者も家の外へ出てはならない』

　その一文を目にして、清花はゾクリと悪お寒かんを感じた。星占いというよりは予言に近い。いつもは占いの対象者の条じよう件けんが事細かに指定されているのだがそれもなかった。確たしかにこれは尋じん常じようではないが、もともと占い全ぜん般ぱんに対して否ひ定てい的な立場の清花にしてみれば質たちの悪い冗じよう談だんとしか思えなかった。

「どうせこんなの話題作りでしょ？　気にすることなんてないわよ」

「ええ～～でも～～」

「今から心配したってしょうがないじゃない。信じるにしても、空が真っ赤になってから気にすれば？」

　不意に、音も立てずに樹が立ち上がった。普ふ段だんは猫ねこ背ぜになっている背を伸のばし、両手を後ろ手に組んで直立不動の姿し勢せいをとる。細いとはいえ一七八センチの長身はそれ相そう応おうの威い圧あつ感がある。

「総そう員いん、整列──ッ!!」

　いきなりの号令に、清花たち三人は訳わけも分からぬまま立って横一列に並ならんだ。どうしていきなり軍隊ごっこなのかは分からないが、樹がやる気を出しているのは珍めずらしいので付き合ってみる。

「番号──ッ！」

「いち」「に」「さ～ん！」

　清花、香苗、瑞穂の順で番号を言う。樹は満足したように頷うなずくと、

「では作戦内容を説明する。我われ々われはこれより隣となりの鵜飼宅に潜せん入にゆうし、ターゲットが在ざい宅たくの場合はただちにこれを制せい圧あつ、不在の場合は夕食の準じゆん備びをしつつ待ち伏ぶせ、ターゲットが帰宅したところを捕ほ獲かくする。何か質しつ問もんは？」

　香苗が手を挙げた。

「潜入って具体的にどうやって？　玄げん関かんからこっそりってわけにはいかないんじゃ……」

「それについては私にアイデアがあるわ」

　清花は自信ありげに進言した。作戦の成せい否ひのカギを自分が握にぎっていることを、清花自身がよく理り解かいしていた。

「皇こう国こくの興こう亡ぼうこの一戦にあり！　諸しよ君くんらの奮ふん闘とうに期待する」

　樹がどこかあさっての方角を指さしながら、高らかに作戦開始を宣せん言げんした。




　　　　二




　自室の窓まどから一階の屋根に降おりると、とたんに熱風が身体からだを包んだ。向かいの了介の部屋のエアコンの室外機からの風だ。

（灼しやく熱ねつ地じ獄ごくの原げん因いんはこれか！）

　清花は怒いかりを覚えたが、考えてみれば自分の部屋の室外機も了介の部屋の方を向いている。幼おさな馴な染じみの間にできた溝みぞの原げん因いんの一つは案外こんなところにあったのかもしれない。修しゆう理りついでに室外機の位置を変えてもらおうと清花は思った。

　室外機が動いているということは了介は在宅しているに違ちがいない。作戦は待ち伏せではなく強きよう襲しゆうによる制圧になるはずだ。

　屋根は熱く、サンダルを履はいて正せい解かいだった。足場を確かく認にんしてから部屋に手で合図を送る。香苗から小型の脚きや立たつを受け取ると、伸のばして一本の梯はし子ごに変形させ、了介の部屋の窓の下まで渡わたして橋をかけた。脚立の両りよう端はしが瓦かわらの段だん差さにピタリとはまり不安定感はない。清花は三年前まではこの方法で了介の部屋を訪ほう問もんしていたのだ。

　サンダルを脱ぬいで脚立の橋を渡り、了介の部屋の窓の下に移い動どうする。室外機の騒そう音おんで足音が消されるのはありがたかった。窓に手をかけてみると、幸いカギはかかっておらず抵てい抗こうなく開いた。数センチ開いて中の様子を窺うかがう。カーテン越ごしだがベッドに寝ね転ころがっている人ひと影かげが確認できた。クーラーをガンガンにかけているらしく冷気が顔に当たって心ここ地ちいい。

　清花がＯＫサインを出すと、香苗たち三人は順に屋根に降り、おっかなびっくりの足取りで橋を渡ってきた。全員が揃そろったところで手順を再さい確かく認にんする。最初に身軽な瑞穂が飛び込んで部屋のドアを封ふう鎖さ、退たい路ろを断たったところで清花・香苗・樹の順に突とつ入にゆうして了介を取り押おさえるという寸すん法ぽうである。

（──ＧＯ！）

　樹の合図で清花がゆっくりと窓を開け、瑞穂が了介の部屋に忍しのび込んだ。ベッドに寝転がっている了介は窓に背せを向けていて、侵しん入にゆう者しやにはまるで気付いていない様子だった。猫ねこのような忍び足でドアの前に立った瑞穂は、清花に（今のうちよ！）と手て振ぶりで指し示じを出す。清花が部屋に入り、香苗がそれに続く。了介は眠ねむっているのか、最後の樹が部屋に入ってきても反はん応のうがない。

（……どうしよう？）

　清花は目配せしたが、香苗は肩かたをすくめただけだった。ここまでトントン拍びよう子しに上う手まく行くと、決死の覚かく悟ごでやってきたのがアホらしく思える。

　香苗と瑞穂、樹は一いつ斉せいに了介の方にどうぞと手を差し伸べた。ここは清花が襲おそいかかる役回りということらしい。

（それではお言葉に甘あまえまして）

　清花はベッドに向かって一歩足を踏ふみ出し、おもむろにダイブした。

　ドスッ。

「はうううっ!?」

　さすがの了介もこの衝しよう撃げきには飛び起きたが、構かまわず押さえ込こみにかかる。しかし次の瞬しゆん間かん、清花は違い和わ感に気付いて反はん射しや的に身を引いた。

「ち……違う！　こいつは了介君じゃ──」

「ななななん──」

　香苗が背はい後ごから清花の口を手で塞ふさぎ、樹が了介の替かえ玉──城戸来人の口に人差し指を押し当てて黙だまらせた。

　城戸が了介の部屋にいるということは、清花たちの作戦を察知して影かげ武む者しやとして待ち伏せていた──わけではなく、単に遊びに来たに違いない。ならば了介は別の部屋にいるはずである。下手に騒さわいで悟さとられるわけにはいかなかった。それを理解した清花が頷うなずくと、香苗はようやく口から手を離はなした。

　ベッドの枕まくら元もとや床ゆかにはマンガの単行本が何なん冊さつか転がっている。了介のコレクションを読み耽ふけっているうちに寝てしまったというのが真相だろう。髪かみ形がたも体たい格かくもまるで違うのでしっかり観察すれば別人だとすぐに知れたはずだが、了介のベッドに了介以外の人間が寝ているとは予想外だったため最初から本物だと思い込んでいたのだ。

　樹は床ゆかに転がっていたモデルガンのチーフスペシャルを摑つかむと、撃げき鉄てつを起こし、銃じゆう口こうを城戸のこめかみにグリグリと押しつけた。

「鵜飼了介の居い場ば所しよを吐いてもらおうか……言えば生命だけは保ほ証しようしてやる」

　樹が耳元でささやくと、城戸は目を白黒させながら頷き、人差し指で真下を指さした。ベッドの下ではなく一階という意味だろう。

「こいつは私が抑おさえておく。貴き様さまらは先に行け」

　城戸を樹に任まかせ、清花たち三人は廊ろう下かに出た。鵜飼家の間取りは殿村家とは左右対たい称しようになっている。先せん導どうして階かい段だんの方に進みながら、清花は鏡の世界に入り込んだような奇き妙みような感覚を覚えた。整理整せい頓とんが行き届とどいている殿村家に比くらべ、鵜飼家は趣しゆ味み的な品がそこかしこに無む造ぞう作さに置かれていて乱らん雑ざつな印象がある。

　階段を降おりるとすぐ玄げん関かんである。そこから一階の奥おくへと進むと、左手にあるキッチンからゴムを打ち付けるような鈍にぶい音が聞こえてきた。

（台所に誰かいる？）

　清花は匍匐ほふく前進し、猫の目線で台所の中を窺うかがった。そのままの姿し勢せいで後こう退たいすると、香苗の手を摑んで耳打ちする。

「台所はあんたに任せたわ。あたしと瑞穂は先に行くから」

「へ？　どういうこと？」

「いいから！」

　理由も分からぬまま清花に背中を押され、香苗は台所の中に送り込まれた。

　台所に立っていたのは東南アジア諸国の人を思わせる浅黒い肌はだをした少年だった。短パン一丁の姿すがたで、贅ぜい肉にくのそぎ落とされた逞たくましい上半身をさらしている。

　少年は素す早ばやく振り向いて、精せい悍かんな顔を香苗に向けた。風ふう貌ぼうだけを見れば純じゆん朴ぼくを絵に描かいたような印象なのだが、目つきが野や獣じゆうのように鋭するどい。少年──溝渕猛ににらまれた香苗は引きつった愛あい想そ笑わらいを浮うかべながら手を振った。

「ハハ……ハァ～イ」

「来たのか」

　溝渕の口から出た言葉は問いかけというより確かく認にんだった。香苗がこの場に現あらわれたことについてことさら驚おどろいたり疑ぎ問もんを抱いだいたりはしていないらしく、その態たい度どは寛かん容ようというよりは無関心に近い。だがもし現れたのが香苗ではなく不ふ審しん者しやであったなら、溝渕はムエタイ使いの本ほん性しようを現して即そく座ざに襲おそいかかっているところだろう。清花がコソコソ隠かくれる代わりに香苗を人ひと身み御ご供くうとして差し出したのは賢けん明めいな判はん断だんといえる。

　溝渕は視し線せんを手元に戻もどして作業を再さい開かいした。直径五〇センチほどの大きなボウルを使って何かをこねている。香苗は興きよう味みを惹ひかれて近ちか寄よってみた。

「それ、なに？」

「蕎そ麦ばだ」

「粉から打ってんの？」

　見れば分かることなので愚ぐ問もんだった。それ以前にどうして溝渕がここにいて、なぜ蕎麦を打っているのかを質しつ問もんすべきなのだが、自分は不法侵しん入にゆうしている手前なんとなく訊ききづらかった。

　溝渕は慣なれた手つきで蕎麦玉を作っていく。

「──仲内」

「へ!?　な、なに？」

「蕎麦つゆを作ってくれ」

「ア、アタシが!?」

「俺おれは蕎麦を打つので手て一いつ杯ぱいだ」

「つゆぐらいあるんじゃ……」

　香苗は冷蔵庫を開けてみたが、市し販はんのつゆの瓶びんは見当たらなかった。

「そこの棚たなに鰹かつお節ぶしがあるから、それで出だ汁しを取ればいい」

「出汁から作るの!?　そんな本ほん格かく的てきな……」

「手打ちの蕎麦を市販のつゆで食べるのか？」

　言われてみればその通りなのだが、香苗の家ではめんつゆを作ったことはない。

「どうなっても知らないわよ」

　清花もいることだし、困こまったらバトンタッチすればいい──香苗はいつもの調子で軽く引き受けることにした。

　溝渕を香苗に任まかせて先に進んだ清花と瑞穂は、廊ろう下かの突つき当たりのドアを開けてリビングに到とう達たつした。テレビの音がやけに大きい。聞こえてくるのは勇ゆう壮そうなＢＧＭに銃の発はつ射しや音おんや派は手でな爆ばく発はつの効こう果か音おんばかりである。

　二人は観葉植物の陰かげから覗のぞき込んだ。リビングの大型テレビには清花たちが小学校に上がるよりも以前に放送していたような古いアニメが映うつっている。ビデオデッキで再さい生せいされているらしい。そのビデオを食い入るように鑑かん賞しようしているのは体たい育いく座ずわりした二人の少年だった。位置的に背せ中なかと後頭部しか見えないが一人は鵜飼了介、もう一人はダークブロンドの髪かみの白人である。

　清花と瑞穂は顔を見合わせ、頷うなずいた。指を三本立てて、一本ずつ折ってカウントダウンする。

（スリー、ツー、ワン……ＧＯ！）

　二人は同時に飛び出した。

　瑞穂はブロンドの少年に背はい後ごから近付き、両手で目め隠かくしをした。

「だ～れだ？」

「──ホワッツ!?」

　手を離はなすと白人の少年──ダミアンが笑え顔がおで振ふり向いた。

「ＯＨ、ミズホ～！　いつ来たノー？」

「ダミアンこそ、あたしにナイショで何してるの？」

「ンン～、リョースケに昔のアニメ見せてもらっテタヨ～」

「へえ～面おも白しろい～？」

「モチ、超ちようオモローイ」

　会うなりイチャつき始めた二人の隣となりでは、清花に背後から組み付かれ裸絞めスリーパーホールドで攻せめられている了介が猛もう烈れつな勢いきおいでタップしていた。
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　およそ一時間後──

　リビングに隣りん接せつした和室には、蕎そ麦ばをたぐる音が響ひびいていた。

　二つのテーブルをつないで延えん長ちようし、八人で食卓を囲んでいる。溝渕の打った蕎麦は大きなザルに山やま盛もりになっていた。もともとダミアンに和食を御ご馳ち走そうするのが目的で打ち始めた蕎麦だったが、そば粉と水の配分を調整しているうちに量が増ふえ、四人では食べきれないほどのボリュームに膨ふくれあがってしまったのだ。むしろ清花たち四人が加わってちょうどよかったともいえる。

「いや～出汁が利きいてて美お味いしいわね、このつゆ！　さすがアタシだ」

「あんた、出汁取るとこまでしかやってないじゃない」

　自画自じ賛さんする香苗に、清花が突つっ込む。香苗が手伝ったのは沸わかしたお湯に鰹節を投入したところまでで、灰あ汁くを取りながら出汁を煮に詰つめ、醬しよう油ゆとみりんと砂さ糖とうで『返し』を作ってつゆを仕上げたのは清花の仕事だった。味付けは上出来で、ダミアンも気に入ったらしく何度もお代わりをしていた。

「了介君。味はどう？」

　清花の座すわっている下しも座ざから最も遠い上座にいる了介に訊たずねる。

「……別に。蕎麦は美味いけどな」

　了介は不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんにしわを寄よせたままで答えた。溝渕とのコラボレートは予期していなかったが、手料理を食べさせるという目的は一いち応おう果たされたことになる。しかし問答無用で襲おそいかかり絞しめ技わざを仕し掛かけた件けんに関しては了介の不ふ評ひようを買っていた。

「まだ怒おこってる？」

「怒らない方がどうかしてるだろ。なんで俺が絞め落とされなきゃなんないんだよ？」

「それはまあ勢いきおいというか……」

　城戸や溝渕がいて、ダミアンと一いつ緒しよに昔のアニメを観賞しているという状じよう況きようで了介に逃にげられる心配はほとんどなくなっていたにもかかわらず、樹の立てた作戦通りに制せい圧あつしようとしたのは完全に失しつ策さくだった。状況を確かく認にんした段だん階かいで一度撤てつ退たいして玄げん関かんから再さい訪ほう問もんすることもできたはずだが、そこまで頭が働かなかったのだ。

「俺が逃げないように捕つかまえておこうっていう発想がそもそも乱らん暴ぼうすぎるんだよ。お前らの立てる作戦は無む茶ちやなのばっかりだ。ほとんど犯はん罪ざいだし……反省してるのか？」

「してます！　反省してます！　二度としませんから、この通り！」

　清花が平身低頭すると、了介は深々とため息を吐ついた。

「……分かったよ。今回は蕎麦つゆに免めんじて許ゆるす」

「やった！」

　了介の許しが出たことで場の空気はひとまず和なごんだ。本ほん腰ごしを入れて食べ始めて間もなく、了介が再ふたたび口を開く。

「おい、清花。ひとつ訊きいときたいんだが……」

「なあに？」

「お前さあ、結局どうしたいわけ？」

「どうって……？」

「中学ん時のことは、俺としてはもう水に流してんだよ。チャラになったはずだろ？　だから無理して変な点数稼かせぎはしなくていいんだよ。俺も別に逃げ回ったりしないからさ。わけの分かんねえ作戦立てて俺を罠わなにはめようとすんのはもうやめろよ、な？」

「うん……」

「俺は回りくどいのは大だいっ嫌きらいなんだ。この際さい、どうしたいのかハッキリ、ズバーッと言っちまえよ。どうなんだ!?」

　不ふ穏おんな空気を敏びん感かんに察したのは香苗と城戸だった。

（──今、この場でそれを訊きく!?）

　あまりにも危き険けんな賭かけである。少なくとも蕎麦を食っている最中にする話ではない。とんでもない修しゆ羅ら場ばに発はつ展てんしたらどうするつもりなのか。

　清花はコップの麦茶を一気飲みすると、すっくと立ち上がった。呼こ吸きゆうを整え、緊きん張ちようしきった面おも持もちで告白する。

「わ……私は、了介君が大好きです！　だから付き合ってください!!」

「ああ。いいよ」

『ブフゥ～～～ッ!!』

　了介の即そく答とうに、城戸はむせて咳せき込んだ。目を剝むき、鼻から蕎麦を飛び出させたまま了介に問い質ただす。

「いいの？　マジで？　本当に!?」

「ＯＫでいいんだよ。だいたい隣となりの女といつまでもゴタゴタゴタゴタしてんのも面めん倒どうくさくてしょうがねえし」

「面倒くさい!?」

　聞きとがめたのは香苗である。小こ躍おどりしている清花のシャツを摑つかんで問い質ただす。

「喜んでる場合じゃないでしょ？　面倒くさいって理由でＯＫ出してるのよ？　それでいいの!?」

「理由なんか何だっていいじゃない。ＯＫさえもらえれば」

　女としての体面やプライドには一いつ切さいこだわらないらしい。それにしてもここまで身も蓋ふたもない理由でいいのだろうか。

　城戸は素そ知しらぬ顔で蕎麦をたぐっている溝渕の脇わきをつつく。

「なあ、これでいいのか？」

「当人たちが納なつ得とくしてるんだ。外野がとやかく言うことでもないだろ」

「そりゃそうだけどもさ……」

　溝渕の言うことは確たしかに正せい論ろんだが、これまで策さくを弄ろうしてきた側としてはあんまりな結末だった。

　清花は香苗の肩かたをポンと叩たたき、満面の笑えみで言った。

「ところであんたたち、そろそろ帰ったら？」

「まだ蕎麦食ってる最中なのに!?」

「だって、一秒でも早く二人っきりになりたいじゃない。そのへん察しなさいよ」

「うわ、ひっでー女！」

　明け透すけすぎる清花の物言いに、香苗たちは啞あ然ぜんとなった。
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「別に帰ることないだろ。ゆっくりしてきゃいいんだよ」

　了介が口を挟はさんだ。

「清花、お前もはしゃいでんじゃねえよ。俺の言う通りにしてりゃいいんだ」

「はーい」

　清花は嬉き々きとして了介の言葉に従したがい、席に座すわる。二人の間に新たな力関係が成立したらしいことを友人たちは察した。

「江戸っ子亭てい主しゆとその女によう房ぼう……てか」

　樹はそうつぶやいてククッと笑った。

　それから間もなくして、急に部屋が暗くなった。

「あれ、停電？」

　了介たちは周囲を見回したが、室内の照明は消えていない。暗くなったのは窓まどの外だった。和室の障しよう子じを開けて外の様子を見る。急な夕立だと空が黒雲に覆おおわれて真っ暗になったりすることもあるが、空に雲はなく見み渡わたす限かぎり快かい晴せいだった。

「なんでこんなに暗いんだ？　雷かみなりも鳴ってないのに──」

　了介は窓を開けて身を乗り出した。異い変へんに気付いて叫さけび声を上げる。

「太陽が……消えていく!?」

　その声に驚おどろいて全員が窓まど際ぎわに殺さつ到とうした。西に傾かたむいている太陽の輝かがやきがみるみる失われていく。輝きが半分以下になると、陽光を遮さえぎる丸い蓋ふたのような黒い影かげが見えた。やがて黒い影は完全に太陽を覆い隠かくし、コロナの環わを残すだけとなった。

「日食……？」

「聞いてないぜ、そんなの！」

　起きている現げん象しようは確たしかに日食だが、にわかには信じられなかった。都内でこれほどの規き模ぼの皆かい既き日食が観かん測そくされるとなれば当然大きなニュースになっていいはずだが、誰だれも見聞きした覚えがなかった。

「二う階えへ行ってみようぜ」

　よく観察しようとすると角度的に窮きゆう屈くつな一階よりも二階の方がいい。了介と清花が先せん導どうする形で全員が二階に上がり、物干し台を兼かねたベランダに出た。さっきまでの暑さが噓うそのように消え去り、まるで冷れい凍ぞう庫こに放ほうり込まれたような冷気が吹ふき下ろしてくる。清花は思わず了介の腕うでにつかまった。了介の腕にも鳥とり肌はだが立っていた。

「星が見えるぞ」

　溝渕がはるか頭上を指さす。太陽が隠れたため天には星が瞬またたいていた。フィルターがかかったように暗いとはいえ、昼間に見える星は不思議な光景だった。

「皆既日食って、何分ぐらいで終わるんだっけ？　遅おそすぎなんじゃね？」

　城戸が疑ぎ問もんを口にした。

　冷気に震ふるえながら太陽を眺ながめているが、数分経たっても何の変化も見られない。日食が始まった時のことを思えばそろそろ太陽が顔を出してもいい頃ころである。

「いったん中へ戻もどらねえ？　こう寒いんじゃ風か邪ぜひいて……」

　車のエンジン音が近付いてきた。手すりから下を覗のぞき込こむと、一台のジープが家の前を通り過すぎて一〇メートルほど先で停車した。

　ジープから降おりたったのは、身長二メートルを超える大男だった。フライトジャケットの上からでもそれと分かる、分ぶ厚あつい鎧よろいでも着込んでいるかのような筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの身体からだつきにはやけに見覚えがあった。捲まくった袖そでから覗のぞく手首が異い様ように太い。

「南雲なぐも先生──ッ！」

　了介が声をかけると、大男は背はい後ごをちらりと一いち瞥べつした。呼よびかけに応おうじることなく、ジープのダッシュボードから何かを取り出して顔に被かぶる。それは夜店で売られているアニメのキャラクターのお面だった。

「おおっ、初めて見たよ変身シーン！」

「変身って……お面被っただけじゃん」

「さりげないな～」

「あれで正体がバレてないって何で思うんだろ？」

「お約束ってやつだよ。歌か舞ぶ伎きの黒子と同じで、お面を被ってる時は正体が分からない体ていで振ふる舞まうんだ。こっちもそれに合わせないと野や暮ぼってことになる」

「あのお面のキャラ……けっこう最近のやつじゃないか？」

　城戸の指し摘てきした通り、大男が被ったお面はロボットアニメの主人公機のものだった。基き本ほん色が紫むらさき色で眉み間けんから一本の角が伸のびている。〈福音男〉とでも呼ぶべきか。

「ちょっと待った！」

　樹が珍めずらしく鋭するどい声を上げた。

「お面男が登場するのは我われ々われが危き機き的状じよう況きように陥おちいった時のはず。ということは、もしかして我々は今……ピンチなのでは？」

「────!?」

　全員がその原げん因いんと思おぼしきものに目を向けた。日食である。

「なんか……デカくなってないか？　黒いやつ」

　自然現象であれば太陽を隠しているのは月のはずである。その見た目のサイズが大きく変化することはありえない。しかし日食を起こした黒い天体は確かに大きくなっていた。

　ズズズズズズ……

　重低音で大気が震ふるえる。凄すさまじい質しつ量りようを持った物体が鳴動しているようだった。

　黒い球状の天体の表面に弧こを描えがく三本の裂さけ目が走った。裂け目が広がり、二つの眼がん球きゆうと口らしきものが現あらわれる。しかしその三つのパーツは円の組み合わせで描いたように単たん純じゆんなうえ、位置関係がデタラメで『顔』の形にはなっていない。あえて顔として解かい釈しやくすればシュールな狂きよう気きの笑え顔がおとも受け取れる。

　そしてその顔の出しゆつ現げんと同時に、空の色はペンキをぶちまけたような真しん紅くに染そまっていた。

（──何かとてつもなくヤバい！）

　全員が本ほん能のう的てきにそう感じた直後、黒い天体が頭上に落下してきた。迫せまってくるその物体は天体と呼ぶほど巨きよ大だいではなく、思っていたよりもずっと低いところに浮うかんでいたらしい。それでも了介たちを家ごと押おし潰つぶすのに十分なサイズがあった。

　バリバリバリバリッ！

　電光を帯びた波は紋もんが空中に広がった。

　直径一〇メートルはあろうかという謎なぞの天体──暗黒大だい魔ま球きゆうは鵜飼家の数メートル上空で落下を止めていた。電でん磁じバリアーのような力場により受け止められたのだ。

　屋根の上に青白い燐りん光こうに包まれた人ひと影かげが立っていた。白い上衣に朱しゆ袴ばかまを思わせるスカートを穿はいた少女に見える。肌はだは磁じ器きのように白く、髪かみはガラス繊せん維いのような透とう明めい感のある銀色だった。異い界かいの巫み女こといった風ふ情ぜいのその少女は、大魔球を受け止めるように細い腕うでを頭上に伸ばしている。

　巫女が伸ばした手を捻ひねると、大魔球は家を包んだバリアーの表面を滑すべって道路に転がり落ちた。巫女は紅こう玉ぎよくの瞳ひとみで大魔球と福音男を交こう互ごに見ると、

『封ふう鎖さ空間の建物は防ぼう護ご膜まくで包まれています。存ぞん分ぶんに、ケイ』

「有り難がたい」

　福音男は高々と跳ちよう躍やくすると大魔球に蹴けりを見舞った。質しつ量りよう差さからいえば反作用で自分が後ろに飛ぶはずだが、吹ふっ飛とんだのは大魔球の方だった。

　大魔球は道路の両側の建物や電柱にぶつかりながら転がっていく。潰されるはずの建物は奇き妙みような弾だん力りよくを帯びていて、大魔球はピンボールの球のように弾かれた。

　ボォン！

　一度は視し界かいから消えた大魔球が大きくバウンドして戻ってくる。

　福音男は避よけるどころかその場に踏ふみとどまり、腰こしを落として身み構がまえながら、唇くちびるを尖とがらせて息い吹ぶきの声を上げた。足元から火の粉のような黄金色の粒りゆう子しが発生し、螺ら旋せんを描きながら身体を昇のぼっていく。粒子は両手の掌てのひらの間に集められ、小型の太陽と化した。

「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」

　戻もどってきた大魔球との接せつ触しよくの瞬しゆん間かん、福音男は両手を突つき出して光こう弾だんを放った。

　ギャァァァァァァン！

　高速で回転する大魔球と福音男の間で激はげしい火花が散った。金かな切きり声にも似にた轟ごう音おんが響ひびく。光弾のエネルギーを受けた大魔球の表面が削けずられ、見る間に小さくなっていった。

　黒い球体の表面に稲いな妻ずま状じようの亀き裂れつが走り、次の瞬間、大魔球は破は裂れつした。

「やった!!」

　了介たちは小こ躍おどりしたが、喜ぶのはまだ早かった。飛び散ったのは大魔球の黒い外皮だけで、その下からビー玉を思わせるマーブル模も様ようの球体が現あらわれる。

「また球かよ！」

　マーブル魔球はその場で横回転を始めた。遠心力で上下に潰れた楕だ円えん形けいに変形しながら突っ込んでくる。

　福音男は再ふたたび光弾で迎げい撃げきする構えを見せたが、直前で方ほう針しんを変えて地面を蹴った。飛び越こえようとするも、マーブル魔球が速度を緩ゆるめたため端はしに接触して弾はじき飛ばされる。

「ぬうっ!?」

　福音男は建物を包むバリアーに背せ中なかから激げき突とつし、跳はね返って地面に叩たたき付けられた。すぐに起きあがるが、今の一撃でお面が壊こわれて顔の右目の部分が露ろ出しゆつしている。

「さすがのお面男もあんなワケの分からん奴やつが相手じゃ分ぶが悪いのか？」

「てーかさ、お面被かぶってるから視し界かいが悪いんじゃない？　取った方が闘たたかいやすいと思うんだけど」

「ノンノンノンノン！　ヒーローたるもの人前でマスク取るなんてトンでもない」

「アメコミと関係あんの？」

「あたしらが見てるからお面を取るわけにいかないとか？」

　了介たちが口々に憶おく測そくを述のべている間に、再ふたたびマーブル魔球が迫せまった。

　福音男は腰こしの後ろに隠かくし持っていたナイフを抜ぬいた。ブーメランのように湾わん曲きよくした刃はを持つ、鉈なたに近い大型の得物──ククリナイフである。

　マーブル模様が見えなくなるほどの高速回転で魔球が突っ込んでくる。福音男は再び跳躍した。今度は飛び越えるのではなく、魔球の回転の中心点に着地しつつククリナイフを突き立てた。

　ビュルルルルルッ！

　リンゴの皮を剝むくように魔球の表面が削れて肉（？）が飛び散った。回かい転てん軸じくがブレ、表面強度と遠心力のバランスが崩くずれて、マーブル模様の皮が千切れ飛ぶ。

　福音男が飛び降おりると、魔球は建物に激げき突とつして動きを止めた。

「決まったか!?」

　了介たちの期待に反して、残ざん骸がいと化したかと思えた魔球の中に蠢うごめくものがあった。引き裂さかれたマーブル模様の間から折りたたまれたコンパスのような長い脚あしが何本も伸のび、地面に踏ふん張ばった。八本の脚に吊つり下げられるような形で胴どう体たい部分が姿すがたを現す。

　それは植物とも動物ともつかない異い様ような物体だった。直径三メートルほどのザクロの実から長大な節足動物の脚を無む理り矢や理り生やしたような外見である。

「あれが最終形けい態たい!?」

「だといいけど……」

　胴体の正面に裂さけ目が開き、そこから白い槍やりの穂ほ先さきのような突起が何本も伸びた。

　シュバババババッ！

　突起物が続けざまに撃うち出される。緩やかな放物線を描えがいて飛んだ穂先は地面に落ちると爆ばく発はつし、紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまき散らした。

「ミ、ミサイル？　ロケットランチャー!?　どっちにしてもムチャクチャな化け物だな」

「さすがにこんな武ぶ器きを使われたら……」

　その心配を他よ所そに、福音男は第二波の攻こう撃げきが来ると見るや正面から突進した。身を沈しずめてミサイルを紙かみ一ひと重えで躱かわし、懐ふところに飛び込むと至し近きん距きよ離りから〈神飛拳〉を怪かい物ぶつの前脚の関節部に叩き込み、粉ふん砕さいする。

　左右の前脚を破は壊かいし、怪物がバランスを崩して前のめりになるのを見み逃のがさず、ミサイル発はつ射しや口こうへさらに光弾を打ち込んだ。発射寸すん前ぜんのミサイルが誘ゆう爆ばくして、本物のザクロよろしく胴体が大きく裂ける。

　この間、わずか十秒足らず──

「怪物弱っ！　というより先生が強すぎんじゃないのか……？」

「なんか慣なれてるって感じ？」

　呆あつ気けにとられている了介たちの頭の上から巫み女こが福音男に声をかける。

『封ふう魔ま石せきの回かい収しゆうは注意してください。素そ体たいとなった人間はケイに強い負の感かん情じようを抱いだいているようです』

　福音男は頷うなずくと、ザクロの裂け目に足を突っ込み、両手で左右に引き裂いた。胴体が二つに割われて怪物の中枢部が露あらわになる。

　そこには青い水すい晶しよう玉だまのような封魔石とともに、怪物の組そ織しきと半ば融ゆう合ごうした人間が居いた。肌はだの色からして東南アジア系けいと思おぼしい瘦やせこけた男だが、手足はなく、両目もえぐられて落ちくぼんでいる。男は前歯のない歯を剝むいてニタリと笑った。

『ようやく……会えたな……』

　しゃがれて聞き取りづらいが、男が発した言葉は明らかにネカパスークルー語ラだった。

『地じ獄ごくから舞まい戻もどった……お前を道連れにするために……』

「悪いが心当たりがないな。悪あく党とうの知り合いに死に損ぞこないはいないはずだが」

『思い出せ……六年前を……』

「すまんな。むしろ心当たりが多すぎる。とどめを刺さし損なったのなら、今あらためてやらせてもらう」

　福音男は素体の胸むねに埋うまっている封魔石をえぐり出そうとした。両手の指が封魔石を摑つかんだ瞬しゆん間かん、怪物の体組織から無数の触しよく手しゆが飛び出して福音男の両りよう腕うでを縛しばり付ける。ザクロの実のような赤い体組織が明めい滅めつを始めた。おそらく細さい胞ぼう自体が強力な爆ばく薬やくになっているのだろう。

「最初から自こ爆れが狙ねらいだったか」

『ククク……言ったろう……道連れだと』

「いや、地獄には一人で逝いってもらう！」

　福音男は地面に両足を踏ん張り、怪物の胴体を頭上に持ち上げた。全身を巡めぐる神気のパワーを縛られたままの両手に集中し、一気に解とき放つ。

「──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉!!」

　黄金色の光の龍が怪物の胴体ごと天に駆かけ昇のぼり、遥はるか上空で爆ばく裂れつする。

　福音男の両手には、素体からえぐり出された封魔石が残されていた。




「ひとまず任にん務む完かん了りよう……か」

　福音男──南雲慶けい一いち郎ろうは歓かん声せいを上げる了介たちの方を見た。

　鬼き神しん召しよう喚かん士しレイハが封魔石を回収すれば封ふう鎖さ空間は解かい除じよされ、封魔石から生まれた怪物が倒たおされたという結果のみを残して時間が巻まき戻される。この空間における了介たちの記き憶おくもなかったことになるが、それを惜おしいとは思わなかった。一いつ般ぱん人じんが触ふれるべきでない事こと柄がらがこの世にはあるからだ。




　　　　☆




「あんたら、いつになったら帰るの!?」

　午後九時を過すぎ、清花の苛いら立だちはいよいよピークを迎むかえようとしていた。香苗たちはもとより男子三人も帰るどころか、このまま鵜飼家に一泊ぱくしようという気配が濃のう厚こうだからである。

　了介はダミアンとオールナイトで名作アニメ鑑かん賞しよう会かいをやるつもりだし、瑞穂はダミアンにべったりだった。珍めずらしい本を見つけたという樹は読書に熱中して動こうとしない。

　城戸は清花の目を盗ぬすんで了介に耳打ちした。

「あのさ、俺おれ、そろそろ帰っていいか？」

「いや、それはマズい。今夜は俺を一人にしないでくれ。頼たのむ！」

「いいけど……今さら抵てい抗こうしたって、どうせ時間の問題だろ？」

「そりゃそうなんだが……今夜だけはダメなんだ」

　昼間の気きっ風ぷの良さはどこへやら、弱気になっている了介に、城戸はもはや同情心を持ち合わせていなかった。

「ったく……友達甲が斐いのない連中だわ！」

（実はあるんだけど……）

　今回のお泊とまりが了介の要望だということを知らないのは清花だけだった。

　二人の距きよ離りが本ほん格かく的に縮ちぢまるためには、まだ少しばかり時間が要いりそうだった。










　第七話　デスパレート・サマー・フォーエヴァー







　【主な登場人物】


　　・溝みぞ渕ぶち猛たけし………意外とミステリアスな男

　　・仲なか内うち香か苗なえ……選えり好みする女

　　・殿との村むら清さや花か……つけあがる女

　　・鵜う飼かい了りよう介すけ……つけあがらせた男

　　・須す々ず木き瑞みず穂ほ…抜ぬけ駆がけする女

　　・城き戸ど来らい人と……同どう性せいから好意を持たれる男

　　・波は多た野の樹いつき……同性から羨せん望ぼうの的になる女

　　・田た村むら萌も衣え……ムエタイマスター






　　　　一




「──いや～にしても凄すごかったね～、こないだの台風！」

　テーブルに着いた香苗の第一声は時じ候こうの挨あい拶さつだった。

「お盆ぼんと重なったものね。私は父の実家にいたんだけど家から出られなかったわ。道路が川になっちゃって……高台だったから床ゆか下した浸しん水すいなんかはなかったけど」

　清花に続いて瑞穂と樹もそれぞれお盆に台風が上陸した頃ころに何をしていたか報ほう告こくした。読書に夢む中ちゆうで家族に言われるまで台風に気付かなかった樹を除のぞいて、皆みなそれなりに暴ぼう風ふう雨うを体験していた。

　いつものダベリ場所である駅前の喫きつ茶さ店てんで四人が顔を合わせるのはお盆を挟はさんで十日ぶりである。ひとしきり情じよう報ほう交こう換かんをして互たがいの近きん況きようを確かく認にんすると、香苗は柄えの長いスプーンで残り少なくなったコーラフロートをかき混まぜながら、声のトーンを一段だん落おとして清花に訊たずねた。

「ところでさぁ……アレからどうなったかまだ聞いてないんだけど」

「アレって？」

　清花はレモンスカッシュのストローから口を離はなして聞き返す。

「スッとぼけんじゃないわよ。隣となりのあいつと仲直りしておしまいなわけがないでしょ!?　進しん展てんはあったのかって訊いてんのよ」

「ああ、了介君のこと？」

　清花はテーブルに頰ほお杖づえをつき、澄すまし顔でストローでグラスの氷を搔かき回した。

「何て言ったらいいのかしらね……四字熟じゆく語ごで表現するなら──そうね、捲けん土ど重ちよう来らい？」

「けんどちょうらい……」

　香苗が難むずかしい顔でおうむ返ししたのを見て、樹がスケッチブックを取り出した。サインペンで手早く書き込こんでから香苗に見せる。




『一度敗れた者が再ふたたび勢いきおいを取り戻もどすこと』




「……口で言った方が早くない？」

　香苗は有り難がた迷めい惑わくな顔で言う。カンペで出すのは樹の優やさしさとも思えるが、気の置けない仲間同士でそれをする意味はほとんどなかった。樹の場合、入力も出力も文字情報の方がデフォルトなのだろう。

「ちょっと違ちがうかな……疾しつ風ぷう迅じん雷らい？　海千山千、でもなくて……一朝一夕だとそもそも意味が──」

　清花は自分で言い出しておきながらぴったりくる四字熟語が出てこないらしい。清花のつぶやきから何を連想したのか、樹が再びスケッチブックにぺンを走らせた。




『夜よ討うち朝駆がけ？』




　清花がポンと手を叩たたいた。

「それよ！　それが言いたかったのよ」

「四字熟語じゃないでしょ!?」

「些さ細さいな問題よ」

　香苗の異い議ぎ申し立てを華か麗れいに棄き却きやくして清花は話を進めた。

「了介君、昼間はたいていどこかに出で掛かけてるから……」

「あんたそれ、避さけられてるんじゃないの？」

「だから家で気を抜ぬいている夜中とか早朝を狙ねらって襲しゆう撃げきするわけよ。たまに反撃してくるけど──ま、無む駄だな抵てい抗こうね」

「結局エロテロってんじゃん！」

「公おおやけに交こう際さい宣せん言げんしたんだから犯はん罪ざいじゃないわよ。それに私だって学習したしね」

　清花はムフフとほくそ笑んだ。

「了介君の弱点はだいたい把は握あくしたし、主しゆ導どう権けんは完全にこっちのものよ」

「弱点って？」

「うん、アレをこう──キュッと握にぎってコロコロしてあげるとイチコロなのよね～」

　清花の両手がルービックキューブを弄いじるような怪あやしい動きを見せる。

「何がイチコロだって？」

　吞のみ込みの悪い香苗のために樹がまたもやペンを走らせる。




『プラグ＆プチトマト？』




「そうそう、プラグの根元を押おさえながらプチトマトを優しく転がしてあげると……って何を言わせるのよ!?」

「自分から言ってるくせに」

　呆あきれたように言うと、香苗は清花の首もとに目を留とめて指さした。

「おっ？　キスマークみ～っけ！」

　慌あわてるかと思いきや、清花は余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態たい度どを崩くずさない。当てが外れて不満顔の香苗に、清花は勝ち誇ほこったようにフッと鼻で笑った。

「キスマークなんてあるわけないでしょ？」

「なっ、何でそう言い切れるわけ？」

「ホホホ、それはね……私の方から山ほどつけてやったからよ！」

　全身から無む敵てきのオーラを発している清花に気け圧おされ、もはや処しよ置ちなしといった顔の香苗は、先せん刻こくからジャイアントパフェの攻こう略りやくに夢む中ちゆうで会話に参加していない瑞穂に話を振ふった。

「あんたもこの図に乗ってる女に何か言ってやんなさいよ」

「ん～でもね～、念願叶かなって仲直りできたんだからしょーがないんじゃないの～？　鵜飼君がオモチャにされようが知ったこっちゃないしね～」

　意外にも瑞穂の物言いはクールだ。

「あ、でもダミアン君の親友なんだから手て加か減げんしてよね。また仲がこじれたって泣きついてきても次は助けないから」

「あんたたちに助けられたって記き憶おくがあんまりないんだけど……」

「よくもまあそんな薄はく情じような台詞せりふが言えたもんね。さんざんアタシらの世話になっといて」

「世話ねえ……例えば？」

「そりゃあんた──」

　香苗は自分たちが清花と了介の仲を取り持つために実行してきた数々の計画について語ろうとしたが、そのほとんどが失敗に終わっており、成果を上げられたものが一つとしてないことに思い当たった。樹と瑞穂の顔を見たが二人ともノーアイデアらしい。

「え～っと、だからほら……アタシらのお膳ぜん立だてのおかげで告こくれたわけじゃん？」

「お膳立てってゆーか、追い詰つめられてどうしようもなくなっただけって気もするけど、そういうのも助けた内に入るのかしらね」

「そんなの結果オーライでしょ」

　香苗の言い分に納なつ得とくしたわけではなさそうだが、清花もそれ以上の文もん句くは口にしなかった。香苗は瑞穂に訊たずねる。

「ところで瑞穂、ダミアンとよく会ってんの？」

「うん。週に三日は会ってるかな。都内の名所を案内して回ってるのよ。この間もダブルデートしたし」

「誰だれと？」

　瑞穂がスプーンで指したのは清花だった。ダミアンと了介がオタク同士の友情で固く結ばれていることを考えれば、ダブルデートといえばその組み合わせが自然ではある。

「なんでアタシがそこに呼よばれてないわけ？　こっちは何も知らされてないわよ!?」

「だって教えてないもの」

「その理由を述のべろっつってんのよ！　ダミアンはアタシとあんたとで捕つかまえてきたんじゃない。アタシに断ことわりもなく抜ぬけ駆がけしてんじゃないわよ」

「ん～それがね～」

　瑞穂は可愛かわいらしく小首を傾かしげる仕草をして、苦笑いを浮うかべた。

「どうやらダミアン君、実はカナちゃんのことが苦手みたいなのよね～」

「なっ……どーしてよ？」

「アメリカの学校ってさ、イケてるグループとそうじゃないグループとのランクの差がそりゃもう天地の開きらしいのよね。トップのグループは男ならアメフト部、女はチアリーダーってのが相場なんだけど、ダミアン君みたいなオタクっぽいのは最さい下か層そうもいいとこなんだって」

「あんなに可愛いのに？」

「モテなかったらしいわよ。男らしくないってすんごいバカにされるって」

「ふうん……で、何でアタシが嫌きらわれなきゃなんないわけ？」

「チアリーダーのグループに目の敵かたきにされてたんだけど、その中でも一番ヒドい目に遭あわされた女にそっくりなんだって」

「見た目の問題でしょ？　別にアタシが苛いじめてたわけじゃないし」

「それが中身もだいたいそっくりらしいわよ～？」

「第一印象で言ってるだけじゃないの!?」

「要はその印象が修しゆう正せいされる機会がなかったってことね」

「ぬう～～～～」

　香苗は口をひょっとこの形にしてむくれた。香苗本人はいい印象を持たれているはずだと信じて疑うたがっていなかったので少なからずショックを受けていた。香苗と話している時のダミアンは終始ニコニコと笑っていたように見えたが、本当は顔面の筋きん肉にくが痙けい攣れんしていただけなのかもしれない。

「それにね～、実はダミアン君とは会ったその日の内にチューもしちゃったし」

「えええええっ!?」

　この告白には清花も度ど肝ぎもを抜ぬかれたらしい。

「瑞穂……おそろしい子！」

　スタートダッシュの段だん階かいですでに抜け駆けされていたと知った香苗は、肩かたを落として深々とため息を吐つくと、コーラフロートの残りをズビズビとすすった。急きゆう激げきに萎しおれた様子の香苗を見かねて清花が元気づける。

「まあダミアンについては最初から芽がなかったんだからいいじゃない。遊ぶ男の一人や二人、あんたならいつでも調達できるでしょ？」

「お盆ぼんを過すぎてから始まる恋こいなんてないのよ！」

「それも極きよく論ろんだわね……あながち間ま違ちがってもいないけど。じゃあ手近なところで三バカトリオの残りでよければ余あまってるからどっちかと付き合ってみたら？」

「残りぃ……？」

　トン、と香苗の目の前にスケッチブックが置かれる。




『POTATO or FIGHTING COCK?』




　その文字とともにジャガイモと、やけに姿し勢せいがよくて精せい悍かんなニワトリ──シャモ（軍鶏）のイラストが添そえられていた。サインペンでササッと描えがいたにしては写実的で、注ちゆう釈しやくがなくてもちゃんとシャモに見える。

「……イモはいいわ」

「じゃあシャモの方ね」

「いやその……正直どっちも願い下げなんだけど」

「ワガママねー」

「この二択たくってのがそもそもおかしいのよ！　自分で見つけてきた方がマシだっての」

　香苗はスケッチブックを手の甲こうでバンバン叩たたいた。

「でも香苗が調達してくる男って、たいていロクなのいないじゃない？　引きの弱さがハンパないっていうか」

「むう……」

「あんた見た目は軽そうなのに同じジャンルの男とは長続きしないわよね」

「中身も安っぽいから五分で飽あきるのよ」

「だからって取とっ替かえ引っ替えするからトラブルの元になるんじゃない。そういうの四字熟じゆく語ごで何て言ったかしらね。自じ業ごう自得──じゃキツいか」

　清花がチラと目をやると、樹はさっそくスケッチブックのページをめくって書き込んでいる。




『安物買いの銭ぜに失い』




「うん。それそれ」

「ことわざじゃん!!」

　樹は香苗に突つっ込ませるためにワザとやっているのは明らかだった。言い方はどうかと思うが痛いたいところを突いているのは間違いない。

「まあいいけどさ。ところでそのシャモ……ええと、何てったっけ？」

「シャモはタイ原産のニワトリの一種で気き性しようの荒あらさから闘とう鶏けいによく用いられる。名前の由来は当時のタイの国名シャムから」

「だからシャモのウンチクじゃなくて人間の方！」

　やっと口を開いたと思ったら訊きいてもいない豆まめ知ち識しきを披ひ露ろうする樹に、香苗は食ってかかった。

「あんたね、クラスメートの名前くらいちゃんと覚えときなさいよ。溝口君でしょ？」

「え？　溝内じゃなかったっけ」

　清花と瑞穂の意見が食い違った。三人の視し線せんが樹に集まる。樹はおもむろにスケッチブックを表に返して見せた。




『タノムサク』




「誰よ!?」

　トリオでの突っ込みに満足したらしく樹はニンマリ微笑ほほえむと、ページをめくって正せい解かいのを見せた──『溝渕猛』。

「そうそう、溝渕よ。あいつには何かと助けられたから、一度お礼のひとつもしたいと思ってんのよね。義ぎ理り堅がたいアタシとしては」

「何か助けられたっけ？」

「まあ結果的には助けられてないっつーか、例のお面男が出てくるまでの場つなぎっつーか、体ていのいい咬かませ犬っつーか……そんな感じの役回りになってるけど、とりあえずは真っ先に助けようとしてくれてた──ような気がするし」

「そうなの？　溝渕君って、何かのきっかけで急にスイッチが入って暴あばれてるんだと思ってた」

　溝渕に対する清花や瑞穂の評ひよう価かは散々だった。そもそも寡か黙もくで無ぶ愛あい想そう、何を考えているのかよく分からない少年である。女子四人組の誰とも親しくないという立ち位置のため浮ういた存そん在ざいだった。

「まあお礼をしたいってんなら協力してもいいわよ。了介君に話せば呼よび出してもらえるだろうし」

「問題はお礼に何をするかってことよね……これがサッパリ思いつかないんだけど」

「そんなのチューの一発でもかましてやりゃいいのよ」

「だから付き合う気はサラサラねーっての！」

　香苗は顔を真っ赤にして断ことわった。その反はん応のうを楽しむような涼すずしい笑みを浮かべている清花に、香苗はふて腐くされて軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向ける。

「このアマ～……男ができた途と端たんに調子に乗りやがって。こういうのを四字熟語でなんてったっけ？」

　トン。

　樹のスケッチブックがテーブルに立てられた。




『人じん面めん獣じゆう心しん風紀委員

　只ただ今いま絶ぜつ賛さん発はつ情じよう中ちゆう[image: ]』




「それよ！」

「違ちがぁ～～う！」

　二人の大声と、瑞穂のけたたましい笑い声が店内に響ひびいた。




　　　　二




「──こないだの台風スゴかったよな～。とくにあの大雨！　白しら子こ川がわがあふれてさ～寝ねてる間に家ごと流されちゃって、起きたら荒あら川かわをドンブラコッコと下流に運ばれてる最中だったからビックリしたねえ～」

「そいつは災さい難なんだったな」

　地面に両足を開いてストレッチをしながら、溝渕猛は真ま面じ目めくさった顔で答えた。

「軽～い挨あい拶さつ代わりのジョークをマジ返ししないでくれる？」

　城戸来人は気き勢せいを削そがれた様子で苦笑いを浮うかべる。二人がいるのはいつもの集合場所である大門高校の校こう舎しや裏うらだった。溝渕は早くに来て柔じゆう軟なん運動を始めていたらしく、裸はだかの上半身にうっすらと汗あせを滲にじませている。

「白子川も氾はん濫らんしてないし、したとしても荒川までは流されないし──どこかで突つっ込んでくれよ」

「いや、俺おれの家も洪こう水ずいの被ひ害がいを受けたからな。他ひ人と事ごとじゃなくて」

「溝渕んちが？　床ゆか下した浸しん水すい？」

「荒川の水位が上がって家ごと流された。橋の下のバラックだから」

「マジでか!?」

「冗じよう談だんだ」

「……おおおいっ！」

　ギクシャクとツッコミを入れる城戸に、溝渕は白い歯を見せて笑った。城戸は地じ団だん駄だを踏ふみ踏み詰つめ寄よる。

「家が橋の下のバラックって……お前の場合、変にリアルだから一いつ瞬しゆん信じちゃったじゃねえかよ!?」

「そうか？」

　溝渕は悪びれる様子もなくストレッチを続ける。股こ関かん節せつが柔やわらかいため両足を開いたまま地面に上半身をベッタリと伏ふせても平気な顔だ。

「ところで鵜飼は？　呼び出しといて来てねえじゃん」

「さっきまでいたぞ。少しグラウンドを走ってくるそうだ」

「走ってくる？　何で？」

「さあ」

　溝渕は顎あごをしゃくって日ひ陰かげに置いてあるスポーツバッグを示しめした。鵜飼のものらしい。開いたままの口からタオルや着き替がえが覗のぞいているところからして、最初から運動するつもりで来ているのは明らかだった。

　ほどなくして戻もどってきた鵜飼は体育着姿すがただった。この暑さの中けっこう走り込んできたらしく汗あせだくである。

「ふい～、あっちい──」

　鵜飼は城戸への挨拶もそこそこに地面にへたり込み、上着を脱ぬいでスポーツバッグから取り出したタオルで汗を拭ぬぐう。

「お……おい鵜飼、お前それ、どうした？」

　城戸は鵜飼の身体からだの異い状じように気付いて声を上げた。裸になった上半身の至いたる所に小さな痣あざができている。

「ヒルの大たい群ぐんにでも襲おそわれたのか!?　それともでっかいタコか？」

「……どっちかってーとタコの方かな。しかもすげー凶きよう暴ぼうなやつ」

　鵜飼は口元を軽く引きつらせながら答えた。城戸は二つめの異状──というよりも違い和わ感に気付いて眉まゆをひそめる。

「お前……そんなに筋きん肉にく付いてたっけ？」

　城戸が指し摘てきしたのは鵜飼の身体つきである。色白なのは相変わらずだが、貧ひん弱じやくな印象はきれいになくなっている。とはいえ溝渕のような格かく闘とう用ようの筋肉ではなく、しなやかなアスリート系けいのそれだった。

「中学で何か運動やってた？」

「二年まで陸上部で長ちよう距きよ離り走ってた」

「やっぱそうか。でも何で急に走り込んだりして……現げん役えき復ふつ帰きを決意したとか？」

「……もう、限げん界かいなんだよ」

　鵜飼は険けわしい顔つきでそう漏もらした。

「体力を付けないことには、とてもじゃないけど身がもたない」

「……よく分からんけど、雑ざつ学がく王おうを目指すよりかは鍛きたえてる方が似に合あってるわな。俺は付き合わないけど」

「城戸、頼たのむ」

　溝渕に乞こわれて、城戸は腹ふつ筋きん運動の補ほ助じよをした。伸のばした両足を押おさえてやると、溝渕は両手を頭の後ろで組み、上半身にひねりを加えながら素す早ばやく起き上がる。石のように硬かたく緊きん張ちようした腹筋は見事に割われている。城戸なら二桁けたに達しないうちに音ねをあげるであろう激はげしい運動だった。

「溝渕もちょっと見ない間に筋肉増ふえたなあ。お前の場合ヒマさえあれば鍛えてっから当たり前っちゃあ当たり前だけど──」

「決めた」

「何を？」

「夏休みあけに草くさ[image: ]なぎに挑ちよう戦せんする」

「マジでか!?」

「今度は冗談じゃない」

　そうはっきりと言い切る溝渕の目には闘とう志しがみなぎっていた。身体からだを裏うら返がえして今度は背はい筋きんの運動に入る。

「このところの特訓でかなり筋力アップできて、理想のバランスに近付いた。草[image: ]と闘たたかうにはいい時機だと思う」

「まだ二週間あるんだぜ？」

「その間に最後の仕上げをする。技わざのキレが鈍にぶってないか師し匠しように見てもらわないとな」

「師匠？　お前に師匠なんていたのか!?　てっきり見み様よう見み真ま似ねの独どく学がくでやってるのかと」

「溝渕がやってるの古式ムエタイだろ？　その師匠が日本にいるのか？」

　鵜飼も興きよう味みを惹ひかれて話に加わってくる。

「ムエタイの師匠って強そうだよな。まさか元グルカ兵ってオチじゃないだろうな」

「強そうには見えないな。本国あつちじゃムエタイを教えるのはたいていお坊ぼうさんらしいが」

「じゃあ達人タイプか。一見しょぼくれたジイさんだけど実は超ちよう強いってやつ」

　溝渕は上体を仰のけ反ぞらせたまま小首を傾かしげた。

「……いや、実じつ際さい強くはないだろうな。本気でやり合ったらたぶん俺が勝つ」

「ええええっ!?」

　城戸と鵜飼の声がハモった。

「なんで自分より弱いやつの弟で子しになるんだよ？」

「ムエタイの技を教えてもらっているからな。ものを教わるからには師匠には違ちがいない」

「それにしたってお前──そんなのが師匠で草[image: ]に勝てるのか？」

「分からん」

　溝渕は背筋のトレーニングを再さい開かいする。二人は顔を見合わせた。

「とりあえずその師匠ってやつに会ってみたいよな」




　二日後。水曜日の夕ゆう刻こく──

　城戸と鵜飼は渋谷駅近くの公園にいた。ムエタイの師匠を紹しよう介かいするという溝渕の誘さそいに乗って出向いてきたのだ。

　二人は渋谷駅前で溝渕と落ち合い、公園を案内されて奥おくへと進んだ。繁はん華か街がいの近くだというのに公園内はひっそりとしている。隅すみに青いシートが並ならぶ一角を抜ぬけて行くと大きな桜さくらの木のある広場に出た。

　溝渕がベンチに腰こし掛かけている小こ柄がらな人ひと影かげを見つけて駆かけ出した。置いて行かれた二人も慌あわてて後を追う。

「おはようございます、クルー！」

　溝渕が合がつ掌しようして一礼すると、クルーと呼よばれた人物はベンチから勢いきおいよく立ち上がった。

　だぶっとしたＴシャツに膝ひざ下したまで捲まくり上げたペインターパンツを穿はき、サスペンダーで吊つっている。野や球きゆう帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶった──その姿すがたは小学生にしか見えない。

「挨あい拶さつなんていいんだよ。それよりちゃんと持ってきたのかよ？」

　ドスを利きかせているつもりらしいが、声変わり前だとすぐに分かる高い声こわ色いろである。

「これをどうぞ」

　溝渕がスポーツバッグから取り出した風ふ呂ろ敷しき包みを渡わたすと、クルーはそれを引っつかんでベンチに座すわり直した。包みを解ほどいて出てきたのは銀色の弁べん当とう箱ばこである。

　おかかご飯とソーセージや卵たまご焼き等のベーシックなおかずがギュウ詰づめになったけっこうなボリュームの弁当を、クルーは猛もう然ぜんと搔かき込みはじめた。溝渕は持ってきた水すい筒とうの麦茶をコップに注いでベンチに置くと、ようやく友人二人の存そん在ざいを思い出して手て招まねきした。

　要よう領りようを得ない顔で歩み寄よってきた城戸と鵜飼に、溝渕は一心不ふ乱らんに弁当を食べている小学生を紹介した。

「こちらが俺のムエタイのクルー──つまり師匠だ」

「なっ……おま……でえええええっ!?」

　目の前の小学生は溝渕の師匠の子こ供どもか何かで、目当ての人物は別にいると思い込んでいた二人は全身で驚おどろきを表ひよう現げんした。

「この二人は俺の高校の友人で、少し見学したいと言うので連れてきました。武術ムエタイはやっていないので技わざを盗ぬすまれる心配はありません」

　小学生師匠は食事しながら顔を上げ、箸はしの端はしで野球帽のつばを持ち上げた。黒目がちな瞳ひとみが値ね踏ぶみするように二人を一いち瞥べつする。浅黒い肌はだ。わりと整った容よう貌ぼうで、どこか大人びた印象がある。

「どうせ素人トーシロが見たって何も分かりゃしねえさ。メーマイから始めろよ」

「はい」

　溝渕はシャツとズボン、靴くつまで脱ぬいでボクサーパンツ一丁になった。裸足はだしで広場の中央に移い動どうし、腹ふく式しき呼こ吸きゆうで気息を整えつつ集中力を高めていく。そしておもむろに演えん武ぶを開始した。

　ボクシングのシャドウのようにフットワークを使いながらのパンチとは違い、ひとつひとつの技を確かく認にんしながら足を踏ふみ出していく。出す技も左右に身を躱かわしながらの踏み込み、腕うでで払はらいのけてからの肘ひじ打うち、身を沈しずめてからのアッパーカット等、単たん純じゆんな打だ撃げきはひとつとしてない。どれも学校でのトレーニング中には鵜飼たちに見せなかった技である。

　それを眺ながめていた小学生師匠が弁当を置いてベンチから立った。演武中の溝渕に近寄ると、その尻しりに鋭するどい蹴けりを見み舞まう。

「〈尾を打ち振る鰐チヨラケー・フアー・ハン〉をもっぺんやってみろ」

　言われた通りに溝渕はさっき見せた技を再さい現げんする。身体からだを独こ楽まのように回転させて踵かかとで蹴る技だ。しかし技を出したとたんにまた蹴りを入れられた。

「蹴ってる位置が低すぎだ。相手の首を狩かるつもりで蹴るっつったろ。それと直前の動作の意味が分かってねえ」

　クルーが鵜飼たちの方を向いて手招きする。二人で寄っていくと用があったのは城戸だけで、溝渕の前に立たされた。仮か想そう敵てきとして体たい格かくがちょうどいいからだろう。

「おい小デブ、お前ちょっとパンチ出せ。バカ、左じゃねえ」

　城戸の右ストレートに対して溝渕は身体の軸じくをずらしながら回転させて躱した。その直後、顔の右側からの風ふう圧あつを感じて城戸の全身が硬こう直ちよくする。身を翻ひるがえすと同時に跳はね上がった溝渕の右足の踵が、城戸の首に触ふれるギリギリの位置でピタリと静止していた。

「こうですか？」

「まあそんなとこだろ。技を知ってたって動きの意味を理り解かいしてなきゃ無む駄だなんだぜ。それを忘わすれんな」

　クルーは素そっ気けなく言うとベンチに戻もどって食事を再開した。同じパターンで何度か指し導どうが入り、小一時間ほどかけてメーマイ（基き本ほんとなる体たい勢せい移い動どう技）を一通り演武し終えた。ここからさらに上位の変化技の鍛たん錬れんに移うつり、終わるのは夜の九時過すぎだという。とりあえずムエタイの師し匠しようを見るという当初の目的は果たしたので、鵜飼と城戸は帰ることにした。

　駅に向かう途と中ちゆう、鵜飼はずっと我が慢まんしていた言葉を口にした。

「溝渕って、前から変わったやつだとは思ってたが……もしかすると俺らが思っている以上にミステリアスかもしれんな」

「本当にミステリアスなのはあのチビッコ師匠だろ」

「どう見ても小学生だからな」

「それもそうだけど問題はそこじゃない」

　二人は同時に足を止め、顔を見合わせた。互たがいの表ひよう情じようを見て、考えていることが同じだと確認する。

「普ふ通つうに考えれば確かく率りつは二分の一だよな」

「俺おれの中じゃもう答えは出てるけど」

「じゃあ答え合わせしてみるか？」

　二人は「せーの」で声を合わせた。

『あの師匠…………だよな!?』




　　　　☆




「──おい、タケシ！　暑いぞ」

　鵜飼と城戸が帰って間もなく、クルーはぞんざいな口ぶりで溝渕に文もん句くを言った。

「なんか冷たいもん買ってこいよ。アイスクリームがいいな。ヨーグルト味のやつ」

「……弁当のすぐ後に冷たいものはどうかと思うが」

「これも授じゆ業ぎよう料りようの内だろ!?　さっさと買ってこい！」

「は、はい！」

　怒ど鳴なられた溝渕は慌あわてて服を拾い、公園の外へ駆かけていった。それを見送ったクルーはベンチに横になるとゲップをひとつして食後の休息を決め込む。

　しかしその食休みはすぐに中ちゆう断だんさせられた。見知らぬ女が声をかけてきたからだ。

「そこのキミ、ちょ～っといいかな？」

　野や球きゆう帽ぼうのつばを持ち上げると、脱だつ色しよくした金きん髪ぱつを短いポニーテールに結った若わかい女がクルーを覗のぞき込んでいた。わりと派は手でな顔立ちだが化け粧しようは濃こくない。迷めい彩さい柄がらのタンクトップにパンツというアーミーファッションで渋しぶめに決めている。ゴテゴテと余よ計けいなアイテムを身につけていないあたり、渋しぶ谷や界かい隈わいで遊んでいる厚あつ化げ粧しようの女子高生とは少し毛色の違ちがう印象があった。

「……誰だれだてめえ？」

「アタシは仲内香苗。溝渕君のクラスメートよ」

「タケシの？　さっきの野や郎ろうどもとは別口か？」

　クルーは身体を起こした。ベンチの背せにもたれて足を組む。あくまでふてぶてしい態たい度どを崩くずさない。

「で、タケシの友達が何だって？」

「溝渕君のことでいろいろと知りたいのよね。あいつ、どうしてあんたみたいな子こ供どもに格かく闘とう技ぎを教わってるわけ？」

「タケシの方から頼たのんできたんだよ」

「それで授業料代わりにパシらせてるわけ？」

「うっせえな……俺とタケシの取り引きだろ。てめーにゃ関係ねー」

「ちゃんと教えてるんならいいんだけどさ」

「…………」

　クルーは香苗を上うわ目め遣づかいににらんだ。それに負けじと香苗もにらみ返す。

「あんな練習で勝てるの？　あいつ」

「相手が弱けりゃな」

「ひどいわね。それが師匠のセリフ？」

「闘たたかえば強い方が勝つ。当たり前だろ」

　さも当然という口ぶりだが、香苗は納なつ得とくしなかった。

「キミの教えてるムエタイが本物だとして……キミにそれを教えた師匠がいるわけよね？　その人から直ちよく接せつ学んだ方が効こう率りつよくない？」

「だったらタイへ行くんだな」

「へえ、じゃあキミってタイから来たんだ。溝渕君とはどこで知り合ったの？」

「……てめえ、タケシの女か？」

　不意に訊きき返されて香苗は面食らった。

「や、そういうわけじゃないけどさ」

「だったらクチバシ突つっ込んで余よ計けいな詮せん索さくしてんじゃねーよ。てめーに話して得することなんざ、こっちにゃひとつもねーんだからな！」

　言うなりクルーは意外な素す早ばやさでベンチから立ち上がり、右方向に逃とう走そうを図はかる。

　ガサガサッ。

　植え込みが塊かたまりで動き出し、クルーの行く手を遮さえぎった。

「うおわっ!?」

　泡あわを食ったクルーは足を滑すべらせて尻しり餅もちをつく。動く植え込みの正体は、ヘルメットからブーツまで、ファッションではない本気の密みつ林りん用よう迷彩服で身を固めた人物だった。顔まで迷彩に塗ぬり、両手に擬ぎ装そう用ようの枝えだを持っているという念の入れようである。よく見ないと女だということすら分からない。

　不気味な姿すがたに恐おそれをなしたクルーは逆ぎやく方向に逃にげた。

「こら、逃げちゃダメ～！」

　両手を広げて立ちはだかったのは、迷彩柄のロリィタ・ファッションのドレスというあり得ない服装をした小柄な少女だった。髪かみをキャンディの包みよろしく左右で結ゆっている。

　クルーはひと目で与くみし易やすしと判はん断だんしたらしく、迷彩ロリィタ少女の胸むねをいきなりわしづかみにした。

「きゃんっ!?」

　少女は小型犬のような悲鳴を上げて身を引く。その脇わきをすり抜ぬけようとしたクルーは、少女の背はい後ごに控ひかえていた人物に腕うでをつかまれた。四人目は迷彩柄のセーラーブラウスにキュロットスカートという出いで立ちのメガネの女である。

「逃がさないわよ」

　クルーは腕を払いのけようとしたが、メガネの女は手首を取って関節を極きめにかかる。格闘技経けい験けん者しやの動きだった。クルーは体当たりで突き放そうとするが、踏ふみ込もうとした足を刈かられて体たい勢せいを崩くずした。後ろに重心を移うつしてバランスを取ろうとすると、メガネ女は懐ふところに入り込み、つかんだ腕を肩かた越ごしに引きつけながらクルーの身体からだを背せ中なかに乗せた。

　クルーの身体が空中で一回転した。柔じゆう道どうの背負い投げである。

　投げられると思った瞬しゆん間かん、クルーは地面を蹴けって自分から跳ちよう躍やくしていた。空中で身体をひねり、背中からではなく足から地面に着地する。投げを躱かわされてメガネ女が驚おどろいている隙すきに手を振ふりほどいて離はなれる。

「あ、あなた──!?」

　香苗たち四人の顔に一様に動どう揺ようの色が浮うかんだ。

　背負い投げを受けた拍ひよう子しにクルーの野や球きゆう帽ぼうが脱ぬげて地面に落ちている。それによって露あらわになったのは意外にも艶つややかな長い黒髪だった。

「あんた……女の子だったの!?」

　その問いにクルーは答えず、代わりにいまいましげに舌した打うちした。野球帽を拾うとくるりと背を向けて逃げ出す。

　迷めい彩さい四よ人にん娘むすめに追われたクルーは公園を出て、人ひと込ごみでごった返す繁はん華か街がいを抜け、複ふく雑ざつに入り組んだ路地に逃げ込んだ。しかしホッと息を吐つくヒマもなく、

「──あっ、あそこ！」

　背後から聞こえてきたロリィタ少女の声に驚き、慌あわてて駆かけ出す。土と地ち勘かんと足の速さの両方で有利なはずだが、四人娘はまるで逃とう走そう経路を予知しているかのように行く先々に現あらわれ、クルーは次し第だいに追い詰つめられていった。

　悪あく夢むのような逃走劇げきは唐とう突とつに終わりを迎むかえた。路地から飛び出したクルーの前に一台のワンボックスが止まり、ドアが開いてスカジャンを着た若わかい男が顔を出したのだ。

「──萌も衣え！　こっちだ」

　追いついてきた香苗たちの目の前で、クルーを乗せたワンボックスは急発進して走り去った。

「あ～あ、逃げられちゃった」

「無念……」

　意気消しよう沈ちんする迷彩娘たちの中でただ一人、ロリィタ少女──瑞穂だけは余よ裕ゆうたっぷりの笑えみを浮うかべて車を見送った。

「ふふん、どうせ逃げられっこないわよ。だって私たちには奇き跡せきの占うらない師しビター・マーシュ先生がついてるんだから！」




　　　　三




「──誰に追っかけられてたんだ？」

　ワンボックスの車内。スカジャンの男に訊たずねられた溝渕の師匠クルー──田村萌衣は面めん倒どう臭くさそうに答えた。

「さあな。知らねえツラだ」

「ナガシにしくじったのか？」

「そんなんじゃねえよ」

　萌衣が相当に不ふ機き嫌げんだと気付いたスカジャン男は、ポケットから折りたたんだ千円札を取り出して萌衣に手て渡わたした。千円札にはコインロッカーの鍵かぎが挟はさまれている。

「またブツの回かい収しゆうを頼たのむわ。場所は前に使ったのと同じとこだ」

　車が交差点の手前で止まる。まとめた髪かみを野や球きゆう帽ぼうの中に押し込んだ萌衣は、車を降おりると何食わぬ顔で路地に入った。エアコン室外機の吐はき出す熱風が渦うず巻まくビルの谷間を抜ぬけ、車三台分のスペースしかない月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場じように併へい設せつされているコインロッカーの前にやってくる。すでに廃はい棄きされているのではと疑うたがいたくなるほど外観は汚よごれていて、スプレーの落書きで真っ黒になっている。

　渡された鍵を使ってロッカーの一つを開く。中に入っていたのは薄うす汚れたリュックだった。背せ負おうと硬かたい感かん触しよくが背せ中なかに当たる。おそらく荷物は金きん属ぞくのケースに入っているのだろう。萌衣は駆け足にならない程てい度どに急いで表通りに出た。

　路ろ肩かたに止まっているワンボックスに気付かぬ素そ振ぶりで歩を進める。五十メートルほど歩いたところで車が追いついてきて萌衣に併へい走そうした。ガードレールが切れたところで車に駆け寄ると、側面のドアが開いて萌衣を受け入れた。ドアがまだ閉しまらないうちに車は加速し、渋谷の繁はん華か街がいを離はなれていく。

　スカジャン男が萌衣の持ってきたリュックを開いて中身を確かく認にんしている。小こ遣づかい稼かせぎにこの手の仕事を引き受けるのはいつものことだが、萌衣自身は荷物の正体について興きよう味みを持ったことはなかった。下手な好こう奇き心しんはお互たがいのためにならないと承しよう知ちしているからだ。スカジャン男の素す性じようについても同様で、仲間からはロンと呼よばれていることくらいしか知らないし、それ以上は知りたくもなかった。

　荷物の確認が済すめばそこで萌衣の仕事は終わりだった。成功報ほう酬しゆうを受け取ろうと手を伸のばしたが、ロンは輪ゴムで留とめた千円札の束を手の中で弄もてあそび、萌衣に渡そうとしない。

「さっさとくれよ。俺、行くとこあんだからさ」

「まあそう慌あわてんな。ちょいとした儲もうけ話があってな、それでお前を捜してたんだ。気が乗らねえなら別のヤツに回すが」

「……儲け話？　どんくらい出るんだよ」

　ロンは三本の指を立てて見せた。

「大三枚まいか」

「手付けで三十。続けりゃもっとだ」

「……マジかよ？」

　きな臭くさい気配を感じながらも食いつかずにはいられない額がくだった。

「やるか？」

「…………」

「今月の家や賃ちん、間にあってんのか？」

　ロンは痛いたいところをついてきた。今月どころか二か月前から滞たい納のうしている。ここで断ことわってしまえばもらえるはずの報ほう酬しゆうも引っ込めかねない。

「……いいぜ。話を聞かせろよ」

「そうこないとな」

　ロンが差し出した千円札の束を、萌衣は餌えさを待ちわびた雛ひな鳥どりのように奪うばい取った。




　十五分後──車は見知らぬビルの地下駐車場に止まった。萌衣はロンの後についてエレベーターに乗り、四○四号室に案内された。床ゆかは剝むき出しのコンクリートになっていて、靴くつを脱ぬがずにそのまま廊ろう下かを奥おくに進むと二十畳じようほどの広間に続いていた。

　広間には五人の男が待っていた。白いスーツを着込んだ瘦やせぎすの男と、アロハシャツを着た小太りの三十男、他の三人はロンと同じく二十歳さい前後の若い男である。

　広間の中央にはダブルサイズのベッドがあり、それを三方向から撮とる位置にビデオカメラが設せつ置ちされている。アロハ男も一眼がんレフのカメラを首から下げていた。

　ロンから荷物を受け取りながらスーツの男が訊たずねた。

「そいつが例のガキか」

「そうです」

　ロンは緊きん張ちようを隠かくせない声こわ色いろで答える。

「本当に女なのか？」

　答える代わりにロンは萌衣のかぶっている野球帽を取った。帽子に押し込めてあった髪が肘ひじのあたりまで流れるように落ちる。スーツの男は納なつ得とくして頷うなずいた。

「先にシャワーを使わせてやれ」

　萌衣は自分の腕うでを取って脱だつ衣い所じよに連れて行こうとするロンに抵てい抗こうした。

「待てよ。こっちはまだ何の仕事かも聞いちゃいねえぜ」

「写真を撮るんだよ。それとビデオもな。綺き麗れいにした方がいいだろ」

「俺おれなんかじゃモデルになんねーだろ？」

「お前くらいのガキがいいって客がいるんだよ」

「……そんだけで三十万も稼かせげんのか？」

「大人しくしてりゃな」

　若い男たちがニヤニヤ笑いを浮うかべてからかうように言った。

「まどろっこしいことやってねえで、さっさとひん剝むいちまえ」

「そうそう、シャワーなんて後でいいよ。どうせ汚れんだからさあ」

「────!!」

　自分が虎とらの住み処かに足を踏ふみ入れていることに気付いた萌衣は逃にげようとしたが、ロンは腕をつかんで放さない。

「ここまで来たらもう逃げらんねえんだ。覚かく悟ご決めろ。悪いようにはしねえから」

　仲間や兄あに貴きの前で恥はじをかきたくないのかロンは凄すごみを利きかせる。萌衣は抵抗をやめて従したがう素そ振ぶりを見せたが、ロンが腕の力を抜ぬいた瞬しゆん間かん、脇わきの急所に肘ひじ鉄てつを食らわせた。

「ぎっ!?」

　ロンは激げき痛つうに耐たえきれずに膝ひざを折る。その手を振ふりほどいた萌衣は出口に向かって走ったが、すぐに背はい後ごから髪かみをつかまれて引き倒たおされた。大人の男三人がかりでコンクリートの床ゆかに押さえ込まれては手も足も出ない。

「こいつはまた活いきのいいガキだな。仕込むのに手間がかかりそうだ」

　スーツの男は萌衣の目の前に茶ちや封ぶう筒とうを投げてよこした。開いた口から覗のぞく札束は三十万以上はある。男は歯ぎしりしながらにらみつける萌衣を冷めた目で見下ろしながら、

「ビデオを撮り終わるまで我が慢まんすりゃあそのカネはそっくりくれてやる。ビジネスと割わり切れ。でないと辛つらいぞ」

　下手に脅おどしをかけないだけにその言葉は重みがあった。萌衣が泣こうが喚わめこうがこれからやることに変へん更こうはない──むしろ抵抗しただけ状じよう況きようは悪くなると告げているのだ。

　やっと回かい復ふくしたロンがやってきて萌衣の脇腹に蹴けりを入れた。息が詰つまって咳せき込む萌衣に顔を寄よせ、耳元に荒あらい息を吐はき付ける。

「こいつはお返しだ。マジで痛かったからな」

「…………」

「今まで何度もいい仕事回してやったろ？　今度はお前が俺にサービスする番だぜ。優やさしくしてほしけりゃ暴あばれんな。お前を傷きず物ものにはしたくねえんだ。最初に会った時から決めてたんだぜ……お前を俺のモノにするってな」

　ロンの告白に、萌衣を押さえつけている男たちが失しつ笑しようをもらした。

「なんだ、この汚きたねえメスガキにマジ惚ほれてんのか？　気持ち悪わりぃな」

「どんだけマニアだよ」

「だいたいこの状況で告こくるか？」

　嘲あざける言葉も耳に入らないのか、ロンはさらに鼻息を荒あらげて萌衣に服ふく従じゆうを迫せまった。

「お前も最初は俺のがいいよな？　俺に懐なついてくれてたのにこんな形でってのは済すまねえが、お前だってまんざらでもないだろ？」

「……せえな」

「あん？　何だって？」

　萌衣は床に顔を押しつけられているせいで発音がはっきりしない。ロンは頭を押さえつけている男の手をどかして萌衣の顔を上向かせた。

「ほら、これでいいだろ？　言ってみな」

「てめえの口が臭くせえから顔を近づけんなっつったんだよ」

「なっ──」

　ロンの顔が一いつ瞬しゆんにして憤ふん怒ぬの朱しゆに染そまった。

「誰がてめえに懐くかよ。金ヅルだから仕方なく付き合ってやってたんだ。貸かしはあっても借りはねえな」

　萌衣はロンが頭に血が上ると何をするか分からない男だと承しよう知ちで挑ちよう発はつした。殴なぐり殺されるかもしれないが、辱はずかしめを受けたうえにビデオに撮とられて晒さらし者にされるよりはマシだった。

「速そつ攻こうでフられたか」

「そりゃそうだろ」

　男たちが下げ卑びた笑い声を上げる。ロンは男たちを押し退のけて萌衣に馬乗りになり、細い首を両手で絞しめ上げた。

「この恩おん知らずのガキが！　媚こびろ！　媚びやがれ!!　許ゆるしてくださいと言え！」

　首を絞められては喋しやべれるはずもないが、ブチ切れたロンは力の加か減げんが分からなくなっていた。萌衣はロンの手を引き剝はがそうと抵てい抗こうしたものの、頸けい動どう脈みやくが締しめ付けられたせいで急速に意い識しきが遠のいた。




『ピンポ──ン！』




　インターホンの呼よび出し音が鳴り響ひびいた。

　それを聞いた直後、萌衣の首を絞めていた力が消えた。男たちが三人がかりでロンを引き離はなしたのだ。萌衣は背せを丸めて咳せき込み、酸さん素そを求めて喘あえいだ。

　その呼び出し音は予想外のことだったらしく、男たちの間に不ふ穏おんな緊きん張ちようが生じていた。スーツの男がロンの仲間たちをにらむ。

「誰だれかここに来る予定が？」

「いえ、俺たちの他には来ないはずですが……」

「他の部屋と間ま違ちがえてんじゃないッスか？」




『ピンポピンポピンポピンポピンポピンポピンポピンポピンポピンポ────ン!!』




「どこのバカだ!?　呼び鈴りんを連れん射しやしやがるのは！」

　スーツの男が壁かべにあるインターホンのモニターを見た。白黒画面にはデザインこそバラバラだが斑まだら模も様ようの服を着ているという奇き妙みような共通点を持った四人の少女が映うつし出されている。男はスピーカーホンのボタンを押おした。

「どちら様でしょうか」

『──すいませ～ん、そこに男の子みたいな女の子がいますよね～？　スッゲー生意気なのが』

　スピーカーから聞こえてきた甘あまったるい声に、萌衣はハッと顔を上げた。溝渕のクラスメートを自じ称しようする迷めい彩さい四よ人にん娘むすめだと気付いたのだ。

「いいえ。部屋を間違えているんでしょう」

『それはないですね～。だってここ四〇四号室だし。ここに居いるのは分かってるんだから隠かくしたってダメですよ～。別に取って食おうってわけじゃなし、お話しするだけだから観念して出てくるように言ってもらえますか～？』

　今まさに取って食われようとしている萌衣にしてみれば悪い冗じよう談だんにもならない。四人娘がどうやってここまで追って来れたのかは分からないが、考えようによってはこれは好機だった。混こん乱らんに乗じれば逃にげられるかもしれない──そんな萌衣の考えを見み透すかしたようにスーツの男が油ゆ断だんのない目を向ける。

「お前の知り合いか？」

「…………」

　ＹＥＳかＮＯか、どちらで答えた方が自分にとって有利になるだろうか──萌衣がその判はん断だんを下す前に事じ態たいが動いた。

『──あれ、鍵かぎ開いてんじゃん』

『なーんだ、じゃあお邪じや魔ましよっか』

　廊ろう下かの先でスチールの扉とびらが開く音がして、緊きん張ちよう感のカケラもない雑ざつ多たな足音と話し声が近付いてくる。

「コンクリの打ちっぱなしとは粋いきだねえ」

「内ない装そうケチっただけなんじゃないの？」

「そう？　作りかけかと思った」

　好き勝手な感想をしゃべりながら広間に入ってきた四人は、萌衣の他ほかに六人もの男がいることに気付いて足を止めた。何の指し示じも与あたえられていない男たちの方もどう対たい応おうしていいものか分からず、互たがいにお見合い状じよう態たいになる。

「……捕つかまえろ」

「キャ────ッ!!」

　スーツの男の指示で香苗たちはあっさり取り押さえられた。全員後ろ手に縛しばられて、逃げられないように互いに背せ中なか側がわでロープで繫つながれる。まったく状じよう況きようが吞のみ込こめていない四人は目を白黒させて抗こう議ぎした。

「ちょっ……ちょっとこれってどうなってんの？」

「まさかアタシたちを罠わなに嵌はめたってこと!?」

「おめーらが勝手に来たんだろーがよ！」

　的外れにもほどがある非ひ難なんを受けた萌衣は地じ団だん駄だを踏ふみつつ言い返した。逃げ出す算さん段だんが台無しになったどころか状況はさらに悪化している。玄げん関かんが開いていたのなら脱だつ出しゆつのチャンスは十分にあったのに、今やチェーンまでかけられている始末だ。

　カメラを構かまえて一人一人を観察したアロハ男が言う。

「金きん髪ぱつのはそこそこ上玉だが他は使いもんにならんね」

「ぶう～～失礼しちゃう！」

　何を基き準じゆんに品定めされているのかも知らずに瑞穂が文もん句くをたれる。

「とにかく、どんな理由があるか知らないけどこれは立りつ派ぱな犯はん罪ざいよ！　さっさとこの縄なわを解ときなさい！」

　久ひさ々びさに風紀委員気質かたぎを発はつ揮きした清花が正論で抗こう議ぎするが、男たちには通用しなかった。

「そりゃ無理だ。だって俺たち悪あく党とうだもーん」

　ロンを含ふくむ舎しや弟ていの四人は舌したを出して笑う。清花は他の三人に耳打ちした。

「いい、せーので立つわよ？　せーの！」

　四人は背中合わせに床ゆかに座すわらされた状じよう態たいから息を合わせて立ち上がった。

「痛いたい痛い痛い痛い！」

「たた、高さ！　高さが違ちがうのよ!!」

　長身の樹と小こ柄がらな瑞穂が一いつ緒しよに繫がれているため、身長差でロープが引ひっ張ぱられて縛られた手首に激痛が走った。

　ガォンッ！

　耳をつんざく破は裂れつ音おんがして、四人の後ろにあるオフィス用のロッカーに穴あなが開いた。

「黙だまって座ってろ」

　スーツの男の手には拳けん銃じゆうが握にぎられていた。銃口に筒つつ状じようの減音器サブレツサーが取り付けられているが銃声は意外に大きく、舎弟の四人も耳を押さえて青ざめている。撃うった本人にも少し動どう揺ようが窺うかがえるところからすると自分でも驚おどろいているのかもしれない。

「……いったん座ろっか」

「そだね」

　四人はすごすごと元の位置に腰こしを下ろす。

「よし、仕事を始めろ」

　スーツの男の指し示じにロンは喜色を浮うかべ、萌衣は凍こおりついた。ロンが馴なれ馴れしく萌衣の肩かたを抱だいてくる。氷を押し当てられたように皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

「こ……こいつらを他の部屋に連れてけよ」

「それが人にものを頼たのむ言い方か？　言葉が足りねえぜ……こういう場合は『お願いします』だろ!?」

　言いながらロンが耳たぶを甘あま嚙がみしてくる。萌衣の首くび筋すじから背せ中なかにかけて怖おぞ気けが走った。

「……お……お願いだから、こいつらを他よ所そへやってくれ……ください」

「構かまうこたねえだろ？　お前がオンナになるところを見てもらおうぜ」

　ロンは萌衣をベッドに突つき飛ばし、うつ伏ぶせに押し倒たおしながら力ちから任まかせにシャツを引き裂さいた。柔やわらかな丸みを帯びていない少年のような身体からだが露あらわになる。

「こっ、子こ供ども相手に何やってんのよ!?　この変へん態たい！　ロリコン!!」

「ああ、あいつマジで変態のロリコンなんだ。しょーがねーよな」

　本気で怒おこっている香苗に、横からロンの仲間がおどけて相あい鎚づちを打つ。男たちに暴ぼう行こうを止やめる気がさらさらないのを知って、香苗はされるがままになっている萌衣に呼よびかけた。

「こら、あんたムエタイマスターでしょ!?　何やってんのよ！　ちったあ抵てい抗こうしたらどうなの!!」

「無む駄だ無駄、それにちゃんとカネは出るんだ。商売道具を使えるようにするための、いわゆるひとつの職しよく業ぎよう訓練ってやつ？　悲しいけどこれ、ビジネスなのよね」

「ふざけんじゃないわよ！」

　まるで萌衣自身が納なつ得とくずくでやっているような物言いに、香苗は切れた。

「あんたがそれでよくても弟で子しのタケシはどうなの!?　あの格かく闘とうバカは納なつ得とくなんてしやしないわよ！」

「────!?」

　萌衣が香苗の方に顔を向けた。

「あのバカは並なみ大たい抵ていのバカじゃないのよ!?　あんたがそんな目に遭あってるって知ったら、絶ぜつ対たい怒いかり狂くるって見み境さかいなく暴あばれるんだからね！」

　香苗の言葉を聞いた萌衣は急に息を吹ふき返したように抵抗をはじめた。ロンから逃のがれようと必死に手足をバタつかせる。見かねた仲間の男たちが助けに入り、萌衣の四し肢しを押さえてベッドの上に大の字に磔はりつけにした。

「これでようやく一つになれるね」

　悪あつ鬼きの笑えみを浮かべたロンがのしかかってきた時、初めて萌衣は誰かに助けを求めるために悲鳴を上げた。

「────────ッ……─────────ッ!!」

　その叫さけびの内ない容ようは誰にも聞き取れなかった。ビル全体を揺ゆるがすほどの轟ごう音おんにかき消されたからだ。

　ボゴォォン！

　広間の壁かべの一部が爆ばく発はつしたように吹ふき飛び、コンクリートの破は片へんが室内に飛散した。

　爆ばく風ふうとともに広間を満たした濛もう々もうたる白はく煙えんの中から、大きな影かげがのっそりと姿すがたを現あらわす。

　それは鋼こう線せんの束のごとき筋きん肉にくの鎧よろいに身を包んだ、身長二メートルを超こえる大男だった。

　肩かたから剝むき出しになった腕うでの太さは女のウエストほどもある。丸太のような脚あし、分ぶ厚あつい胸むな板いた、首も油ゆ圧あつシリンダーが入っているのかと見み紛まがうほどに太い。すべてが大作りで圧あつ倒とう的な量感を持った肉体である。

　しかし男の風ふう貌ぼうだけははっきりしなかった。その顔の鼻から上の部分がセルロイド製せいのお面で隠かくされていたからである。単たん純じゆんな円と点と棒ぼうの組み合わせで描えがけそうな愛あい嬌きようのある丸顔──それは日本人なら誰でも知っている有名な漫まん画がのキャラクターを模もしたお面だった。下半身はアーミーパンツに肉厚のブーツで固めているが、上に着ているのは明るい青地に白のツートンカラーのパーカーという少々アンバランスな出いで立ちである。明らかにお面のキャラクターに合わせたコーディネートだ。

　子こ供ども用ようのお面に収おさまりきらずに露ろ出しゆつしている口が開き、呆ぼう然ぜんとしている面々に向けて第一声を発した。

「〈ドコでもドア〉──!!」

　地じ獄ごくから響ひびいてくるような野太い声である。

　その台詞せりふを聞いて初めて香苗たちは、お面男が背せにした壁に、ちょうどドアのサイズの長方形の穴あなが開いていることに気付いた。断だん面めんにはコンクリートと鉄てつ筋きんが露出している。

（ち……違ちがう！）

　お面男の台詞は額面通りの意味ではなかった。〈ドコでもドア〉なるアイテムを使ったのではなく、この男にかかれば『何ど処こだろうと出入り口になる』という意味なのだ。

「なっ……何なんだてめえは──ッ!?」

　いち早くショックから回かい復ふくしたスーツの男が、謎なぞの闖ちん入にゆう者しや──青あお猫ねこ男おとこに拳けん銃じゆうを向けた。

　男が犯おかした失しつ策さくは二つあった。距きよ離りが近すぎて鼻先に突きつける形になったことと、問い質ただすより先にさっさと引き金を引かなかったことである。

　青猫男は一いつ瞬しゆんにして男の手から拳銃をもぎ取ると、マガジンを抜ぬいて残ざん弾だん数すうを確かく認にんし、減音器サプレツサーを一度外して付け直し、銃本体を調整した。その間、四秒。

「悪くない」

　バギュッ！

　さっき聞いたものよりも三割わり減の銃声が轟とどろき、スーツの男は膝ひざから崩くずれた。

　さらに五回、立て続けに銃声が鳴り響ひびく。アロハ男とロン、その仲間三人がほとんど同時に悲鳴を上げて倒たおれた。

「いぎぃぃぃぃぃおああああぁぁぁぁ────っ!!」

「あっ、あっ、あっ、あぎっ、あぎひぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　全員が右膝を抱かかえながら言葉にならない悲鳴を上げて転げ回る。青猫男の放った銃弾は正確に右膝の関節を撃うち抜いていた。

　青猫男はパーカーの腹はらにある白いポケットに拳銃を仕し舞まい、中をゴソゴソ探さぐってから右手を出した。握にぎった拳こぶしを頭上に掲かかげて一言。

「〈かんきのうはかいパンチ〉～！」

（──ひみつ道具じゃない!?）

　青猫男が口にしたのはポケットの中から取り出したアイテムの名前ではなく、握った拳でこれから繰くり出す技わざの予告だった。それを言い終わるよりも先に青猫男はロンの目の前に迫せまっていた。

「ドラァァァッ！」

　膝を破は壊かいされて身動きの取れないロンの脇わき腹ばらに鉄てつ拳けんを打ち込み、身体からだごと突つき上げてそのまま天てん井じように叩たたき付ける。

「ぶるるぅおがあぁぁぁ～～っ!?」

　二つ折りになったロンの身体は天井のパネルを破やぶってめり込んだ。青猫男が離はなれるとロンは床ゆかに落下し、全身をビクビクと痙けい攣れんさせながら真っ黒な血を大量に吐はき出す。漢字に直すと〈肝かん機き能のう破壊拳〉だが、肝かん臓ぞうどころか明らかに生命活動を一いち撃げきで停止させるだけの威い力りよくを持っている。

　青猫男は両手をポケットに突っ込み、今度は握り拳ではなく掌てのひらを開いて外へ出した。

「〈スモールハンド〉～」

　青猫男はロンの仲間に襲おそいかかると、手足の関節を力ちから任まかせに外して、背せ中なか側がわで固結びするように絡からみ合わせた。

「みぎゃあああぁぁぁ～～っ!!」

　ヨガの達人でもおよそ不ふ可か能のうな姿し勢せいに組み替かえられた男は絶ぜつ叫きようを上げた。四し肢しの骨こつ格かくの構こう造ぞうを完全に無む視しして折り曲げられているため全身の骨ほねという骨が軋きしみ、耐たえられなくなった筋きん肉にくや腱けんが断だん裂れつして地じ獄ごくの激げき痛つうに苛さいなまれているのだろう。男は両目をカッと見開いたまま脂あぶら汗あせと涙なみだと洟はなみずと涎よだれを際さい限げんなく垂たれ流し、しかし気絶も発はつ狂きようもできずにもがき苦しんだ。

　同じ方法で三人を片かた付づけると、今度はアロハ男の番だった。膝関節の破壊など下した拵ごしらえにすぎないことを思い知らされたアロハ男は、涙ながらに許ゆるしを乞こうた。

「わ、わ、私は関係ない！　ただ雇やとわれただけなんだ！　たたたた頼たのむ、ももももう許してくれ……この足じゃもう歩けないよ」

「空を自由に飛びたいか？」

　唐とう突とつな質しつ問もんの意味をよく理り解かいしないまま、これは生き延のびるチャンスだと思い込んだアロハ男はガクガクと頷うなずく。

「それならお安い御ご用ようさ」

　青猫男は優やさしく頷くと、アロハ男の両手をつかんで振ふり回しはじめた。凄すさまじい遠心力でアロハ男の身体が床ゆかと水平になる。十分に加速してから窓まどに向かってブン投げる。

「──そーれ、〈ヒトコプター〉!!」

　ドガシャァァン！

　手足を大の字に広げて飛ひ翔しようしたアロハ男は窓ガラスを突き破やぶり、ベランダのフェンスに激げき突とつしてバウンドしてから夜の闇やみに消えた。

　青猫男が再ふたたび銃じゆうを抜いて発はつ砲ぽうした。携けい帯たい電話で仲間と連れん絡らくを取ろうとしていたスーツの男の右手が電話ごと粉ふん砕さいされて肉にく片へんと化す。

「〈アテテモシナナーイ〉～」

　マガジンに残った銃じゆう弾だんすべてが致ち命めい傷しようにならない部位に撃ち込まれた。もはや道具の名前でも何でもない。

「もう入ってきていいよ～、ノビタ君──と他一名」

　呼よばれて〈ドコでもドア〉から顔を出したのは鵜飼了介である。鵜飼が広間に入ってくると、その後に城戸来人が続いて現あらわれる。二人は虫の息の男たちを避よけつつ香苗たち四人のところへやってきて、ロープを解ときにかかった。清花が声を弾はずませて訊たずねる。

「了介君!?　どうしてここに？」

「そりゃこっちの台詞せりふだ、バカが！」

　ロープが解けて自由になると、香苗はベッドの上で呆ほうけている萌衣に駆かけ寄よった。

「もう大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから──」

　香苗は萌衣の背中を抱だいた。萌衣は呆ぼう然ぜんとしながら、その視線は青猫男に釘くぎ付づけになっている。萌衣の目の前を横切って青猫男はオフィス用のロッカーを開けた。中には男たちの服とともに少女モデル用の着き替がえが何着か入っていて、それをベッドの上に置く。他の荷物も外に出してロッカーを空にすると、

「──〈四次元ロッカー〉!!」

　そうひと声発してから、床に転がっている男たちをロッカーに詰つめ込こみはじめた。それほど大きなサイズではないので本来容よう量りよう的に大人五人は入らないが、はみ出た手足を関節以外のところで折りたたみ、ギュウ詰づめにして強ごう引いんにドアを閉とじた。ドアの隙すき間まから苦く悶もんのうめきとすすり泣く声が漏もれてくる。

「ノビタ君、みんなを連れて外へ出るんだ」

「だから俺おれノビタじゃなくて……いや、つか何で？」

「ここから先は十八歳さい未満お断ことわりの世界だからさ」

　ここまでだって十分Ｒ指定でしたよ──そう突つっ込みたいのをこらえて、鵜飼は清花たちを促うながして玄げん関かんに向かった。萌衣は香苗が連れ出したが、萌衣は何度も青猫男を振ふり返り見た。全員が玄関の外へ出た直後──

『ドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラァァァ──────ッ!!』

　ボゴメギズガバキドガガガガガガガガガガガォォォォン!!

　横よこ揺ゆれの振しん動どうとともに、大口径の機き関かん砲ほうで装そう甲こう車しやを蜂はちの巣にしたらこんな感じだろうという破は壊かい音おんが轟とどろいた。

「伝説の〈アイアンメイデンの刑〉……だな」

「うん。それも身の詰まったやつ」

　鵜飼と城戸は顔を見合わせて乾かわいた笑いを浮うかべた。

　轟ごう音おんに混まじってかすかに断だん末まつ魔まの悲鳴が聞こえたような気もしたが、七人は構かまわず急いでビルから立ち去った。
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　ビルから脱だつ出しゆつした七人は、駅方面に向かう途と中ちゆうにあった神社の境けい内だいでひとまず休きゆう憩けいすることにした。

「──で、何がどうしてああなった？　納なつ得とくのいく説明をしてもらおうじゃねえか」

　鵜飼はさっそく江戸っ子モード全開で清花たちに詰め寄よった。

「それより了介君たちは先に帰ったんじゃなかったの？」

「城戸と立ち話してたらよ、おめーらが溝渕の師し匠しよう追っかけてドタバタ俺たちの目と鼻の先を通り過すぎてくじゃねえか。そんでこりゃ何かあるなってんで後をつけたって寸すん法ぽうよ」

「じゃあ先生……じゃなくてあの猫ねこ型がたロボットを呼よんでくれたのも了介君？」

「呼ぶわけねえだろ。部屋の中で何が起きてるか、こっちにゃ知りようもなかったんだからな。だいたいあのタイミングで呼んだところで間に合うもんでもねえだろうが」

「じゃあやっぱりまた勝手に現あらわれたんだ……」

「本官の考えを述のべてよろしいでしょうか？」

　同じ迷めい彩さい柄がらでも一人だけ本ほん格かく的すぎる樹がビシッと敬けい礼れいしつつ発言した。

「やはりこの場合、タイムマシンで未来から来たと考えるのが妥だ当とうかと」

「そんな科学力持ってて悪あく党とう倒たおすときゃ素す手でっておかしいだろが!?　つーか俺が問題にしてんのはそんなことじゃねえ。今日、俺らが溝渕の師匠に会うってことは誰だれも知らないはずだが？」

「まあ……それについては瑞穂の口から聞くのが一番手っ取り早いわね」

　清花と樹を押おし退のけるようにして前に出てきた瑞穂は、悪びれる様子もなく胸むねを張はって言った。

「すべてはビター・マーシュ先生のお導みちびきによるものなのよ」

「また雑ざつ誌しの占うらないか!?」

「ブッブ～！　違ちがいま～す！　ムフフフ……これを見て驚おどろくなってーの!!」

　小さな天使の羽根が付いたリュックから取り出したのは、茶色い蠟ろう紙がみの封ふう筒とうだった。サイズと厚あつみは書類入れに近い。

「……何だ、それ？」

「ビター・マーシュ先生御ご本ほん人にんから直じき々じきに頂ちよう戴だいいたしました～ん！」

「なにぃぃっ!?」

「やっぱダメモトでもファンレターは送っとくもんよね～」

　鵜飼は瑞穂の手から封筒を奪うばい取り、口くち紐ひもを解ほどいた。中には複ふく数すうの普ふ通つうサイズの封筒が入っていて、それぞれの表にはギリシャ数字が書かれている。試ためしに〈Ⅰ〉の封筒を開けてみると中身はカードだった。




〝シャムより伝わりし古いにしえの武ぶ術じゆつを学ぶ友について知りたくばその師しを訪たずねるが吉きち〟




　サインペンで書かれた、癖くせのない綺き麗れいで読みやすい文字。

「……なんか普通だな」

　横から覗のぞき込んだ城戸が率そつ直ちよくな感想を口にする。鵜飼も同意見だった。いかにも予言っぽい謎なぞめいた内ない容ようを期待していたが、少々拍ひよう子し抜ぬけな感は否いなめない。

　続いて〈Ⅱ〉を開けてみると、今度は〝ラッキープレイスは渋谷〟の文字の下に日付と時じ刻こく、具体的な場所を示しめした手書きの地図がある。日付は今日のものだ。

「占いか？　これ……」

「次見ようぜ、次」

　城戸に急かされて〈Ⅲ〉の中身を見る。




〝鵜飼と城戸が帰った後、溝渕がパシリに出るまで待って師匠と接せつ触しよくするが吉〟




「いくら何でも具体的すぎるだろ！」

　もはや占いではなく完全に行動指し示じ書しよである。〈Ⅳ〉では師匠（萌衣）に逃にげられた場合の行き先──つまり先ほどのビルの四〇四号室へ向かうよう指示している。そしてビター・マーシュの占いに付きものの決まり文もん句く──




〝ピンチに陥おちいっても信じて待てば吉〟




　最も信用ならないアドバイスが添そえられていた。

「おい、まだ封筒あるぞ？」

　城戸が〈Ⅴ〉の封筒を手に取った。順番から言えば次の行動を指示するカードが入ってるはずである。城戸は瑞穂に断ことわりもなく封を切ってカードを取り出した。

「うっ……ええっ!?　うひょわあああ～っ!!」

　城戸はお化けでも見たように泡あわを食って後ずさった。地面に放ほうり出されたカードを拾った鵜飼も、その文面を見て城戸のリアクションを理り解かいした。




〝勝手に見てんじゃねーよ〟




　奇き跡せきの予知ツッコミである。

「怖こえ～っ！　超ちようビビった～見てコレ！　この鳥とり肌はだ!!」

　城戸はシャツを捲まくって粟あわ立だった腕うでを見せた。鵜飼からカードを受け取った清花もギョッとした顔になり、すぐに瑞穂に回す。瑞穂はしてやったりという笑えみを浮うかべた。

「これであんたたちもビター・マーシュ先生の偉い大だいさが理解できたでしょ？」

「確たしかにスゲえよ……でも理由がサッパリ分かんねえ。ここまできたら占いっつーより予知能のう力りよくだろ？　何でわざわざお前らを操あやつって──あ」

「どうしたの了介君？」

　難むずかしい顔で口を押さえた鵜飼に、清花が訊たずねる。

「とりあえず謎がひとつ解とけた……」

「謎って、どの謎？」

「例のお面男が出てくるタイミングが良すぎる理由。俺たちがピンチになってから呼よび出されてるんじゃなくて、トラブルが起きる前にあらかじめ呼ばれてスタンバってるんだ。つまりお面男を派は遣けんしてるのはスーパー占い師以外にはあり得ない！」

「でもそれだとおかしなことにならない？」

「何が？」

「私たちって、占いに誘ゆう導どうされてトラブルに出くわすわけじゃない。それで助けてくれるお面男も占い師の差し金ってことになると、それって……アレよね？　四字熟じゆく語ごで言うところの──」

「自作自じ演えん、あるいはマッチポンプであります！」

　樹が鯱しやちほこ張ばって敬けい礼れいしつつ答える。清花は頷うなずきつつも首を傾かしげる。

「占いでそれができるとしても、それをする理由が分からないわね。いったい誰に何のメリットがあるわけ？」

「バッカね～、ビター・マーシュ先生が何考えてるかなんてあたしら下しも々じもの者に理解できるわけないじゃん。でも今回についてだけなら目的はハッキリしてるわね」

　瑞穂は石いし段だんに腰こし掛かけている小さな人ひと影かげを指さした。




「ほれ」

　香苗が差し出した缶かんジュースを受け取った萌衣は、表面に印刷されたオレンジのイラストを見て不満げにつぶやいた。

「……ヨーグルトのが良かった」

「贅ぜい沢たく言うんじゃないわよ。いらないなら返せ。アタシが飲む」

「フン、しょうがねえな。せっかくだから飲んでやるよ」

　礼の一言もなく萌衣は缶を開けた。憎にくまれ口とは裏うら腹はらに一気飲みし、プハーッと大きく息を吐はく。缶を持つ手の震ふるえがおさまるのを待ってから香苗は質しつ問もんした。

「……あんた、名前は？」

「田村萌衣──」

「日本人？」

「親おや父じがね。ママが死んでから日本こつちに来た」

「そう……あんたが溝渕に教えてるムエタイって、本場のやつ？」

「タイあつちで世話になってた寺の坊ぼうさんに教わったんだ。俺は女だしガキだから実じつ際さいやらせちゃもらえなかったけど、技わざは全部見て覚えてる」

　ジュース代くらいは付き合ってもいいと思ったのか、萌衣は意外にも素す直なおに質問に答えた。溝渕と出会ったきっかけについて訊ねると、少し躊ちゆう躇ちよしてから苦く笑しようまじりに、

「あいつ、見た目が完全にタイ人だろ？　顔見たらつい懐なつかしくなって話しかけちまったんだ。そしたらゼンゼン話が通じねーんでやんの。参ったぜ」

「へー、本場の人間から見てもやっぱそうなんだ」

「ふざけてるだろ？　あの面ツラでキックボクシングやってるっつーからさ、ムエタイ使ったらスゲー似に合あうんじゃねえかと思って、やらせてみたら案の定だ」

「それであんたが師し匠しようになったわけか。にしても小学生の弟で子しになるのに抵てい抗こうがなかったのかね～、あのバカは」

　萌衣に弟子入りした溝渕は週に二日から三日のペースで教わりに来ているという。渋谷でバイトをしているのでそのついででもあるらしい。毎回授じゆ業ぎよう料りようとして弁べん当とうを持参するという話から、溝渕が萌衣に弟子入りした理由は香苗にも何となく想そう像ぞうがついた。

　軽口を叩たたいていた萌衣は急に大人しくなり、手の中で弄もてあそんでいた缶に視し線せんを落とした。

「……さっきのこと、タケシに話すのか？」

「話して欲ほしいってんならそうするけど」

　香苗はわざと意地悪な言い方をした。萌衣が上うわ目め遣づかいにジロリとにらむと、香苗はオーバーに肩かたをすくめた。

「正直、面めん倒どうくさいからパス。だいたい余よ計けいなお節介するほど親しいわけでもないし」

「……お前、タケシの女じゃねえのか？」

「冗じよう談だん、誰があんなのと付き合うってのよ!?　強いんだか弱いんだか分かんないし、ときめく要よう素そゼロじゃない。そもそもあの面でこのアタシと釣つり合うわけないでしょ？　タイに行けばイケメンかもしんないけどさ」

　香苗の酷こく評ひように萌衣は不服そうに唇くちびるを尖とがらせたが、しかしすぐに安心したように頰ほおを緩ゆるめた。懸け念ねんが消えたためか掌てのひらを返したように元気を取り戻もどし、勢いきおい込んで香苗に訊きいてくる。

「ところでさっきの話だけどさ」

「その話はナシって言ったばっかでしょ？」

「ちげーよ！　壁かべぶち抜ぬいて助けに来たアイツ……あれ『ドラ○もん』だよな!?」

「まあ……お面だけはね。タイでもやってるの？」

「うん。俺おれ、昔から大ファンなんだ。日本に来たのだってドラ○もんの生まれた国だって聞いてたからだし」

「へえー……」

　目を輝かがやかせて語る萌衣に複ふく雑ざつな表ひよう情じようで相あい鎚づちを打ちながら『中の人』については話さない方がよさそうだ、と香苗は思った。

「もうダメだ～って時に思わず名前を叫さけんだんだけど、まさか本当に来てくれるなんて……やっぱドラ○もんは最高だよな！」

「──お前が呼よんだんかい!!」

　後ろで話を聞いていた鵜飼たちが突つっ込こんだ。

「実物は思ってたよりデカかったけどな」

「あれは未来の世界にとっての危き険けん分子を抹まつ殺さつするための〈ターミネーター・モード〉で、緊きん急きゆう時じには猫ねこ型がたからあの姿すがたに変形するのだ」

「ありもしねえ裏うら設せつ定ていを勝手に加えるんじゃねえ！」

　樹のもっともらしいデタラメ解かい説せつを鵜飼は全力で否ひ定ていした。振ふり返った萌衣は嬉うれしそうに鵜飼の顔を指さす。

「あ、ノビタだノビタ」

「誰が射しや撃げきとあやとりの名人だと!?」

　鵜飼の肩かたに手が置かれる。振り向くと何な故ぜか泣きそうな顔の城戸がいた。

「速いし的てき確かくだし面おも白しろいし……なんで俺より百倍もツッコミが上う手まいんだ？」

「てめえがヘボすぎるだけだろ!?」

「はうう～」

　バッサリ斬きり捨すてられた城戸はちょっとオカマっぽい仕草でよよよと泣き崩くずれた。もちろんフリである。そして当然のように誰一人慰なぐさめようとはしない。

　後ろのコントを完全無む視しして、香苗は萌衣に言った。

「ひとつ提てい案あんがあるんだけどさ」

「……何だよ？」

「友達にならない？　アタシたち」

　そう言って右手を差し出す。

　萌衣はその手と香苗の顔を交こう互ごに見て、生意気そうに口の端はしをひん曲げた。

「ふうん……ま、どうしてもってんならなってやってもいいけど？」

「じゃ決まりね」

　萌衣がおずおずと差し出した手を強く握にぎると、香苗はそのまま引いて萌衣を立ち上がらせた。

「さてと、そろそろ行かないとね。溝渕のやつ、今いま頃ごろ待ちぼうけだろうし」

　公園に溝渕を待たせてあることを萌衣も思い出したようだった。別れてからすでに二時間近く経たっている。

「さすがにもう帰ってるだろ？　タケシのやつ」

「待ってるわよ。あんたを探さがしてウロウロするような知ち恵えなんてないだろうし」

「どうせ帰ってるよ。あいつもそこまでバカじゃねえ」

　萌衣は視線を逸そらして独ひとり言のようにつぶやく。香苗はフフンと鼻を鳴らした。

「じゃあ賭かけよっか？　アタシが勝ったら一日、言うこと聞くってことでどう？」

「俺が勝ったら？」

「ご飯おごってやるわよ。好きなだけ」

「乗った！」

　結果──この賭けは香苗の勝ちだった。




　　　　五




　一週間後──

「なあ鵜飼、ちょっと相談があんだけどさ……聞いてくれるか？」

　いつもの校こう舎しや裏うらにやってくるなり、城戸は神しん妙みような顔で鵜飼に相談を持ちかけた。溝渕に付き合ってトレーニングに打ち込んでいた鵜飼が答える。

「何だよ改まって？　言ってみろよ」

「とりあえずこれを見てくれ」

　城戸は普ふ段だんから使っている大きめのリュックを開けて、中から三冊さつのハードカバー本と数すう枚まいのＣＤを取り出した。本はどれも落語の歴史や演えん目もくについて解説する内ない容ようで、ＣＤは有名な落語家の公こう演えんを録音したものだ。

「漫まん才ざいはやめて落語に転向するのか」

「そのつもりはまったくないんだけど……この間図書館に寄よったら、知らない間にリュックの中に入ってた」

　本とＣＤを調べてみると、すべて大門高校の図書館の蔵ぞう書しよ票ひようが付いている。ＣＤはともかく本はそこそこ厚あつさがある。

「こんなの入ってたら普ふ通つう、気付かないか？」

「ちょっと重いかなって思ったんだけど、いつもいろいろ入れてるから」

「借りた覚えはないんだな？」

「でも俺が借りたことになってるんだよ」

「ふうん……で、読んだのか？」

「ヒマだったから全部読んじゃったよ。ＣＤもダビングしたし」

「で、感想は？」

「うん、スッゲー面おも白しろかった。もともと嫌きらいじゃないしね。もちろん落語家になる気はないけどな」

　だったら結果オーライで問題はなさそうなものだが、城戸は浮うかない顔だった。

「これをお前のリュックに入れたのが誰だれか分かってるのか？」

「容よう疑ぎ者しやっつーか、状じよう況きよう証しよう拠こからして犯ホ人シは図書委員しかいないんだよ。んで、俺が寄った時にいたのは波多野だけだったし」

「じゃあ波多野に文もん句く言えばいいだろ」

「バカ、それじゃ普通すぎるだろ？　当たり前のリアクションなんてしたら、どんなダメ出し食らうか分かったもんじゃねえよ。普通のパターンが許ゆるされるのは図書館を出る前に気付いた場合だけだ」

「……お前の基き準じゆんもよく分からんけどな。じゃあ何食わぬ顔で普通に返へん却きやくするのは？」

「ノリツッコミの最後まで突つっ込まないパターンな。でもそれやると波多野のやつ、間ま違ちがいなくまた勝手に次の本を入れてくると思うんだ。そうなったらいつまでスルーしていいか分かんなくなるだろ？　いずれどこかで突っ込まないといけなくなるじゃん？　俺はどうしたらいい？」

「そんなのお前のサジ加か減げんひとつだろうがよ。だいたい図書館にある落語の本なんか限かぎりがあるんだから、そのうち入れる本もなくなるだろ」

「図書委員の権けん限げんで新しん刊かんを入荷したらどうする？　学校以外の図書館から借りてきたらどうする？」

「知らねえよ！」

「そう言わずに助けてくれよ。問題はそれだけじゃないんだ」

　城戸は鵜飼のランニングシャツの裾すそをつかんで懇こん願がんした。

「図書館のカウンターに行ったら、波多野が図書カード作るから待ってろって言うんだ。んで、大人しく待ってたらこれがなかなか終わんなくてさ。見ると……ほら、セーラー服の胸むねのとこって三角の布ぬのがあるだろ？　襟えりの合わせ目のところに。波多野のやつその三角の布を何な故ぜか外しててさ、カウンターに伏ふせ気味な感じで座すわって書き物してると、角度的に、その……見えちゃうんだよな」

「そいつはラッキーじゃん」

「最初はジロジロ見るのもアレだと思って目を逸そらせてたんだが、波多野が気付いてないみたいだから、微び妙みように身を乗り出して覗のぞいて見たんだ。何かいいものが見えねえかなって思ってさ。ところが……見事なまでにペッタンコでさ、まさにまな板。何で？　って思ってよーく見たら、肌はだ色いろのサラシみたいなの巻まいてやがんの！　『谷間がねえよ!!』って突っ込んでやったよ」

　城戸は一気にまくし立てて息を荒あらげた。

「……七十点の評ひよう価かをもらったけどな」

「お前にしては高得点だな」

「問題はあいつがツッコミ待ちってことなんだ。その後のことだけどさ、波多野が高いところにある本を取りたいから、ほら……あの、タイヤ付きの脚きや立たつみたいな踏み台があるだろ？　それを下で押おさえててくれって頼たのんできたんだ。断ことわる理由もないから手伝ったんだけど……」

「また何かあったのか？」

「あいつ、何故かスカートを極きよく端たんに短くしてたんだよ。だから下で踏ふみ台を支ささえてるとさ、ちょっと顔を上げただけで見えちゃうわけ。パンツが」

「ふうん、ラッキーじゃん」

「バカ、そんなあからさまな状況で堂々と覗けるわけないだろ？」

「じゃあ覗かなかったんだ」

「……覗いたけどさ」

「覗いたのかよ！」

「そりゃ覗くだろうよ。目の前で白いのがチラチラしてたらよ！」

「自じ慢まんげに言うんじゃねえよ。それで？」

「波多野って全体的にマッチ棒ぼうみたいなフォルムしてるんだけど、尻しりだけはいい感じに丸っこいんだよな。いい形してんな～って思って見てたら、急に本ほん棚だなの下の方の本を取ろうとして、前に屈かがんで尻を突つき出したんだよ。おかげでパンツがほとんど丸見えになってさ」

「大サービスだな」

「……ところがそうじゃないんだ」

　城戸の目がどんよりと曇くもった。

「波多野のパンツに何か書いてあるのに気付いてさ、何気に読んでみたんだよ。そしたら──『アホが見るブタのケツ』だって……」

「それに対するお前のツッコミは？」

「ねえよ！　パニクって何言ったかも覚えてねえし、逃にげ帰るだけで精せい一いつ杯ぱいだよ」

「敵てき前ぜん逃とう亡ぼうだな」

「そうなるのか？　やっぱり!?　でもいまだに正せい解かいが……正解が分かんねえんだよ!!」

　脳のう内ないに毛虫が這はい回ってでもいるのか、城戸は両手で頭を搔かきむしった。ケースとしてはかなり分かりやすいノイローゼである。

「ふむ……」

　鵜飼は腕うで組ぐみして、城戸の話を頭の中で整理した。

「それで訊きくけどさ、要するに何が問題なんだ？」

「聞いてなかったのかよ!?」

「聞いてたよ。つまりアレだ、波多野がお前にアプローチしてきてるってことだろ？　ある意味、モテていると言っても過か言ごんじゃない」

「気軽に言ってくれるけどな、あの女のプレッシャーは並なみ大たい抵ていのもんじゃないぞ？　そもそも俺の好みの真ま逆ぎやくっつーか、とにかく苦手なんだよ」

「苦手じゃない女がいるのか？」

　根本的な問いかけに、城戸は虚きよを突つかれて口ごもった。

「女の前じゃだいたいいつでもテンパってるだろ？」

「確たしかに……須々木くらいかな？　ビビらず余よ裕ゆうもって対たい応おうできるのって」

「だったら特別、波多野だから苦手ってわけでもないだろ？　笑いの道を志こころざすつもりなら、それくらいのプレッシャーを克こく服ふくできないでどうする？」

「そりゃあ……まあ、うん……お前の言ってることが正しい」

「だろ？　つまりはそういうことだ」

　実じつ際さいにはまるで内ない容ようのないアドバイスだったが、城戸は突っ込むどころか感かん銘めいを受けたらしく何度も頷うなずいた。鵜飼はポンと手を打って話を変えた。

「ところで城戸、お前の相談とはまったく関係のない話なんだが──今度の土曜日は空いてるか？」

「夏休みの最終日だろ？　空いてるけど」

「だったら寄よ席せに落語を聞きに行かないか？」

「そりゃまた藪やぶから棒ぼうだな」

「実はうちの親おや父じの知り合いのつてだか何だかで、浅草の演えん芸げいホールのチケットをもらったんだ。笑いの勉強になるんじゃないかと思ってな」

「浅草ねえ……それならダミアンを連れてってやった方が喜ぶんじゃないのか？」

「浅草はそのうち案内するつもりだけど、ダミアンにはまだ落語は早いだろ。日本語ができるったって日にち常じよう会話レベルだし」

「なるほど」

「午前の部が十一時四十分からだから、二十分くらいに雷かみなり門もんの前で待ち合わせをしよう。それでいいか？」

「まあ……いいけど」

　鵜飼があまりにサクサク話を進めるので、城戸はなんとなく口を挟はさむ機会を失い、いつの間にか浅草行きは決定事じ項こうになっていた。

「その浅草に落語を聞きに行く件けんは──波多野の話とは何の関係もないんだな？」

「一いつ切さいない。ただの偶ぐう然ぜんだ」

「そっか。ならいいや」




　　　　☆




　八月三十一日──土曜日。

　夏休み最終日と週末の重なったこの日、浅草は大おお勢ぜいの観光客でごった返していた。

　城戸は余よ裕ゆうを見て十一時頃ごろに雷門前に到とう着ちやくし、お年とし寄よりと外国人の割わり合あいの多い人の流れをしばし眺ながめた。

　十一時十分に鵜飼がやってきた。

　キャスケットの帽ぼう子しにボーダー柄がらのカットソー、首にはスカーフを巻まき、下はベルボトムのジーンズにロンドンブーツという普ふ段だんとはかなり印象の異ことなる格かつ好こうなため気付かなかったが、目の前に立って演芸ホールのチケットをヒラヒラさせたので待ち合わせの相手だと分かった。鵜飼である証しよう拠こにメガネもかけている。

「……鵜飼、お前って夏休みの間に背せ、伸のびた？」

「いや？　そんなことないけど」

「そっか、ブーツ履はいてるからな。そうでなければ俺おれの気のせいだ」

　二人は肩かたを並ならべて歩き出す。鵜飼の方が露ろ骨こつに歩ほ幅はばが広い。

「お前ってそんなにコンパス長かったっけ？」




　寄席の演だし物は落語だけでなく、漫まん才ざいや講こう談だん、三しや味み線せん漫まん談だん、マジックに紙切り等々バラエティに富とんでいる。二人は落語六席にマジックと漫才を堪たん能のうしたところでホールを出て、近くのもんじゃ焼きの店で昼食にした。

「いや～笑った笑った。でもこれでまだ午前の部の半分なんだろ？　どんだけボリュームあんだよ。あんま知らなかったけど寄席って侮あなどれねえよな～」

　汗あせをかきかきもんじゃ焼きを食べつつ、城戸は三番目の落語のあの語り口が良かったの、漫才のネタが最新のニュースを取り入れてて驚おどろいただの、あれやこれやと熱心に感想を述のべた。相あい鎚づちを打っていた鵜飼は一通り聞いてから口を開いた。

「勉強になったろ？　お前はそもそもツッコミに向いてねえんだよ。笑いの反はん射しや神しん経けいが鈍にぶいってのかな……アドリブがつまんねーし、ギャグを思いついたら先に自分だけ笑っちまって話にならない。キッチリ出来上がったネタを演えんじる方が向いてるんだ」

「なるほど、そうかもな……って、おい！」

　城戸はやにわに腰こしを浮うかせると、コースターをつかんでテーブルに叩たたき付けた。

「──お前は鵜飼じゃねえだろ!?」

　二時間引ひっ張ぱった末の渾こん身しんのノリツッコミである。

　鵜飼了介と待ち合わせたはずがやってきたのが波多野樹だった時点で、城戸は自分が嵌はめられたことに気付いていた。問題はどこで突つっ込こむかだったが、耐たえに耐えた末に城戸が見いだした最高のタイミングがまさに今だったのだ。

　樹はサインペンを取り出してコースターの裏うらに数字を書き、城戸に見せた。




　──90点
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「よっしゃああああっ！」

　城戸は両の拳こぶしを頭上に振ふり上げて全身で喜びを表ひよう現げんした。

「エイドリア～～～ン!!」

　脳のう内ないで映画『ロッキー』の感動的なテーマが流れはじめた城戸を無む視しして、樹は時計を見ると席を立った。

「そろそろ時間」

「時間って、寄よ席せの？」

「みんなと待ち合わせ」

「……みんな？」

　樹はろくな説明もなく会計を済すませて店を出て行く。城戸も慌あわてて後を追った。

　樹と共に再ふたたび雷かみなり門もん前まえに戻もどってきた城戸は、門の脇わきに一人所しよ在ざいなげに立っている溝渕に気付いて声をかけた。

「よう溝渕、何でこんなとこにいるんだ？」

「鵜飼と待ち合わせてるんだ」

　まるっきり予想通りの答えだった。城戸は見み慣なれない溝渕の私し服ふく姿すがたを観察した。黄色いシャツにジージャン＆ジーンズ、オマケに赤いバンダナという溝渕にしては派は手でな配色である。

「昔のヒーローかよ!?」

「どういうわけか格かつ好こうつけて来いって言われたんでな」

　よく分からない話だった。樹が足を止めて動かないところを見ると、待ち合わせ場所はここでいいらしい。

　五分と待たずに見知った顔の一行が現あらわれた。それもやってきたのは雷門の外ではなく、仲なか見み世せ通りの方からである。

「おっ、ちゃんと時間通りに来てるわね。感心感心」

　城戸たちの姿を認みとめた香苗が真っ先に声をかけてきた。一いつ緒しよにいるのは清花に瑞穂、鵜飼に加えてダミアンもいる。見たところ一通り浅草観光を済すませてきた後らしい。城戸はマッハの速さで鵜飼に詰つめ寄よった。

「鵜飼～お前、俺を担かついだな!?」

「んん～？　何のことかな？」

　鵜飼は露ろ骨こつにすっとぼけた。

「寄席に行くかどうか聞いただけで、俺も一緒に行くとは一言も言ってないぜ」

「にゃにぃぃっ!?」

　そう言われて城戸は三日前の会話を思い返してみたが、確たしかに鵜飼からその台詞せりふは聞いていない。

「よかったな城戸。記念すべき初デートだろ」

「え？　ああっ!?　うわあああぁ～～～～っ!!」

　指し摘てきされて初めてその事実に気付いた城戸は、青ざめて悲鳴を上げた。

「ククク……」

　樹の含ふくみ笑いがさらに追い打ちをかける。

「鵜飼お前……俺の青春の一ページを勝手に──」

「城戸おまえのことは今回のメインイベントじゃないから気にすんな」

「どゆこと!?」

　鵜飼は顎あごをしゃくって溝渕の方を示しめした。溝渕のヒーロー風ファッションを見た香苗がやれやれと肩かたをすくめる。

「一番マシなのがその格好？　まーしょうがないか……ほら、こっち来なさいよ」

　香苗に呼よばれて、清花の背せ中なかに隠かくれていた人物がおずおずと前に出てくる。

　可か憐れんな花を思わせる白いサンドレスを着た少女だった。艶つややかな長い黒くろ髪かみを三つ編あみにして胸むねの前に垂たらしている。麦わら帽ぼう子しを深ふかく被かぶっているため顔はよく見えない。

「帽子取んなさいよ」

　香苗の命令に、少女は麦わら帽子の端はしをつかんだままふるふると首を横に振ふる。

「アタシが賭かけに勝ったんだから、今日一日は言うことを聞いてもらうわよ」

「……ちっ、しょうがねえな」

　少女は観念して帽子を取った。大きな黒い瞳ひとみをした勝ち気そうな顔が現あらわれる。サンドレスの少女の正体は──田村萌衣だった。

　完全に虚きよを突つかれた溝渕の顔は見物だった。ポカーンと口を半開きにしたまま固まっている。ムエタイの師し匠しようが何な故ぜここにいるのか、何故香苗たちと一緒なのか、何故こんな格好なのか──二重三重のショックに襲おそわれて状じよう況きようがまったく把は握あくできずにいるのだ。

　溝渕のマヌケ面づらをたっぷり堪たん能のうした香苗は、得意満面の笑えみで萌衣の肩かたに腕うでを回して抱だき寄よせた。

「先に言っとくけど、あんたの師匠とアタシはすでに友達だから」

「あ、ああ……うん……」

「このドレスはアタシが選んだんだけど、どうよ？」

「うん……」

「そろそろ気の利きいた感想を聞きたいんだけど？」

「ああ……」

　ドッキリが成功しすぎたのか、溝渕は香苗の台詞せりふに合わせてうめくだけの生き物に成り下がっている。

「まさかとは思うけど、自分の師匠が実は女だとは知らなかった──なんて最低なオチは許ゆるさないからね」

「さすがにそれはない。ちょっと驚おどろいただけだ……いや、正直言ってかなり驚いた。かなりじゃ足りないな。すごく驚いた。いやいや、すごくどころじゃなくて──」

「驚きのレベルを上げてってもしょうがないのよ！　女の子がオシャレしてきたんだから、言わなきゃいけない台詞は分かってるわよね？」

「…………」

　溝渕は弱り果てた顔で城戸と鵜飼の方を見た。この場でアドバイスするわけにもいかず、二人は身振り手振りで『とにかく頑がん張ばれ』と応おう援えんした。

　当の萌衣は不安そうに表ひよう情じようを曇くもらせている。躊ちゆう躇ちよしている場合ではないと気付いた溝渕は、意を決して行動に出た。その場に膝ひざをつき、萌衣の顔をまっすぐ見上げる。

「とてもお似に合あいです。師匠クルー」

　選よりに選ってそんな台詞か──香苗たちは微び妙みように失望した顔になったが、言われた当人は意外とまんざらでもなさそうだった。

「む……ま、まあな。元がいいから何でも似合っちまうんだよ」

　萌衣は照れて鼻の頭を搔かいた。この二人はどうやらこれでいいらしい。

　なんとなく毒気を抜ぬかれた感じの香苗は、急せかすように手を叩たたいた。

「はいはい。顔合わせも済すんだことだし、さっさと移い動どうするわよ」

「どこへ行くんだ？」

「浅草で遊び倒たおすに決まってんじゃない。あんたも師匠のお供ともについてくるのよ、いいわね？」

　城戸と樹、溝渕が合流して総そう勢ぜい九人になった一行は、まずは仲見世通りに並ならぶ店を見て回り、それから花やしきでアトラクションを満まん喫きつした。締しめは水上バスに乗り込んで隅すみ田だ川がわを下る。その頃には陽ひは西に傾かたむき、川面を黄金色に染そめていた。

「わっは、気持ちいい～！」

　屋上デッキに出た萌衣は大はしゃぎだった。手すりを乗り越こえて飛び出しかねない勢いきおいに、心配した溝渕が付き添そう。鵜飼たちは二人の様子を少し離はなれて見守った。

「まあ何だ……初デートが寄よ席せで、相手が波多野だったこととか、そんなことはどうでもいいや。とりあえず許す」

　仲のいい兄妹きようだいのような溝渕と萌衣を温あたたかい目で眺ながめながら城戸はつぶやいた。しかしそれを聞きとがめた香苗が城戸の尻しりに容よう赦しやない蹴けりを入れる。

「な、なんで!?」

「許すとか許さないとか、そんな権けん利りはあんたにないのよ！　誘さそってもらえただけありがたいと思いなさいよ」

「すんごい上からの発言なんですけど」

「そりゃそうでしょ。樹とデートだなんてどんだけ贅ぜい沢たくなことか！」

「……ちょっと待った」

　城戸は疑うたがわしい目つきで女子四人組を見回した。

「つかぬことを訊きくけどさ……お前らの中で一番いい女って誰だれ？　ルックスと中身を総そう合ごうして──」

　香苗と清花と瑞穂が一いつ斉せいに樹を指さした。指先に迷まよいがない。

「うそ──ん！」

　愕がく然ぜんとなる城戸に、樹はクククと含ふくみ笑いしつつ髪かみを搔かき上げて流し目を送る。見方によっては色っぽいかもしれないが含み笑いの時点で不気味だった。

「樹はとにかくスタイルが抜ばつ群ぐんなのよね。何着ても似合うしカッコいいのよ」

「ノッポで小顔だしねー」

「お肌はだもスベスベで染しみひとつないし」

　絶ぜつ賛さんの嵐あらしである。城戸の美的感覚からすればあり得ない高こう評ひよう価かだった。

「いやいやいやいや……だって、白いマッチ棒ぼうじゃん？」

「小こ汚ぎたない小デブが自分のこと棚たなに上げて小こ賢ざかしいことほざくんじゃないわよ」

「そんなに小をいっぱいつけなくても」

「とにかく樹とあんたじゃ月とスッポン、美女と野や獣じゆうなわけよ。一回デートしたくらいで図に乗るんじゃないわよ」

　何な故ぜか城戸の方が頼たのみ込んで樹にデートしてもらったことになっている。反はん論ろんは聞き入れられそうにないので城戸は鵜飼にすがった。

「俺こいつら嫌きらいだ……俺の女子に対する幻げん想そうを片かたっ端ぱしから破は壊かいしやがるから」

「すでに軍門に下ってる俺に言われてもな。俺なんかとっくに影も形もないぜ」

「そうだった。お前は堕だ落らくした」

　城戸はわずかな希望を求めてダミアンに目を向けた。

「ねーダミアン、この中で一番可愛かわいいのはだ～れだ？」

「ンッン～、そんなのミズホに決まってるヨ～」

　このアメリカンオタクは人目をはばからず瑞穂にベッタリである。何も考えてなさそうなこいつらが一番幸せそうだな、と城戸は思った。




　さっきまではしゃいでいた萌衣は急に大人しくなり、手すりに両りよう肘ひじを乗せたまま夕ゆう陽ひに輝かがやく水面を見つめた。溝渕は何を問うでもなく隣となりに並ならんで同じ風景を眺ながめる。

「……あのさ」

　萌衣は水上バスの走る音に消されないように溝渕に身体からだを寄よせて話しかけた。

「タケシに教える技わざ、実はもうあんま残ってねえんだ。上級の戦法は俺も教わってないし」

「基き本ほん技もロクにマスターしないうちに次の段だん階かいの話は早いのでは？」

「香苗に言われたんだ。俺が師匠でタケシが勝てんのかって」

　溝渕は背はい後ごの香苗の方を一いち瞥べつした。

「技は知っているだけでは役に立たない……そう言ったのは師し匠しようですよ。俺はまだ基本技のすべてが身体に馴な染じんではいない。技のつながりは悪いし、頭で思っている動きに身体が追いつかないことも多い。上級の戦法を学ぶ以前の問題です。これは習練と実戦経けい験けんを積むしかない」

「そりゃその通りだけどさ」

　萌衣は頭を搔いて口ごもった。考えていた話とは流れが変わってしまい、どう言い直せばいいのか分からないといった顔だ。萌衣の想おもいを知ってか知らずか溝渕は続ける。

「それに、師匠も知らないことを学ぼうと思えば、日本で他の師を見つけるか、本場のタイに行くしかないでしょう。タイへはいずれ行くつもりなので、日本にいる間にさらに上級の技を教わる必要はないと思います」

「そっか──」

　萌衣は再ふたたび水面に視し線せんを落とした。二人のつながりがムエタイである以上、萌衣の知ち識しきの限げん界かいがすなわち縁えんの切れ目となる。

「タイに行く時は頼みますよ、師匠」

「……え？」

　萌衣は驚おどろいて顔を上げる。溝渕はいつも通りの真ま面じ目めくさった顔で、

「タイに行くのは師匠の師匠に会うためですよ。現げん地ちの案内とタイ語の通つう訳やくを頼めるのは俺の知る限かぎり師匠しかいません。一いつ緒しよに行ってもらわないと困こまる」

「じゃあ……!!」

　萌衣は一いつ瞬しゆん、輝くような笑みを見せたが、すぐに唇くちびるを尖とがらせてあさっての方を向いた。

「な、何だよ……ったく、タケシは俺がいないと何にもできねえんだからな！　しょうがねえ……ま、面めん倒どうだけどそん時ゃ一緒についてってやるよ」

　憎にくまれ口を叩たたきながらも、その口元は我が慢まんできずに緩ゆるんでいる。何より、身体の方は子犬のようにはしゃいでいるので説得力がなかった。

　二人の様子を眺ながめていた香苗は少しほろ苦い笑えみを浮うかべると、フフン、と鼻を鳴らした。




　　　　六




　教きよう壇だん側がわのドアが開き、身長二メートルを超こえる巨きよ漢かんが入ってくると、それまで騒さわがしかった教室が一気に静まった。

「今日が何の日か……分かっているか？」

　教壇に着くなり、二年Ｂ組の担たん任にん教きよう師し──南雲なぐも慶けい一いち郎ろうは口を開いた。顔を動かさずに教室中に視線を走らせると、一人の生徒を指名する。

「──鵜飼。答えろ」

「はい！」

　指名を受けた鵜飼了介は立ち上がって答えた。

「一九四五年、日本が降こう伏ふく文書に調印し、第二次世界大戦が終結した日です」

　生徒たちの間から疑ぎ念ねん混まじりのどよめきが起きる。日本における終戦記念日は八月十五日だが、公式に降伏したのはこの日なのだ。しかしそれは慶一郎の求めていた答えではなかった。

「他ほかには？」

「八五年、沈ちん没ぼつしたタイタニック号が七十三年ぶりに発見された日です」

「……その他には？」

「ええと……キアヌ・リーブスの誕たん生じよう日び、とか」

「もっと他には？」

「──はい！」

　別の席から手が挙がる。その生徒を見て教室中が息を吞のんだ。

　慶一郎の指名を待たずに立ち上がったのは、大門高校の女おんな用よう心じん棒ぼう、二年Ｂ組のサムライガールこと御み剣つるぎ涼りよう子こだった。ホームルームではクールに静観しているのが常つねの涼子がどんな発言をするのか──全員が注目した。

「一九七二年、池いけ波なみ正しよう太た郎ろう原作『必殺仕し掛かけ人にん』のテレビドラマの放ほう映えいが始まった日です！」

　周囲から嘆たん息そくがもれる。生まれる前に始まった時じ代だい劇げきのことを知っているのはマニアしかいない。

「……分かったから座すわれ」

　慶一郎は呆あきれ気味に言って涼子と鵜飼を座らせると、教室中を見み渡わたした。

「知っての通り、今日は二学期の始業の日だ。お前たちが夏休みを無事に乗り切り、こうして生きて再ふたたび顔を合わせることができて嬉うれしく思う。しかし、だ──」

　慶一郎は腹はらに据すえかねることがあるらしく、苦々しい顔つきで言った。

「お前たちの危き機き回かい避ひ能のう力りよくはあまりに低すぎる。少しでも注意していれば簡かん単たんに避さけられる程てい度どのトラブルでさえ見み過すごして巻まき込こまれる始末だ。一瞬の油ゆ断だんが命取りになると警けい告こくしたはずだが、お前たちは終始油断しっぱなしときている。夏休みを無事に過すごせたのはたまたま幸運が重なった結果にすぎないということを覚えておけ。そして夏休みが終わったからといって気を抜ぬくな。またトラブルに遭そう遇ぐうしたとしても──そうそう幸運に与あずかれるとは限かぎらないからな」

「は～い！」

　鵜飼はクラスメートのほとんどが笑いをこらえているような表ひよう情じようを浮かべていることに気付いた。ことによるとお面男はクラスの全員のところに現あらわれたのかもしれない。

　ホームルームの終しゆう了りようを知らせるチャイムが鳴った。二学期初日の予定はこれで終了、部活等の用事がない生徒は帰るだけだ。午後からどうするかを考えていた鵜飼の視し界かいを横切る見み慣なれた人ひと影かげがあった。溝渕猛である。

　溝渕は迷まよいのない足取りで教室の窓まど側がわの列の一番後ろの席に向かった。

　だらしなく机つくえの上に両足を載のせ、頭の後ろで組んだ両手を枕まくら代がわりにして、椅い子すを後ろに傾かたむかせて器用にバランスを取りながら居い眠ねむりを決め込んでいる男の前に立つ。

「草[image: ]静しず馬ま──お前に〈Ｋファイト〉を申し込む！」

　帰り支じ度たくをしていた生徒たちは突とつ然ぜんのことに驚おどろき、色めき立った。

「ふわ～～～～～あっと」

　静馬は発達した犬歯を剝むき出しにして大あくびすると、瞼まぶたを開いて溝渕を見た。野や獣じゆうの目が溝渕を射い抜ぬく。

「久ひさ々びさやな、この直球な感じ……校内にオレとやり合おうっちゅう気合の入った男がまだおるとは思わんかったわ」

　残暑のものとは明らかに異ことなる、肌はだが焼け付くような熱気が静馬の身体からだから放ほう射しやされはじめた。

「Ｋファイトのルールやと挑ちよう戦せんを受けた側に対戦競きよう技ぎの選せん択たく権けんがある。そやけどまあせっかくやし、お前のリクエストに応こたえたってもええわ。何がええ？」

「素す手での自由格かく闘とうでお願いする。肘ひじと膝ひざを使った打だ撃げきを許きよ可かしてもらいたい」

「上等や！」

　新学期早々の静馬のＫファイト成立に、周囲の生徒たちが歓かん声せいを上げる。城戸は鵜飼に近ちか寄よって耳打した。

「二学期になったらやるとは聞いてたけど、まさかいきなり今日とはな。溝渕らしいっちゃらしいが……勝てる見込みあんのか、あいつ？」

「無理だろ。常じよう識しき的に考えて」

　二人の背はい後ごから手を回して肩かたをつかむ者がいた。肩越ごしにヌッと顔を出したのは波多野樹である。

「さて……行こうか、お二人さん」

「い、行くってどこへ!?」

「無理が通れば道理が引っ込む──そのために我われ々われはできることをやるだけだ」

　要よう領りようを得ないことを言いつつ樹は強ごう引いんに二人を連れ出した。廊ろう下かはＫファイトと聞いて集まってきた生徒たちで大おお賑にぎわいになっている。振ふり向いた鵜飼は、教室を出て自分たちとは廊下を逆ぎやく方向へ向かう香苗と清花、瑞穂の三人を見て怪け訝げんな顔になった。




　　　　☆




『──全校生徒の皆みなさん、お待たせいたしました！　待ちに待った新学期、その初日から早くも草[image: ]静馬のＫファイトの模も様ようをこうしてお伝えできるとは何と嬉うれしいサプライズでありましょうか！』

　およそ四十日ぶりとなる名調子のアナウンスが全校に流れた。

『さて今回の挑戦者は草[image: ]と同じく二年Ｂ組の溝渕猛！　格かく闘とうスタイルはムエタイですがサークルには所しよ属ぞくしておりません。草[image: ]との間にとくに因いん縁ねんはなく、挑戦した理由は〝一度闘たたかってみたかったから〟とのこと。実に潔いさぎよい、ピュアな動機ですね！　その辺りいかがですか校長？』

『うむ、最近では珍めずらしいな。賭かけるものが互たがいの誇ほこりのみという対戦も悪くはない』

『ですよねー。おっと、ようやく試合場の準じゆん備びが整った模も様ようです。二学期最初のＫファイトは旧きゆう道どう場じよう裏うら特とく設せつリングから、実じつ況きようはわたくし放送部二年の中なか村むら環たまき、解かい説せつはお馴な染じみ加か齢れい臭しゆう漂ただようグラサン親おや父じ・藤とう堂どう鷹たか王お校長でお送りします。そして今回は特別コメンテーターとして剣道部二年の御剣涼子さんにお越こしいただいております』

『……何でここに座すわらされてるか分かんないんだけど』

　いかにも不ふ機き嫌げんそうな声に、中村が息を吞のむ気配が伝わってくる。

『剣道部が旧道場を使っている関係上、どうせＫファイトの間は部活どころじゃないでしょうし、同じクラスのよしみもありますから』

『フン……ま、いいけど』

『それではいよいよ選手の入場です！』

　旧道場の裏手の空き地に六角形にロープを張はり巡めぐらせただけの簡かん易いリングに、ボクシング用トランクス一丁の溝渕猛が入場してきた。両の拳こぶしにはグローブではなく、バンテージの上から麻あさ縄なわを巻まき付けている。足元は裸足はだしだ。

「せぃやぁ──っ！」

　頭上から怪かい鳥ちようのごとき叫さけびが聞こえたかと思うと、旧道場の屋根から跳ちよう躍やくした静馬が伸しん身しん宙ちゆう返がえりで二回転半のひねりを加えてリング内に着地した。この程てい度どの軽かる業わざを何の練習も準備運動もなしに、ぶっつけ本番で易やす々やすやってのけるのが草[image: ]静馬の身体能のう力りよくである。

　静馬はトレードマークの虎とら縞じまのバンダナに赤いシャツ、下はカンフーズボンにシューズを履はいていた。両手には指ゆび抜ぬきの総そう合ごう格かく闘とう技ぎ用ようグローブをはめている。肌はだは南海の漁りよう師しを思わせる赤しやく銅どう色いろ。色の黒さでは溝渕も負けていないが身長では十センチ以上の差があり、単たん純じゆんに筋きん肉にくの量でも静馬が優まさっているのは誰だれの目にも明らかだった。慶一郎と比ひ較かくされるため誤ご解かいされがちだが、静馬は体たい格かく的には十分大おお柄がらな部類に入る。格闘家として見れば溝渕は軽量だった。

　静馬はＫファイト実行委員会の一員として現げん場ばにいる神かみ矢や大だい作さくからマイクを受け取り、ルールについて説明した。

「今回の対戦は溝渕のリクエストで素す手での自由格闘になったけど、その他のルールについてはオレの方で決めさしてもらう。一ラウンド二分間、休きゆう憩けい一分間のラウンド制せいや」

　観客の生徒たちの間からどよめきが起きた。これまで静馬のＫファイトはほぼすべて時間無む制せい限げんの一本勝負だったからである。

『おお～っと、これはどうしたことでしょう!?　まるで普ふ通つうのキックボクシングみたいですが？』

『一ラウンド二分間は少々短いが、これは挑ちよう戦せん者しやの溝渕君に合わせた措そ置ちだろうね。つまり彼が全力で動ける時間が二分間と見積もったということだろう』

『つまりハンデですか？』

『そうなるかな。しかし逆に言えば二分間で草[image: ]君を倒たおせなければ仕切り直しになる。死力を尽つくさねば倒すのは困こん難なんだろう』

『なるほど。常つねに短期決戦を要求されるということですね。思った以上にキツいルールかもしれません』

　リング内では静馬に時間をもらった溝渕が奇き妙みような舞まいを踊おどっている。本人は大おお真ま面じ目めだが見み慣なれない踊りなので周囲からは忍しのび笑いも聞こえてきた。

『あれはワイクルーだな。タイの言葉で〝先生に礼を示しめす〟といった意味だ。試合前のウォーミングアップと精せい神しん集中のために行う』

　ワイクルーが終しゆう了りようし、溝渕と静馬はリング中央で対たい峙じした。

　ゴングが鳴ると同時に溝渕は飛び出した。まだ構かまえてもいない静馬に跳とび膝ひざ蹴げりで突つっ込んでいく。

「──フッ」

　静馬は身体からだを外側に開いて躱かわす。溝渕は着地と同時にノールックで真後ろに右の肘ひじを突き出し、さらに左に回転しながらの左の踵かかとのミドル、さらに右のハイキックを連続で放った。最初の跳び蹴りの隙すきを狙ねらって間合いに留とどまれば全ぜん弾だんもらいかねない連続攻こう撃げきだが、静馬は最初から様子を見るつもりだったのか攻撃の範はん囲い外がいに身を引いている。

　溝渕は左半身になり、正面から見て顔の前に左右の拳が重なるように構えた。弓矢を引き絞しぼる途と中ちゆうのような構えである。対する静馬はとくに拳は握にぎらず、軽くフットワークを使って身体を前後に揺ゆらしている。

　再ふたたび溝渕が先に仕し掛かけた。軌き道どうが左右にクロスする連続の拳けん突とつ。静馬はジグザグの歩法で後こう退たいしながらそれを避よける。回り込んで間合いを外そうとしたところへ、溝渕は大きく跳ちよう躍やくして直上から全体重を込めた右肘を落とした。

　ゴッ。

　骨こつ肉にくのぶつかる鈍にぶい音がした。

　静馬は頭上で十字に交差させた両りよう腕うでで溝渕の肘を受け、しかし完全に受け止めることはせずに横に力を受け流して背はい後ごへすり抜ぬけた。

　カカッ。

　残り時間一分を知らせる拍ひよう子し木ぎが鳴る。

　それが合図だったかのように、それまで受けに回っていた静馬が攻撃に転じた。

　ふわりとした跳躍から跳び蹴りと見せかけて技わざを出さず、着地と同時に地面を掃はくような足あし払ばらいを仕掛ける。溝渕は前方に出していた左足を引っ込めて躱した。しかしそれを戻もどすより先に二回転目の足払いが軸じく足あしを狙う。

「──むっ!?」

　軸足でも地面を蹴り、溝渕の身体が一いつ瞬しゆん宙ちゆうに浮うく。静馬はそこに真下から全身で伸のび上がるような突つき蹴りを放った。死角を突いて伸びてきた蹴りを胸むねに受けて、溝渕は吹ふっ飛とばされた。

　しかしダメージはさほどでもない。足を刈かられて前のめりに体たい勢せいが崩くずれていたなら一撃ＫＯもあり得たが、宙に浮いていたため威い力りよくは十分に殺されていた。

　静馬は片かた手て逆さか立だちの状じよう態たいから全身のバネを使って一瞬で姿し勢せいを起こし、すぐさま溝渕を追撃した。

「シャオウッ！」

　数メートルの間合いを一気に詰つめる跳び蹴り。完全に起き上がりきっていなかった溝渕は辛かろうじて身を躱し、着地した静馬と背せ中なか合わせになる。

（肘を──）

　出すべき技の選せん択たくを迷まよったのが隙になった。

「フン！」

　静馬は鋭するどい呼こ気きとともに背中全体を両肘とともに叩たたき付けてきた。巨きよ大だいな破は城じよう槌ついのごとき衝しよう撃げきが溝渕の身体をロープ際ぎわまで弾はじき飛ばす。

　地面に転がった溝渕は目が眩くらみ、平へい衡こう感覚を喪そう失しつしていた。今の一撃が効きいたらしい。それでも手足の皮ひ膚ふ感覚だけを頼たよりに身体を起こす。回かい復ふくするまでダウンしていた方がいいという考えが頭をよぎったが、身体は勝手に起き上がろうとする。

　立ち上がると同時に視し界かいが回復した。網もう膜まくに飛び込こんできたのは今まさに間合いに踏ふみ込もうとしている静馬だった。静馬の爪つま先さきが跳はね上がり、溝渕の首を刈ろうとする。

　カァン！

　ラウンド終了を告げるゴングが鳴った。

　静馬のハイキックは当たる寸すん前ぜんで止まっていた。蹴りによって切り裂さかれた風だけが溝渕の頰ほおを打つ。赤コーナーに戻もどっていく静馬を呆ぼう然ぜんと見送った後、溝渕もレフェリーに促うながされて自分のコーナーに戻った。

『溝渕、今のは完全にゴングに助けられましたね。それにしても二分間は短い！　ちょっとした応おう酬しゆうですぐ終わっちゃいますよ』

『草[image: ]君が攻こう撃げきしたのは一分ほどだったがね』

　コーナーの椅子に腰掛けて乱みだれた呼こ吸きゆうを整えている溝渕に比くらべ、静馬は涼すずしい顔でロープに寄よりかかったまま座すわりもせずに時間を潰つぶしている。明白な実力差を感じ取った観客のテンションも下がっていた。三ラウンド目はないな、という予想が大たい勢せいを占しめている空気である。

　ピィ──────ッ!!

　突とつ如じよ、その淀よどんだ空気を切り裂くような呼よび子の音が響ひびき渡わたった。それとともに黒服の一いち団だんが観客の間を突っ切ってリングサイドにやってくる。

「押オ忍スッ！」

　気合の叫さけびを上げたのは、長ランに鉢はち巻まき、白しろ手て袋ぶくろという応おう援えん団だんスタイルのトリオだった。真ん中の学がく生せい帽ぼうを被かぶったリーダーが天に向かって両手を広げエールを送る。

「フレ──ッ！　フレ──ッ！　ミ・ゾ・ブ・チ──ッ!!」

　他の二人の団員は声を合わせて和わ太だい鼓こを叩き、呼び子を鳴らした。

　エールが自分に向けられたものだと知った溝渕は立ち上がってバンカラトリオに目を向けた。よく見ると太鼓を叩いているのは城戸、鈴すずを鳴らしているのは鵜飼、リーダーを務つとめているのはなんと樹である。肩かた幅はばの広さからしてハンガーを仕込んでいるとしか思えない。

　城戸は耳まで真っ赤になりながらヤケクソ気味に太鼓を連打した。

「うおおっ、覚かく悟ごはしてたけど……この格かつ好こうめっちゃ恥はずかしい！」

「そうか？　俺おれはちょっと気に入ってる」

「マジでか!?」

　鵜飼の引きつった顔を見ればやせ我が慢まんなのは分かる。ノリノリなのは樹だけだ。

　第二ラウンドのゴングが鳴る。

「ファイト！　ファイト！　ミ・ゾ・ブ・チ──ッ!!」

　エールを背せに受けて溝渕は前に出た。今度はガムシャラに攻せめることはせず、間合いを計りながら静馬の出方を見る。見るからに豪ごう快かいで大おお雑ざつ把ぱ、派は手でな動きで観客を魅み了りようする静馬だが、その実、大おお技わざでわざと隙すきを見せて相手の色気を誘さそいカウンターのカウンターを狙ねらういやらしさを兼かね備そなえていた。そのペースに巻まき込まれたら最後、ただの引き立て役に利用されてしまう。

「何や？　応援団ついたのに消極的やな。ビビっとったらどもならんぞ！」

　静馬は無む造ぞう作さに間合いを詰つめると、第一ラウンドの最後に決めそびれたハイキックを放った。

　ガッ。

　溝渕は人体で最も硬かたい部位である肘ひじでそのハイキックを受けた。〈杭打ちパク・ルーク・ソイ〉と呼ばれる防ぼう御ぎよ技だ。

「──おっ!?」

　相手の動どう揺ようを見み逃のがさず踏み込む。静馬は最初の右ハイキックを戻すより先に左の爪つま先さきを真下から跳ね上げてきた。その足を両りよう腕うでで捕つかまえ、膝ひざか太ふと腿ももに肘を打ち込もうとするが、胸むねを右足で蹴けられて逃にげられてしまう。

『おや!?　今、何かすごくデタラメな動きがあったような……？』

　実じつ況きようの中村と同様に溝渕も戸と惑まどった。まるで静馬の足が三本以上あったような錯さつ覚かくがある。しかしその疑ぎ問もんを追究している余よ裕ゆうはなかった。

　地面に背中から落ちた静馬はくるりと後転すると、一瞬の停てい滞たいもなく矢のように突つっ込んできた。えぐり込むような右ストレートを外側に身体からだを開いて躱かわし、カウンターで右膝を胸むな板いたに打ち込む。不十分な体たい勢せいから放ったので溝渕自身も姿し勢せいが崩くずれた。

「ホワォ！」

　次の攻撃は真後ろからきた。突き回し蹴りを脇わき腹ばらに食らった溝渕は派は手でに転がされる。

「お前の技はだいたい分かったわ。筋すじはええけど反はん応のうが鈍にぶいな」

　静馬の指し摘てきは溝渕自身がよく理り解かいしていた。技の選せん択たく、間合いの見切り、仕し掛かけるタイミング──すべてにおいて判断が一拍ぱく遅れる。ひとつひとつの技を知り習得してはいても、体たい系けいとして完全に自分のものにできていないからだ。同門の練習相手のいない溝渕は実戦の中でその感覚を養うしかない。

　残り一分。一定以上の間合いが開くと飛び込み技を仕掛けてくる静馬の習しゆう性せいに気付いた溝渕は、受けに回ると見せかけて誘い、静馬の跳ちよう躍やくに合わせて自分も跳とんだ。右膝と右肘を前方に突き出し、全身を一振りの斧おのと化して空中で激げき突とつする。

　しかし溝渕の攻こう撃げきは静馬の身体を捉とらえきれず、接せつ触しよくはしたものの互たがいに有ゆう効こう打だにならなかった。静馬が跳躍の瞬しゆん間かんに溝渕の意図を悟さとり、跳躍の方向を変えて打点をずらしたのだ。

（どんな反はん射しや神しん経けいだ!?）

　溝渕は舌したを巻いた。野人の本ほん能のうでやっているとしか思えなかった。

　静馬を相手に一撃必ひつ倒とうの間合いに入ることの難むずかしさを溝渕は痛つう感かんした。肘か膝を当てなければ勝機はないが、懐ふところが深いため真正面からでは無理だった。

　静馬が再ふたたび無造作に間合いに踏ふみ込んできた。連続の拳けん突とつ。溝渕は腕うでで払はらい、あるいは上体を左右に振って躱す。

　まるで三本目の腕があるかのような速さで死角から右フックがきた。溝渕は頭を下げて脇わきの下を潜くぐり抜け、静馬の胸に右肘を打ち込む。しかし同時に鳩尾みぞおちに膝蹴りをもらい、息が詰まった。相あい討うちのダメージをものともせずに静馬はさらなる攻撃を仕し掛かけようとしたが、またもや終しゆう了りようのゴングに阻はばまれる。

　自分のコーナーに戻もどった溝渕は滝たきのような汗あせをかいていた。攻こう略りやく法ほうを見つけるどころか、正面からまともに打ち合っていては到底勝ち目がないことが明らかになっただけだった。

「──こら、溝渕！　ショボくれてんじゃないわよ!!」

　振り向いた溝渕の視界に鮮あざやかな青が飛び込んでくる。声の主は、派手なチアリーダーのコスチュームに身を包んだ香苗だった。両脇には同じ格かつ好こうの清花と瑞穂を従したがえている。

「このアタシが応おう援えんしてやるんだから死んでも勝つのよ！　いいわね!?」

　香苗が放送部のスタッフに合図を送ると、映画『ロッキー３』の主題歌『アイ・オブ・ザ・タイガー』が大音量で流された。

「フ──ッ!!」

　香苗たちは曲に合わせて応援のダンスを踊おどり始める。この時のために練習を積んだらしく三人の息もぴったりで、動きの切れも見事だった。

「ＧＯ！　ミゾブチ！　ＧＯ！」

　ダンスには格かく闘とう技ぎの動きも取り入れてあり、金色のポンポンを激はげしく突き出したり、ハイキックの要よう領りようで蹴り上げる動作も盛もり込まれていた。チアリーダーに合わせてバンカラトリオも合いの手を入れ、一気に華はなやかになった応援に観客の生徒たちも盛もり上がった。

「ちょっと待たんかい！　何でそっちばっかり応おう援えん団だんが増ふえるんや？」

　静馬は大作に不平をもらした。

「あいつら全員うちのクラスの連中やろ？　溝渕て、あんな地味やのに人気あんのか？」

「友達が多いんですよ、きっと」

「……オレがまるで嫌きらわれもんみたいな言い方やな」

「それは被ひ害がい妄もう想そうですよ」

　なおも不満な静馬はリングサイドの実じつ況きよう席せきに近ちか寄より、涼子に声をかけた。

「おい涼子、そんなとこでコメントしとる場合やないぞ。早よ着き替がえて来いや」

「なんでわざわざあんたを応援しなきゃなんないのよ!?」

「後ろが寂さびしいやんか」

「甘あまったれんじゃないわよ。あんたの場合、放っといたって勝手にやるんでしょ？」

　涼子は犬でも追い払うかのように手をヒラヒラさせた。六人の応援団のエールに刺し激げきを受け、観客の多くが溝渕の側についていた。静馬としては甚はなはだ面おも白しろくない。

「クソ～、オレは孤こ独どくな戦士や……だいたい『アイ・オブ・ザ・タイガー』ってタイトルからしてオレのテーマ曲とちゃうんか？」

　第三ラウンド開始のゴングが鳴った。

　応援で覇は気きを取り戻した溝渕は目に見えて動きがよくなり、誰だれにも応援してもらえなくてイジけた静馬とほぼ互ご角かくの攻こう防ぼうを繰くり広げた。それでもスタミナの差は歴然で、第四ラウンドが終わる頃ころには溝渕は息が上がっていた。応援の曲は『バーニング・ハート』に変わっている。激しいダンスとともにエールを送り続けている香苗たちも汗だくで、溝渕と同様に限げん界かいに近付いていた。

『いよいよ次が第五ラウンドですが、ここまでもつれ込むとは正直予想外でしたね』

『うむ。やはり一ラウンドを二分間に設せつ定ていしたのが効きいているな。三分間ならとっくに決着がついているはずだ』

『実力差はいかんともし難がたいというところでしょうか？』

『結果はまだ分からんよ。いくつか有ゆう効こうな打撃もあった。溝渕君がムエタイの特とく性せいを発はつ揮きできれば逆ぎやく転てんの可か能のう性せいもなくはない』

　第五ラウンドが始まった。ゴングが鳴ると同時に溝渕は軽かろやかなステップで前に出る。休きゆう憩けい中は鉛なまりが詰つまっているように感じた身体からだも、二分間だけなら十分に動ける。

　第四ラウンドまでの闘たたかいで、溝渕は少しずつではあるがムエタイの技わざの性せい質しつを理り解かいし、状況に応じた取しゆ捨しや選せん択たくが出来るようになっていた。萌衣から教わった技のどこが強くてどこが弱いのかを把は握あくすれば、それを使うべき最さい適てきの間合いとタイミングがおのずと導みちびき出される。それはパズルのピースひとつひとつがあるべき位置にピタリと収おさまっていくような感覚だった。

　静馬が第一ラウンドと変わらぬ勢いきおいで突進してきた。

　真正面から繰り出してくる右ストレートを、左手を使って内側に払い、身体を時計回りに回転させながら静馬の肩かたに右肘を打ち込む。

　その瞬しゆん間かん──溝渕は自分の世界が一変したのを感じた。

　身体の中にバラバラに存そん在ざいしていた大小無数の歯車が互いにガッチリと嚙かみ合い、ひとつのシステムとして稼か働どうしはじめたようだった。自分を中心として直径三メートルほどの球状の結界のようなものが生まれ、その内側に入ったものは何であろうと正せい確かくに認にん識しきして対たい応おうできる──そんな奇き妙みような確信があった。

　結界に侵しん入にゆうしてくるものがあった。静馬である。次の瞬間に静馬が放つであろう蹴けりの軌き道どうまでもが予よ測そくできる。

　予測した通りの攻こう撃げきがきた。逆ぎやく袈け裟さに弧こを描えがいて跳はね上がる静馬の左足。上体を屈かがめてそれを躱かわしつつ身体を反転させて背せ中なかを向け、左の突つき回し蹴りを静馬の背中にカウンターで当てる。

　静馬の身体が結界の外に出た。今度は自分から接せつ近きんして間合いに捉とらえる番だ。

　たたらを踏ふんだ静馬が振ふり返るタイミングで跳ちよう躍やくし、顔面に跳とび膝ひざ蹴りを見み舞まう。鼻を砕くだかれる寸すん前ぜんに静馬は交差させた両りよう腕うででこの膝蹴りを防ふせぐ。しかしこの対応は予測済ずみだった。溝渕はがら空きになっている静馬の頭頂部に体重の乗った肘を叩たたき込んだ。

　ガツッ！

　重く鈍にぶい音が、その場で観戦している全員の耳に届とどいた。

　溝渕は静馬の背はい後ごにすり抜ぬけて着地する。静馬の身体がぐらりと傾かたむいた。しかしダウンには至いたらず持ち直す。

（────勝機！）

　溝渕は再ふたたび跳び膝蹴りで突っ込む。

　背後からの攻撃にもかかわらず、静馬は右の突き蹴りをカウンターで合わせて迎げい撃げきした。胸むねを蹴られた溝渕は背中から地面に落ちるが、即そく座ざに跳ね起きて間合いの外へ逃のがれる。

「……やっとオモロなってきたやんけ」

　振り向いた静馬は犬歯を剝むき出して獰どう猛もうな笑えみを見せた。頭から流れ出した血で虎とら縞じまのバンダナに赤い染しみが広がっていく。

『りゅ……流血です！　草[image: ]静馬！　脳のう天てんに一撃を受けて流血～～!!』

　観客の間に波は紋もんのようにどよめきが広がる。まったく無名の生徒が静馬にここまでのダメージを与あたえた例は過か去こになかったからだ。

『今、溝渕君の動きが完全に別のものに変わったぞ!?　彼は成長している！　このわずか五ラウンドの──トータルで十分にも満たない時間で！』

　残り一分。

「──行け！　溝渕!!」

　歓かん声せいが上がる。エールに後あと押おしされて溝渕は突とつ進しんした。自分の技わざが最高の威い力りよくを発はつ揮きする間合いは分かっている。しかしその間合いに踏み込むにはまず静馬の攻撃を捌さばかねばならない。

　予測を超こえる速さで右のハイキックがきた。溝渕は左腕でそれをすくい上げるようにして受け、太ふと腿ももに右の肘ひじを落とした。直後に左の蹴りを後頭部にもらって体たい勢せいが崩くずれる。パンチが来るのが分かったので逆さからわずに身体からだを回転させて躱かわし、踵かかとでカウンターの蹴りを見み舞まう。〈尾を打ち振る鰐チヨラケー・フアー・ハン〉だ。踵は幸運にも静馬の鳩尾みぞおちを捉えていた。

　最大の攻撃を仕し掛かけるならこの瞬間しかなかった。

「うおおおっ！」

　溝渕は肩の高さまで跳び上がり、静馬の頭を両膝で挟はさみ込んで固定した。

　静馬の脳天めがけて両肘を落とす──!!

　しかしその直後──静馬の身体は消失していた。

　続いて、天地が逆転する異い様ような感覚。

　頭上から地球が落ちてくるような錯さつ覚かく。

　香苗の悲鳴。

　そして──溝渕の意い識しきは唐とう突とつにブラックアウトした。




　　　　七




　目が覚めると、溝渕は保ほ健けん室しつのベッドに寝ねかされていた。

　身体からだのあちこちが痛いたみ、ひどく疲つかれてもいたが、意識は驚おどろくほどハッキリしている。

　養よう護ご教きよう諭ゆに簡かん単たんな問もん診しんを受けた後、入れ替かわりで香苗が入ってきた。チアリーダーの格かつ好こうのままだ。

「ったく……期待させといてアレはないわ。最低の最悪。マジふざけんなっつーの。このアホタレが」

　椅い子すに腰こし掛かけた香苗の口から最初に飛び出したのは罵ば詈り雑ぞう言ごんだった。

　チアリーダー役はハードだったのか香苗自身もかなりくたびれた様子で、文もん句くにも迫はく力りよくが欠けている。

「ところで俺おれ……どうやって負けたんだ？」

「覚えてないの？　まあしょうがないけどさ」

　香苗は右手を溝渕、左手を静馬に見立てて説明を始めた。

「最後にあんた、草[image: ]の肩かたの上に乗っかったでしょ？　そしたら草[image: ]のやつ、何て言うか……こう……逆さか上あがりするみたいな？　そんな感じであんたの背せ中なかに回ったのよ」

　香苗は下になっている左手を持ち上げ、上に乗っていた右手の裏うら側がわに持ってくる。

「あんたの胴どうに手を回してつかんで、一いつ緒しよに空中で一八〇度回転したわけ。そんでそのまま地面に頭からドーンって」

　いわゆるプロレス技の〈脳天逆落としパイルドライバー〉の要よう領りようで地面に叩たたき付けられたらしい。

「……どうやったらあの体勢からそんな真ま似ねができるんだ？」

「アタシに訊きかれたって知らないわよ。この目で見てても信じらんないんだから」

　香苗は深々と嘆たん息そくした。

「ああ、もう──悔くやしいったらないわ！　この気分をどうしてくれるわけ？」

「どうって？」

「ぶっちゃけアタシって超ちよう負まけず嫌ぎらいじゃない？　だから応おう援えんするなら絶ぜつ対たい勝つ方じゃないとヤなのに。それが……まあ今回は最初から望み薄うすって知りつつ応援してたんだけどさ、最後の最後で期待しちゃったもんだからダメージがハンパないのよ。分かる!?」

　勝手極きわまる言い草である。しかし溝渕に反はん論ろんはなかった。香苗の目が赤いのは疲れたせいだけではないだろう。

「似に合あうな、それ」

「へ？　ああ、これ」

　香苗は立ち上がってくるりと回って見せた。惜おしげもなくヘソを出しているデザインは香苗自身のチョイスなのだろう。

「意外とこういうのが好きなわけ？　案外、普ふ通つうにスケベね、あんた」

　悪戯いたずらっぽく笑って顔を近づける。人差し指で溝渕の鼻先を弾はじいて、

「フフン、アタシに惚ほれるなよ」

　そう言って離はなれようとした香苗の手をつかむ。

「……そういうことは先に言ってくれないと」

「は？」

　手を引かれた香苗はベッドにうつ伏ぶせになった。顔を上げると目の前に溝渕の顔があって、何か言おうとする前に唇くちびるを塞ふさがれた。

　慌あわてて身体を離した香苗は、呆あきれ顔で訊たずねた。

「あのさ……何で？」

「理由？　理由はそうだな……急にときめいたんで」

「ときめいたからって無む断だんでやっていいってもんじゃないでしょ!?」

「しかしまあ、ときめいたもんはしょうがないだろ」

「……あんた、頭打ったでしょ？」

「打ったけど」

「やっぱあんたって……つくづく不思議な野や郎ろうだわ」

　香苗は頭を搔かいてさっきよりもさらに深いため息を吐ついた。

「言っとくけど、アタシは小学生と張はり合うのだけは勘かん弁べんだからね！」

「小学生って？」

　素すで聞き返してくる溝渕に、香苗の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「そういうとこが朴ぼく念ねん仁じんだってのよ！」










　APPENDIX







　東京都北きた区く──住宅街の一角に、時の流れに取り残されたような古い洋館があった。

　戦前に建てられたと思おぼしき完全な洋風建けん築ちくの建物は蔦つたに覆おおわれていて、敷しき地ちを囲む煉れん瓦が造づくりの塀へいは傷いたみ、正面の鉄てつ製せいの門にも錆さびが目立つ。長らく手入れもされておらず、窓まどに明かりが見えなければ幽ゆう霊れい屋や敷しきと見み紛まがう外観である。

　その洋館のリビングルームに当たる吹ふき抜ぬけの広間に、騒そう々ぞうしい物音が響ひびいていた。

『ドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラァ──ッ!!』

　その音はテレビから聞こえてきていた。三十インチを超こえる大型のブラウン管テレビだが、部屋の広さと比ひ較かくするとそれほどの大きさには見えない。

「うひゃひゃひゃ……うひーっ！　最高──ッ!!」

　そのテレビの前に、レトロなデザインの猫ねこ脚あしのカウチソファにだらしなく背せを預あずけながら手を叩たたいて大笑いしている男がいた。

　年ねん齢れいは一見して二十代半ば。髪かみはモサモサだが細ほそ面おもてで色気のあるなかなかのハンサム、白はく皙せきの美青年といった風ふう貌ぼうである。愛用の白い帽ぼう子しと白いジャケットをハンガーに掛かけ、シルクのネクタイを緩ゆるめてストライプ柄がらの青いシャツを腕うでまくりしている。いかにも仕事終わりのリラックスタイムという風ふ情ぜいだ。

「……よし、もっぺん観みよ」

　テーブルの上のリモコンを取り、ビデオを巻まき戻もどす。

「もう四回目じゃないですか。同じビデオを何度も何度も……」

　絨じゆう毯たんの上に体たい育いく座ずわりしながら一いつ緒しよに観かん賞しようしていた神かみ矢や大だい作さくは、もう勘かん弁べんしてくれという顔で文もん句くを言った。

「それもトータルで四回じゃなくて今日だけで四回ですよ？」

「いいじゃねえか、減へるもんじゃなし」

「ビデオテープって案外減るもんですよ」

「これはダビングしたやつだからいいんだよ」

　大作の意見などお構かまいなしで青年は再ふたたびビデオの最初から観賞しなおした。トータルで言えば何十回と観ているはずなのに、そのたびに同じ箇か所しよで両足をバタつかせ腹はらを抱かかえて笑い転げる。

「よく飽あきないもんですね」

「生きてる価か値ちもねえくせに調子こいてるクソバカ共がボッコボコの血祭りに上げられるとこは百回観たって笑えるぜ。ウヒヒヒヒヒ……あ～可お笑かしい！」

　腹ふつ筋きんは大だい丈じよう夫ぶかと心配したくなるほどの笑いっぷりである。笑える理由にしても褒ほめられたものではなく、いっそ品ひん性せい下げ劣れつと評ひようしても過か言ごんではない。

　これが的てき中ちゆう率りつ一〇〇パーセントを誇ほこる奇き跡せきの占うらない師しビター・マーシュこと澁しぶ澤さわ右う京きようの性せい格かくだと知ったら、ファンはさぞがっかりするだろうな──大作はそう思うと嘆たん息そくした。

　事の発ほつ端たんは、南雲なぐも慶けい一いち郎ろうが夏休み前に不用意に口にした一言にあった。すなわち、生徒たちが自力で解かい決けつできないレベルのトラブルに巻き込まれた場合、連れん絡らくをくれればすぐに救きゆう援えんに駆かけつけると約束したことである。

　ピンチに陥おちいった生徒から大作に連絡が入り、情じよう報ほうを整理したうえで大作が慶一郎に報告、その上で出しゆつ動どうというのが本来の手順である。しかし実じつ際さいの救援要よう請せいは生徒からではなく右京から、それもトラブルが発生する二時間以上前に予告されるのが常つねだった。必要なお面を用意し、事じ件けんが起きる予定の現げん場ばにあらかじめビデオカメラを設せつ置ちしたうえで、ベストのタイミングで慶一郎が到とう着ちやくするように呼よび出すのが大作の役やく割わりだった。

　青あお猫ねこ男おとこの回ではビデオを回したのは大作ではなく、映えい像ぞうの中でお仕置きを受けているヤクザたち自身だった。大作は事の終わった後で現場に足を踏ふみ入れて、ビデオカメラからテープを回かい収しゆうしたのだ。右京が観賞しているのはそのテープの映像である。右京自身が編へん集しゆうしたのか冒ぼう頭とうに『最低野や郎ろうにドラドラ千発～!!』とタイトルが入っている。
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（先生があんな余よ計けいなことさえ言わなきゃ……）

　一連のお面男の活かつ躍やくの裏うら側がわにおける大作の負ふ担たんは結けつ構こうなものだった。しかし右京の命令は大作にとっては絶ぜつ対たい的なものであるし、逆さからってもロクなことがないうえ、その結果は何かしらの意味で正しいはずだと信じていた。ヤクザの金も大作が回収し、田た村むら萌も衣えの名めい義ぎで口こう座ざを開いて振ふり込んであった。いずれ右京が機会を見て彼女の手に渡わたるように計らうことになっている。

　しかし目の前の右京の笑いようを見ていると、果たして本当の目的が何だったのか疑うたがわしい気分になってくる。余よ計けいな疑ぎ問もんとは知りつつも、大作は訊きかずにはいられなかった。

「右京さん……お面男にまつわる僕ぼくの仕事は今回で終わりってことですけど、ビデオの撮さつ影えいには何か意味があったんですか？」

「あん？　あるに決まってるだろ。とてつもなく重大な意味がな」

「本当ですか？　それはどういう──」

　思わず腰こしを浮うかせた大作に、右京は口元にニヤニヤ笑いを張はり付かせたまま一言。

「俺が楽しい」

「やっぱり──!!」

　大作は絨毯に倒たおれて大の字に寝ね転ころがった。

『ドラドラドラドラドラドラァ──ッ!!』

　お面男の咆ほう哮こうと破は壊かい音おん、そして右京の笑い声が再び広間に響ひびき渡った。











［ですぱれーと☆サマー／ＥＮＤ］









　いかにもライトノベルっぽいあとがき







プロデューサー「おめでとう。君たち七人はリアルバウトハイスクールＥＸの第五シリーズのメインキャストに抜ばつ擢てきされた！」

鵜う飼かい「俺おれたちがですか!?　一応二年Ｂ組のクラスメートとはいえ、その他大勢の名もなきエキストラなのに……外伝だからって本編の主役を差さし置おいて？」

プロ「今回のシリーズは〈お面めん男おとこ〉が活かつ躍やくする一話完結の連れん作さく短たん編ぺんとなる。君たちは毎回、謎なぞのお面男に助けられる役だ。ジャンル的にはヒーローものかな」

鵜飼「つまりウルトラマンでいえば科か特とく隊たいのような役回りですか？」

プロ「いや、科特隊に相そう当とうするのは御み剣つるぎ涼りよう子こや草くさ[image: ]なぎ静しず馬まだろう。君たちにはそもそも戦闘能力がない。あえて喩たとえるなら怪獣や宇宙人に遭そう遇ぐうする第一発見者──まあ被ひ害がい者しやだな」

鵜飼「レギュラーの被害者って!?　ウルトラＱですか」

プロ「そんないいものじゃないな。まあヒーローものといっても『行け！ゴッドマン』と同じようなものと思ってくれ」

鵜飼「誰が分かるんですか、その喩え……」

城き戸ど「あ、あの……御剣涼子さんと共演するシーンはあるんですか!?」

プロ「それは基き本ほん的てきにないものと思ってくれ」

一同「えええ～～ッ!!」

城戸「俺ら全員、彼女のファンクラブ会員なのに!?　そんな殺せつ生しような……」

溝みぞ渕ぶち「どうせ絡からんだところで何も喋しやべれないだろうがな」

城戸「なんで冷れい静せいなんだよ!?　もっと夢ゆめ見みようぜ！」

溝渕「ところで第一話のプロットだと俺は草[image: ]とのＫファイトを夢見てることになってるが、後あと々あと闘たたかうことになるのか？」

プロ「可能性としてはあるが具体的にはまだ考えていない。ただし対戦したとしても絶対に勝てないから覚かく悟ごはしておけ」

城戸「それはひどい」

清さや花か「そんなことより完成版のシナリオはいつもらえるんですか？　役名だけで性格とか生い立ちとかの具ぐ体たい的てきなプロフィールも何もないんじゃ役作りのしようが──」

プロ「シナリオはない。キャラ設定も追おい追おい作っていく」

清花「ええ？　それはどういう……」

プロ「第五シリーズの裏うらテーマは〈フリースタイル〉だ。今のところ決まっているのは『毎回お面男が何かと闘う』ってことだけ──つまりこのお約やく束そくさえ守れば後は何をやるのも自由ってことだ。俺も会ったばかりで君たちのことなんて何も分からないからな。とりあえずカメラを回すから適てき当とうに芝しば居いしろ。キャラクターシフトやストーリーをどうするかはそれを見てから考える」

一同「サ──……（血ちの気けが引ひく音おと）」

鵜飼「さっきまでエキストラだった、キャラもロクに固まってない俺たちにアドリブでどうにかしろと？　つまりノープラン？」

プロ「予よ定てい調ちよう和わじゃなくてライブ感かんを大事にしたいんだ。君たち七人には基本的にキャラクターアークは設定しない。その場のノリで伏ふく線せんっぽい描びよう写しやも入れるが、後で回収することは考えなくていい。とにかくその瞬間が面白ければいいんだ！」

清花「一瞬カッコいいこと言ってるように聞こえるけど……要ようするに究きゆう極きよくの見み切きり発はつ車しやってことよね？」

香か苗なえ「いーじゃん、アタシそーゆーのむしろ得とく意い分ぶん野やだし」

清花「あんたは台詞せりふ覚えらんないからでしょ？」

瑞みず穂ほ「あたしはビター・マーシュ先生の占い通りにするだけだから超ちよう楽らく～」

清花「いーわよね無責任な役で!!　こっちはメインヒロインの重じゆう責せきってもんが……」

樹いつき「当とう初しよは常識人でツッコミ役として配はい置ちされたはずの清花のキャラクターが早そう々そうに覆くつがえされることになろうとは、作者にとっても予想外の展開であった」

清花「どこに向かって喋しやべってんのよ!?」

香苗「まあアタシらはキレイどころだからいいけどさ～、男どもがどうにもパッとしないのよね。中ちゆう途と半はん端ぱなオタクに、笑わらえないお笑い芸げい人にんに、勝てないムエタイ使いでしょ？　こいつらなんで連つるんでるわけ？」

プロ「知識、笑い、格闘──すべてのスペックにおいて草[image: ]静馬と神かみ矢や大だい作さくのコンビに遠とおく及およばないという設定だ」

香苗「アハハハッ！　最さい低てい～」

プロ「女四人組も似たようなもんだ。勉強以外のスペックでは御剣涼子に劣るからな。波は多た野の樹は例外的に身長で涼子に勝まさり、結ゆう城きひとみ以上の図書委員能力を持っているが」

城戸「意味あんの？　その微び妙みようなアドバンテージ」

清花「そもそも七人っていう人数に意味はあるんですか？」

プロ「その昔『男女７人夏物語』というドラマがあってな」

鵜飼「明石あかし家やさんま主しゆ演えんでしたっけ。ヒロインが大竹しのぶで……って時じ代だい考こう証しように従したがえば俺たちが小学校に上がるかどうかの頃のドラマですよ!?　読者が知ってるわけがない！」

プロ「大丈夫。俺もドラマ自体は観みてなかったし」

城戸「知ってるのタイトルだけかよ!!　あ、でもいわゆるトレンディドラマ（死し語ご）のはしりだろ？　ってことは当然ラブシーン的なものが──」

プロ「それは基本的にないな。むしろ青春の甘あま酸ずっぱい感じとは真ま逆ぎやくのことが起きる」

城戸「なぜえ!?」

プロ「ともかくそういうわけで君たち七人でメインを張はってもらう。連載は一回あたり原稿用紙五十枚だから、だいたい四十枚あたりで何らかの理由で君たちは危き機きに陥おちいり、お面男の登場となる。七人がかりなら四十枚くらい余よ裕ゆうで保もたせられるよな？」

鵜飼「俺たちってヒーローが登場するまでのつなぎなのか……」

城戸「なんかとんでもない大おお怪け我がしそうな予感がする……つか成功のビジョンがカケラも見えてこないんだが」

プロ「安心しろ。このシリーズを無事にやり遂とげた暁あかつきには特とく典てんが与あたえられる」

鵜飼「特典……って、どんな？」

プロ「リアルバウト本編において端は役やくとしてちゃんと書き分けられる権けん利りだ。名前が出ることは稀まれだろうが、運がよければイラストに描いてもらえる可能性すらある！」

一同「おお～～～ッ!!」

城戸「俄が然ぜんやる気出たぜ！　暗く考えてもしょうがねえよな！　ほら、万まんが一いちってこともあるからさ、もしこのシリーズが大人気になってみそ？　まさかのコミック化なんて大だい出しゆつ世せもあるかもだぜ!?」

プロ「それは万が一にもないな」

城戸「な……なんで？」

プロ「お面男の版はん権けんが下りるわけがないだろ？　イラストでは目め隠かくししてどうにか誤ご魔ま化かしてるが、本来小説という表現ならではの反はん則そくギリギリのキャラだからな。メディアミックスがそもそも不可能なんだ。そういう大それた夢は見ない方がいい」

一同「………………」

鵜飼「まあ……その、何だ……みんな、怪我しないように頑がん張ばろうぜ。な？」

城戸「…………うん、そうだね」




樹「　　　　これからが本当の地じ獄ごくだ……」




　──とまあ、ほぼ誇こ張ちようなしにこんな調子で始まったこのＥＸ第五シリーズ。

　七人の高校生のゆる～い夏休みのエピソードの合間に、話の流れとはまったく無関係に突とつ如じよとしてバイオレンスの嵐あらしが吹き荒れるという極きわめてナンセンスかつ画かつ期き的てきな連作短編となっております。

　出たとこまかせの成りゆきまかせという慣なれない書き方をしたせいか、毎回「もうダメだ！」と弱音を吐いていた記憶があります。とくに目的や課題を持たないキャラクターを書くのは予想以上に難むずかしく、かといって七人の話が興きように乗るとお面男の活躍に割さける枚数が減へるのでそれはそれで困るという、どうバランスを取ればいいものやら書いてる本人にも分からなくなる奇妙な作品でした。




　本書はファンタジアバトルロイヤル誌上にて連載された全六話に加か筆ひつし、完結編として第七話を書き下ろしたものです。溝渕のエピソードを中心に、連載時に入れられなかったネタはすべて第七話に投とう入にゆうしました。初期プロットの段階から名前だけは決まっていた溝渕の師し匠しようも出せたし、最強のお面男も再登場させられたのでやれやれといったところです。無む軌き道どうを極きわめるつもりが最終的には収まるところへ収まってしまうあたり、物語の行く先は物語自身が知っているのだなあ──とか言ってみたり。

　書き始めた当初は四し苦く八はつ苦くしたものの、今となっては気き心ごころ知しれたこの七人、その気になればいくらでもエピソードが書けそうですが、さすがにドラマみたいに『秋物語』まではありません（笑）。

　七人のうちすでに何人かは十四巻あたりから秘ひそかに本編デビューを果たしているので、見つけた際さいは生なま温あたたかい目で見守ってやってください。

　彼らのその後の活躍（？）はリアルバウト本編で。

　それでは、また。





　　　平成十九年七月九日




雑賀　礼史



















　　初出　月刊ドラゴンマガジン二〇〇五年五月号増刊～二〇〇六年八月号増刊

　　　　　ファンタジアバトルロイヤル＋書き下ろし












召喚教師リアルバウトハイスクールＥＸ－５




ですぱれーと☆サマー
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